















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春の爽さわやかな朝、家族と朝食をとっていた。

　給きゆう仕じの配はい膳ぜんしたスープを、いつものように口にして「あ」と小さく呟つぶやく。

　毒、だ。

　またか、というどこか諦あきらめに似た昏くらい感情と共に椅い子すから転がり落ちていた。上座に座る父親が、慌あわてて駆かけ寄り水を持ってくるように指示している。

　二才年上の次兄と、二つ下の妹が取り巻くようにオロオロと泣きそうな顔をしていた。母は、気を失いかねない顔色で僕を心配そうに見ている。

　うららかな食しよく卓たくは、こうして上を下への大おお騒さわぎになってしまった。

　給仕をした実行犯の男は、部屋の外へと出ようとしていたところを捕つかまったらしい。ほとんど一いつ瞬しゆんで意識を失ってしまったので、これら騒ぎは後で聞いたことだった。




　僕は、王都から離はなれた田舎いなかの領地を持つ伯はく爵しやく家の三男、リュシアン・オービニュ。先日、八才の誕生パーティを、小規模ながら屋や敷しきで開いたばかりである。

　少し病気がちのせいか身体からだも小さく、年よりもかなり幼く見えるのが悩なやみの種だった。薄うすい色合いの金きん髪ぱつは直毛で、父譲ゆずりの碧みどり色の瞳ひとみも少し灰色がかった色だ。

　僕には、二人の兄と、一人の妹がいた。

　今年十六才になる上の兄は、隣りん国ごくの有名な学園都市に留学していて今は屋敷にいない。二つ違ちがいの兄は、どちらかというと勉強は苦手だが、剣けん術じゆつに長たけており将来は騎き士しになりたいと言っていた。妹はまだ六才で、金色に近い栗くり色いろの柔やわらかい巻き毛に青い瞳の愛らしい顔立ちで、三人の兄によく懐なついていた。

　両親はとても優やさしく、かつ領主としても公平で清せい廉れんな人となりだった。

　家族には恵めぐまれていると思う。

　両親のことは尊敬しているし、兄妹は大好きだ。その点で不満など一つもない。

　けれど、なぜか小さいころから何度かこうして命を狙ねらわれているのだ。

　伯爵家のそれも三男を、何な故ぜ？

　お家いえ騒そう動どうなど考えられなかった。家族の誰だれもが伯爵家を継つぐのは長男のファビオだと思っているし、それを不満に思っている者は家臣たちをはじめいないと思う。

　今回のこれで、一体何度目だろうか？

　他の兄妹が外へ出るときも、僕が一いつ緒しよに行くと大げさなまでに護衛がつく。それが嫌いやで、物心つく頃ころにはあまり外出もしなくなった。

　そういう背景もあって、だんだん引っ込み思案な性格になっていった。両親や兄妹はそんな僕を心配してあれこれと気を遣つかうが、かえって意固地になってしまい、今となっては当たり障さわりなく、心配をかけないよう屋敷に閉じこもり気味になってしまったのだ。

　そして、今日。

　何度も命を狙われてきたが、今回のは流石さすがに危なかったらしい。

　生死の境を数日間彷徨さまよった。

　脱だつ水すい症しよう状じようが続き、高熱と朦もう朧ろうとする意識の下──。

　僕は、変な夢を見ていた。




　見たこともないような光が瞬またたく明るい夜。

　石造りのとんでもない高さの建物が所ところ狭せましと建ち並ぶさまは、まるで押しつぶされてしまうかのような圧あつ迫ぱく感だ。

　リュシアンとしての記き憶おくがこれを知らないと判断し、もう一つの記憶がこれを懐かしいと感じていた。

　──俺が生きてきた世界。

　それは、前世の記憶のかけら。

　ひとつ、またひとつ、と微み塵じんに散っていたピースが、寄り集まって僕の記憶に上乗せされていく。どこか他人ひとごとのようでもあり、それでも、それが自分の記憶なのだと不思議と確信が持てた。

　──ああ、懐かしい風景だ。

　今度はストンと感想が落ちてきた。

　あの場所を俺は知っている。かつて宮田斎いつきとして平へい凡ぼんに過ぎる人生を送って、そして終わった場所。

　下手に仕事ができたがゆえに会社にいいように使われた。

　恋れん愛あいにおいてもいい人で終わってしまうところがあった。

　飄ひよう々ひようとして人を引き寄せる魅み力りよくがあり、周りにはいつもそれなりに人がいたものの、特に親しい相手を作ることはなかった。家族に恵まれなかった幼少期の境きよう遇ぐうが、根本的なところで人との距きよ離りを置いてしまっていたのかもしれない。

　天てん涯がい孤こ独どくで、四十半ばになっても恋こい人びとの一人おらず、その記憶は、ある日突とつ然ぜん途と切ぎれている。おそらく急な病やまいに倒たおれ、一人暮らしだったために、誰にも助けられず死んでしまったのだろう。

　この記憶は、おそらく前世のもの。

　とくに変わった人生を送るでもなく、無む為いに失った命の記憶。

　だからこそ、と僕は思った。

　今度は、訳もわからず死ぬのはごめんだと。

　何としても生き延び、精いっぱい生きることを楽しんでやろう、と。

　殺されてなどやらない。

　それは誰に聞かせるでもない、見えない敵への宣戦布告。

　幾いく度ども暗殺の脅きよう威いに晒さらされ、どこか諦めにも似た心境に陥おちいっていた気持ちが、ここへきて逆に開き直ってしまった。達観したというか、どうして狙われているかなんて知らないが、それこそ知ったことか、と思った。

　消極的で気弱なリュシアンである前に、俺は、生前飄々として人生を立ち回ったモーレツ（笑）会社員のイツキでもあるのだ。

　そうして三日三晩の昏こん睡すいの末、僕はようやく目覚めたのである。








第一章　試行錯さく誤ご






「やはり……は、王都の……関係…らしい」

「まあ、では……もしかして、……の」

　途と切ぎれがちな声が、部屋の隅すみから聞こえてくる。

「君の……からは、無理……か？」

「……様が、亡……の派……で……」

　よく聞こえない。

　両親の声だということは辛かろうじてわかった。

　高い熱のせいで散さん漫まんになる意識の中、なんとなく彼らの話を聞いていた。すると、さわさわと意味をなさない話し声が、徐じよ々じよに明めい瞭りようになっていく。

　二人がベッドの方へと歩いてきたのだろう。

「どうして放ほうっておいてくれないのかしら」

　母の声が、掠かすれて涙なみだぐむ。

「泣くでない。辛つらいのはこの子なのだ。なんとか私たちで守ってやらねばな」

「もちろんですわ。たとえ王家にだってリュクは渡わたしません」

　王……？

　一体、何の話をしているのだろうか。

　はっきりいって王都にも行ったことはないし、王族のことなど教科書の中のことだ。伯爵家の三男坊ぼうに、なんの用があるというのだ？

　ここで腑ふに落ちた。

　ああ、そうか。

　熱に浮かされた頭が、すっと冷めていくのを感じた。

　渡す、渡さないではない。排はい除じよしたい、そういう話なのだ。

　なんとなくわかってしまった。詳しよう細さいなど知らない、大人の事情という奴やつだろう。いずれは詳くわしく話してくれるかもしれないが、今はこれで十分だ。

　おそらく僕……いや、僕の血を、邪じや魔まだと思う奴がいるのだ。

　驚おどろきはあったものの、そのこと自体に大して動じることはなかった。なぜならそれ以上に衝しよう撃げき的な事実がそこにはあったからだ。

　彼らが……この優しい両親が、本当の親ではないかもしれないという事実だ。どんな秘密を明かされようと、おそらくそれ以上の驚きも、そして悲しみもなかっただろう。

　俺は、また家族を失うのだろうか？

　母の細い指が、僕の髪かみを優しく撫なでている。

　父は、おそらくそんな母の肩かたを抱だいているだろう。

　僕は、貴方あなたたちの子供でいたい。

　熱のせいではなく、殺される恐きよう怖ふでもなく、その瞼まぶたからは涙がこぼれ落ちた。




　ゆっくりと目を開けると、覗のぞき込むいくつもの顔があった。

「ああ、よかった。リュク、わかりますか？」

　青い瞳が、優しそうに微笑ほほえんだ。オービニュ伯爵の妻、アナスタジア。

　決して華か美びではないが、いつも笑顔を湛たたえた素そ朴ぼくで愛らしい女性だった。美しい金髪を結ゆい上げているが、それでもかなり若く見える。

　答えようと「母様」と呼ぼうとして、咽喉のどがつっかえて思わずせき込んだ。

　妹のマノンが、慌ててベッドサイドの水差しを母親に渡す。

「あ、俺は父上呼んでくる」

　やり取りを見ていた次兄のロドルクは、はっとなって慌てて部屋を出て行った。

　水差しの水で喉のどを潤うるおすと、僕はようやく落ち着いて息をついた。身体を起こそうとしたが、母はそれを許さず、肩を軽く押し返して首を振ふった。

「まだ起きてはいけませんよ。気分は悪くありませんか？」

「にいさま、へいき？　もうだいじょうぶ？」

　仕方がなくベッドに横になったまま母に頷うなずいた僕は、掛かけ布ぶ団とんに縋すがりつく妹の頭を撫でてやって「大だい丈じよう夫ぶだよ」と笑って答えていた。

　ふと母が少し驚いたように瞬まばたきして口を開きかけたが、すぐに父が部屋に入ってきたので意識はそちらへ移った。

「リュクは大丈夫か？　アニア、どうなのだ」

「きちんと診みて頂かなくてはいけませんが、今のところは問題なさそうですわ」

「ご心配かけて申し訳ありませんでした、僕はもう平気です」

　先ほどの母同様、僕のいつもとは違う様子に目を見張りはしたものの、父はすぐに一つ頷いて優しく笑いながら続けた。

「医者が来るまで横になってなさい、しっかり診てもらうのだぞ」

「はい、ありがとうございます」

　こういう出来事の後は、いつもの僕なら、ひどく落ち込んでいるところだが、今の気分はむしろ爽そう快かいなので、その通りの表情で父親に答えた。

　いささか不思議そうな顔をしている両親に苦く笑しようしつつも、この期ごに及およんで、わざわざ態度を改める気などない。

　元のリュシアンは、もちろん自分ではあるけれど、たぶん今の僕とまったく同じ人物ではない。ただ、昨日の夜のことは、まだ父母には言わないでおこうと思った。

　聞いてしまったこと。

　僕の出生が、王家に関係していること。

　確信が持てなかったのも確かだが、本当はまだ信じたくなかったのかもしれない。この人たちの息子むすこではないと、はっきり断言されてしまうことが……。

　ともかく、ただ腐くさってばかりいた今までとは違ちがう。

　自分を守ってくれている両親の為ためにも、そして巻き込まれてしまうかもしれない兄妹の為にも。これは、もはや自分のことだけではないのだ。

　僕にとって、果てしなくどうでもいいことに、正直なところ巻き込まないでもらいたいが、たぶんそっとはしておいてくれないのだろう。

　それなら力をつけるしかない。

　──対たい抗こうする力を。

　もちろん戦うことだけがすべての選せん択たく肢しではない。身を引くことで解決できるなら、国を出てもいいとさえ思っている。

　むしろ家族を守るためには、それが一番いいのかもしれない。

　逃にげるみたいで恰かつ好こうが良いとはいえないが、どうしても放っておいてくれないのならもう仕方がないではないか。そのためにも力をつけて、一人で生きていけるようにしなくてはいけないのだ。

　それにこちらの本意ではないが、もし戦うとなった場合でも、無為に泣き寝ね入いりだけはしたくはない。誰だれかの損得の為に、なぜ自分が不利益を被こうむらねばならないのか。

　今までのことは水に流してもいいが、これからも続けるというのなら、こちらだって黙だまってやられっぱなしになる気などない。

　まったく、これから忙いそがしくなりそうだよ！

　自分の生死がかかっているというのに、だんだん気分が高こう揚ようしてくるのがわかった。

　ブラック企き業ぎようの元サラリーマンなめるなよ。年中無休、昼も夜もぶっ通しで働ける自信があるぜ。

　まあ……たぶん、それで過労死したんだけども。

　前世は過労で死んだ挙句、異世界に転生してみれば、今度は常に命を狙ねらわれるといういわく付き。まさに波は乱らん万ばん丈じようすぎる人生だが、ここまで来れば、もう楽しむしかないだろうとさえ思った。

　要は考えようかもしれない。

　これはどうして、やりがいのある人生だ。なにより自分のためである。せっかく異世界にまで来たんだし、楽しむための努力ってやつだね。




　父の書しよ斎さいで、僕はさっそく途と方ほうに暮れていた。

「えー……リュシアンってば、文字読めなさすぎだろう」

　適当に引き出した本を開いて、愕がく然ぜんとなる。何が書いてあるかさっぱりなのだ。確かにまだ学校にも行ってないが、八才にもなって字が読めないって、なにそれ。

　もっとも、僕の記き憶おくとして、勉学に熱心でなかったことは残念ながら覚えている。

「これは、正直まいった」

　こちらの世界の学校は、貴族なら十才くらいで入学するという。これも強制ではないが、王立学校の教養科は大体の貴族の子女が通うらしい。その前にある程度の学力は、家庭教師による勉強で身に付けることになる。

　さらに魔ま法ほうや剣けん術じゆつなど家の方針による個人技は、専門の教師をつけて学校に行く前に体てい裁さいを整えるくらいはやっておくのが普ふ通つうだ。学校はあくまで人間関係や、貴族の子女としての礼れい儀ぎ作法などを学ぶことを前提に通うのだ。騎き士しや、魔法を極きわめる者などはさらに上の学校へ行ったり、専門の学校に行くことになるという。

　僕にも、むろん家庭教師はいる。

　ただ熱心ではなかったのだ。勉強嫌ぎらいだったと言ってもいい。

「なんてこった、読み書きからか……」

　さっそく父に頼たのんで、家庭教師の授業日数を増やしてもらった。そして次兄ロドルクの剣術の先生の授業に、一いつ緒しよに参加させてほしいとお願いした。

　この世界には、魔法もある。

　僕の体つきでは、兄のように逞たくましく成長することはないだろうから、魔法はそれを補うのに最適だと思った。けれど、その件を父に聞いたら困ったような顔をされた。

　この世界の子供は三才から五才くらいで魔力の適性を調べるらしいのだが、どうやら僕は適性なしと出たらしいのだ。

　なんてこった。その辺り、全然覚えてないよ。

　今ならわかる。おそらく認めたくなかったのだろう。だって、今ものすごくショックだからだ。過去の僕が、世を拗すねる要因の一つだったかもしれない。

　ともかく、魔法の書物は書斎にあるから好きに読んでいいと言われた。それでこうして来たのだが、ぜんぜん読めなかったと、こういうわけだ。

「まずは、文字だよね」

　げんなりして、部屋を出る。そろそろ家庭教師が来る時間だ。自分の部屋に行くと、先生はもう来ていた。

「すみません、遅おくれました。よろしくお願いします」

「いいえ、今来たところです。授業を増やして欲しいとおっしゃられたそうで」

　五才の頃ころから教えてもらっている先生である。三み十そ路じを少し過ぎた頃の、ちょっとだけ厳しい目をした女性だ。細い銀ぎん縁ぶちメガネを、揃そろえた中指でクイッと持ち上げるのが癖くせである。彼女は、幼少期を担当する先生なので、特に科目ごとの専門ではなく、総合的な家庭教師という括くくりらしい。

　もっとも最初の文字で躓つまずいていたので、他の科目どころではなかった。それまでの不勉強を反省し、きちんと文字を読めるようになりたいと言ったら、涙なみだながらにめっぽう感激された。

　どんだけ勉強嫌いだったんだ、リュシアン！

　やってみれば、どうして物覚えは悪い方ではないように思う。

　もとより前世では勉強はできた方である。

　とはいっても、天才というわけではなく努力したのだ。なにしろ、両親を早くに亡なくして親しん戚せきの家を転々としたために、どこでも厄やつ介かい者もの扱あつかい。せめて勉強だけでも頑がん張ばろうと健けな気げなことを考えたわけだが、自分の子供よりできる他所よその子というのは、それはそれで煙けむたがられる。でも出来なければ嫌いや味みを言われるのだから理り不ふ尽じん極きわまりない。

　ともかく勉強は嫌いではないし、客観的に見て頭の出来も悪くなさそうだ。まるで乾かわいたスポンジが、水を吸収するように頭に入ってくる。

　この分なら読み書きはすぐに覚えられるだろう。また、出来ることを褒ほめられるというのは存外励はげみになるものだとも思った。なにしろ前世では一いつ切さい褒められなかった。必要だからやった、それだけだったのだ。

「なにやら勉強を頑張っているらしいな、リュク」

　食事の際に、父がそう言って褒めてくれた。

「まだ勉強というほどではないです。初歩の読み書き程度なので」

　嬉うれしいけれど、恥はずかしいという何とも言えないむず痒がゆい体験だった。照れ隠かくしに思わず謙けん遜そんすると、いやいやと首を振って「偉えらいぞ」と父は、自分のことのように嬉しそうに笑った。一緒になって母も賛同するものだから、いたたまれないくらいの気恥ずかしい思いをしたものだ。

　なにしろ、ただ本が読めるようになった程度なのだ。

　前世も合わせると五十にもなろうという年ねん齢れいで、ここまでべた褒めにされると流石さすがに穴でも掘ほって埋うまりたくなる。下手をすると、お祝いでもしようという流れにもなりかねなかったので「それなら」と、代わりに授業の追加をおねだりした。

　歴史や世界情勢なども知りたいし、もうちょっと専門的な先生にも教わりたいと頼んでみると、少し早いのでは？　と心配そうな顔をされたが、最終的には了りよう解かいしてくれた。

「そうだな、お前はなぜか計算は得意だし、そんなに勉強が好きなら、どんな先生でも呼んでやろう」

　文字を教えてくれた先生が、そろそろ計算を覚えたほうがいいと言って数学、というか算数を教えようとしてくれたのだが、正直こちらの計算は遅れているとしか言いようがなかった。難なく解いた僕に、先生が啞あ然ぜんとしていたのは、まだ記憶に新しい。

　手加減できるほどの問題ではなかった……。

　すこし不思議がられたが、もうそこは仕方がない。それより一日も早く社会に出るために、この世界のことがもっと知りたい。遠えん慮りよしている場合じゃないのだ。

「剣術の方はどうなんだ？」

　一方、そんな父の問いには口をつぐんでしまった。少し笑いを堪こらえたような顔で、代わりに兄が答えてくれた。

「師し匠しようが言うには、筋は決して悪くないみたいです。でも、体が小さいので剣に振ふり回されてしまうんだろうって」

「ふむ、もともとあまり身体からだは丈じよう夫ぶではなかったからな」

　稽けい古こは嫌いではないので続けてもらっているが、僕はどうやら剣で身を立てられそうもなかった。そうなると、やっぱり学問を進めるしかない。

　あの毒殺未み遂すい事件から約一ケ月、いつの間にか大人に負けないくらい読み書きが達者になっていた。今なら父の部屋の書物は難なく読めるだろう。知識は有りすぎて困るということはないのだ。

　書斎には、いくつか気になる書物があった。

　まだ文字もろくに読めなかった頃から目をつけていた、それは図ず柄がらがたくさん描えがかれたものだった。そして前世でも、似たようなものを見たことがある。

　これは、錬れん金きん術じゆつの本ではないだろうか？

　文字が読めるようになり、それらの本を片かたっ端ぱしから読み漁あさった結果、ほぼ予想通りであったことがわかった。

　この世界での初級錬金術は、ほぼ薬やく剤ざい師しと同義だった。

　鉱石や金属は扱いが難しく材料の調達も大変である。それに比べて薬の作製は需じゆ要ようも多く熟練度を上げるのに適当なレシピも多いからだ。錬金には例外なく等級が付き、同じ傷薬でも特級と粗そ悪あく品ひんとでは天と地ほどの違ちがいがある。

　薬剤師になるならないはともかく、有意義な知識になることは間違いなかった。

　そして、もう一つ。

　魔法学も、知識としては深めたいと思っていた。別に往おう生じよう際ぎわが悪いとか、そういうことじゃなくて、知っていて損はないだろうと、そういう意味でね。

　……本当だよ。




　　　　＊




「あの事件からリュシアンは変わったな」

　初夏の昼下がり、珍めずらしく屋や敷しきにいたオービニュ家の当主エヴァリストは、紅茶を片手に窓の外へ目を向けた。そこではまだ幼い兄弟が二人、剣を打ち合っていた。

「ええ、噓うそのように活発になって、いろいろなことに積極的に取り組んでいるようですわ」

　彼らの年の差は二才だが、すでに体格はひと回り、身長は頭一つ半くらいの差がある。小さな弟に、兄がうまく合わせているのか、剣の打ち合いはそこそこ形になっているように見えた。

　兄の方は、明るい金きん髪ぱつを短く刈かり上げ、いかにも快活そうな精せい悍かんな顔立ちで、父親のエヴァリストによく似ていた。身体も大きく、剣を構える姿も様になっている。一方、弟の方は、さらさらの金色の髪かみが顎あごに掛かかるほど長く、母アナスタジアによく似た繊せん細さいな顔立ちで、力もあまりないのか、練習用の木刀でさえ振り回されている。最近までは床とこに臥ふせることが多く、酷ひどく華きや奢しやな体格で、同じ年とし頃ごろの子供と比べてもかなり小さい。

　やがて反復練習に入ったところで、エヴァリストはテーブルへと戻もどり、空のカップを置いて腰こしを掛けた。アナスタジアはポットを傾かたむけ、夫のカップを満たした。

「最近では錬金術に夢中のようだな」

「ええ、私の薬草園に入ってもいいかと尋たずねてきたので、作業場も開放することにしました。どうかしら、先生も雇やとってあげたほうがいいでしょうか？」

「そうだな、今はいろいろやってみたい時期なのだろう。だが、あまり詰つめ込みすぎて身体を壊こわすといけないし、しばらくはアニアのわかる範はん囲いで教えてやればよかろう」

　オービニュ家の三男坊ぼうは、最近でこそ明るくなって部屋に閉じこもることもなくなったが、ついこの間までは季節が変わるたびに寝ね込こんだりしていたのだ。急に張り切って倒たおれてしまわないかと心配になるのも無理はなかった。

「リュクは魔ま法ほうが使えないことを気にしているのかもしれませんね。それを補うために錬金術を勉強しているのでしょう。そうですね、当分は私が見ておりますわ」

「興味を持てることがあるのは、悪いことではないがな」

　ふと、「魔法といえば」と、アナスタジアが思い出したように口を開いた。

「延び延びになっていたままのマノンの魔力検査ですが……」

「ああ、リュクのことで忘れていたな。教会には頼んであるから、今週中にも連れん絡らくがくるだろう」
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　今日は、マノンの魔力検査があるという。

　数年前に、僕が絶望を味わったアレである。まあ、マノンは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　貴族の子女は、三才から五才くらいで魔力量や属性などを調べるのが一いつ般ぱん的だ。その後の教育方針に影えい響きようするためである。

　能力発はつ掘くつのため平民の検査も推すい奨しようされているが、基本的に魔力は遺伝により授さずかるのでほとんど形だけのものだ。そもそも魔法や剣けん術じゆつなどで功績を上げた者が、爵しやく位いを授かり貴族になるわけで、結果的に魔力を持つのは貴族、となってしまうのである。

　剣術方面で出世した家でさえ、魔力やスキルで肉体強化ができる者が有利であるのは変わらないので、やはり魔力が多い家系が多いのだ。

　マノンは今年六才、本来ならとうに魔力測定は行われているはずであった。

　家か督とくに関係のない女の子ということもあったが、彼女は人見知りが激しく、家族以外との接せつ触しよくをひどく恐おそれる一面があった。

　去年はいざ検査の日となった時、直前で激しくグズって結局お流れとなった。

　知らない人間が自分を取り囲む状じよう況きようにパニックを起こしたのだ。もともと敏びん感かんなところのある子ではあるが、僕が命を狙ねらわれていることで、いたずらに他人に恐きよう怖ふを感じるようになったのではないかと申し訳なく思っていた。

　ともかく、そんなマノンの魔力検査がようやく行われることになった。

　教会側も気を遣つかったのか、今年は二名でやってきた。優やさしそうな女性と、まだ幼い手伝いの少年。これも威い圧あつ感を与あたえない為ために、こちらが特にと頼たのんだのだろう。

　女性は教会の教師か職員、少年はおそらく奴ど隷れいか平民で教会の下働きだと思われる。僕より少し年上といったところか、まだ物慣れない様子できょろきょろしていた。

　庭に面した広い客間に、彼女たちと向かい合わせで座った。

　こちらは本人を挟はさんで母と僕が座っている。

　先ほどからマノンは、僕の手をぎゅうっと握にぎりしめていた。

　今朝から緊きん張ちようするマノンを慰なぐさめていたのだが、どうやら時間になって、緊張がピークに達したのか、母が呼びに来ても僕から離はなれようとはしなかった。仕方がないのでこうして一いつ緒しよに並んでいるという訳である。

「マノン、大丈夫だよ」

　声をかけるとマノンは硬かたい表情で頷うなずくが、手のひらは汗あせばんでいた。

　にこにこと優し気に微笑ほほえむ女性は、マノンの緊張をほぐすように自己紹しよう介かいから始めた。

「教会から派は遣けんされたエマ・ユーグです。こちらはお手伝いをしてくれるピエール」

　紹介された少年はぺこりと頭を下げた。それにつられるように、マノンもちょこんと頭を下げた。

「では、とりあえず魔力量の測定をして、それから属性検査をしますね」

　エマはカバンから一つの巻物を取り出した。

　異世界では紙は貴重なのではないかと思ったが、案外そんなことはなかった。植物から繊せん維いを取り出して紙を作る製法は、錬金術が盛さかんなこの世界では珍しくもないようだ。ただ魔力が必要な錬金術で作る魔法紙などは、やはり高価ではあるらしい。

　ここに出した物もまた魔法紙のようである。丸めてあるそれを広げると、ワックスを塗ぬったようなつるっとした表面に、複雑な魔法陣じんのようなものが書いてあった。

「さあ、マノン様。こちらに手を置いてください」

　マノンは、恐る恐る差しだした手をそっと紙へと伸のばす。

　瞬しゆん間かん、ぽうっと白い光が浮うかび、魔法陣の端はしから文字をなぞるようにスルスルと光のラインが走っていった。

「きゃっ……！」

　ただでさえビクついていたマノンは、その変化に驚おどろいて手をひっこめた。

　それは、この魔法陣のごく普ふ通つうの反応だったのだが、何なに分ぶん初めて見るマノンには驚くに足る事象だったのだ。

　魔法紙はマノンの手のひらに引きずられ、手前に滑すべり落ちた。

「申し訳ありません。お嬢じよう様さまを驚かせてしまったようですね」

「いえ、こちらも娘むすめに説明しておくべきでしたわ」

　慌あわてた女性職員が紙を拾おうと立ち上がったのを、アナスタジアは手で制した。

「母様、僕が拾います」

「あら、ありがとう」

　母が拾おうとした紙を、僕はしがみついている妹をそのままに、片手で拾い上げた。魔法紙に描かれた魔法陣は、うっかり魔力を流すと反応してしまうからである。僕なら魔力がほぼないので、多少触ふれても大丈夫だと思った。

　紙をテーブルに戻し、表を向けて、広げようとした瞬間──。

　僕の指が僅わずかに掠かすったそれは、いきなりカッと眩まぶしく輝かがやいた。思わず目がくらみ、咄とつ嗟さに顔を背そむけたが、次にテーブルを見た時にはそこには何もなかった。

「え……？」

　それこそ、頭の中はハテナマークである。さっきまで手に持っていたはずの巻物は、跡あと形かたもなく燃え尽つきてしまったらしい。

　呆ぼう然ぜんとして、答えを求めるように教会の職員の顔を見たが、彼女もまた口を開いたまま啞あ然ぜんとしていて言葉もない。

　続いて母親の顔を見たが、同じであった。唯ゆい一いつ、妹だけが巻物が忽こつ然ぜんと無くなったことに、純じゆん粋すいにびっくりした顔をしていた。

　──な、なにコレ？

「お、おそらくお兄様の魔力があまりに多いため、この試験紙では耐たえられなかったようです。受け止める巻物も、容量オーバーしたために燃えてしまったのでしょう」

　しどろもどろになりながら女性職員は、慌てて新しい巻物を取り出した。

　そもそも巻物は、魔法陣を設置するために錬金された魔法紙と、それを保護したり劣れつ化か防止を担になう外側のカバーにより成り立っている。そのどちらにも等級があり、設置する魔法陣や、使用されるであろう魔力量によって、必要とされる等級が変わる。もちろん、魔法陣に見合わない巻物を使えば、どうなるかは想像に難かたくない。

「失礼ですが、お兄様はどの試験紙で検査なさいましたか？　ご兄弟がこれほどとなると、マノン様もあるいはこの巻物では足りないかもしれません」

「あ、いえ……いいえ、前回の検査ではリュク、……リュシアンは魔力なしと結果が出ましたので」

「……え？」

　母のアナスタジアがそう言うと、エマは再び固まった。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、気を取り直したようにカバンから幾いく枚まいかの巻物状の紙を取り出した。最後に出した物は厚手の動物の革のようなものだった。

「すみません、マノン様の検査の後に、リュシアン様にも再度検査をさせていただきますね。こちらの手違いかもしれませんので」

　試験紙の巻物をいくつかテーブルへと並べ、エマはとりあえず先ほどと同じ物を、手伝いの少年に手て渡わたした。どうやら彼には魔力が無いらしい。魔力に反応する使い捨ての魔道具を扱あつかうときは、時に彼のような人材が重宝されることもある。

　どうやら今度はうまくいったようだ。

　マノンの魔力に反応して、魔法陣は緩ゆるやかに光を走らせ、上から時計回りにぽつ、ぽつ、と淡あわいともしびを浮かべた。八つ目を光らせた後、ほわっと魔法陣が熱のない炎ほのおのように揺ゆらぎ、フッと紙の上から消えてしまった。

「八節と少しです。次は属性を調べましょう」

　この検査での魔力の量は、大まかな目安としてしか測れない。

　魔法陣の十分割された枠わくにどれだけ印が灯ともるか、そもそもどの試験紙で検査したか、それで判断するのだ。もとより幼少期の検査では、大きな魔力量を測る検査紙を使うことはまずない。まれに魔法使いの家系などで、容量が足りないことがあるので一応、上位のものも持ち歩いているのだという。

　属性を調べるのは、各属性を持つ魔石で行う。ポシェットのような光こう沢たくのある布で出来た袋ふくろを大切そうに取り出したエマは、その中から、いくつかの色のついた石ころを取り出した。魔石は稀まれにモンスターから取れるもので、そこそこ貴重なものである。特定の属性にしか反応しないので、これで使える魔法の属性がわかるのである。

　長兄ファビオは火と土の属性を、次兄のロドルクは無属性を持っている。

　無属性は、すなわち魔法使いタイプでないことを意味する。ただし魔力や属性が無い、という意味ではない。無という属性なのだ。

　属性とは、魔力を出力するための、いわゆる窓口である。持っている魔力を、どの出口を使って放つかによって、それぞれ魔法の種類が変わるのである。

　マノンの属性は風だった。風の魔法には、守護や癒いやしなどの補助系や、強力な攻こう撃げき魔法もある。どちらを伸ばしても汎はん用よう性に富んだ属性だった。

　マノンもホッとした表情で、ようやく笑顔を見せた。

　彼女を部屋から退出させた後、改めて僕の魔力を測定することになった。さっき紙ごと燃えてしまった巻物より、ずっと厚手で装そう飾しよくのある巻物を取り出した。扱う手つきからして、それ自体が高級なものらしい。

　広げると、先ほどとは比べ物にならないほど緻ち密みつな魔法陣が描えがかれていた。それこそ文字が潰つぶれてしまうほど細かくて、とんでもない情報量だ。

　細かっ……、よくこんなの書けるよね。

　魔法陣を魔力で発動できるようにするには、特とく殊しゆな紙とインク、そしてなにより描くためのスキルが必要だ。魔法陣は、ただ写し取って書いているだけではないのだ。

　鑑かん定ていのスキルを持っている者であれば、もちろん巻物は必要ない。だが鑑定のスキルを持つものは稀で、重要なポジションについていることも多く、彼らを雇やとうことの方が難しいらしい。そこで役立つのが巻物である。

　魔ま法ほう陣じんの巻物は、相応の魔力さえあれば誰だれでも、どんな属性魔法でも、また鑑定のようにスキルでも使えるという利点がある。もっとも特別な魔法や個人特有のスキルなど、例外はあるらしいけれど。

　じゃあ属性など関係ないじゃないか、とも思うが、事はそう簡単ではないらしい。その辺の事情は、また父の書しよ斎さいに行ったときにでも調べるとしよう。

　とりあえずは検査である。

　ちょっとドキドキしていた。いや、ワクワクかな。だって、無いと思っていた魔力があるかもしれないのだ。期待は否いや応おうなく膨ふくらんでいく。

　僕は、そっと魔法陣に触れた。

　先ほどの紙焼失事件のせいで、すこしびくついていたことは内ない緒しよだ。

　今度は、……うん、紙は燃えなかった。

　けれど、すごい勢いで魔法陣が外周からぐるりと眩しく輝き、フラッシュのような光をまき散らしながら、突とつ如じよ、ボンッと描かれた陣が消失した。

　この間、約一秒。

　なんにしても反応が激しいよ、魔法陣！

　どう判断していいのかわからず、僕はチカチカする目を瞬またたきながら、大人たちを見み渡わたした。母親のアナスタジアは、いささか困こん惑わくしたような顔をしており、エマに至っては、しばらく放心したように真っ白になってしまった巻物を見つめていた。

「え、えと。い、いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。まだ上位の魔法陣もありますので」

「待ってください」

　ここで、母が待ったをかけた。一番高級そうな、革で出来ている厚手の巻物をほどこうとしていたエマは顔を上げた。

「リュシアンはまだ八才、そこまで正確な数値は必要ありませんわ」

「……ですが、奥様」

　おそらく純粋な興味があるエマは、ひどく残念そうだ。

「必要ありませんわ、エマさん」

「は、はい」

　もう一度、にこやかに念押しする伯はく爵しやく夫人に、エマはのけぞるように頷いた。

「で、では属性の方を調べましょうか」

「ええ、そうね。よろしくお願いします」

　なんだかわからないが、魔力がないと思っていた自分にいきなり判明した事実。

　嬉うれしくないと言ったらウソになる。

　けれど母の表情は複雑だったし、僕にしても素す直なおにもろ手を挙げる気にはなれなかった。なぜなら、これ以上は余計な騒さわぎになる。命を狙ねらわれている者にとって、何かにおいて特別なことは、決して喜ばしいことではないのだ。

　そうしていざ属性の判定をしてみると、周りの期待をよそにことごとく属性に反応しなかった。いや、正確には無の属性はあった。だがそれは魔法使いとしてはほとんど意味がないということだった。

　幸か不幸か、エマの興味はいささか薄うすらいだようにみえる。

　それはよかったのだが、むろん僕はひどくガッカリした。

　先ほども言ったが、属性というのは魔力の出口だ。火、風、水、雷かみなり、土、光、闇やみの七属性のいずれか、または複数が使えてこその魔法使いなのだ。ちなみに複数の属性が使える者は、複合した属性魔法を操あやつる者もいるらしい。

　無属性はそれらとは別物、いわゆる「気」のようなものだ。身体強化、体力の自動回復、各種レジストなど。もちろん利便性はよく、魔力量が大きければ、かなりの身体能力の底上げが可能といえる。だが、これはどちらかと言えば近接武器向きの能力だ。

　不思議なことだが、複数の属性を持つ魔法使いに特化した者は、なぜか無属性をうまく使えないことが多い。そのため無属性はむしろ魔法ではなく、剣けん術じゆつや体術などに分類されることが常だった。

　──とはいえ、だ。

　なにやら魔力だけは豊富にあるようなので、身体強化を有する無属性のおかげで、僕の貧ひん弱じやくな身体からだでも、武器を扱うことが出来そうなのは素直に嬉しい。今度、次兄の剣術指南の先生に無属性魔法のことを詳くわしく聞いてみよう。

　こうして急きゆう遽きよ行われた二度目の魔力検査は、無事（？）終わったのだった。




　前世の記き憶おくを取り戻もどしたのが原因か、はたまた生死の境をさまよったのが原因か、皆かい無むと思われていた魔力があると判明した。

　いろいろ調べたいこともあったので、さっそく父の書斎に来ていた。

　今なら文字もばっちりである。

　さて、僕の属性は無。

　家族の中では、ロドルクと同じである。武ぶ闘とう派はの次兄にとっては重ちよう畳じようでも、豊富な魔力があることがわかり、その気になれば強力な魔法も使い放題だった僕にとっては、ちょっと微び妙みような、むしろ残念な属性である。いわゆる宝の持ち腐ぐされというやつだ。

　書斎の本ほん棚だなから、今回調べたい本をいくつか引き出した。

　例の、陣のような図形がいくつか書かれた本の数々。錬れん金きん術じゆつに使う錬成陣じんと、魔法やスキルに使う魔法陣がたくさん書かれた書しよ籍せきだ。

　前回は、錬金術に関する本を読んだので、今回は魔法やスキルの魔法陣が描かれた本を選んだ。写生の見本らしき魔法陣ばかり描かれた写本と、魔法の歴史、知識などを細かく解説してある書籍の中から、魔法陣のことが詳しく説明されている分厚い本を選び出し、それら数冊を机に並べた。

　開くと、たくさんの魔法陣が書いてあった。もちろんこれはただの転写なので、魔力を流しても魔法は使えない。

　緻密な文字列に囲まれた、円陣。

　その文字は、呪じゆ文もんに使われる特別な言語でこの世界の一いつ般ぱん的な文字とは違ちがった。魔法を覚える者は、この言語も覚える必要がある。当然、呪文を唱えるためだ。

　だが魔法陣を描くのに必要とされるすべての呪文を唱えなくてもよい。それが属性を持つ者の強みだった。すなわち、属性（魔力を力のある形に変へん換かんする）という膨ぼう大だいな情報が、もともと体に具そなわっているからである。一から十まですべて呪文として文字に起こし羅ら列れつし、描いているのが魔法陣なのだ。

　ページを捲めくると、最初に現れた魔法陣。

　とんでもなく複雑で、隙すき間まもないくらいに呪文で埋うめ尽つくされているそれは、火属性初級「ファイアポム」と記されていた。おそらく火属性を持つ者なら、小さな子供でも唱えることができる魔法だ。

　詠えい唱しようならほんの一言の呪文が、魔法陣だと幾き何か学がく模様のように所ところ狭せましとひしめく難解な言語で埋め尽くされた代しろ物ものになってしまう。写生というスキルは、そこまで珍めずらしいスキルではないが、緻密になればなるほどレベルの向上が必要となるし、所要時間もかなりのものになる。また使用するインクは、魔水と呼ばれる特別に精製されたものを混ぜるのだが、これは錬金術で作製するので決して安価な代物ではない。

　要は、結果と過程の価値が等しくないのだ。

　属性があれば簡単な呪文一つで済むことを、これだけの手間と費用をかけるだけの意味があるのか、という問題にぶち当たるわけだ。

　魔法陣の巻物が、あまり普ふ及きゆうしない理由はそこにある。

　魔力さえあれば、誰でもどんな魔法でも使える便利なはずのツール。

　けれどそれは鑑定のような希少スキルや複数属性魔法の、救済的な手段でのみ、意味をなす代物になってしまったのだ。

「……はぁ」

　巻物による魔法の使用……良い手だと思ったんだけどな。

　属性がない僕でも何とかならないかと、いろいろ書物を読み漁あさっては見たものの、わかったことは、発動においては呪文に敵かなわず、手間もさることながら、金銭的にも容易ではなく、そもそも魔法陣を描くのにもスキルがいるってことだった。

　小さくため息をついて、ページを捲ろうとしてふと違い和わ感を覚えた。

　──あれ？

　顔を上げて、驚おどろきのあまり目を瞬いた。

　そこには宙にぼんやりと魔法陣のようなものが浮うかんでいたからだ。思わず触ふれようとすると、それは形を失って崩くずれてしまった。

「……今の、なに？」

　もう一度、本に目を落とす。

　そう、この形だった。ほんの一いつ瞬しゆんだったけど間違いない。

　顔を上げると、やはりソレがぼんやりと宙に浮いている。慌あわてて手を伸のばすが、結果は同じ。すぐに崩れて、空中に流れてしまう。

　そして気が付いた。

　頭の中に、魔法陣が焼き付いている。こんなにとんでもない細かな魔法陣の、隅すみ々ずみまではっきりと記憶している。

　いやいや待ってよ!?

　記憶力がいいとか、そんなレベルの話じゃないよね。

　試ためしに書き写してみようかと思ったが、それはできなかった。どうやら写生のスキルってわけじゃなさそうだ。なんだろう……頭に浮かんだものが映るから、念写？

　もしかしてコレに触さわることが出来れば、魔法が発動したりする？

　魔力検査の際、不用意に触れて紙を燃やしてしまった、あの時のように……魔法陣の発動条件は触れること。魔力が魔法陣をくぐることで、魔法が発動するのだ。

　ちなみに巻物を使用するにあたって魔力不足は禁物である。

　対象の魔法を発動するに足りなければ不発に終わるし、使い捨てなので魔法陣も消えてしまう。高価な上位魔法の巻物も、一瞬で紙くずになってしまうリスクがあるのだ。そもそも触れれば即そく発動、というのもある意味危険だ。そういう扱あつかいの面めん倒どうさ、リスキーさみたいなものも便利なはずの巻物が広く出回らなかった要因の一つかもしれない。

　そっと、本に描えがかれた魔法陣を指でなぞった。

　もちろんインクで書かれたそれが反応することはないが、魔力なら、念写で描いた魔法陣なら、やはり魔法は発動するかもしれない。魔法陣を描くインクに混ぜる魔水は、いわゆる魔力の代わりなのだから、可能性はある。

　すぐに試してみたが、当然ながら簡単にはいかなかった。

　先ほどから何度やっても魔法陣が完成しないのだ。揺ゆれる水面みなもに描いたように、すぐにゆらりと歪ゆがんで、空中にバラけて霧む散さんしてしまう。

「あー……もう、疲つかれた！」

　魔力量の数値が見えたら、たぶんガッツリ減ってる。

　思いっきり腕うでを伸ばし、脱だつ力りよくしたように机につっぷした。くしゃり、と白紙の紙が腕の下で音を立てる。メモを取るために用意していた白紙の紙だ。

「あ……！」

　慌てて起き上がり、くしゃくしゃになったそれを手に取った。

　最初に、空中に出現したから、失念していた。もとはといえば、魔法陣は紙に書かれているではないか。

　それに念写といえば、写真だよね！

　デジカメになってからはあまり聞かないが、昔はよく霊れいとか超ちよう能のう力りよくとか（本当に存在するかどうかは置いといて）そんなので活かつ躍やくしたのはカメラだった。イメージとして、紙に定着させる、焼き付ける、という感覚でどうだろうか？

　やってみる価値は、あるかも。




　結論から言うと、紙への念写は簡単にできた。

　メモ用にともらった用紙なので、薄いし目が粗あらいため裏写りしてしまっているが、間違いなく魔法陣が定着している。この能力がなんというスキルなのか、はたまた魔法の一種なのか、それはわからない。勝手に「念写」と呼んではいるけれど。

　紙に記された魔法陣を、まじまじと見つめた。

　陣に触れないように、端はじっこを持って裏をぴらっとめくって覗のぞき見る。

　裏まで完全に貫かん通つうしてるね、魔法陣が。

　発動するか試したいけど、それを部屋の中でやるのはちょっと気が引けた。嫌いやな予感しかしない。間違いなく燃える気がする。

　僕は書しよ斎さいから本を持ちだし、薬草園に場所を移した。

　薬草園の中央にある温室。その一角に位置する小さな作業小屋……日本人の感覚では立派に家だけど、がある。有名なネズミランドがまるっと入るほどの敷しき地ちには、ありとあらゆる薬草が栽さい培ばいされていた。そして特別な環かん境きようのものは、気温管理されたハウスなどで丁てい寧ねいに育てられているのだ。

　高原や岩場、雪原、洞どう窟くつなど、そこにしか育成しない植物もあるので、全部まかなうというわけにはいかないが、乾かん燥そうしたものなども合わせると、簡単な薬や錬金に使うものくらいならほぼ揃そろうだろう。しかも母は腕のいい薬やく剤ざい師しであり、鉱石や金属、素材の錬金術でもかなりの腕だった。錬金術の教師としても申し分ない。

　だけど上質な紙を作るのに協力してもらうのは躊躇ためらわれた。

　もともと魔法陣を写す紙は、本来かなりの上位の錬金を必要とし、そんなものを何に使うのか聞かれるのもちょっと困る。分不相応な試みを注意されるかもしれないし、能力のこともうまく説明できそうにないからだ。

　作業小屋に燃えそうなものを置いて、温室の外へと出た。

　管理人の道具入れの中から適当なものがないかと探して、一本のほうきを摑つかむと意い気き揚よう々ようと、裏のひらけたところへと移動する。

　焼しよう却きやく炉ろがあるところなので、多少の火が出ても問題ないだろう。

　まあ、初級魔法だしね。

　さっそく土を盛ってほうきを逆さに立て、的の代わりにした。

　思った以上に興奮しているのか、ワクワクと期待で胸が高鳴った。軽く深呼吸して、少し離はなれたところに立ち、魔法陣が描かれた紙をひらりとかざす。おっかなびっくり指先で触れた途と端たん、紙は一気に燃もえ尽きた。

　思わず仰のけ反ったが、それよりも驚いたことに、まるでその灰かい塵じんから飛び出したかのように、赤く輝かがやく魔法陣が空中に展開されたのだ。

　呆ぼう然ぜんと見守る中、渦うず巻まく火の玉は放たれ、ほうきは四散して弾はじき飛ばされた。

「お、おお!?　うん、でも成功？」

　魔法陣が飛び出すとは、どの書籍にも書かれていなかったが、取りあえず考え方は間違ってなかった。まあ、よし。

　……ちょっと勢いもすごかったけど、初級だし、セーフセーフ。

　すっ飛んでいって近くの木に直ちよく撃げきし、バラバラになった元ほうきだった残ざん骸がいは、見なかった方向で、うんうんと何度も頷うなずいた。

　ただね、紙が燃えるのはやっぱり怖こわい。前まえ髪がみちょっと焦こげたし。

　教会のお姉さんが使っていたような、魔法陣の巻物に使うくらいの高級紙がやっぱり欲ほしいな。あれは魔力を摩ま擦さつなく速すみやかに流し、消しよう滅めつする魔法陣を剝はがれやすく錬金されているので、土台となる巻物を何度でも使いまわしできるのだ。

　ちなみに魔法陣は、紙以外にも写生できる。

　ただ特別に処理してない物や場所だと、うまく魔力が流れず、下手をすれば暴発して大だい惨さん事じになるらしい。魔力検査の時の、許容量を超こえた魔法紙が弾はじけたように、流す魔力量によって受け取る側も、それなりの処置をしておかないとならないのだ。

　また巻物の外側を覆おおうカバーは、魔法紙だけでは賄まかないきれない様々な機能を補足する為ためのものであり、それは劣れつ化か防止だったり、魔法の暴発、暴走防止だったり様々だ。

　当然、収める魔法が強力なものなら、それに見合う強度が必要となるわけである。

「うーん、どうしようかな」

　魔法は使えた。魔法陣じんも描ける。

　巻物専用の魔法紙を自分で錬金することが出来たらいいのだけど。やっぱり母に聞いてみるしかないのかな。

　錬れん金きん術じゆつの場合、錬成陣魔力が必要なものと、調合のみでできるものがある。初級の薬などは後者である。そして紙を精製する材料は、魔力を必要とする素材なのだ。

　レシピはさっき書斎から持ってきた本に、錬成陣と共に載のっている。

　ところで錬金に使われる錬成陣もまた、巻物としてはあまり市場に出回ってない。錬成陣は、魔力を使う錬金には必ひつ須すだが、魔法陣のように複雑怪かい奇きなものではないので、写生のスキルさえあれば、ほぼ誰だれでも書けるからだ。
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　紙も特別な物でなくてよいので、魔法陣とは逆で、簡単に作製できるから、わざわざ買ってまで巻物を使わないのである。

　というわけで、錬金はともかく問題は材料である。

　この薬草園だけでは全部は揃わないだろう。たしか、なんかの木の皮とか、表面をコーティングする油？　みたいなものがいると思う。

　温室を抜ぬけ、作業場への道を、考えごとをしながら戻もどった。

　問題は山積みとはいえ、これはかなり希望が持てるかもしれない。

　使えないと思っていた魔法が、巻物というアイテムと、偶ぐう然ぜん見み出いだした「念写」のスキルを持ってすれば、使えるようになるかもしれないのだ。

　魔法陣を調べるのは骨が折れそうだけど、そのうち王都や学園都市に行けるようになればもっといろいろな魔法陣を探せるかもしれないし、見ることさえ出来ればどんな魔法陣でも描けるだろう。

　この時の僕は、この能力をちょっと便利な写生の上位互ご換かんくらいに思っていたが、念写と呼んでいるその能力は、全く別物であると、後ほど知ることになる。

　魔法陣を写し取るのは、そもそも一瞬ではできない。早くて数分、何枚もの魔法陣が必要となる大おお掛がかりなものになれば、数時間はかかるのだ。また写生という言葉通り、実際の魔法陣を見ながらしか描けないのも特とく徴ちようだ。対して、一度見ただけで記き憶おくし、判はん子このようにポンと一いつ瞬しゆんで写し取ることができるのが念写だ。

　おそらくスキルというよりこれは異能であり一いつ般ぱん的ではない。でなければ、属性も熟練度も関係ない魔法陣は、もっと研究されたに違ちがいないのだから。

「おや、ぼっちゃん」

　顔を上げると、灰色のツナギに麦むぎわら帽ぼう子し、首に手て拭ぬぐいをかけた老人が立っていた。

「クリフ……」

　年の割には逞たくましい身体からだつきで、白髪しらが交じりの髪かみを短く刈かり上げている。日焼けした肌はだは小麦色で、これほど鍬くわが似合う男もいないだろう。彼の身分は奴ど隷れいだが、今ではこの薬草園全体の管理をほぼ任されていた。

　この屋や敷しきへは約十年前、孫のニールと共にやって来た。

　もともと農民だったらしく、土いじりは得意だったようだ。ずっと北の、小さな雪国の出身らしく、貧しい土地で税金が払はらえなくなり奴隷となったらしい。奴隷商を流れ渡わたるうちに、息子むすこ夫ふう婦ふを亡なくしたため、残った幼い孫と老人という引き取り手が付きにくい状態に陥おちいってしまい、最終的にここへ来ることになったのだ。

　この国、モンフォールにはきちんとした奴隷を扱う法律がある。動物のように無条件で売り買いされることはなく、犯罪奴隷などの例外はあるが、だいたいは最終的に自分を買いとることができるような仕組みになっている。

　けれど、露ろ天てん商しようなどのいわゆるもぐりの奴隷商。これは例外で、商業ギルドなどにも入らず、独特の決まりによって動いている。後ろのつながりが複雑で、モンフォールの法律に縛しばられることはないし、基本的には黙もく認にんするより仕方がないというのだ。

　その露天商で、たたき売りされていたのがクリフだ。孫らしき幼児とは別売りにされていて、どうしても一いつ緒しよに売ってくれと懇こん願がんしたため、奴隷商人に折せつ檻かんされている場面を偶然、父が目まの当たりにしたらしい。

　結局、クリフを奴隷商から買い取ったわけだが、むろん同情からではなかった。

　彼の前歴と、差し出された両手を見て、使えると判断したからだ。交こう渉しようにより、孫のニールも一緒に引き取ることができた。奴隷商人も、流石さすがに領主相手に無む碍げに断ることはできなかったようである。

　また奴隷商には、むやみに折檻するなと忠告するのを忘れない。財産になる奴隷を傷つけられるのは面おも白しろくないし、街の美観にも影えい響きようする、と。

　暗に、うちの領地で商売しにくくなるぞ、と脅おどしをかけたのだ。

「今日も錬金術のお勉強ですかな？　必要な素材があれば、ニールのやつに申し付けてくれれば、すぐにも用意させますよ」

　当時は幼かったニールも、今年で十三才になっていた。だいぶ逞しくなって、クリフもかなりの手助けになっていることだろう。

　実を言うと、母に許可をもらうずっと前から、この薬草園へは出入りしていた。あまり外出することがなかったので、草木に囲まれて開放的なこの場所は、唯ゆい一いつくつろげる場所だったのだ。当初、内ない緒しよでここに通っているつもりだったが、クリフとニールにはとうにバレていたらしい。気を遣つかってそっとしておいてくれたのだが、好き勝手にうろうろしていたので、割と早い時期に彼らと鉢はち合あわせになった。

　それから三年近く通い詰つめ、今ではすっかり気心が知れている。

「ありがとう。でも、今日はちょっとクリフに聞きたいことがあったんだ」

　そう言い置いて、僕は慌あわてて作業小屋に駆かけ込んだ。すぐに大きな本を抱かかえて戻ってくると、クリフはその場でしゃがみこんで今日使う道具の手入れをしていた。

「ぼっちゃん、そんなに走ったら危ないですよ」

「もうっ、ぼっちゃんはやめてったら。それよりも、これ！」

　十才未満なら、ぼっちゃんはおかしくないのかも知れないが、なんとなくそう呼ばれるのが恥はずかしかった。……中身は、いい大人だからね。

　差し出された本を、クリフは汚よごれた手で触さわらないように覗のぞき込んだ。

「錬金術の本ですな。素材のことでもお聞きなさりたいんで？」

「というか、在庫。例えばコレとかは、ここにないよね？」

　図解付き魔ま法ほう紙の作り方、のレシピ集。ハードカバーのやたら重い本は、小さな手にはいささか持て余し気味になるが、それをなんとか片手で持って、クリフに見えるようにページをめくっていく。魔法陣の写生用・再利用可能な耐たい久きゆう魔法紙、と書かれたページを開き、材料がずらりと並ぶ中を、順に指でトントンとさす。

　老人はそれを確認して、感心したように頷いた。

「ほう、ようご存じで。流石ですな」

「あ、えっ……と、ううん、知ってたっていうより、勘かんだよ。これなんかは鮮せん度どがいいほど効果が高いって、ここに書いてあるから置いてないかな、と」

　さすがに八才児が、ここの薬草園の在庫をすべて把は握あくしているのは、ちょっと気持ちが悪い。思わず動どう揺ようしながらも、材料の一つである動物の脂あぶらのようなものを指し摘てきした。

「そうですね、これはモンスターから取れる素材ですな」

「えっ、モ、モンスター!?」

　びっくりして危あやうく本を落としそうになる。

　そ、そうか、やっぱりいるよね、モンスター。想像はしてた、でもビビるよ、だってモンスターだよ。

「猪いのししに似た小型の動物型モンスターです。とはいえ、たいしたモンスターじゃないし、冒ぼう険けん者しやギルドなら安価で取引されておりますよ。この錬金に使うとすれば、加工するのに魔力が必要なので、素材として買うとなるとちょっと高くなってしまうかもしれんが」

　上位の錬金術に使う素材は、素材自体も錬金術で作らないといけないものが多い。

　そのため、いわゆる下した請うけ業者のような、錬金が必要な素材のみを請け負う錬金術師もいるというのだ。それだけ需じゆ要ようがあるということだろう。

「それともう一つの素材、こっちは通つう称しよう、紙の木と呼ばれるホワイトツリー、すこし森の奥に群生する木なので、これも冒険者ギルドの扱あつかいになりますな」

「冒険者ギルドか……」

　さすがに子供が一人で冒険ギルドに買い物にはいけないよな。脂ワツクスの方は商業ギルドかな？　錬金術が絡からんでいるからね。まあどちらにしても、無理っぽい。

　年がどうとか言う前に、そもそも一人でなんか街に行かせてもらえないよ。護衛ぞろぞろ連れてけって？　ムリムリ、だいたい冒険者ギルドに何しに行くんだって話だよ。

「うーん……」

「そうそう、ぼっちゃん」

　その後、クリフが世間話のようにさらっと漏もらした言葉は、僕にとある決意をさせるきっかけとなった。そう、イケナイことを思いついたのだ。




　というわけで、裏山来ちゃいました！　当然、内緒です。

　わかってるよ、バレたらこっぴどく𠮟しかられます。

　でもね、魔法だよ！　魔法が使えるか否いなかという瀬せ戸と際ぎわなんだ。

　僕が、魔法を使うことが出来るとしたら、それは魔法陣しか手はない。そして、その可能性を先日見出した。もう、辛しん抱ぼうなんかできるはずがない。

　手っ取り早く試ためせるかもしれないとなれば、それは猪ちよ突とつ猛もう進しんにもなろうものだ。猪だけに……いや、うまいこと言ってる場合ではない。

　この森でのモンスター出現の分布や、注意すべき場所などはクリフにしっかりレクチャーしてもらった。もちろん、一人で行くなんて言ってないけどね。

　武器は、練習で使っている木刀と、護身用のナイフ。ターゲットは、ホワイトツリーの樹皮と、オークモドキというモンスターの背脂だ。

　あの時、素材の入手に頭を悩なやませていると、クリフは助け舟ぶねを出すようにいろいろとアドバイスをくれた。よっぽど僕が、ションボリしていたせいだろう。

「素材の錬金加工をご自分でなさるなら、ここの薬草園の裏山でも事足りますよ」

　クリフの言葉に、もちろん僕は食いついた。

「え、どういうこと？」

「このお屋敷は、魔境と呼ばれる霊れい峰ほうの麓ふもとにあります。山のすそ野は豊かな森で、薬草園の為ために拓ひらいた場所から後ろは、ぜんぶ素材の宝庫ですよ」

　しかも薬草園付近の一帯は私有地なので、基本的には冒険者も立ち入らない。まさに狩かり放題、取り放題なのだ。この辺のモンスターレベルはせいぜいＤクラスなので、母も、素材が必要になると冒険者を雇やとって狩りに同行することもあるらしい。

　なにそれ、僕も行きたい。

「ホワイトツリーは、特徴的な白い表皮の樹木です。あと、そのワックスに必要な素材は、オークモドキという、オークより小さなモンスターの背脂を加工したものですな」

　なるほど、なるほど。

「ぼっちゃん？　もし必要なら、奥様に……」

「え？　うん、そ、そうするよ。今日はありがとう、仕事の邪じや魔まをしてごめんね。また必要な物があったら声かけるからよろしくね」

　そう言って、昨日は薬草園を後にした。

　ちょっと心配をかけちゃったかな。でもごめんね、もう行くと決めたんだ。

　無属性の魔力操作を覚えたおかげで、身体強化はその辺の冒険者なみの防御力ぐらいあるので、自分の身は守れる。もちろん、へっぽこな自覚はあるので無茶はしないよ。無理そうなら早々に引き上げるつもりだ。

　でも、何事もやってみないと始まらない。もとよりそういう性格だった。リュシアンとしての消極的な印象に隠かくれがちだが、なんでも試してみないと気が済まない元来の性格がこうして時々顔を出してしまう。

　幸いここ数日、薬草園に籠こもってひたすら素材錬れん金きんと、薬の調合に没ぼつ頭とうしていたので、一日顔を見せなくてもそれほど心配はされないだろう。

　練習用の木刀を腰こしベルトにぶら下げ、リュックを背負い、ナイフや傷薬を詰めたポシェットを肩かたにかけて、初めての小さな冒険はこうして始まった。

　森に入っていくと、興味を持った薬草、木の実を片かたっ端ぱしからポシェットへ突つっ込みながら奥へと進んでいった。

　もとは魔法が使えないから始めた錬金。今は魔法を使うために必要な錬金。何かを補うために始めた錬金術だったが、最近ではそのものが楽しいのも事実だった。

　研究に没頭しすぎて、母を当とう惑わくさせたりもした。先日、傷薬を作ったとき気が付いたのだが、魔力回復薬を作るときの錬成陣じんを応用して手を加えたら、体力と魔力の持続回復薬が出来てしまった。いわゆる自動回復薬である。飲むとしばらくの間、微び弱じやくではあるが回復し続けるというものだ。

　軽い気持ちで母に披ひ露ろうしたら、ひどく驚おどろかせることになった。どうやら継けい続ぞくして回復するような薬は今までなかったようなのだ。……あまり余計なことをするのはやめよう。やるならこっそりやろうと、決めた瞬しゆん間かんだった。

　それにしても、錬金術の本に載のっていたフリーバッグが欲ほしいな。すぐにいっぱいになってしまうポシェットにため息が漏れる。

　錬金術と縫ほう製せいで作る魔法のカバン、通称フリーバッグ。これも材料や、製作技術、錬金技術によって内容量が変わってくるが、バッグの中は異空間になっており、信じられないほどの収納能力を持っている。参考に載っていたものはフィールドドラゴンとかいう（名前にドラゴンとついているが、トカゲのような形をしていた）モンスターの革をつかった物だったが、外側は革だろうが布だろうが丈じよう夫ぶなら何でもいいようだ。問題は内側だ。確か、ちょっとレアで面めん倒どうくさい材料だった気がする。

　言うまでもなく、珍めずらしいアイテムで大変高価なカバンだ。……欲しい。

　朝一番で屋や敷しきを抜ぬけ出したので、お昼くらいにはかなり奥地にまで到とう達たつしていた。驚いたことに、疲つかれをほとんど感じない。これが身体強化の恩おん恵けいなのだろうか。

　休きゆう憩けいなしで歩いてきたので、木こ陰かげで一休みしようと水すい筒とうの蓋ふたを開けた。

「あれ、ここの木って」

　持ってきたお茶を呷あおって上を向いた時、ふと気が付いた。

　白っぽい表皮を持った背の高い木々が、あたり一面に並んでいた。どうやら、いつのまにかホワイトツリーの群生地に入っていたようである。

　ひとしきり休憩すると、さっそく素材を採集することにした。

　難しいことはなにもない、とにかく皮を剝はがせばいいのだ。ナイフで切り込みを入れ、間に刃はを差し込み梃て子この原理で一気に剝がす。今回は試しで作る分だけなので、持ってきたリュックに入る分のみ取った。

「そういえば、ここまでモンスターとは出会わなかったな」

　錬金術で作った魔物除よけの香かおり袋ぶくろが、思った以上の働きを見せているようだ。

　もともとこの辺まではモンスターはあまり出ないとも聞いた。ここから先が、いわゆる魔境につながる奥地になる。私有地に危険地帯ってどうかと思うが、この山を含ふくめ魔境と呼ばれる森林地帯も領地という意味では、全部ウチの管かん轄かつ内である。

　もっとも屋敷の敷しき地ちとしては、薬草園も含めこの森手前半分までが我が家ということになるのだろう。野球のドーム何個入るのだろうか……。

　この森手前のモンスターはＤクラスまでがほとんどだが、山向こうの魔境からごくたまに渡わたってくるＢクラス以上の魔物が出しゆつ没ぼつすることもあり、冒険者を使って山やま狩がりをすることも稀まれにあるらしい。

　さて、あとはオークモドキの背脂だ。

　オークモドキは、Ｆクラスモンスター。頭は豚ぶたで、人間のような身体からだを持つオークと違ちがって、まんま豚や猪っぽい姿すがた形かたちだ。ちょっと巨きよ大だいな豚という感じなのだが、どうやら時々二足歩行するらしい……怖こわい。

　食しよく欲よく旺おう盛せいで、雑食。集団で行動することがあるので厄やつ介かいだが、基本的には新米冒険者がラット系、ワーム系などの雑魚ざこの次に狙ねらう獲え物ものらしい。

　ワーム系といえば、実はウチの薬草園などにも出没していて、でっかい芋いも虫むしだなーって思ってた。今考えてみれば、あれもモンスターだったようだ。クリフがまるで畑に出没するナメクジのような感覚で、プチッとやってたから気が付かなかった……あれ？　クリフって結構強いのかな。……うん、とりあえずオークモドキだったね。

　それ以上考えるのを放ほう棄きして、もう一つの素材採集に向け準備を始めた。

　多少の危険は伴ともなうけど香り袋を土に埋うめ、さらに奥に入っていった。虎こ穴けつにいらずんばなんとやらだ。正直なところ、少し焦あせっていた。そろそろ帰らないと、夕方までに屋敷に着けないからだ。とにかくモンスターが出ないことには始まらない。

　どのくらい歩いただろう、さすがにそろそろ引き返した方がいいかな、と考えた頃ころ。

　カサッと葉っぱが揺ゆれて、いきなり肌はだ色いろの生き物が獣けもの道みちの真ん中に飛び出してきた。

「……っ!?」

　オークモドキだ！

　突とつ然ぜんのエンカウントにこちらも驚いたが、向こうはもっと驚いたのだろう。ガバッとすごい勢いで立ち上がった。本当に二本足で立つんだね!?　とのんきなことを再さい確かく認にんしている間に、モンスターはこちらに向かってきた。

　基本的にオークモドキは、人を見かけると逃にげるらしいのだが、なにしろ僕は子供で、おまけに一人きりだ。相手はすぐに雑魚ざこと判断し、今や完全に舐なめきっている。

　初手の突とつ撃げきに、とっさに武器を取ることも忘れた僕は、ごろりと横に転がることで、なんとかオークモドキの猛もう攻こうを避さけた。

　……び、びっくりした！

　一度距きよ離りを取って、巨大な獣けものと向かい合う。攻撃を避けられたことで、向こうもひとまず様子を見ているようだ。

　僕は、ドキドキと踊おどりまわる心臓をなんとか落ち着かせて、油断なく腰に下げた木刀を抜いた。けれどココは森の中、長物はあまり振ふり回すことができない。オークモドキから目を離はなさず、なんとかカバンにしまったナイフを取り出し、そちらを利きき腕うでに持った。

　オークは武器を持っているが、オークモドキは武器を持ってない。なぜなら前足が蹄ひづめだからだ。立ち上がるのは相手を威い嚇かくするためで、攻撃する時は、普ふ通つうに四本足で走って突進してくる。武器は、鋭するどい牙きばと、硬かたい頭ず蓋がい骨こつだ。

　顧かえりみて、こちらは盾たて代わりの木刀と小さなナイフのみ。そして立ち姿は、見事なまでのへっぴり腰ごしである。負け惜おしみではないが、前世では戦せん闘とうと無む縁えんの人生を送ってきた日本人なのだ。剣けんの稽けい古こはしてはいるものの、実戦ともなれば腰が引けるのも無理はない。

　牛のように、オークモドキは前足で土を蹴けりつけている。やる気満々だね。だけど、もしイノシシのように猪突猛進ならやりようはある。それを狙って、少し身構えた。

　案の定、突進してきたオークモドキ。思い描えがいていた通りに盾代わりの木刀でいなし、素す早ばやく体を翻ひるがえした。しかし──。

　背中を取ったと思った瞬間、丸々とした姿に似合わぬ素早さで反転したオークモドキが、無防備な脇わき腹ばらに頭ず突つきをしてきた。

「うっ……！」

　思いっきり吹ふっ飛び、大木にぶつかって、それでも勢いを殺せずバウンドしながら転がり、最後は逆さまになってようやく止まった。木刀で防御はしたものの、幼い身体は小さい上に軽いので、吹っ飛んだらどうにもならない。

　身体強化の恩恵もあり、痛いことは痛いが、打だ撲ぼくなどのひどい怪け我がはしていない。びっくりしてちょっと息が詰つまったけど。

　同じ理由で、しっかり踏ふん張れば、これくらいは耐たえられると思う。ただ、慣れていないので間に合わなかったのだ。

「む～……、ぜんぜん修しゆ業ぎようが足りないなあ」

　もう一度、オークモドキと向かい合う。向こうはこちらを完全に雑魚だと認定したのだろう。逃げる気はなさそうだ。

　くそう、ぎゃふんと言わせたい。

　むやみに逃げ腰になるより、この相手ならしっかり正面から受けたほうがいいかもしれない。不本意ながら、自分の防御力はさっきの攻撃を受けたことで試ためせたし。

　土つち煙けむりを上げてオークモドキが突進してきた。今度は、剣でしっかり受け止める。

　よし、足に意識を集中すればちゃんと踏みしめる力も増強できてる。もとより魔力操作は、先生にも褒ほめられたんだ。

　モンスターの足を止めてしまえばこちらのもの、すでに手の届くところにあるモンスターの脳天に向かってナイフの柄つかを思いっきり落とした。

　咄とつ嗟さに刃は先さきで突き刺さすのを躊躇ためらったのは、武器を持つことのなかった日本人としては致いたし方がない。これからモンスターを狩かるなら、おいおい慣れていくしかない。

「……あれ？」

　そして、地面に転がった獲物を見下ろす段になって、僕は重大なことを見落としていたことに、ようやく気が付いた。

「……これ、誰だれが解体するの？」

　昏こん倒とうしている獣を前にしばらく途と方ほうに暮れていたが、ここは何時モンスターが出没してもおかしくないフィールドなのだ。まずは暴れないようにしっかり拘こう束そくすると、ナイフを片手に、恰かつ好こうだけは捌さばく準備が完かん了りようした。

「困ったなあ……」

　必要なのは背せ脂あぶらだが、素材を剝ぐという作業は慣れない人間がやると品質が落ちるって言うし。クリフなら何とかできそうだけど、問題はこれをどうやって持って帰るかということだ。考えてみれば、こういう仕事は冒ぼう険けん者しやの役目だと無意識に考えていた。

　実際、母も狩りをするときは冒険者を雇やとっているし、素材を剝ぐのも彼らに任せている。無自覚のうちに役割を分担して考えていた。

　貴族であるということ。上に立つということ。中身は身分制度の感覚がない日本人だが、生まれてこのかた貴族として生きてきた記き憶おくも存在する。

　常に誰かが助けてくれる環かん境きようを、当たり前だと思ってはいけない。そんなことは前世でいやというほど骨身に沁しみたはずなのに。

　人間というのは楽な方には容易く馴な染じみやすいものだ。

　いずれ独り立ちする気なら、なんでも出来るようにならなくてはならない。ましてや僕は、追われる身になる可能性さえあるのだから。

　明るすぎる未来の展望に、否応ない重いため息が漏もれた。

　とりあえず今は、できないことを嘆なげいていても仕方がない。今日はこのまま帰り、明日にでも事情を話してクリフに一いつ緒しよに来てもらうのがよさそうだ。

　怒おこられるのは、もう仕方がない。

「……っ！　わぁっ!?」

　そんな時、どこからか人の騒さわぐ気配がした。むしろ、悲鳴のような？

　振り向くと、かなり後方で草むらがガサガサと激しく動き、やがて一人の少年が転がり出てきた。まるで何かを振り払はらうように、顔を庇かばうように身を丸めている。

「って、え!?　ニール、なんでこんな所に」

　とっさに駆かけ寄ろうとして、後ろから追うものの正体を知った。

「あれは、タイガービー……！」

　モンスターランクＤ、なんとオークモドキよりも上だ。一言で説明するなら、でかい蜂はちである。縞しま々しま模様の腹が、ゆうに僕の胴どう体たいくらいはある。

　この森では厄介な類たぐいのモンスターだった。集団で行動する上に、さらに仲間を呼ぶことも多い。とがった口は鋭く、嚙かまれたらただでは済まない。蜂と言ったら毒だが、お尻しりの針は常に出ていて、僕の持っているナイフと変わらない大きさだ。刺されたら、毒に冒おかされる前にイチコロだろう。

　これは、逃げることを考えないといけないエンカウントだ。けれどニールを庇いながらの逃とう走そうとなると、回り込まれる。だったら……。

　ポシェットをひっくり返して中身を地面にぶちまけた。

　せっかく採集した素材になりそうな葉っぱや、木の実、植物の蔓つるなどが無造作に放ほうり出されたが、今は悠ゆう長ちように一つ一つ探さぐっている暇ひまはない。

「……っ！　あった」

　ニールの方を見ると、すでに数すう匹ひきのタイガービーに囲まれていた。しかもなぜか激げき怒ど状態。いったい何をやらかしたんだ、ニール！

　小さな布の巾きん着ちやく袋ぶくろ、それはオークモドキが集団でいた場合に撒まいて逃げるために用意していたもの。大きく振りかぶって（野球なんかやったことないけどなんかそんな感じで）正面のタイガービーに向かって思いっきり投げた。

　ビーの胴体に当たったそれは、衝しよう撃げきでほどけて中の粉を一気にぶちまけた。

　謎なぞの粉攻こう撃げきを食らったモンスターは、とっさに距離を取った数匹が逃げていき、至近距離だった個体は次々に地面に落ちた。

「必殺、痺しびれ薬」

　って、ほんの数分動けなくなるだけなんだけどね。しかも本来の使い方とは異なる。マヒを緩かん和わする治ち療りよう薬を作るための植物を、粉末状にしたものだ。毒と薬は表裏一体って言うでしょ。本当にピンチになったら試ためしに使おうと思って持ってきてよかった。

　手て拭ぬぐいでマスクをしてから、急いでニールのもとへ走っていった。

　当然ながらニールも痺れている。だよね、うん、わかってた……ごめんね。

「動けないよね。でも、出来るだけ僕に摑つかまって」

　早くしないと、もう動けそうなビーがモゾモゾしている。ひと回り以上大きなニールを無造作に引き上げ、担かつぎ上げるようにして背中に背負った。身体強化はこんなところでも地味に役立つ。地面を足が引き摺ずっちゃうのは、我が慢まんしてね。




「ふう、なんとか逃げられたね」

「すみませんでした！　坊ぼつちゃん」

　ニールはやっとマヒから回復したようだ。身体からだを直角に折り曲げて、凄すごい勢いで頭を下げた。いつもは高い位置にあって見えないつむじが、すぐ目の前にある。

「うーん、あれだよね。たぶんだけど、クリフに言われて来た？」

「う……はい、その通りです。本当はこんな奥に入る前に止めようとしたんですが、坊ちゃんときたら足が早くて、途と中ちゆうで見失っちゃって」

　どうやら追いついては見失いを繰くり返しているうちに、うっかりキラービーの巣の近くを通ってしまったらしい。

「坊ちゃん強いですね！　それに力持ちでびっくりしました」

　担ぎ上げた時、もちろん意識のあったニールは、なんなく背負われ、そのまま駆けだした僕に仰ぎよう天てんしたらしく、ちょっと興奮気味にそう言った。

「そっか、クリフにバレてるんだ。うわあ、怒られる」

「たぶん俺も怒られるから、一緒に覚かく悟ごを決めましょう。引き留めることが出来なかったばかりか、助けられちゃいましたから」

「ごめんね、ニール」

「いえいえ、俺の不ふ甲が斐いなさのせいだし、坊ちゃんのせいじゃないですよ。さて、さっきの荷物を拾いにいかないと」

　そうだった。全部放ほうり出してきてしまった。それと、オークモドキ！

「ニールって解体できる？」

「出来ますが……ああそうか、オークモドキを仕留めてましたね」

　先ほどの場所に戻もどり、キラービーが居なくなっているのを確かく認にんしてから、役割を分担して作業を開始した。僕は放り出した荷物を、ニールがオークモドキの解体を、である。

　黙もく々もくとオークモドキを解体しているニールの横で、僕はそこら中に散らかっている素材や薬くすり瓶びんをちまちまと拾い上げていた。

　なんでも自分で出来るようにならないといけないと決意した矢先、こうしてニールに解体を任せているあたり情けないが、人間すぐにどうにかなるものでもない。

「ぼっちゃん。はいこれ背脂、大だい丈じよう夫ぶそうですか？」

「さすがニール、手て際ぎわがいいね。ありがとう、助かったよ」

　ニールは幼いころからクリフにガッツリ鍛きたえられている。農作業のイロハはもちろん、こうした獲え物ものの解体などもお手の物だ。本当に見習いたいものだ。

　拾い上げた薬瓶を手にとり、割れてないか確認する。この世界のガラスも、元の世界の物とさほど違ちがいはない。透とう明めいで透すき通っており、衝撃を加えると割れる。通つう称しようガラスの石と呼ばれる鉱石を、錬金により熱加工して作るのだ。

　確認して拾い上げた薬瓶をポシェットに仕し舞まい、次に素材を包むための大きな紙を広げた。これは特とく殊しゆ加工して脂や水を通さないよう魔ま法ほう錬れん金きんしたものである。

「ここに……って、ニール足どうしたの？」

「大丈夫です。ビーに襲おそわれた時、ちょっと擦すりむいただけですから」

　よく見ると、濃こいグレーのズボンが擦れて、わずかに血がにじんでいる。どうやら転んだ時に地面に擦ったのだろう。さらに捻ひねりでもしたのか、かなり痛そうだ。

「ちょうどいいや、コレ使っていいよ」

「え？　いや、それって錬金した薬ですよね？　そんな高価な物……」

　先ほど拾い集めた薬瓶を取り出すと、驚おどろいたニールが慌あわてて手を振ふった。

　調合のみの薬は比ひ較かく的てき安価なのだが、魔力錬金を施ほどこした薬は高価なのだ。効き目が全然違うので、ある意味別物と言ってもいい。

「薬草園の材料で、僕が錬金したものだから、気にしないで」

「う、うわあ……待って、そんなジャバジャバと!?」

　ズボンの裾すそを引き上げ、赤く皮ひ膚ふがめくれ上がった痛々しい傷に、容よう赦しやなく薬をぶちまけた。これは傷薬、色は一いつ般ぱん的に赤。続いてもう一本、透き通った青い液体だ。青い薬は体力や気力を回復させる。僕の作った薬は魔力も微び回復させ、それら効果はしばらく続くが、見た目は普ふ通つうの回復薬と変わらない。

「相変わらず、効き目が気持ち悪い」

　みるみる傷が治っていく様子は、何度見ても慣れない。

「俺の台詞せりふですよ。こんなの唾つばでもつけとけば治るのに、勿もつ体たいない」

　唾つけるとかやめて。どんだけ雑ざつ菌きんがいると思ってるの？　まあ、ともかく治ってよかったよ。とてもじゃないけど、足引き摺った状態でここから帰るの無理だからね。

　改めて二人はそれぞれ手分けして、荷物を片付けて帰路へとついた。

　オークモドキも簡単に切り分けてちゃんと持って帰ることを忘れない。何しろ背脂取っただけでポイっと捨てちゃ、いくら何でも浮うかばれないからね。

　二人そろって屋や敷しきに戻ったのは、すっかり日が暮れたころだった。

　どうやら捜そう索さく隊を結成しようかという、とんでもない騒ぎになっていたようだ。

　生まれて初めて優やさしい母が怒るのを目まの当たりにした。

　あまりの形相に手を上げられるのも覚悟したが、予想に反してその腕うでは、背中へと回された。潰つぶされるかと思うほど強く抱だきしめられ、泣きながら怒る母の姿に、不覚にも泣き出しそうになってしまった。本当に心配をかけてしまったのだと、反省しかない。

　初めての大冒ぼう険けんは、こうして大波乱のうちに終わった。

　もちろん、やったことへの代償は支し払はらわなければならない。

　僕は、父親によって、一週間の謹きん慎しんを言い渡わたされてしまった。屋敷の外へ、一いつ切さい出てはいけないと厳命されたのだ。もちろん薬草園にも行ってはいけないと。

　結局、僕は父の書しよ斎さいに籠こもった。

　ただ、せっかく集めた素材を無む駄だにするのはかわいそうだと言って、母が錬金に必要な道具を書斎の隅すみに設置してくれた。ありがたいことに、大おお掛がかりなものは無理でも、紙の精製くらいならギリギリできそうである。

　あんなに心配させたのに、母には本当に頭が上がらない。

　錬金の傍かたわら、冒険者向けのモンスター解体の本なども読んだ。記憶はできても、こればかりは実地で覚えなくてはどうにもならないので、知識だけ詰つめ込むことにした。そんなこんなで一週間の謹慎期間は、あっという間に過ぎていったのである。




　完成した魔法陣じん用の巻物を、僕は満足げに眺ながめた。

　背せ脂あぶらの品質は申し分ない。素材剝はぎが、的確かつ丁てい寧ねいだったからだ。クリフ仕込みのニールの腕は流石さすがだった。

　そうそう、ニールもあの後、クリフの岩のような拳げん骨こつを食らったらしい。本当にごめんね、申し訳ないことをしてしまった。後で二人にも謝りにいかないと。

　綺き麗れいに装そう丁ていされた巻物を机に広げて、さっそく魔法陣を念写してみた。ぼんやりと光りながら紙に定着した魔法陣に、念入りにチェックを入れる。大丈夫、裏写りしてないし、すごくノリもいい。文句なしだ。

　とりあえず初級の攻こう撃げき魔法をいくつか作ってみた。きちんとした写生用の資料には、残念ながら初級魔法の魔法陣しか載のってなかったのだ。

　難しそうな分厚い本には、まるでネタのようなものすごい魔法陣が載っていたが、あれは伝説、というか眉まゆ唾つばに近い。だって、五連魔法陣だよ!?　火属性の上級魔法らしいけど、有りえないでしょ。巻物が五本とか！　探してる間に戦せん闘とうが終わっちゃうよ!?

　まあ、加えて言うなら、世の中にはもっとすごい魔法があるらしいけどね……ほんとかいな。

　とにかく、いろいろな魔法陣を見てみたい。

　一番手っ取り早いのは王都へ行くことだけど。今の僕の状じよう況きようでは、やっぱり学校へはやらせてもらえないかな。

　貴族が一般的に通うのは王立学校の教養科。でも僕は、できたら初等科に行きたいと思っている。いわゆる才能のある人材を発はつ掘くつし、育てるのが目的の、王国が学費を全面免めん除じよしている学校だ。魔力さえあれば、　平民でも無料で通えるのが特とく長ちようである。

　貴族の礼れい儀ぎ作法だとか、横のつながりだとか、そういう社交的な面が強い教養科とは違い、こちらは魔法や剣けん術じゆつ、一般教養などがメインである。

　でも正直な話、もっと行きたいと望んでいる場所がある。

　それは上の兄、ファビオが通っているドリスタンの学園都市だ。他国だし、たぶん許してもらえないだろうから、これは内ない緒しよなんだけどね。
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「リュクはどうしてる？」

　まだ夜の明けきらない食堂で、早めの朝食をとっていたエヴァリストは、開口一番わが家の謹きん慎しん坊ぼう主ずの様子を、妻に聞いていた。

「きちんと大人しくしていますわ。あなたの書斎で、錬金と読書に明け暮れているようですよ」

　メイドに食事を運ばせると、アナスタジアは早々に人ひと払ばらいして夫の給きゆう仕じを始めた。早朝の食事に、わざわざ自分を呼び出したことを配はい慮りよしてのことだ。

「あいつの場合、罰ばつになっているかどうかわからんな」

「ふふ、そうですわね」

　薬草園で採れたハーブで作ったお茶を出しながら、アナスタジアはやがて表情を引き締しめて、本日の早朝に届いた手紙に目配せを送った。

　封ふう蠟ろうに閉じられた手紙が、お茶を受け取ったエヴァリストの手元にある。

　この国の民たみで、あの紋もん章しようを知らぬものはいないだろう。王おう冠かんを戴いただいた二匹ひきの獅し子しが描えがかれたそれを。

「それで……お手紙は、やはり陛下からですの？」

「ああ、どうやら王太子が行ゆく方え不明らしい」

　さらりと返された返事に、アナスタジアは持っていたポットを落としそうになった。

「えっ……学園都市に留学中の？　一体、いつ」

「ほんの数日前だ。情報開示はしていないが、王都はその話題で持ちきりだ」

　どうやら王太子失しつ踪そうは、護衛のすぐそば、それも衆人環かん視しのもとでのことだったらしい。まるで忽こつ然ぜんと消えたようだ、と噂うわさされている。

「まさか……」

　王太子様まで？　アナスタジアは、口元を押さえながら「なんて恐おそろしいことを」と呟つぶやいた。

「いや、正直それはわからない。いくら奴やつらでも、あれほどの人前でそんな大それたことをするものかな」

　奴らとは、もちろん息子むすこを狙ねらっている輩やからのことだ。

「実際……今回の騒そう動どうがきっかけで、陛下は数年前の第四王子失踪の案件を放ほうっておけなくなり、捜索を強化して……」

　手紙を、ひらりと見せる。

「こうしてリュクにたどり着いたのだからな」

（陛下におかれては、以前から気が付いておられたご様子だったが、今回のことで黙もく認にんもできなくなった……というところか）

「……奴らにとっては、藪やぶ蛇へびもいいところだ」

　今まで秘ひ密みつ裏りに事を進め、忘れられた王子を穏おん便びんに闇やみから闇へと葬ほうむり去ろうとしてきたのだ。本来なら小さな憂ゆう慮りよをきっちり排はい除じよして、それから万ばん全ぜんを期して王太子を……という手て筈はずだったはずだ。

　エヴァリストは、思案気に顎あごに手を当てて忌いま々いましそうに舌打ちした。

「どちらにしろ、いい機会かもしれない。もとより敵にリュクのことが知れている以上、これからも狙われる。王宮に戻もどることが危険だというのは確かだが、ここまで来れば決めるのは陛下と……リュク」

　言いかけてすぐに小さく首を振って、改めて口を開いた。

「リュシアン殿でん下かだ」

　アナスタジアは黙だまって夫の言葉を聞いていた。小さな沈ちん黙もくの中、窓の外では吞のん気きそうな鳥のさえずりが聞こえてくる。すっかり陽ひも昇のぼって、夏らしい日差しが明るく緑の大地を照らし始めた。

　かちゃり、とエヴァリストがティーカップを持ちあげて口をつける。

「……お前の姉、シャーロットが亡なくなって、もう六年になるか」

「ええ、お姉様と……ミッシェル殿下。あんなにお小さかったのに」

　シャーロットとは、アナスタジアの腹はら違ちがいの姉で、モンフォール王国の三の妃きさきだ。そして彼女の長男で、モンフォール王国の三番目の王子ミッシェル。

　母親のシャーロットと共に、実家への一時帰省の途と中ちゆうでその事件は起こった。

　馬車が山さん賊ぞくに襲おそわれ母子共に重傷を負ったのだ。この時すでにシャーロットは懐かい妊にんしていた。護衛の騎き士したちの命がけの働きで、隊の一部はなんとか王都へと戻り、シャーロットは辛からくも命を取り留めたが、病びよう床しようのまま早産で次男を出産した。そして、幼いミッシェル王子は、その時の怪け我がが原因で帰らぬ人となってしまったのだ。

　紆う余よ曲きよく折せつの後、オービニュ家の三男となった四番目の王子リユシアン。

　生まれ落ちる前から命を狙われ、そして継けい続ぞくして危険に晒さらされ続けている我が子を思うと、その元げん凶きようとも言える人物からの手紙を破り捨てたい衝しよう動どうに駆かられたが、なんとか堪こらえたエヴァリストは、力の限り握にぎりつぶすに留めた。

　どちらにしても断れない招集なのだ。それならいっそ、これまでたまりにたまった恨うらみ言でもぶちまけに行こうと開き直ることにしたのである。
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「えっ？　王都ですか」

　謹慎が明けるとすぐに父に呼び出しを食らった。もしかして、あまりに錬金だ、読書だと自由にやりすぎて、罰になってないとでも注意を受けるのかと思ったが、そうではなかった。父の、王都への旅へ同行するようにと言われたのだ。

　実際、行ってみたいと願っていたので渡りに船ではあったが、なぜ急にそんな話になったのか、寝ね耳みみに水もいいところであった。

「熱心に勉強しているようだな。それに、魔法も」

　僕がこそこそと巻物を使って魔法を使っていることは、どうやら筒つつ抜ぬけになっているらしい。隠かくれてやっているつもりだったが、すべてお見通しだったようだ。いい機会だったので、父には、特とく殊しゆなスキルで魔法陣が描けることを話しておいた。

「まだまだ課題は山積みです。もう少し巻物を強化するか、魔力操作で乗り切るか……どちらにしても、すぐにというわけにもいかなくて」

　無属性の魔力操作はなんとなくわかるのに、魔法に流す魔力の量は、なんだか調整が難しい。何度か薬草園で試ためした際も、魔法陣を設置した紙は跡あと形かたもなく燃えてしまった。どうやら対象魔法に、必要以上の魔力を流しているのが原因らしかった。そのため、ちょっと無茶をして森に入り、丈じよう夫ぶな魔法紙を作製しようと思ったわけだが、なかなかうまくはいかないものだ。

　魔法発動のプロセスを、すべて自動で調整できる属性持ちに対して、何から何まで手動で行わなければならない自分とでは、端はなから勝負にならない。

　もともと巻物での魔法発動には、いろいろ弊へい害がいがあるのはよく聞く話である。

　ほとんどのトラブルは魔力不足による不発らしいのだけど。

「ともかく、お前にとって魔法が使えたことは僥ぎよう倖こうだった」

　ポツリと漏もらした父の言葉に、僕は思わず反応しそうになった。それはつまり防衛手段として、ということだろう。

　父は、僕の顔をじっと見つめて、やがて深いため息をついた。

「……お前は聡さとい子だ、もしかしたら己おのれを取り巻く状況を、おぼろげながら気が付いているのかも知れないな」

　ついにこの時がきたということだろうか？

　王都へ行くということは、つまりそういうことなのか。

　今年の春先、僕は八才の誕生パーティを近きん隣りんの貴族を招いて祝ってもらった。あれは、いわゆるお披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきである。もちろん長男などは、もっと早い時期に大々的にお披露目をするが、次男以降も社交場で困らないように、ある程度の年ねん齢れいになると貴族社会に紹しよう介かいされるのである。それは、大人に一歩近づいたという行事の一つなのだ。

「本当なら、もう少し大きくなってから……と、思っていたのだが」

　そう言って、父は上から下へと視線を落とした。

　確かに小さいですけどね。そんなに見下ろさないでください。

　正直、いささか発育が悪い気がしないでもない。八才と言ったら、小学二年、三年？　そんな所だろうか。少なくとも僕は、平均よりかなり小さいだろう。

　それでも父は、お披露目を済ませた紳しん士しとして扱あつかうことに決めたようだ。

　引き出しから恭うやうやしい仕草で取り出したのは、豪ごう華かな装そう飾しよくの封ふう筒とうだった。なぜかクシャクシャに折れ曲がった跡あとが付いていたが、その封ふう蠟ろうの意い匠しようには見覚えがあった。

　この国の人間なら、子供でも知っている紋章だ。

　やはり、避さけては通れない話なのだ。前世の記き憶おくが戻るきっかけとなった、例の毒殺未み遂すい事件だけではなく、これまでも幾いく度どとなく命を狙われてきたのだから。








第二章　王都へ






　出しゆつ立たつまでの数日、護衛付きでもいいから森に入りたいと父に頼たのんだが、さっくり断られた。前回の失敗を踏ふまえて、ちゃんと報告してから森に入ろうとしたわけだが、やはりダメだしを食らった。くそう、早く大きくなりたい。

　だけど、僕だってそう簡単には諦あきらめない。ここで、前にスキルのことを説明していたことが役に立った。何から何まで、既き存そんの物がそのまま使えないスキルだ。自分なりに研究して、オリジナルの巻物を作るのだと熱弁した。王都へ行く前に、少しでも護身になるように準備がしたいと言ったら、ようやく折れてくれた。

　森への立ち入りは許してくれなかったが、町へ降りることを許可してくれたのだ。なるほど、商業ギルドと冒ぼう険けん者しやギルドで購こう入にゆうしろということだ。

　芯しん棒ぼうが入った巻物は、魔ま法ほう陣じんを定着させる魔法紙を巻き取る補助アイテムで、既き製せい品ひんを商業ギルドで買えば済む。また、錬金の材料は冒険者ギルドの方がいいだろう。何しろ素材は冒険者ギルドの方が安いし、種類も豊富だからね。

　さっそく明日にでも行こうと決めて、そわそわと出かける準備をしていると、母が部屋を訪ねて来て、少し古ぼけた肩かた掛かけカバンをくれた。いつも使っているポシェットより少し大きめで、見かけは煤すすぼけているがキチンと鞣なめされた良質な革を使っている。

「娘むすめ時代に使っていたカバンなのよ。少し古いけど、容量はかなり大きいものだからきっと役に立つわ」

　それは例の魔法のカバン、フリーバッグだった。

　これは本当に嬉うれしかった。容量は20枠わくで、一つが風ふ呂ろ桶おけ一杯ぱい分くらい？　縦にも横にも制限がなく、要するにその体積分は入るというものだ。便利すぎるだろう、異世界のカバン。そのうち自分でも絶対に作ってみよう。

　ちなみにこの世界の錬れん金きん術じゆつは、まんま錬金という意味とは少し違う。調合、合成、縫ほう製せい、鍛か冶じなど、過程に錬金作業があれば、錬金術として一ひと括くくりにされる。

　逆に錬金はしないが、それぞれの職種で専門職として極きわめている者もいる。

　縫製や鍛冶などがそれだ。魔力をもたないドワーフ族や獣じゆう人じんなどは、職を極めることで付加価値をつけているのである。

　当日の買い物には、街に詳くわしいニールが付き添そってくれるらしい。あと、もちろん護衛もイッパイね……とほほ。

　旅支じ度たくと明日の買い物の準備をあらかた終えると、久々に次兄の師し匠しように剣けん術じゆつ指南を受けることにした。しばらくは魔法陣に夢中だったので、剣術の授業はちょっとサボり気味だったのだ。

「リュシアン様は、お身体からだが小さいのでナイフを使うといいかもしれません。失礼ながら長剣だと、腰こしに差した時……」

　そうだね！　つっかえるね、わかってたっ！

　子供用の木刀は短いので大だい丈じよう夫ぶだが、正規の剣に子供用などない。そこで使いやすい短刀、ナイフ術を教えてくれるというのだ。

　ナイフを使うには懐ふところに入らなくてはならないが、むしろピンチなのは懐に入られた時なので、却かえって好都合だと言える。僕は、魔法を主力にするつもりなので、ナイフはあくまで近接戦がやむを得ない時だけだ。いざというときは投げることもできるね。

　剣術指南の先生は、元はやんごとないお方の側そば仕づかえをしていたそうだ。どうりで物もの腰ごしが洗練されてると思ったよ。言葉使いとかね。剣の師匠などと聞くと、荒あらくれ冒険者崩くずれなんかを想像するけど、ぜんぜん違った。どちらかというと執しつ事じの立ち居振ふる舞まいに近い。ちなみに僕は、弟で子しではないので師匠とは呼んでない。ロランと、名前で呼んでいる。

　なんか名前までかっこいいね、まるで英えい雄ゆうっぽい……違うよね？

　近いうちに王都へ行くと言ったら、ナイフを二本くれた。

　銀色に輝かがやく材質。形なりや装飾は質素だけど、錬金術をやっているからこそわかる。これは、そう易やす々やすと人にくれてやっていい代物ではないと思う。

　それにこの柄つか、小さいが、はっきりと見たことのある意匠がついていた。

「こ、……これって」

　堅かたそうなその男は、意外にも伊達だて男おとこがするように片目をつぶった。

「遅おそくなりましたが、お誕生日の贈おくり物だそうです」

　この人、本当に何者!?




　今日は、いよいよ街でのお買い物。昨日はわくわくして眠ねむれなかったよ。遠足前の子供か、とも思うけど本当に子供だから仕方がない。

　元々あまり外出しなかったので、実のところ町を歩くのは初めてだ。行っても馬車から降りなかったからね。なんてもったいないことをしてたんだろう。

　朝一番の街は、活気にあふれていた。

　屋や敷しきは丘おかの上にあるため、ここまでは馬車での移動だったが、街の出入り口にある馬車置き場に寄って預けることにした。せっかくだから、ぶらぶら歩きたいよね。

　行き先は商業ギルド、そして冒険者ギルドだ。ギルドは所属してないと割高ではあるが、信用のおけない露ろ天てん商しようなどより品数も多いし、粗そ悪あく品ひんを摑つかまされることもない。

　装備の方は、取りあえず先日貰もらった物がある。

　ナイフと一いつ緒しよに、それを収めることが出来る革製のベルトと、同じ革で出来た籠こ手てまで用意されていた。まさに至いたれり尽つくせりである。ロランは結局、あのナイフの出どころを言わなかったが、聞くまでもなく柄に彫ほられた意匠はすべてを物語っていた。

　少なくとも投げちゃいけないヤツだ……。

　ということで、まずは商業ギルドへと向かうことにした。

　商業ギルドは、この街ではかなり大きい建物のうちの一つだ。この国のみならず各国で展開されており、ここは支部の一つである。年会費を支し払はらえば加入することができ、店の開業や国への届け出など面めん倒どうな手続きなども簡略化できる。そしてギルド内の豊富なネットワークが使え、ギルドや関連商店で流通している商品も割安になる。

　ギルド内へ立ち入ると、無人の窓口がいくつかあって、隣となりにギルド直売店のような入り口があった。覗のぞいた感じでは、よく使う日用品くらいしか置いてない。おそらく高価なものは店の奥に置いてあるのだろう。

　店の中にいる女性職員は、僕と目が合うとにっこり笑った。

　誘さそわれるように店の方へ歩いて行こうとすると、ぬっと影かげが頭から落ちてきて、危あやうく誰だれかとぶつかりそうになった。横合いから進路を妨ぼう害がいするように立ち塞ふさがったのは、背の高いヒョロッとした爪つま楊よう枝じのような男だった。

　上から人を見る仕草が、なんとも感じが悪い。周りに控ひかえる護衛が身じろぎしたのを感じて、僕はとっさに首を振ふって目配せを送った。感じは悪いけど、どうやらここの職員みたいだしね、なにも危害を加えてくることはしないだろう。

　慌あわてて駆かけ寄って来たニールに気が付いた男は、芝しば居いじみた仕草で尻しりポケットから扇子せんすのようなものを取り出して、口元に当てた。

「ここは子供の遊び場ではないぞ。それとも、まさか盗人ぬすつとじゃあるまいな」

　確かに今日は、白シャツに黒の膝ひざ丈たけのパンツ、革の編み上げショートブーツといった質素な恰かつ好こうではあったが、よくよく見れば生き地じは艶つややかで、ブーツの革はそれなりに高価な物だとわかっただろう。ニールにしたところで、いつも変わらない恰好とはいえ、それでもきちんと洗せん濯たくされた清潔な服を着ていた。

　付き添いのない子供の客、ということだけで完全に舐なめた対応をしているのだ。商人にあるまじき客に対する態度といい、観察眼のなさといい、こんな男がギルドの受付にいていいのだろうかと、思わず物言いたくなった。

「巻物ですか？　そちらになければお出ししますよ」

　そんな時、先ほど微笑ほほえんでくれたお姉さんが声を掛かけてきた。彼女は、相手が子供でも営業スマイルを忘れることはないようだ。どこかの爪楊枝とは雲うん泥でいの差である。

　ここで見ていたのは巻物だ。何度か使いまわしが可能な良質なものが欲ほしい……もっとも、燃えないことが前提だけどね。

　くるっと踵きびすを返してお姉さんと対面すると、早さつ速そく、欲しいものを告げて商品を出してもらった。もちろん後方では何かごちゃごちゃ言っているが、もはや彼に用はない。僕としては、ちゃんとした商品さえ手に入れることが出来れば文句はないのだ。

「ちょっとセザールさん、いい加減にしてください。こちらはお客様ですよ」

　どうやら爪楊枝の人は、セザールという名前らしい。

「この革製の五本と、装飾のあるものを十本、あと無地のものを三十本ください」

　思った以上に大量購入だったので、さすがに女性職員も驚おどろいたような顔をしたが、すぐににっこり笑って「かしこまりました」とお辞じ儀ぎをした。

「待て待て!?　なにがかしこまりました、だ！　なんの悪戯いたずらだ、この坊ぼう主ず。ただじゃおかんぞ、警備員を呼んで来い」

　騒そう音おんに構わず「手形でいいですか？」とお姉さんに聞くと、にこやかに頷うなずいたので、僕はさっそく母から貰ったカバンに手を突つっ込んだ。

「このっ……！」

　すっかり存在を無視され、思わずカッとなったセザールは、とっさに僕の腕うでを乱暴に摑んだ。丁度取り出そうとしていた手形が、手から離はなれヒラリと彼の顔を横切る。

「ん？　……っっ!?」

　当然、そこに署名されていたのは領主の名である。変な奇き声せいと共に、まるで熱いものに触ふれたように手を放して、セザールは顔を赤くしたり青くしたりと忙いそがしそうだった。

　金額の書かれていない手形、それも領主のサイン付き。そんなものを持つ子供が、一体誰なのか、わざわざ問うのも愚おろかというものだろう。

　失態と後こう悔かいに苛さいなまれる間もなく、どこからともなく現れた護衛の男たちによって、彼はがんじがらめにされてしまった。まあ、これは仕方がない。流石さすがに手を上げたら、客商売じゃなくても不味まずいよね。これを機に、接客を改めてくれるといいんだけど。

　一いつ瞬しゆんの出来事に目を白黒させていた女性職員は、受け取った手形の署名を見て、すぐに納なつ得とくしたように頷いた。何やら言い訳をしているセザールを横目に、彼女によって商品を受け取った僕は、ニールを連れて何事もなかったようにギルドを後にした。

　さて、次は冒険者ギルドだ。

　実のところ、今回の外出で一番楽しみにしていた場所でもある。もし将来、独り立ちするなら、やはり手っ取り早いのが冒険者だろう。

　危険の多い仕事だが、自分の身一つでどこでも拠きよ点てんを移すことが出来るし、それなりに稼かせげる職業だと言えた。将来のことはまだわからないが、それでも事前にいろいろ知っておくのはいいことだろう。商業ギルドでは、変な人に絡からまれて大変だったが、冒ぼう険けん者しやギルドでは良い出会いがあると期待したい。

　少し寂さびれた雰ふん囲い気きの、武骨な石造りの門をくぐると冒険者ギルドがある。

　入ってすぐに酒場があり、その脇わきにギルドの受付が並んでいる。

　商業ギルドのように、お店のようなものは見当たらなかった。昼間だからか、酒場にはほとんど人はいない。冒険者は今の時間、フィールドへ出ていることが多いのだ。

　受付の窓口には、一人だけ座っていた。

　僕の視線は、彼女の頭頂部に釘くぎ付づけになってしまった。

「ふふ、獣人が珍めずらしい？」

「す、すみません、失礼なことを」

　受付に座る女性の頭には、とんがった耳が付いていた。なんだろう、猫ねこ？　かな。犬ではない気がする。年ねん齢れいは二十代前半といったところか。

「いいのよ、王都にはわりといるんだけど、この辺で獣人は珍しいものね」

　気分を害した風でもなく、にこやかに笑っている。耳がぴくぴくっと動いて、改めてこちらを見回して、少し首を傾かしげた。

「で、どうしたの？　冒険者ギルドになにか用事があるのかな。それとも、おつかいで来たの？」

　まあ確かに、子供が二人で来るところでもないかもしれない。もちろん、本当は保護者がいっぱいいるんだけどね。

　ちなみに、冒険者ギルドの登録には年齢制限はないが、慣例というものはあり、十五才以下の子供は通常では所属できないことになっているらしい。

「実は、買い物に来たのですが、どこで買えばいいのか……」

「ああ、そこの買い取り窓口で販はん売ばいもしていますよ。もっとも今は、時間的に手の空いている職員が対応してますけど……って、私ですけどね」

　そう言って、茶目っ気たっぷりにウインクした。猫耳でにゃんこポーズとか、どこかの街の、特とく殊しゆなお店でしか見れないと思ったよ。

「なになに？　坊ぼつちゃんって年上が好きなの？」

「バッ……違ちがうよ、そんなんじゃないって」

　面おも白しろい発見をした、とばかりにニールが茶化してくるのに、僕は慌てて首を振った。本当に違うからね。これは萌もえ枠わくというか、アイドルとかに可愛かわいいな、とか思うアレと同じだから。言っとくけど、クリフとかに余計なこと言わないでよ。

　子供たちがキャッキャッやってるように見えたのか、受付のお姉さんは微笑ましそうに見ていた。そんな生温かい目で見守らないで！

「おいおい、いつからここは学校になったんだ？」

　後方から、いきなり野太い声がした。振り向くと、そこには四人組の筋骨隆りゆう々りゆうの男たちが立っている。さっきまで広く感じたギルド内が、一気に狭せまくなったような気がした。先頭に立っている男は、僕の背せ丈たけよりも大きな大たい剣けんを肩かたにかけ、傷だらけの金属製の鎧よろいを身に着けていた。……まじか、テンプレ来ちゃった？

「あら、ジュドじゃない、なによ今日は早いわね」

「まあな、思ったより簡単に片付いたからな。また買い取り頼たのむわ」

　ジュドと呼ばれた大男は、肩に担かついだ麻あさのような目の粗あらい袋ふくろを、持ちあげるように担ぎなおした。なんだろうクエスト帰りだろうか？　戦利品の換かん金きんに来た様子だった。

「了りよう解かい、でもこの子たちが先ね。先客だから」

　猫耳お姉さん、こっちに話を振るのやめて。

　案の定、戦士っぽいお兄さんは、僕たちをギロリと睨にらんで「ほう」と呟つぶやいた。野太い腕が、ぬうっとこちらに伸のばされた。思わず身構えたが、厳いかついその顔は、一瞬でにんまりと笑顔に変わって何度もうなずいた。

「おう、なんだそうか」

　岩のようなごつい手が、ぐりぐりと僕の頭を撫なでている。

　あ、頭がもげる……。

「じゃあ、酒場で一杯ぱいやってるから、終わったら呼んでくれ」

　そう言ってパーティは去っていった。どうやらテンプレは来なかったね、普ふ通つうにいい人だった。護衛の人も動かなかったし、彼らはこの辺では割と有名な冒険者パーティのようだった。それに笑った顔は、意外と爽さわやかだったよ。

「なかなか肝きもが据すわってるね、君」

　すると、また違う方向から声がした。男の人の声だ。そこには、冒険者とは違う雰囲気の、どちらかというと貴族の優やさ男おとこといった印象の青年が立っていた。

「サブマスター、お帰りなさい。ギルマス、さっきから待ってますよ」

　猫耳の窓口嬢じようのおかげで、彼がこのギルドのサブマスターだということがわかった。彼女の伝言を了解して、この場を立ち去ろうとした彼は、ふと思い出したようにこちらを振り向き、僕にも笑顔で会え釈しやくした。

　こちらも軽く会釈して、窓口の彼女の方へ戻もどることにした。

「君……？　すまない、ちょっと失礼」

　すると、今しがた立ち去ろうとしていた彼が、すぐそこまで駆け寄ってきた。

「え？　な、なに」

　目を合わせると、青年はますます顔を近づけてきた。思わず仰のけ反るように顔を背そむけたが、強ごう引いんにガシッと頰ほおを挟はさみ込まれ、穴が開くほどジッと凝ぎよう視しされた。

　ええ、なんなの!?　いくらイケメンでも、男のアップはいらないデス。

「……ぶしつけな真ま似ねをして、申し訳ありません」

　ざわっと、周囲の警けい戒かいが動いたのを感じたのか、青年はすっと身体からだを離すと丁てい寧ねいに頭を下げて謝罪した。けれど、その視線はこちらに固定されたまま動かない。すぐに口を開こうとして、わずかに躊ちゆう躇ちよして何かを考えている様子だったが、ようやく小さく頷いて、お願いがあります、と切り出した。

「すみませんが、ギルマスに会って頂けますか？」




　応接間のような部屋の、ふかふかのソファーに沈しずみ込むようにして、僕は一人ポツンと座っていた。その顔には、なぜこうなった？　と疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいる。

　ニールは別室で待つように言われ、護衛の方々もどうぞ、とか言われていた。気づいていたのね、あのサブマスター。

　彼の名は、リアム・ロベール。貴族みたいだな、と思ったら本当に貴族出身だった。

　そして、今は優ゆう雅がな手つきでお茶など淹いれてくれてたりする。

「まもなく参りますので、今しばらくお待ちください」

　なんというか常にニコニコしてる人だ。これはこれで、なんだか怖こわい。

　するとノックとともに、一人の青年が入ってきた。白いフード付きのローブのようなものを着た、どちらかというと細身の魔ま術じゆつ師しタイプという感じだった。

　冒険者ギルドのマスターというと、イメージ的にはさっき出会ったジュドのようなマッチョだと勝手に想像していたけど違ったね。それとも、ここが特別なのかな。

「初めまして、私がギルドマスターのジーンです」

　僕が立ち上がると、彼もフードを取っておだやかに手を伸ばしてきた。握あく手しゆに応こたえながら、ついつい半ば口をあけたまま青年を見上げてしまう。

　なぜならフードからこぼれた長い髪かみは、見事なまでの緑色の髪だったからだ。

「こんな髪の色を見るのは初めてかい？」

　座るように促うながしながら、ジーンもソファーに腰こしかけた。

　その瞳ひとみも、透すき通るような碧みどりである。

「……君の瞳も、私と同じ色だね」

「あ、いえ、これはよくある色で……父も同じ色ですし」

　ジーンは、ふと人差し指を顎あごに当てて、静かに首を振ふった。

　なんというか、所作のひとつひとつがゆっくりとして印象的な人だな。男の人だとは思うけど、もしも本当は女性なのだと言われたら信じてしまいそうだ。

「その瞳は、……エルフの色だ」

　……………。

　……………………。

　はぁ～……、お茶が美味おいしい。

　僕はリアムの淹れてくれたお茶を、しみじみとした表情ですすった。

「その瞳は、エルフの……」

「二回言わなくていいです！　聞こえてました、すみません」

　何のことかわからなかっただけです。

　いくらなんでもそれは突とつ拍ぴよう子しなさすぎるよ。僕だって、エルフのことくらいちゃんと知ってるよ。そう、貴方あなたのような人だよね。確かにウチの国は、魔力を高めるためにエルフの血を交えたと聞くけど、でもそのものズバリなんて人、今時はいないからね。

「エルフってあれですよね、長命で、エルフの森に棲すんでいて、緑の髪と瞳で、弓とか持ってて、こう耳のとんがった……なんだか美男美女の」

「そうだね、でも基本的に森にいるのはダークエルフだし、耳がとんがっているのもそちらだよ。それにエルフの国は、普通に街があってお城があるらしいよ」

　美男美女っていうのは知りませんが、と言って少し笑った。

　あ、初めて笑った。

　それにしても、エルフって都会っ子だったの？　耳も普通なの？　だいたいエルフの国ってなに？　そんなの今の世界地図には載のってなかったよ。

「……瞳がどうとかって、どういうことですか？」

「エルフと人間の、決定的な違いは瞳の光こう彩さいでね。よくみると灰色の色しき彩さいが混じってるんだよ。太陽の下では、銀色に反射するので見る人が見ればすぐにわかるよ」

　今となっては、その違いすら知らない人がほとんどだという。髪色は、ほぼ純血じゃないと特とく徴ちようがでないし、現在では血が薄うすまって、僕のように瞳に顕けん著ちよな特徴が出ることさえ稀け有うだという。それだけエルフが少ないということだ。彼の話によると、純血のエルフは今では両手で足りるほどしか確かく認にんされていないらしい。

　それでギルドマスターはあまり表には顔を出さないのかな？　どうやらサブマスターであるリアムが、外回りやここの顔としての役割をしているようだった。

「君は知らなかったんだね。おそらく両親の片方、もしくは両方がエルフの血脈だったのでしょう。貴方にその特徴が色いろ濃こく出たのは先祖返りか……濃こい血が入ったか」

　だんだん独り言のような呟きになり、考える時の癖くせなのか、ジーンは唇くちびるに人差し指を当てて、じっとこちらを見み据すえてきた。

「私たちは……三百年前に見失った故郷への道しるべを、ようやく見つけたのでしょうか……」

　それは果たして誰だれに向けた言葉だったのか……。

　結局、僕はその答えを得ることができなかった。




　出発するまでの数日間は、ひたすら錬れん金きん作業に追われていた。

　商業ギルドで手に入れた巻物に、手て際ぎわよく自作の魔法紙をセットしていく。錬金を何度もチャレンジして、上級と判定された魔法紙だ。皮製の最上級の巻物には、さらに会心判定の特別製をセットした。もし図書館でいい魔法陣じんを見つけることができたら、さっそく写しておきたいからだ。

　安価な巻物のうち、数点には初級魔法陣をあらかじめ念写しておいた。

　発動実験をやっている時間はなかったが、少なくともこの間みたいに燃えることはないだろう。不燃処理も施ほどこしたし、たぶん……大だい丈じよう夫ぶのはずだ。旅の間は、何度か野宿もするだろうし、実験も兼かねて何度か発動実験をしたいと思っている。とにかく訓練あるのみ、数をこなすことが近道だろうからね。

　そういえば、薬草園で魔法を発動した時に空中に展開された魔法陣。あれは何だったんだろう？　属性持ちが詠えい唱しようする場合、魔法陣は展開しない。というか、必要がない。端はなから必要な呪じゆ文もん構築は、己おのれの身体で完結しているからだ。また既き製せい品ひんの巻物の魔法陣は、設置された魔法紙の上で魔力が巡めぐり、魔法が発動して魔法陣は消しよう滅めつする。

　謎なぞは多いけれど、曲がりなりにも魔法が使えるのだから良しとしよう。あのババーンと出現する魔法陣は、なんだか中二っぽくて恥はずかしいけどね。




　そうこうしている間に、王都への旅立ちの日がやってきた。

　この地域には、日本のように四季がある。まだ夏は始まったばかりだが、ここ数日は涼すずしい日が続いている。今日も爽やかな晴天で、馬車の旅にはもってこいだろう。

　屋や敷しきの前には、妹のマノンと母が見送りに出ていた。屋敷の方を見ると、次兄も窓から手を振っている。剣けん術じゆつ指南の師し匠しようロランはいつものようにビシッと立っていて、僕と目が合うとまるで執しつ事じがするような深いお辞じ儀ぎをした。

　結局、あの人何者なんだろう？　正体知るのも、ちょっとコワいけどね。

　王都へは、馬車でのんびり一週間半というところだろう。途と中ちゆうにいくつかの村や小さな町があり、王都への旅路の宿場町になっている。

　オービニュ伯はく爵しやく領は、背に魔境という国境を背負った都市である。魔境は中央が山脈になっており、そこを超こえてくるのは難しいため国境とはいっても、魔境を挟んだ隣りん国ごくとの国交もないし、物ぶつ騒そうな話ではあるが侵しん略りやくとかの心配もない。騒動といえば、魔境から迷い込んできた高レベルモンスターが襲おそってくるくらいのものだ。そのため、王都から離はなれた国境近くの街にしては、オービニュ領は豊かでのんびりした土地だった。

　そして、母は近くの小さな村を治める領主の末すえ娘むすめである。爵位は男爵だったが、収しゆう穫かくの時期は領主の屋敷の者も総出になって作業する程度の貧しい領だ。それでも収穫祭は村を挙げてのお祭りになり、たまたま通りかかった父が、その祭りで母と出会ったのが二人の馴なれ初そめだという。

　正直、両親が恋れん愛あい結けつ婚こんだと聞いて驚おどろいた。貴族はだいたい政略結婚と相場が決まっているものだと思ってたからね。というか……。

　馬車に乗ってしばらくすると、向かい合った父は、いきなり身の上を語り始めてしまった。なんだか急に語られた両親の甘あま酸ずっぱい馴れ初め話に、どうにもこっちが赤面する勢いだった。なんなの、なにが始まっちゃったの……？




　オービニュ伯爵の妻、アナスタジアは四人姉妹しまいだった。仲の良い姉妹だったが、一番上の姉だけ、母親が違ちがった。なんでも父親がまだ王都にいる頃ころに、結婚を誓ちかい合った女性がいたのだという。

　彼女はコーネリアと名乗り、学生向けの魔法道具のお店をやっていたらしい。銀色の長い髪に碧の瞳がとても美しい女性だったと、アナスタジアの父、アドルフは今でもたまに思い出しては、妻の顰ひん蹙しゆくを買っているらしい。

　彼女との間に女の子が授さずかると、すぐにもアドルフはコーネリアを妻として故郷に迎むかえる準備を始めた。しかしその最中、彼女は産まれたばかりの娘を残して、忽こつ然ぜんと姿を消したというのだ。

　──なるほど、ただの惚のろ気けというわけではなさそうだ。どうやらこれが僕の出生と関係のある話というやつだろう。

　コーネリアの残した娘シャーロットは、特異な特徴を持っていた。見たこともないような、珍めずらしい緑色の髪だったのである。

　アドルフの親族は、魔族の子ではないかと疑い、気味が悪いと言って、引き取るのを反対した。むろん彼は、そんな反対を押し切って彼女を家に迎えた。

　アドルフは娘として大変可愛かわいがっていたし、のちに授かった妹たちは姉として慕したっていたが、やはり親族をはじめ、屋敷での風当たりは厳しかったようだ。いつもバンダナとフードで髪を隠かくしていた。

　そういえばジーンも、今はエルフの特徴を覚えてる者が少ないって言ってた。魔族の子とかって言われちゃうのか……もっとも、その魔族もほとんどいないらしいけど。だからこそ、余計に情報があやふやになっているのかもしれない。

　謂いわれのない偏へん見けんに晒さらされる中、それがいっぺんに吹ふき飛ぶ事件が起きた。

　なんと噂うわさを聞きつけた王室が、ぜひシャーロットを王太子の妃きさきに欲ほしいと言ってきたのである。王太子は一年前に正妃を失っており、今は二の妃のみだった。つまり三人目の妃としてシャーロットは王宮に入ることになったのだ。

　亡なくなった正妃は第一王子、今の王太子エルマンの母である。そして第二妃のイザベラは、第二王子エドガーと王女二人を授かっている。

　正妃は、有名な学園都市を持つ友好国、ドリスタン王国の王女だった。実のところイザベラの方が先に婚こん約やくが決まっており、彼女は当然正妃として迎えられるものだと思っていたらしい。けれど蓋ふたを開けてみれば、自分は第二妃という扱あつかいだった。

　イザベラは北の僻へき地ちの小さな王国の王女だったが、巨きよ大だいな学園都市を持つ大国の姫ひめとでは、結果は火を見るより明らかであった。そこへもってきて、降ってわいたような三人目の妃。正妃がいなくなって、あわよくば自分が正妃の座につけるのではないかと期待した彼女の心中は、穏おだやかではなかったに違いない。

　なぜシャーロットが王家に迎えられたのか──、それはまさに彼女の容姿がすべてを物語っていた。

「エルフの血脈だったから？」

「それも、かなり色濃く特徴を示した容姿の……だ」

　この国の始祖は、エルフを妻に迎えたという記述があるらしい。だから王族には、代々エルフの血が受け継つがれてきた。そのおかげで王族は、はるかに高い魔力と、わずかに長い寿じゆ命みようを持って、この地を盤ばん石じやくに治めることができた。

　エルフがめったに姿を現さなくなって約三百年、その血は薄れていき、人間の記き憶おくからも遠ざかっていった。エルフだけではない、獣じゆう人じんや魔族、その他あまたの亜人たちが、謎の事象によって姿を消し、そして記憶の彼方かなたへと追いやられていったのだ。

　そこへもってきて、王家が望んだシャーロットという娘の登場。なんだかブリーディングのようで気分はよくないが、貴族や王家では珍しいことでもないらしい。確かに何代も続く魔ま術じゆつ師しの家系など、そうでもしないと高い魔力を保ち続けるのは難しいだろう。

　とはいってもシャーロットの場合、陛下の一ひと目め惚ぼれもあったようだ。噂の真しん偽ぎを確かく認にんするために密みつ偵ていが派は遣けんされていたのだが、やがて報告だけでは我が慢まんできなくなった当時王太子だった陛下は、数日に亘わたりシャーロットを覗のぞき見ているうちに恋こいに落ちたそうだ。

　なんかストーカーっぽいな、大丈夫か？　ここの王様。

　──って、あれ？　もしかしなくても、その人って僕の……？　直後、思わず真顔になったことは言うまでもない。

　父は、ちょっとだけ苦く笑しようして、しばらく流れゆく景色の車窓を眺ながめていた。

　ここからが本番かな、と僕はちょっと気が重くなった。

「お前には兄がいた、第三王子のミッシェル殿でん下かだ」

　ぽつりと、話を始める。

　公式記録では母の実家への帰省中の馬車での事故死。そして本当のところは山さん賊ぞくに襲われての不ふ慮りよの死……もっとも、これさえも事実ではないと、限られた人たちの中では周知であった。今から八年ほど前のことである。

「暗殺……」

「そうだ、そして首しゆ謀ぼう者しやは」

　その続きを口に出そうとした僕を、父は首を振ふって止めた。

「断言はできないし、証しよう拠こもない」

　父は、重いため息を一つ吐ついて、僕の気持ちを慮おもんぱかるように少しの間沈ちん黙もくする。実際、いろんなことを一気に聞きすぎて、流石さすがに頭がついてこない。思わず、胸を押さえた。

「母……いえ、シャーロット妃は？」

　もちろん知らなかったわけではない。けれど、それは教科書の中にあった知識でしかない、だから聞いてしまった。わずかな希望をにじませて。

　あえて即そく答とうはせず、父は順を追って話し始めた。

　どうやら陛下は、怪け我がの療りよう養ようのために、彼女の実家にほど近い場所に離り宮きゆうを用意したらしい。そこでは生まれたばかりの第四王子とともに、しばらく静かに平へい穏おんな時間を過ごしていたという。

　そんな時、幼い王子の失しつ踪そう未み遂すいがあった。まだろくに歩けもしないはずの王子が、屋敷の近くの林の中で発見されたのだ。見つけ出した数人は、その時おかしな証言をしている。

　木々の狭間はざまを、反射する鱗うろこのようなものが横切っていった。落葉を踏ふむ獣の足音がわずかにした、などだ。そして真冬だったにもかかわらず、林の中で眠ねむり込んでいたとされる、助け出された王子の身体からだはとても温かかったという。

　その後、それは誘ゆう拐かい未遂事件だったと明らかになる。

　林を抜ぬけた先の、とある民家にかけ込んだ男が、王子を誘ゆう拐かいしようとしたことを白状したのだ。とても錯さく乱らんした様子で、輝かがやく馬に突つき飛ばされただの、あれは竜りゆうだったんだとか、とにかく支し離り滅めつ裂れつな証言をして警備隊を混乱させた。

　結局、王族に対する誘拐未遂ということで犯人は王宮に送られたが、それからどうなったのかはその証言の真偽と共に今となっては知る由よしもない。

　父は一度言葉を切って、ここからは妻のアナスタジアから聞いたことだ、と断ってから、再び話を続けた。

　この事件がきっかけとなり、シャーロットは王子を逃にがす決意をした。

　なぜなら、この事件を聞きつけて、陛下が王子を手元へ呼び寄せるだろうと思ったからだ。それはもちろん、我が子を案じてのことかもしれない。けれど、王宮は安全なところではない。何も知らずに腕うでの中で眠る可愛い我が子を、もう決して失うわけにはいかない。

　実家から連れて来ていた侍じ女じよ数名と、知己の騎き士しに護衛を頼たのみ、屋敷から王子を逃がした。シャーロットまで姿を消すとすぐに計画が明るみに出てしまうので、身を切るような思いで我が子と別れるしかなかったという。

　そして、侍女たちはシャーロットの実家へと逃げのび、事情を了りよう解かいした妹のアナスタジアが、実子として嫁とつぎ先の伯爵家へと隠したのだ。

　この事実を知っているのは、オービニュ家兄弟の中では長兄のファビオだけだ。

　もちろん王子失しつ踪そうは、陛下の知るところになったが、公式には引き続き母親と共に療養中との見解を示した。世間では失踪しただの、本当は暗殺されただのと勝手な噂も流れたが、どれも否定も肯こう定ていもされず、結局のところ遠方で療養中なのだろうと落ち着いた。

「シャーロット妃は、馬車の事故から二年後……療養先の離宮で亡くなられた」

　父は、硬かたい声で最後にそう締しめくくった。

　息が苦しくなっていることに気が付き、乾かわいた息を必死に吞のみ込んだ。さっきから口は何度も開くのだが、言葉がうまく出てこない。

　出会うことさえ許されなかった、幼くして亡くなった兄。そして記憶にないはずの、実の母親。でもその胸に抱いだかれ、愛情を注がれたのだということは、話を聞いていて痛いほどに感じた。

　なぜ愛する家族が引き裂さかれなくてはならなかったのか。

　胸の奥底にもやもやと渦うず巻まく、初めて感じる激情に戸と惑まどった。

　たぶん、これは怒いかりであり、憎にくしみだ。

　今までは、ぼんやりとした輪りん郭かくしかなかった血の繫つながった肉親の理り不ふ尽じんな最後が、はっきりとした形で記憶に刻み込まれていく。

　話を終えた父は、それ以上、何も言ってくることはなかった。

　この話をするにあたっては、たぶん何かしら不安はあったはずだ。今、僕が感じている怒りや憎しみ。それに吞まれてしまわないかと、幾いく許ばくかの懸け念ねんはあったと思う。復ふく讐しゆうに溺おぼれるリスクも考えてないはずはなかった。

　現に、僕は何度も命を狙ねらわれているし、実の兄と母は、凶きよう刃じんに倒たおれている。これを許せるかと聞かれれば──、やはり即答することが出来なかった。




　旅をはじめて三日目の夜。丁度いい具合に宿しゆく泊はくできる村にたどり着くことが出来ず、やむなく初めての野宿となった。夜道は暗く危険な上、下手に街かい道どうから外れてしまうとモンスターに襲おそわれるリスクもある。

　岩石地帯の近く、街道脇わきでキャンプをすることにする。

　携けい帯たい食しよくと、持ち運びできる竈かまどを使ってスープを作り、簡単に夕食を済ませた。この旅には、屋や敷しきから連れてきた騎士が五人と、旅に慣れている冒ぼう険けん者しやパーティを雇やとって同行させていた。馬車は僕達が乗る二頭立ての馬車を含ふくめて三台である。

　冒険者パーティは男女二人ずつのベテランで、先ほどからキャンプの準備や食事の後片付けをしていた。騎士たちも馬の世話などが終わると、自分たちと、主人の分のキャンプの準備を始めていた。そんな中、食事を終えた僕は、魔法の練習をすると言って、少し離はなれた岩場の方へと歩いて行った。

　あれ以来、父の口数は減って様子を窺うかがうような気配を感じた。おそらく、僕の気持ちの整理がつくのを待っているのだろう。正直なところありがたかった。努めて平常心を装よそおいつつも、いつもの精神状態でないことは自分が一番よくわかっていた。

　魔法の練習も、いわば通常運転に戻もどすための一つの手段だった。

　どちらにしても巻物の実験はしたかったし。ここは景気よく、バンバンぶっ放して発散するのも悪くない。母から譲ゆずって貰もらったカバンから、下級魔法が入った巻物を、ありったけ取り出した。

　街道を少しだけ逸それた場所に、一つの大きな岩がそそりたっている。ビルなら三階建てくらいだろうか。これなら頑がん丈じようそうだし、多少魔法をぶつけても影えい響きようなさそうだ。なにしろ下級魔法だしね。

　そんなことを考えていると、二人組の騎士がやって来て、岩場をぐるっと見回って物もの陰かげなどを念入りに覗き込んでいた。おそらく父の言いつけだろう。街道沿いとはいえ、小物のモンスターや危険な動物が潜ひそんでいるかも知れないからだ。軽く会え釈しやくして去っていく騎士たちに、ここで少し魔法を使うから音や光に驚おどろかないでとだけ念押しする。

　父には心配をかけていると自覚していたが、どうにもならない後こう悔かいが、いつまでも胸の中にわだかまっていた。今よりも幼い子供だった自分に、出来ることなどあろうはずもなかったが、それでも、もどかしい思いだけはどうにもならない。

　復讐に吞まれているわけではない……と思う。ただ、どちらにしても肉親を失う運命の星の下に生まれるんだな、と少しナーバスな気分になっただけだ。

　──いや、あれ？　今の父親は生きてる、のか。

　なんだか、ちょっと腹が立ってきた。八つ当たりに近いけれど、もとはといえば元げん凶きようはあの人だからね。

　地面に置いた巻物のうち、無む作さく為いに一つを手に取った。

　初級風魔法ウインドショット。うーん、衝しよう撃げき波はとかそんな感じかな？　使い捨て用に作った巻物はたくさんあるし、いろいろ試ためしてみるか。

　残念だったのが、写生の為ための見本集に、回復魔法が一つも載のってなかったことだ。全集のような分厚い本に、小さく参照程度の図はあったんだけど、あれは例の眉まゆ唾つばっぽいやつと、同レベルだからね。まあ、王都の図書館に期待しよう。

　岩場から少し離れて、巻物を開く。描えがかれているのは緑色の魔法陣じん。目前に、巨きよ石せきを仰あおぎ、巻物に手のひらを翳かざして、軽く触ふれながら滑すべらせた。あんなに苦労した魔法紙だ。ここは実験の為に、ドーンと魔力を流してみよう。

　シュッ！　と、マッチを擦するときのような摩ま擦さつ音がした。そして目の前に、緑色の魔法陣が展開するのと、巻物が煙けむりを上げるのが同時だった。

「うあっつ!?　熱ちちちっ！」

　手元に気を取られ、魔法が発動するのを見み損そこねた。ともかく魔法陣がパッと空中に飛び出したのは見えた。咄とつ嗟さに手放した巻物が、熱と煙を発して地面に転がり、真っ黒に変色してブスブスと煙を上げてくすぶっている。

　確かに燃えなかったね。……燃えなかったけどもっ！

　あの苦労はなんだったんだ。だめだ、これは最初から考え直しだよ……肝かん心じんの魔法の方は、見てなかったのでわからないが、とりあえず初級魔法だし、あの巨大な岩がどうこうなるものでもないだろう。何にしても、やはり魔力の調整は必要ということだ。

　さて、次は少し魔力を加減して発動してみようか、とそう思った時。

　ピキピキピキと、不ふ吉きつな音がした。

　それはだんだんと連れん鎖さして、ふいにパキンと弾はじけるような音と共に、頰ほおに小石の破は片へんが飛んできた。つられるように、音のする方──、巨岩を仰ぎ見る。

「痛った？　なに……」

　巨石の塊かたまりが、暗い視界の中でわずかに揺ゆれた気がした。

　バッカンッ！　と、まるで砂糖菓が子しのように真ん中から岩が見事に割れた。

　──え、ええええええっ！　ちょっ……なにこれ。いや、噓うそでしょ？　初級魔法だよ、ヒビくらいは入るかもと思ったけど……って、ほんと勘かん弁べんしてよお。

　ゆっくりと左右に分かれたそれは、やがて砂すな埃ぼこりを巻き上げながら倒れた。思わず父たちの方を振り向くと、全員が立ち上がってザワザワしている。数人が慌あわててこちら側へと走ってきた。だよね、ごめん大だい丈じよう夫ぶだから！

　すぐにそちらにジェスチャーして無事を伝えた。駆かけ寄ってきた騎士たちには、ちょっと魔法に失敗しただけだ、と苦しい言い訳をするしかなかった。父まで走ってくるのが見えたので、すぐ戻るからと伝言をして慌てて彼らを戻した。

「びっくりした……もう、今日のところは早はや仕じ舞まいしよう」

　仕方がなく巻物を拾い集めようと、腰こしをかがめたその時、キャンプの方では、再び騒さわぎが起こった。そちらを振り返ると、騒ぎの原因と思える砂煙が微かすかに見えた。

　そして聞こえてきた声は、この辺りに詳くわしい冒険者達の注意喚かん起きの声と、騎士たちの警けい戒かいを促うながす声だ。

　片付けもそこそこに、僕は慌ててみんなの元へ駆けつけた。

「スプラッシュワームだ……くそ、大きいぞ」

　本来、地中深く潜もぐっているはずのモンスターが、地上に現れたというのだ。

　スプラッシュワーム。とてつもない巨大なミミズ、とでも言うのだろうか。乾いた砂さ漠ばく地帯に出しゆつ没ぼつするのに、ぬめっとした濡ぬれた表皮が特とく徴ちようで、捕ほ食しよくする獲え物ものを身体から出る粘ねん液えきで窒ちつ息そくさせるという水系モンスターだ。

　本来の住すみ処かは地中深く、地下水付近の湿しめった地層だと言われている。時折、獲物が動き回る日中に数回上がってくるだけで、地上の動物が寝ね静しずまる夜は、地下水が豊富な地中で眠ねむっている、らしいのだが。

「そうか、さっきの振しん動どう……」

　巨石が倒れる大きな揺れと轟ごう音おん、それは地中奥深くまで響ひびいたに違ちがいない。

「いや、大丈夫そうだ。こっちに来る様子はない……だが、ひどく土煙が上がっているところを見ると、暴れているようだな」

　冒険者の一人が、望遠鏡のような長い筒つつ状じようのもので現場を見ていたので、僕も目を凝こらしてそちらを注視したが、なにしろ真っ暗で何も見えない。

「……明かりが見える。馬車だ！　騎馬もいる……戦っているのか？」

　それを聞いて、僕はすぐに近くに控ひかえてあった騎馬用の馬に飛び乗った。もしもの有事の為に、数頭はすぐに乗れるように準備してあるのだ。

「リュシアン!?　なにを！」

「こちらでも戦せん闘とう準備をお願いします！　できれば他所よそへ誘ゆう導どうしますが、無理そうならこちらに合流させます」

　とっさに止めに入ろうとした父を振ふり切り、僕は、馬の腹を足で蹴けった。

　考えるまでもない、あのモンスターを起こしたのは間違いなく僕だ。できればみんなには迷めい惑わくを掛かけたくないけれど、このまま放ほうっておくわけにはいかなかった。スプラッシュワームは、図ずう体たいはデカいが臆おく病びようなところがある。今は寝込みを起こされて興奮しているが、多勢で反はん撃げきされれば完全に目が覚めて寝ね床どこへ帰ってくれるかもしれない。

　慌てて飛び乗ったはいいが、荒あれ地を進む馬の背で身体からだが安定しない。手た綱づなをしっかり握にぎり、なんとか操あやつっているが、油断をすると振り落とされそうになる。

　くそう、あぶみに足が届かない。何しろこの馬は、大人が乗るように馬具が調整されている。当然、短い足は届かない。

　そうこうしている間に、猛もうスピードで走る馬車が眼前に迫せまって来た。

　すごく大きな馬車だ。大商人か、貴族か、そんなところだろう。護衛の騎馬が、後方でワームの気を引こうと踏ふん張っている。そのまま馬車をやり過ごして、後方の護衛と合流して、すぐ横を並走した。

「子供だと!?　何をしに来た、ここは危ない！　逃にげろ」

「この先、南に進んでください！　ワームの進路を変えます」

　説明している暇ひまはない。用件だけを叫さけぶように伝えると、口で巻物のひもを解き、芯しんを重りにして投げるようにして広げた。

　片手だとやりづらいのなんの。なんとか魔法陣に手のひらを滑らせ、発動とともに巻物を投げ捨てた。夜空に青く輝かがやきながら魔法陣が展開して、そこから水の槍やりのようなものがモンスター目掛けて放たれた。一いつ瞬しゆん、足が止まったモンスターだったが、すぐにくねくねと身体を撓たわませ、再び馬車を追いかけた。

「そういや、水属性だった。ええと、ええと……」

　とにかくあぶみがない分、馬の上で不安定過ぎる。馬車の護衛らしき人物は、今の魔法を見たせいか、僕を逃がすことよりも援えん護ごにつくような動きに変わった。何とか馬車から目を逸そらそうと、弓使いが馬上から器用にワームを狙っているが、何しろ敵はブヨンブヨンした分厚い皮ひ膚ふの持ち主だ。相当の強弓でもない限り、通りそうもない。

　とにかく火魔法、風でもいい。何かないか……カバンに手を突つっ込み、ごそごそ探すが初級魔法を写した巻物が一つもない。

「なんで……あ！　そうか、しまった、巻物ほとんど岩場に置きっぱなしだ。うわあ、何かあったかな。えと、コレなんだっけ……」

　ええっ、一枚じゃない奴やつだ。ネタで仕込んだ奴！　三連魔法陣、巻物三本。ひえー、腕うでがもう二本欲ほしいよ。

　ワタワタしながらも、幸か不幸か、記入済みの巻物がそれしかなかったために、三本一気に鷲わし摑づかみすることができた。

　意を決して手綱から手を放し、素す早ばやく三本の巻物を同時に開くと、滑らせるように揃そろえた指先で魔法陣を撫なで上げた。魔力不足で不発、では洒落しやれにならないので、ここはありったけの魔力を込めて、狙ねらいを定めた。

　暗くら闇やみに、灼しやく熱ねつ色の緋ひ色いろがほぼ一瞬で一枚目の魔法陣を描く。続いて、そこから生み出されるように二枚目、同じように三枚目が展開する。くすぶる巻物のあまりの熱さに顔を顰しかめたが、魔法発動までは、手放さず魔力を流し続ける。

　火属性、中級魔法ファイアーランス。

　単体攻こう撃げきとしては、その上の全体魔法よりも威い力りよくの高い魔法だ。夜空を明々と照らす魔法陣から、逆巻く炎ほのおが一本へと収束されてゆく。ほんの数秒の出来事だが、なんだかひどくゆっくりに感じた。目の前は真っ赤で、すっと血の気が引く感覚があった。

　あえて言うなら、超ちよう高こう層そうビルの高速エレベータに乗ったみたいな……ともかく酷ひどい感覚だ。気持ち悪い、吐はきそう、そして何より──。

　めちゃくちゃ熱い！　足の踏ん張りやばい！　早く、早く飛んでいけっ！




　気が付くと、先ほど並走していた騎き士しのお兄さんに抱だきかかえられて、すでに地面に下ろされていた。どうやら魔法の発動と共に、馬から落ちそうになったところを、助けられたようである。ちょっとだけ気を失っていたのかもしれない。

　父を含ふくめ、こちらの護衛隊、冒ぼう険けん者しやたちとも合流を済ませ、すっかり騒そう動どうは去った後のようであった。

「……どう、なったの？」

　結果として、スプラッシュワームは炎魔法の強きよう烈れつな攻撃を浴びて、横転し、しばらくのたうち回った後、そそくさと地中に逃げ出したらしい。さっきまでの熱さを思い出して手のひらを見ると、どうやら治ち療りようされた後らしく火傷やけどらしい損傷はなかった。

　あれだ、巻物ダメだね。初級くらいなら発動時間が短いからいいけど、中級使ってみてはっきりした。それこそ、根本から考え直す必要がある。

「この度たびは、助けて頂いてありがとうございました」

　つらつらと考えていると、ふと、頭上に影かげが落ちた。

　顔を上げると、一人の少女が頭を下げていた。どうやら今まで、父と話していたらしいが、目を覚ました僕に気が付いて、慌てて駆けてきたらしい。ちょっとだけ息を弾はずませ、頰を紅潮させていた。

　背は高く、大人っぽい印象だが、多分十四、五くらいだろうか。

　クールビューティという言葉がぴったりの少女だった。濡れ羽ば色いろの黒くろ髪かみに、綺き麗れいな群ぐん青じよう色の大きな瞳ひとみ。強気そうに見える表情は、少しだけ我わが儘ままそうな印象があるが、華はなやかな笑え顔がおは、それを補って余りある愛あい嬌きようがある。旅装なので、彼女の服装はごく一いつ般ぱん的な装よそおいではあったが、サラサラの黒髪は長く艶つややかで、肌はだも変に焼けておらず、爪つめの先まで手入れが行き届いている。明らかに貴族か、大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまか、そんな所だろう。

「……あら？　あなた」

「な、なにか？」

　うわ、じろじろ見過ぎたかな。もしかしてオジサン目線だった？

「いえ……初めてお会いする方かしら？　なんだかどこかで」

　よかった、違ったね。とはいえ、会ったかどうかという質問には正直困った。こういってはなんだが、八才までの記き憶おくは割と曖あい昧まいだ。これだけ印象的な人物なのだ。どこかで会ってれば、普ふ通つうは忘れないとは思うが、どうにも自信がない。

「お嬢様、お礼がお済みでしたら、そろそろ」

「……会話中なのに失礼よ、控えなさい」

　執しつ事じ風の老人が、いきなり横合いから現れた。彼女が視線をこちらに戻もどすと、老人はギロリと僕を睨にらんだ。なんだろう？　まさか、悪い虫判定？　いやいや、八才児に警戒しすぎでしょう。あれかな、爺じいやってやつかな。すごく過保護そうだ。

「もう出発するの？　夜は危ないよ」

「実は、日程がギリギリなのよ。でも、大丈夫よ。基本的には街かい道どうを外れずに行けば、そうそうモンスターに出会うことはないわ」

「あ、今回のことは……本当にすみません」

「やだ、嫌いや味みじゃないのよ。それよりも、聞いたわよ。子供なのに、すごく強いんですってね。うちの護衛が、ひどく興奮して貴方あなたのこと教えてくれたわ」

　見たこともない、スゴイ魔法だったって！
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　ん？　いやいや、普通に本に載のっていた魔法だよ。そう思って、あれはファイアーランスだと説明すると、彼女はしばらくポカンとして「だけど、ファイアーランスって連射はしないと思うけど？」と首を捻ひねった。もちろん、その通り。当然、僕は頷うなずく。

「でも、彼の話によると、不思議な円えん陣じんから次々と炎の槍が打ち出されて、物もの凄すごく驚おどろいたって、目をキラキラさせてたわよ」

　マジか！　僕も物凄く驚いたよ。まあ、円陣っていうのはたぶん魔法陣のことだ。普通は出ないからね、魔法陣。あれかな、正規の写生用の本じゃなかったから、なんかちょっと違ったのかもしれない。そういう事にしておこう。

　僕の魔法について、彼女は興味深そうにいろいろ聞いてきたが、途と中ちゆうから気を失っちゃってよく覚えてない、の一点張りで通すことにした。

　本当にわからないのだから仕方がない。




　よほど大事な約束があるのだろう、間もなく彼女たちは旅路を急ぐと言って、夜明けを待たずに出発した。そういえば、名前を聞くのを忘れた。立ち居振ふる舞まいや護衛の数からも、間違いなく貴族のお姫ひめさまだろう。その割には気さくで、わけ隔へだてない性格に思えたが、あれだね、爺やのほうがよっぽど煩うるさそうだった。今いま頃ごろは、もっと自覚を持ってください、とか𠮟しかられているかもしれない。

　──ちょっとだけ黒髪が懐なつかしかったな。

　このところ街に出るので知ったことだが、日本人のような真っ黒な髪かみというのはあまり見ない。モンフォールで圧あつ倒とう的に多いのはブラウン系の髪と瞳なのだ。ただ魔力の高い貴族は、どこかでエルフの血脈と交わっているらしく、銀ぎん髪ぱつや金髪が多く、瞳も、緑や青など、全体的に色素が薄うすいのが特とく徴ちようである。

　今回のことで、父は勝手な行動については僕を厳しく𠮟ったけれど、魔法に関しては何も言わなかった。今のところ口出しする気はないようだ。とはいえ、巻物の改良は急務だろう。何気なく確かく認にんするようにバッグに手をやって、あっと気が付いた。

「そういえば、巻物！　岩場に置きっぱなしだったんだ」




「あったあった」

　巻物はちゃんと元の場所にあった。拾い上げながら一本ずつ確認して、バッグに仕し舞まっていく。そして最後の一本を拾い上げたところで、微かすかな音に気が付いた。

　ギチギチギチ──。

　なんだ？　耳を澄すますと、割れた岩の、その下の方から聞こえてくるようだ。

　恐おそる恐る顔を近づけると、割れ目のギザギザしたところの一部がユラユラと蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいていた。なんだろう？　ますます覗のぞき込んで顔を近づけたその時、向こう側からヒュンッと風を切るような音がした。顔を上げる暇はなかった。

　次の瞬しゆん間かん、ゴッ！　と、額に硬かたいものが当たった。

「痛いっ!?」

　それ以外言葉が出なかった。冗じよう談だんではなく目の前に火花が散った。押されるように仰のけ反って、それでもなんとか尻しりもちをつくのを堪こらえたが、その足元へ、ボトッと重いものが落ちた音がした。

『……誰だれか、いるのか？』

　ぶつかってきた物を確認しようとしたが、すぐに聞こえてきた声に引き戻された。人の声！　どこから？　きょろきょろと、慌あわててあたりを見回した。

『子供……？　まさか、君が空間をこじ開けたのか？』

　再び、声が聞こえてきた。信じられないことに岩から聞こえてくるように思えた。

「だ、誰？　どこにいるの、まさかこの下に？」

『いや、私のことはいい、それより……ん？　君は』

　ふいに向こう側に沈ちん黙もくが落ちたが、こちらが聞き返す前に再び話し始めた。

『……いや、今はそれどころじゃないな。とりあえず、そちらに飛び出していったソレについてだ』

　ソレってこのゴツゴツした塊かたまりの、コレのこと？　僕は足元に転がる、大人の拳こぶしくらいの大きさに丸まったそれを見下ろした。

『詳くわしい説明は省くけど、それはベヒーモスだ。まだ子供ではあるが、こちらの世界では問題ないが、そちらでは膨ぼう大だいな魔力をひたすら食らう魔物となってしまう』

　──は？　いや、それ大だい丈じよう夫ぶ？

『まあ……だけど、そうだね。たぶん君の魔力量なら養えると思うよ。ああ、私には魔力を感じる力があってね』

　いつの間にかその声は、なぜか親し気な雰ふん囲い気きになっていた。なんだか、こちらを知っているような印象も受ける。だけど、その声に聞き覚えもないし、思い当たる人物もいない。いったい、誰？　というかっ！

　ベヒーモスとか言っちゃた？　それって、あれだよね！　ほら、空想上のアレ！

　混乱しすぎて、ついつい語ご彙いが乏とぼしくなる。

　だいたいこれ生き物なの？　どうみても、ただの黒い塊に見えるんだけど。

「あの、困ります。そっちに戻すことってできないの？」

　すると、ゆらゆらと揺れていた空間が、急速に渦うず巻まくように小さくなっていくのを感じた。向こう側の声が次し第だいに小さく、聞こえづらくなっていく。

『残念ながら、一時的……の、ベヒーモ……繫つながっただけだから、……は不安定なん』

「待って……！」

　状じよう況きようはよくわからなかったが、なぜか離はなれがたい気がして、必死になって声の方へと手を伸のばしていた。「きっと、また会えるよ」遠ざかっていくノイズの彼方かなたから、なぜかそれだけがはっきりと聞こえた気がした。

　そうして不思議な歪ゆがみは、唐とう突とつに消えた。

　なに……一体、何が起きたの。しばらくの間、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

　ギチギチギチ……。

　やがて、例の鳴き声？　がした。

　足元を見ると、件くだんの厳いかつい塊がモゾモゾと動き出していた。

　そっか、こいつの声？　だったんだな。

　岩っぽいゴツゴツした胴どう体たいに、短かい四つの足がきゅっと縮こまっている。甲こう羅らにこそ入ってはいないが、なんとなく亀かめっぽい……あ、あれ？　なんだっけ、そんな怪かい獣じゆういなかったっけ？

　足が短いからか、ソレは少しおぼつかない動きで動き出した。

　よくよく見るとギチギチ音がするのは、声というより歯？　顎あごかな、を鳴らしているようである。なんかあれだね、恐きよう怖ふ映画とかの人ひと喰くい生物とか、そういう捕ほ食しよく者しやっぽい不気味系の姿かたちだね。少なくとも、愛めでる系の感じではない。

　ギチギチと自己主張する、黒い生き物。

　僕はテントに戻って、先ほど出会ったばかりのソレを眺ながめていた。

　一いつ緒しよのテントの住人である父は、護衛の騎き士したちと交替で火の番をしているので、ここには僕一人である。

「見れば見るほど、パニック映画の怪獣だね」

　岩のような硬いものに覆おおわれた身体からだに、蝙こう蝠もりのような薄い羽。触さわったら怪け我がしそうなギザギザのしっぽ。そんでもって頭にはゴツイ角。全部折りたたんだ状態は、まるで岩。

　あの人は、ベヒーモスとか言ってたけど、こんな感じだったっけ？

　とはいえ、もちろん前世でだって現物を見たことはないわけだけど……なにしろ空想上の生物だからね。

　それにしても異様におとなしいし、さっきからぜんぜん動かないんだけど平気かな。ベヒーモスって、凶きよう暴ぼうなイメージがあったけど。

「あ、そうだ。鑑かん定ていスキルで調べればいいのか」

　初級レベルの鑑定の巻物なら、確か父が持っていたはず。いろいろな魔ま法ほう道具が入った荷物の中、それはすぐわかる場所にあった。

　ベヒーモス（幼生）Ｌｖ１

　おとなしい性格で草食。成体になると山のような巨きよ体たいになり、歩くだけで大災害規模の被ひ害がいを及およぼす。自らの能力により身体を圧縮、重さを自由自在に変化出来る。

　数百年前姿を消し、今では伝説上の生き物とされている。

　へぇー、草食でおとなしいんだ、なんか意外だ。もっとも、歩くだけで災害とか言われちゃってるけど。でも、こっちでも伝説の生物なんだね。

　え、ホントに？　……こうして今、目まの当たりにしてるけど。

　いつの間にすり寄ってきたのか、黒い岩の塊が、その頭頂部にある角をごりごりと擦なすり付けてきた。

「痛い、痛い。お前の角、なんかヤスリみたいだから痛いんだよ」

　やんわりとその頭を手のひらで押し戻すと、その手のひらにもごりごり、と角を押し付けてきた。痛い……。

　鑑定の続きを読み進めていくと、それらの行動の理由がわかった。

　ベヒーモスにとって角は大切な部位。それを触ふれさせるのは親愛の証あかし……なるほどね、さらに頭を押し付けてくるのは、撫なでてって感じかな。

　うお、じょりじょりして痛い。頭もサンドペーパーみたい、手が削けずれる。

　そのまま意識を集中させていくと、プレート状に浮うかび上がった枠わくの中にはさらに文字がすらすらと追加される。説明ばっかりだな、やっぱ初級の鑑定は能力値みたいなものは出ないのかな？　スキル・技、と項こう目もくが出てきた。

　火か炎えん放射、絶対零れい度ど、重力圧縮、反作用ボム。なお、成体で威い力りよくを発揮すると、世界が滅ほろぶと言わ…………うん、見なかったことにしよう。そして、えっと。

　魔力供給、リンク有。リュシアンの従魔。

　……んん!?

　いや、……えっ、なんでだよ？

　魔力を吸い取られちゃうとか、そんな契けい約やくが知らないうちに締てい結けつされちゃった？

　でも、少なくとも今現在、魔力を吸われてるせいでヘロヘロになってるという感じはない。さっき中級魔法を使った時は、急激な魔力の消費に血の気が引いた気がしたけど、そんな感覚は一いつ切さいないようだ。

　魔力はたくさん必要だけど、少しずつ継けい続ぞく的に吸収しているとか、そういう感じなのだろうか。うーん……悪あく影えい響きようがないなら、別にいいか。

　そして最後の欄らんに、文字化けしたような不可思議な記述がある。

　なんだろうと触れてみると、名前が頭あたまに浮かんだ。もしかしてコイツの名前？

　名前って、普ふ通つうは僕が決めるとかいう流れじゃないの？　それでようやく従魔契けい約やくっていう感じだよね……現実は違ちがうってことかな。

「〇▽＆◇〇＠！」

　名前っぽいそれを口にすると、ベヒーモスはぶるぶるっと身体を震ふるわせて一瞬で空気を孕はらんだようにボンッと巨大化した。

「おわっ！　な、なんだ」

　あっという間に大きくなって、僕はテントの端はしに押し付けられた。

「待って、待って！　小さくなって、テント壊こわれちゃうってば」

　すると、シュルシュルとまた小さくなっていく。

　ころり、と再び石ころのように足元に転がった。そして、まるで抗こう議ぎするようにゴロゴロ転がって、何度も僕の足に体当たりしてきた。

　な、なに？　何が言いたいの。

　ギチギチギチ、と鳴きながら短い足をバタバタしている。

　もしかして、この名前を呼ぶなってこと？。

「あ……そうか。これ真名ってやつだ」

　そうだ、と言わんばかりにゴリゴリと角を擦こすりつけてくる。だから痛いってば。

　なるほどね、さっきは真名を呼ばれて能力解放しそうになっちゃった、とかそういうことかな。じゃなに、本当はあんな大きいの？　子供なのに？

　そういえば成体になると山みたいになるって書いてあったね、あれって比ひ喩ゆとかじゃないんだ、そっかー……知りたくなかったよ。

　この姿は、つまり縮んでるということだね。重さも自分で自在に操あやつるとかあったし、なんかすごいな、本当に伝説級のモンスターだ。

　ともかく、普ふ段だんは違う名前で呼ぶってことね。

「なんだ、結局僕がつけるんだ、名前」

　うーん、名前つけるの苦手なんだよ。なにしろ動物なんて飼ったことがない。ずっと居候いそうろうだったし、一人暮らしになってからは仕事の鬼おにだったしね。あんまり洒落しやれた名前だと忘れそうだしなあ……モスちゃんとか？　あれ、なんか蛾ガみたいだな。

　うんうん唸うなっていると、ベヒーモスは小さな羽でパタパタと飛んで、チョコンと頭の上に乗った。その羽、飛べるんだ！

　うすっぺらい蝙蝠の羽が、小さくはばたくだけで岩のような身体が浮き上がるのは不思議な気がするが、重さを調節できるのなら確かに可能か、と納なつ得とくした。

　すると、名前を催さい促そくするように丁度つむじ当たりで、ゴリゴリゴリゴリと激しく角を擦り付けてくる。禿はげちゃうからあんまり強くしないでね……。

「チョビ……小さいし、チョビじゃダメ？」

　考えれば考えるほど浮かんでこない。ここはやっぱり見た目と直感で。もとは大きいんだろうけど、普段は小さいんだから問題ない、はず。

　ごりごりごりごりごりごり！

　いたたたっ！　え、やっぱりダメだった？　とっさに頭から降ろそうと思ったが、直後ぴょんぴょんと跳はねていることに気が付き、もしかして喜んでるのかなと気が付いた。

「チョビ、おいで」

　両手の手のひらを上に向けて呼ぶと、ぴょんと頭から降りてきた。相変わらずカミツキガメのようなごつい顔だったが、こうしてみるとつぶらな瞳ひとみに見えてくるから不思議だ。なんだかんだですっかり情が移ってしまったようだ。

　なりゆきのような押しかけ魔ま獣じゆうのベヒーモスは、こうして僕の従魔になった。

　そして旅は順調に進み、最後の宿場町になるオアシスの街へと着いた。

　驚おどろいたことに特産品は塩なのだという。もちろん海から取れる塩ではなく、塩湖である。そのせいか、困ったことに肉も魚もとにかく塩しお辛からい。

　もともと内陸なので魚は塩しお漬づけで運ばれてくるし、無む駄だに塩があるものだから保存のために肉もすぐに塩漬けにされてしまう。塩辛いものをあまり好まない僕は、干し肉や干し魚などを塩抜ぬきして食べて、皆みなに奇き異いの目で見られた。

　というか、こんなものばかり食べてたら高血圧になっちゃうよ。

「心なしか水も塩辛い……」

　朝は、泊とまった宿でそのまま食事をとったので、調理された物を塩抜きして食べるわけにもいかず、もうとにかく口の中が塩辛い。

「あら？　お食事お口にあわないかしら」

「いえ、水が少し……」

　飲み水が塩辛いことを言うと、なんでも今年の乾かん期きはひどいらしく、町の水場の水位もかなり減り、だいぶ遠くの井い戸どまで汲くみに行っているという。そこはもともと井戸に塩湖の塩が滲しみてくるということで、使わなくなった井戸らしい。オアシスの水量が戻もどるまでは辛しん抱ぼうするしかないといって宿屋の娘むすめは笑っていた。

　オアシスの町を出て、日が暮れる寸前に王都の門が見えてきた。

　商隊の馬車や徒歩の旅人風の集団、いろいろな人たちが門の前に並んでいる。入国審しん査さってやつかな。

　すると馬車は、その人ひと込ごみを避さけるようにして少し小さな門の前に進んだ。不思議そうに行列の方を眺めていると、父が説明してくれた。どうやら貴族専用の門というものがあるというのだ。なんとなくズルっぽいけどね。

　待ちは一組だったので、あっという間に番がきた。

　当然のように入国審査に引っかかるチョビ。

　ベヒーモスはこの世界においても伝説級モンスターだ。それ故ゆえに、姿かたちを知るものは少ない。むろん、この門番も例外ではなかった。

「ええと、これは岩鼠ロツクマウス、かな？」

「……え!?」

　思わずびっくりして、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「え？　なにか」

「あ、いえ、そ、そう……かな？」

　ロックマウスって、あれだよね？　岩みたいにまあるい、手足の短いゴツゴツした……あれ？　似てるね。あ、似てるわ、うんいける！　それで行こう。

「そう！　岩鼠。僕の従魔なんだ」

　よかった、勘かん違ちがいしてくれて。羽を畳たたんでてよかったよ。たぶん、鼠には羽ないからね。貴族専用の門だからなのか、あまり根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれないのが救いだった。そうは言っても、主人を特定するものは身に着けないとならないらしい。

「ではこの首輪を……首、どこかな」

　革のような素材で出来た首輪を手に、門番の青年は途と方ほうに暮れた。警けい戒かいしているのか、チョビはぎゅっと身を縮ませ、首の窪くぼみがすっかり隠かくれていた。

「この胴どう体たいのところでいいですか？」

　僕が腹の辺りを指定すると、青年は頷うなずいて首輪を巻き付けようと近づいた。するとチョビはがちん、と顎あごを鳴らして威い嚇かくした。門番の兵士はびっくりして手をひっこめる。

「あ、角に触さわられると思ったのかな？　すみません、僕がやります」

「……岩鼠って、角あったかな？」

　兵士の不思議そうな呟つぶやきは、聞こえなかったことにした。たぶん、ないです。

　岩のお化けのようなベヒーモスに、ピンクの首輪……あ、胴どう輪わかな？　滑こつ稽けいな姿だが仕方がない。

　体に変なものを着けられて不ふ機き嫌げんなのか、チョビは僕の頭の上でモゾモゾと動き続けていた。辛抱してね、それがないと街に入れないんだって。

「ずっと気になっていたんだが、それは岩鼠だったのか？」

　父はこの旅の間中、すこし僕と距きよ離りを取っているようだった。たぶん、一人で考える時間をくれたのだろう。なので、旅の途と中ちゆうからずっと僕の頭にへばりついているソレについて、聞きたくても聞きそびれていたに違いない。

「たまたま機会があって、従魔になりました。チョビです」

　岩鼠についてはあえて肯こう定ていはせず、僕はそう答えた。家族に紹しよう介かいする時にでも、まとめて詳くわしく説明しよう。父が微び妙みような顔をしている理由はわかっている。岩鼠は、おそらく薬草園でクリフがプチッと退治している雑魚ざこモンスターと同等のランクである。さっきの門番も、なんでわざわざ従魔に？　という顔をしてた。

　いいんだけどね、どうせ強さは関係ない。僕は、別にテイマーじゃないし。

　頭上のチョビを撫でると、お返しと言わんばかりにゴリゴリと頭を擦りつける。

　つやつやの髪かみに足を滑すべらせながらも、どうやらチョビは頭の上がとても気に入ったらしい。いつのまにかすっかり定位置になっていた。重さは一いつ切さい感じないので、乗っているのを忘れそうだが、時々ずり落ちそうになるのか爪つめを立てるので思い出す。

　きみ、爪も痛いからね……。

　それにしても従魔って、モフモフとかぷにぷにとかそういうのだと思ってたよ。甘え方もすりすりじゃなくてゴリゴリだからね、この子の場合。




　商店が建ち並ぶ街並みを通り抜け、閑かん静せいな貴族街にあるオービニュ家の屋や敷しきに、馬車は向かった。冒ぼう険けん者しやたちとはその手前で別れた。しばらくは王都で活動して、帰りも護衛を引き受けてくれるということだ。

　王都の屋敷は、それほど大きなものではない。王都にくれば一ケ月近くは泊まることになるので、一時的に宿しゆく泊はくするため用意されているものである。

　管理人夫ふう婦ふと、その娘夫婦の四人の使用人で切り盛りしている。娘夫婦は、主人であるエヴァリストやその家族が滞たい在ざいしていない時は、下層の宿屋で日中のみ働いていた。そのうち自分たちで宿屋を構えるのが夢らしい。

　到とう着ちやくを知らせていたので、管理人夫婦とその娘が出で迎むかえてくれた。

「またよろしく頼たのむよ、ジム」

　たぶん六十才くらいだろうか、白髪しらがまじりで真ま面じ目めくさった顔の男だった。あれは怒おこっているわけではなく、きっと通常モードなんだろう。隣となりに控ひかえる夫人は、ドリスと名乗った。対照的に優やさしそうなおばちゃんといった感じで、ふくよかで親しみやすそうな女性である。娘のリンゼイは二十代後半、母親によく似てすこしぽっちゃりとした可愛らしい印象だった。

　リンゼイの夫、リックはこの場にいなかった。どうやら父の使いで、王城へ出向いているらしい。陛下との謁えつ見けんがいつになるか、その確かく認にんの為ためである。

　ジム一家は、じつに有能だった。

　旅たび疲づかれしているだろう僕達に、すぐに湯あみができるようにと、部屋に温かいお湯を桶おけいっぱいに用意してくれた。この屋敷には、残念ながら風ふ呂ろはない。なにしろ泊まるのはほぼ父のみなので、必要ないといって作らなかったらしい。

　僕に用意されたのは、二階の日当たりがいい客間だった。父は、一階に自分の部屋があるので問題ない。ちなみに屋根裏と、二階の隅すみ部屋は使用人たちの部屋とのことだ。

　用意してくれた桶のお湯で、さっそく二週間の旅の汚よごれを落とすことにした。ちゃんと途中の宿でも身体からだくらいは拭ふいたが、やはり湯で洗い流せるのは嬉うれしい。

　この世界にも石せつ鹼けんらしきものはある。わりと簡単に作れるので、錬れん金きん術じゆつが盛さかんなこの国ではお手の物だろう。そして僕も、自家製の物を持ってきた。薬草園で採れる花の香こう料りようを添てん加かして作った、泡あわ立だちたっぷりの石鹼だ。

　こっちのごわごわして泡あわ立だたない石鹼は、ちょっと我が慢まんできなかった。やっぱり石鹼はアワアワでいい香かおりがしないとね。本当は、たっぷりのお湯でお風呂に毎日入りたい、というのが本音である。だって、元はお風呂大好き日本人だもの。

　錬金術での、調合、合成を覚えてからは、ちょこちょこと日用品をいじったり、改良したりしている。もちろん趣しゆ味みの範はん囲いではあるが。

「そして、コレ！」

　カバンからスポンジのようなものを取り出した。

　ヘチマに似た植物の実で作ったものだ。硬かたいタワシのようなそれを柔やわらかくするのには苦労したよ。乾かわくと、それでもカチカチになっちゃうけど、水につければ柔らかいスポンジもどきになる。

　桶は、二つ用意されていた。小さな身体もこんな時には便利である。浅い桶でも、そこそこお風呂のように入ることができるのだ。足からゆっくりと浸つかると、チョビは興味深そうに頭から降りてきた。スルスルと髪を伝って肩かたに降りようとして、案の定、つるっと滑ってお湯に落ちた。

　ベヒーモスって泳げるのかな？　なんて、のんきに見てたら、すーっと静かにお湯に沈しずんでいった。十秒経過、三十秒経過……？　シー……ン。

「わーっ！　チョビ!?」

　慌あわてて掬すくい上げると、はっ！　と気が付いたようにジタバタした。え、この子気絶してたの？

　そっかー、カナヅチなんだね。ベヒーモスがカナヅチなのか、この子だけがそうなのか不明だけど、なんというか……ちょっと、かわいそうな子の匂においがする。

　だ、大だい丈じよう夫ぶ！　多少どんくさくても、もともと戦わせる気はないし。戦力とか、そういうんじゃないし、本当だよ！

　気を取り直して、チョビを床ゆかに置き、スポンジを握にぎった。さて、洗うぞ。

「うわあ、この石鹼でも泡立たない」

　お湯、真っ黒になっちゃってる……どんだけ汚れてたんだよ。仕方がないので一つ目の桶は犠ぎ牲せいにして、全身を丸洗いしてから泡を落とし、新しいお湯の方で、改めてもう一回泡立てて洗った。やっと白い泡が出たが、桶をもう一個運んでもらわないとならない。

　こんなことなら一階のキッチンでお湯を使えばよかった。わざわざ運んでもらうの申し訳ないなあと、もこもこの泡のお化けのような姿で考えていた。その後、お湯の様子を窺うかがいに来たドリスの度ど肝ぎもを抜いたことは言うまでもない。




　赤い絨じゆう毯たんがまっすぐに敷しかれた長く続く廊ろう下かを歩いていた。

　ずっと先には、衛兵が守る豪ごう華かな扉とびら。

　父と二人、陛下に会うために王宮へとやってきた。そして、ほとんど人通りのない謁見の間へと続く道で、僕達はふと足を止めた。

　なぜなら、そこにあるはずのないものを見つけたからだ。

　物もの陰かげに隠れる、子供。

　たぶん衛兵から見えないように、倒たおしたら大変なことになりそうなツボにしがみつくようにして身を潜ひそめている。むろん、こっちからは丸見えだ。

　十才くらいだろうか。短めに整えた、オレンジがかった金きん髪ぱつの少年だった。どちらにしても、ココは誰だれでも入れる場所ではない。当然、関係者だろう。

　父と顔を見合わせて立ち止まり、その後ろ姿を見つめていた。

　すると、いきなりビクッと少年の背中が一センチくらい飛び上がって、恐おそる恐るこちらを振ふり返った。

「……っ、わぁっ!?」

　彼は、びっくりして尻しりもちをついた。

　例の高級そうなツボがガタガタ揺ゆれて、こっちの方が、彼に負けず劣おとらずドキドキさせられてしまう。衛兵の一人が、慌ててこちらに走ってきた。

「エドガー殿でん下か！　またこのようなところで」

　少年は、咄とつ嗟さに逃にげようとしたが、尻もちをついた状態からでは分が悪く、すぐに捕つかまってしまった。衛兵とのやり取りを見ていると、こうして謁見の間へ忍しのび込もうとしたのは一度や二度ではなさそうだ。

　エドガーというと、たしか二の妃きさきイザベラの長男で第二王子。つい身構えそうになったが、衛兵に捕まってジタバタしてるさまは、どう見てもただの子供だ。

　考えてみたらそうだ、兄である王太子にしても確か十五才くらいである。今回のこの騒さわぎも、兄の行ゆく方え不明の真相を父親に聞きに行くのだと訴うつたえている。

　イザベラの息子むすこだからといって、すなわち共犯者とは限らない。これはもう本人は何にも知らないパターンに違ちがいない。

　衛兵の話では、つい先日も似たような騒ぎを起こしたらしい。

　学校へ行きたいと直じか談だん判ぱんしたというのだ。どうやら母親が学校に行くことに反対しているらしい。帝てい王おう学は、学校では学べないと。いやいや、王太子だって学校へ行くために城から出てるのに、何を言ってるのだろうか。しかも帝王学って、やる気まんまんすぎだろう。この王子は、母親の近くにいるのはよくないと思った。エドガー自身が願っているように、学校だろうとなんだろうと外へ出したほうがいいのかもしれない。

　王子を連れ出そうとしている衛兵を止めて、僕は父の方を仰あおぎ見た。意を汲くんで頷いてくれたので、エドガーに一いつ緒しよに謁見の間にいこうと誘さそった。

「えっ、いいのか？　……ところで、お前は誰だ？」

　今いま更さらそれなんだね、一番最初に聞こうよ。なんだろう、天然なのかな。

　オービニュ家の三男でリュシアンだと自己紹介すると、なんとエドガーはこちらのことを知っていた。どうやら王太子である兄に聞いたらしい。そういえばファビオ兄様は王太子エルマン様と友人なのだと、ちらっと聞いたことがある。あまりそのことを話題にしなかったので、それほど親しくしているとは思わなかった。

　聞いている限り、エドガーは兄の王太子を慕したっているようだ。

「ところで肩に乗ってる、ソレって何？」

　話している最中に、ふと目線を動かして僕の肩の上あたりを見た。

　やっぱり気になっちゃうか、頭よりはマシかと思ったんだけど。

　さすがに陛下に会うのに、謎なぞの物体を頭の上に乗せていくのは礼を欠くと思い、本当は部屋に置いてこようとしたのだ。ところが言い聞かせて机に置いて部屋を出ようとした瞬しゆん間かん、これでもかというほど体当たりされた。

　腰こし骨ぼねが折れるかと思ったからね、手加減してよ、もう。

　もしかしてリンクの関係で離はなれられないのかとも思い、結局は、仕方がなくこうして連れてきた次し第だいなのだ。興味深々のエドガーに、チョビを手に乗せて紹しよう介かいしようとした時、後方から微かすかな足音が聞こえてきた。

　毛足の長い絨毯のせいで、かなり近づくまで気が付かなかった。神経質そうな、規則正しく絨毯を踏ふむそれが、すぐ真後ろで止まる。

　なぜか、背中に冷たい汗あせが流れるのを感じた。女の人の声が、エドガーを呼ぶ。

「ここへきてはいけないと、あれほど……あら、貴方あなたたちは」

　……噓うそでしょう。　本当に会っちゃいけない人、来ちゃったよ。

　モンフォール王国の、今となってはただ一人の妃、イザベラ。

　一いつ般ぱん的には美しい容姿と表現するのが正しいのだろう。けれど、不思議と好感は持てなかった。もしかしたら心理的な要因も働いているのかもしれないが、表情に滲にじみ出る為人ひととなりのようなものを感じたせいかもしれない。

　ひどく不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしている人だと思った。不俱戴天の敵リユシアンと出会ったからこういう表情をしているのか、普ふ段だんからこうなのかは知らないけれど……。

　思わず顔を背そむけた僕に、父が代わって名乗りを挙げていた。

　あのまま目を合わせていたら、何を言ったかわからない。咽喉のど元まで出た言葉を吞のみ込むのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　騒ざわめく僕の心情に影えい響きようされてか、手のひらに乗っていたチョビは、サッと肩の上に飛び乗り、ギチギチと小刻みに震ふるえている。

　ここにいてはいけない、直感でそう思った。

「父様、行きましょう」

「そうだな」

　丁てい寧ねいにあいさつをして、父は踵きびすを返した。僕はといえば、礼れい儀ぎのなっていない子供のような態度だっただろう。

「ごめんね、エドガー王子。また今度」

　なんとかエドガーにだけ挨あい拶さつして、衛兵に付き添そわれるようにして僕たちは謁見の間の扉へと向かった。エドガーの残念そうな視線と、イザベラの刺ささるような視線を背中に感じていた。

　そして謁見の間では、階段状に上った高い位置にある大げさな玉座に、偉えらそうなおっさ……げふんっ、陛下がこちらを見下ろすようにして座っていた。

　父が臣下の礼を取るのに、僕も見よう見まねでそれに倣ならった。その後、二人とも顔を上げて陛下と目を合わせる。

　なるほど、僕と面おも影かげが重なるね。正確には、僕が陛下に似ているんだろうけれど。

「ほう……そちがリュシアンか。確かにな、シャーロットに生き写しだ」

　シャーロットというのは本当の母で、育ての母アナスタジアの実の姉である。

　あれ？　ということは、育ての母のアナスタジアとは、ちゃんと血の繫つながりがあるってことだ。衝しよう撃げきの告白が強きよう烈れつすぎて、こんな今更のことにようやく気が付いた。今の家族と少しでも血の繫がりがあることは、なんだかすごく救いのような気がした。

「エヴァリストよ、聞いておるぞ。どうやらとんでもない麒き麟りん児じのようだな」

「は、恐れ入ります。我が息子ながら目を見張る成長かと」

　お為ためごかしの陛下の言葉に、けれど父は臆おく面めんもなくそう答えた。笑え顔がおのまま、ピクリと国王の眉まゆが跳はね上がる。

「……不敬だぞ、余の息子じゃ」

　我が慢まんのきかない王様だよね。残念ながら、実の父親なわけだけど。当の息子を蚊か帳やの外へと置いて、見えない火花を散らせている父親二人だった。

「陛下」

　突とつ然ぜん口を開いた僕に、二人は驚おどろいたように振り向いた。

　まさか、本人を忘れてなかったでしょうね？　気を取り直すように僕は一つ咳せき払ばらいをすると、今日ここに呼ばれた理由を聞いた。もちろん、ここに至るまでにそれなりに事の顚てん末まつを知り、今回の召しよう喚かんの理由はだいたい理解しているつもりだ。

　一つは僕の無事の確かく認にん、それからこれからの立ち位置、そして暗殺の犯人について、など……今までは、様々なしがらみや人脈による国交、そのほかのパワーバランスの関係もあり、犯人のあぶり出しを躊躇ためらっていたようだが、さすがに切せつ羽ぱ詰つまった生命の危機があったとなれば、見過ごすことは出来なくなったのだろう。

「僕としても、無用に命を狙ねらわれるのは望むところではありません。そこで伺うかがいたいのですが、僕の王位継けい承しよう権はどうなっているのでしょうか？　また、それを放ほう棄きすることはできますか？」

　矢や継つぎ早ばやに告げる僕に、国王もエヴァリストも思わずあっけにとられた。

　父は、僕が犯人に目星をつけていることも、人並み外れて大人びていることも知っていたが、それでも驚かずにはいられなかったようだ。国王にしてみれば、会って数分の、たかだか八つになる小こ僧ぞうなのだ。そんな子供が、己おのれの命を狙う輩やからを、捕とらえて罰ばつするよりも、それまでの理り不ふ尽じんな仕打ちを全すべて飲み込み、事を円満に解決させようとしているのだから啞あ然ぜんとしても仕方がない。

　もっとも要因の一つに、先ほど出会ったエドガーのこともあった。

　母の罪を、息子が贖あがなうことになる。彼女にしてみれば、その息子の為にしているつもりなのだろうが、つきつめればやはり自分の為、エゴに他ならない。

「いや、ならん。王室にも法はある。未成年の王族は、継承権の放棄を勝手にはできない。もちろん廃はい嫡ちやくという手もあるが、余は……」

　国王は、小さくため息をついて父、エヴァリストを経由して僕の方を見た。廃嫡という言葉の意味を吟ぎん味みして、僕は少しだけ躊躇った。本当の父親との関かかわりを、完全に断たち切ることに思わず尻しり込ごみしたのだ。

　肉親を失ってきた今までの辛つらい記き憶おくが、少しだけ悲しく疼うずいたからだ。

「……わかりました、では」

「余は、そちを廃嫡する気はないぞ」

　かぶせるようにして、国王はピシャリと言い放った。続けて、口を開く。

「明確な証しよう拠こが出てこなかったゆえ二の足を踏んで来たが、こうなれば犯人を明確にするのも吝やぶさかではない。余は、そなたを手放す気はない」

　陛下なりに、今までも出来うる限りの手を打ってきたのだ。何しろ遠方に住んでいる相手を守るというのは、容易ならざることである。僕にしても、そこを責めるつもりは毛頭ない。できれば、このまま放ほうっておいてほしかったが、どうやら実際に会って、なにやら陛下は決意を固めたような表情をしている。

　いや、もうホント。構わないで欲しいだけなんだけど。

「陛下には、行方不明ではありますが王太子も、そしてエドガー殿でん下かもおります」

　言葉に詰つまっている僕を、援えん護ごするように父が口を挟はさんだ。カチンときたのか、王様はそんな父に、的外れな反論をしてつむじを曲げた。

「だからなんじゃ！　そちとて息子が上に二人もおろうが。このうえ余の息子までも取り上げるつもりか」

　いやいや、何言ってんの王様。僕は、伯はく爵しやく家三男を辞めるつもりはないからね。もちろん声に出しちゃうと、ややこしいことになりそうなので黙だまっていた。

　どちらにしても継承権を放棄したからといって、僕が生きている限り、イザベラにとっては目の上のタンコブだろう。でも、それほどの脅きよう威いではなくなる。うまくいけば丸く収まるかとも考えたのだが、なかなか思うようにはならないものだ。

　この謁えつ見けんは、陛下にとって決意を実行に移すための、自分なりのケジメだったのかもしれない。すでに決断はしていたものの、やはり国益を考えるとすぐさま実行は難しかったのだろう。

　なにしろ第二王子の母であるイザベラの失しつ脚きやくは、国や重臣たちの微び妙みような力関係を崩くずしかねないのだ。また貿易にも深く関わってくる。

　彼女を処断するということは、それらすべてを天てん秤びんにかけるということなのだ。

「国を乱すのは本意ではありません」

「……事は、国の将来を担になう王子の命に関わることじゃ」

　今はまだその時ではないと、僕はきっぱりと首を振ふった。心情はともかく、イザベラが及およぼす影響を思うと、まだ彼女の罪を暴あばく時ではないと考えたのだ。

　この憎にくしみが薄うすれることはないし、彼女を許すことはないだろう。それでも冷静な頭では、そう判断したのだ。計算ずくの正解がわかるだけに、感情的な暴走を無理やり抑おさえているような図式である。だからもう王城には居たくないと思ってしまう。

　国王である父は、なんだか思ったより我わが儘ままではあるが、基本的には私情より国益を優先することが出来る人だ。現に、今まではそうしてきた。おそらく、かつて溺でき愛あいした妃きさきの面おも影かげをもつ息子の登場に、いささか舞まい上がっているだけだろう。

　だからこそ、訴うつたえた。エドガーの為にももう一度考えて欲しいと。

「あれは、母親が失脚すれば道連れになりかねん」

「だからこそです、陛下」

　この国はむろん好きだ。育ての父母が愛する国だし、僕にとっても生まれ故郷だ。でも愛着はあっても、残念ながら王位を継つぐ気は微み塵じんもない。だからこそ王太子が不明の今、なんとしてもエドガーには無事でいてもらわないと困るのだ。

　ここぞとばかりに力を込こめて食い下がった。

　外へ出たがっている王子を、望み通り国外へと留学させられないかと。

　もし何かあっても、エドガーが留学などの理由で王国にいない時なら、影響は最小限に抑えられるのでは？　と提案したのである。

「……少々利きかん気ではあるが、兄を慕したういい子なのだがな」

　まだ幼いからなのか、本人に王位に対する執しゆう着ちやくはまったくなく、どちらかというと早く学園都市に行って、いろいろ勉強したいと張り切っているそうだ。

　王太子である兄の影響がかなり大きそうだ。

　そして国王は、思った以上に行方不明の王子に期待していたのがわかった。

「あれは頭脳明めい晰せきで、王族としても魔ま力りよく量が桁けた外はずれだった。母の生まれ故郷だとて、学園都市になどやったのが間ま違ちがいだったのだ」

　エドガーの留学を渋しぶっていたのは、なにもイザベラばかりではなかった。後こう継けい者しやとして期待していた長男の失しつ踪そうは、想像していたより国王を苛さいなんでいたようだ。

　国王などといっても、結局は玉座に縛しばり付けられて自分では動けぬ不自由な身なのだろう。大切な人を、その手で守れないジレンマは常にあったに違ちがいない。

　父と二人で説得し、なんとか国王を踏ふみとどまらせることには成功した。

　落としどころとして、僕の護衛の強化と、イザベラに監かん視しをつけるということで話がまとまったのだ。護衛の件は、断ったのだが速そつ攻こうで却きやつ下かされた。

　ある程度自衛はできるし、父母も大げさなほど護衛を付けてくれるので、と説明したのだが、その際にまた父親同士の火花が散り始めたので了りよう解かいするしかなかった。

　なんでいちいち張り合うかな、この二人。

　国王からの護衛は、騎き士しではなくいわゆる隠おん密みつのような者らしい。ゾロゾロついてくるんじゃなくて良かったよ。あれかな、忍にん者じやみたいな感じかな。

「せっかく王都まで来たのじゃ、ゆっくりと見物していくがいい」

　別れ際ぎわに、陛下はそう言ってなにか願いはないかと聞いたので、僕はもちろん王立図書館での閲えつ覧らんの許可が欲ほしいと頼たのんだ。

　そんなことでいいのか、と拍ひよう子し抜ぬけした様子だったが快く許可証を発行してくれた。なんと王様の直じき筆ひつのサインが入った特別製だ。こんなの持っていって大だい丈じよう夫ぶ？

　満面の笑みで手て渡わたしてくるそれを、まさか無む碍げに押し返すわけにもいかず、ありがたく頂ちよう戴だいした。王城から出ると、腕うでを上げて思いっきり背せ伸のびした。

　謁見の間では、腰こしベルトの小さなポシェットにへばりつくようにしてしがみついていたチョビが、ようやく動き出してよじよじと頭に登ってきた。

　王様に突つっ込まれるのは面めん倒どうなので、とっさに目立たないようにとカモフラージュしていたのだ。とは言っても、すでに隠密は付いているはずなのでチョビのことも筒つつ抜ぬけだろう。なんかいろいろ面倒くさい……。

　父親である国王に対してちょっと酷ひどいが、僕の印象はその一言に尽つきた。




　図書館には、さすがに大量の魔法陣じんの書しよ籍せきがあった。

　今はもう使われていない大魔法から、なんの役に立つの？　と思うような独特のものまで様々である。

　その中でも注目すべきは、エルフ達が考案した生活魔法だ。

　魔法を特とく殊しゆな武力として考える人間とは違い、エルフはほぼ全員が複数の属性を持っており、豊富な魔力量を誇ほこる。だからこそ生まれた魔法が、生活魔法なのだ。

　さすがにエルフが使うだけあって、この魔法がなかなかに侮あなどれない。ほとんどが複合魔法で、それこそ三種類以上の属性がないと使えないというバカげた難易度だ。便利は便利なのだが、一部の人間しか使えないのなら意味がない。

　僕にしても属性に制限はないが、いちいち巻物を使用している時点で、手軽に使える手段とは言えない。やっぱり普ふ通つうに火を熾おこしたり洗せん濯たくしたり、体を洗ったりした方がいいだろう。読み物としては、面おも白しろいんだけどね。

　攻こう撃げき魔法は、それこそ一つのフロアーを占せん拠きよするほどの書物で埋うめ尽くされていた。こういうことには労力を惜おしまないんだよね、困ったことに。いかに殺傷力を高めるか、いかに広こう範はん囲いを殲せん滅めつできるか、そんなことにしのぎを削けずっている。

　さて次は白魔法、回復魔法はと、あった。

　攻撃魔法の横には、それに付ふ随ずいするように回復魔法の棚たながある。これも戦争の激化により発達した魔法である。負傷した兵士を、効率よく元に戻して戦場へと送り返すために開発、発展したものだ。過程はともかく、回復魔法は平和な時にも役に立つ魔法だ。

　ペラペラと本をめくり、魔法陣のページをじっと見つめる。回復魔法は解げ毒どく、マヒ解除、解かい呪じゆなどの解除系と、傷の回復など多た岐きにわたる。

　驚おどろいたことに、欠損部位を修復する魔法もある。ただし、魔力消費が異常なほど甚じん大だいで、エルフほどの魔力量がなければ、下手をすれば魔法の行使者の命を奪うばいかねない。それほどの代だい償しようがいるということだ。必要属性も風、水のほかに、光まである。光と闇やみは特別な魔法で、これと他の属性を持つ者は稀まれだ。そんな貴重な人材の命を脅おびやかす魔法の存在は却かえって不利益にさえなる。この書籍に閲覧制限がかかっているのが納なつ得とくできた。

　ここには、それらを上回るバカげた魔法もごろごろあった。何百人もの魔術師の魔力が空になるくらいの、大陸級のものだ。魔法陣に描えがくと、それこそとんでもない大きさと枚数になるらしい。

　後の研究家が魔法陣を資料として残してはいるが、おそらく完全再現は難しかったのだろう。魔法陣に必要になる呪じゆ文もんのみを文字に起こして延々と記している。その厚さは、まさに辞典サイズ。それが全十巻……これ、誰だれが読むの？

　何はともあれ、図書館はとても面白かった。手軽な回復魔法もたくさんあったし、これから役に立つだろう。

　翌日、僕達は王都を旅立った。

　もう少しゆっくりしていきたかったが、父が少し神経質になっていることもあって、早々に領地にもどることにしたのだ。こう言ってはなんだけど、父と国王様はあまり馬が合わないみたいだね。

　王都を発たって丸一日、往路でも寄ったオアシスの街へとたどり着いた。

　旅は始まったばかりだが、この先はしばらく村も町もないので、野宿に備えてここでゆっくりするのがいつもの帰路の決まりらしい。

　ところが、いつもは旅人でにぎわう街がどこか元気がない。

　すれ違った旅の行商人に、どうやら病やまいが流行しているらしい、早く立ち去った方が得策だと忠告を受けた。僕達は、詳しよう細さいを聞くために町長の家へと急いだ。

「感染などの心配がある疫えき病びようではないと、私は思ってます」

　町長は熱病で倒たおれたらしく、対応に出てきたのは息子むすこのオットーだった。

　熱帯地方特有の浅黒い肌はだに、精せい悍かんな彫ほりの深い顔が印象的な青年だった。おそらく三十才前後だろう。部屋に入ってきた夫人が、来客たちにお茶を振る舞ってくれた。

「……塩、だね」

　お茶に口をつけて顔を顰しかめた僕は、とっさにそう呟つぶやいた。

　灰色の瞳ひとみを瞬またたかせたオットーは、驚いたように「その通りです」と、いささか戸と惑まどったように頷うなずいた。軽く咳せき払ばらいをして「確かに塩が混じっているようだ」と、父がオットーに説明を促うながした。

　どうやら今年は雨が少なく、オアシスの水場はもちろん、雨季の時に出来る貯水池も干上がり、塩湖の方角にある井い戸どに水を汲くみに行っていたという。往路で寄った時も、確かにそのような話を聞いた。じゃあ、あれからも雨は降ってないということだ。

「……治ち療りよう、というか回復はできるけど、それじゃ解決しないよね」

「回復って、……あっ、そうか魔法が使えるのか？」

　貴族だからといって、必ずしも魔法が使えるわけではない。ましてや回復魔法はそれなりに希少な魔法の部類に入るため、オットーは魔法による回復というのは念頭になかったのだろう。思わず敬語も吹ふき飛んだ。

「うん、でもそれは体内の毒を軽減したり、身体機能を活性化して治ち癒ゆを助けるといった一時的なものなんだ。怪け我がなんかと違って、治せばいいというわけじゃないからね。今回の場合、原因を何とかしないと元もとの木もく阿あ弥みだし」

　治療イコール解決と、魔法に飛びつきそうになったオットーは、思わず己おのれの短たん絡らく思考に恥はじ入いる様子だった。いや、でも気持ちはわかるよ。魔法って万ばん能のうって感じするもんね。

「ここって、燃料は豊富にある？」

　僕の問いかけに、なんで燃料？　とオットーはますますわからない顔をしたが、次の瞬しゆん間かん、「ああ、なるほど」と笑えみを浮うかべた。

「これも一いち時じ凌しのぎではあるし……まあ、たぶん実じつ践せんしてる人も、少なからずいるとは思うんだけど、もうちょっと効率よくできると思うんだ」




　目の前には、鉄くずの数々がうずたかく積み上げられた。

　オットーの助けを借りて、住民から不要な金属を集めてもらったのだ。

　これを錬れん金きんするわけだけど、なにしろ旅の途と中ちゆうなので設備がない。せめてこれらを塊インゴツトにできれば錬金もやりやすいんだけど……あっ、そうだ！

「チョビって、重力系の魔法持ってるよね？　圧縮とかできる？」

　ダメもとで、というか半分以上は冗じよう談だんで、そんな提案をした。

　すると、頭の上でチョビが「わかった」と言わんばかりにぴょんと跳はねて、ギチギチギチと独り言のように顎あごを鳴らし、体をゆすり始めた。やがて目の前には、半はん透とう明めいの球体のようなものが現れ、何が起こっているのか考えるより早く、大きなシャボン玉は積み上げられたガラクタを包み、あっという間にキュッ！　と収縮した。

　ゴトリ、と金属の塊が地面に落ちる。

「………………」

　自分で頼んでおいてあれだけど……怖こわっ！

「……それ、岩鼠じゃないんだ」

　あ、そういえばオットーがいたんだ。まあいいや、少なくともベヒーモスとは思わないだろう。僕は曖あい昧まいに笑って、そのまま鍛か冶じ屋やに案内してもらった。

　要は、水蒸気を集める特殊な鍋なべを作ってもらおうという計画だ。

　鍛冶屋には武器や防具などを専門に作る職人と、生活用品のみ扱あつかう職人がいた。もちろん、両方担になう人もいるが、大体は拘こだわりがある者が多いので分業しているようだ。

「坊ぼう主ずがやったのか？　良い錬金だ、扱いやすい」

　例のインゴットを、今しがた錬金して不純物を取り除き、鍋として加工しやすいようにしたのだ。金属加工はあまりしたことはなかったが、うまくいって良かった。

　彼は、生活用品専門で鍛冶をしている職人だ。さすがに手て馴なれていて、板状に伸のばした金属がみるみる鍋の形になっていく。僕は鍛冶はできないけれど、形状変化の魔ま力りよく錬金を使って、同じようなものを作った。形だけは同じ物が、次々量産された。

　魔力での形状変化と、金属を打ったり研けん磨ましたり手間をかけて行う鍛冶との違ちがいは、硬こう度どや粘ねばり、独特のしなりによる耐たい久きゆう性がある。そして、究極にはその美しさが挙げられるだろう。ただ、今回はモノがモノなので実用性があればいい。

　鍋の構造はそんな難しい原理ではない。蓋ふたの方に仕し掛かけがあって、水蒸気が効率よく溜たまるようになっているのだ。

　一気に町を救うとか、そういう大おお掛がかりなものではないが、雨が降るまで個々で凌しのぐことができる。これなら普通の鍋の値段と変わらないので、誰でも購こう入にゆうできるし、何より自衛ができるのだ。仮に、町が一時的に大規模な援えん助じよを行っても、じゃあ次はどうするの？　ということになっては何にもならない。

「飲み水だけでも確保できるのは助かる、他の鍛冶職人にもお願いして、大量生産の準備をしているよ」

　幸い燃料だけは不足してないので、蒸気で真ま水みずを作るのは容易たやすいことだった。

　オットーは学校にも行っておりそれなりの知識もあったので、おそらく塩が原因だろうことも、その解決策も気が付いてはいたらしい。

　ただ、巨きよ大だいなろ過システムの案だとか、太陽熱による地中の水分を蒸発させる装置だとかを発案しては、すぐに頓とん挫ざしたというのだ。なにしろ費用が莫ばく大だいだった。

　確かにこの土地は、豊富な塩と、蜜みつサボテンの産業で裕ゆう福ふくだ。彼のように留学している者はさすがに少ないが、王都に近いこともあって、王立の初等科へ行っている者もいるらしい。それでも、すぐにそれらを設置するだけの経済力はなかったのだ。

　この先、町を挙げての大掛かりな装置を作るかどうかは、その技術をどうするかを含ふくめ、相談して決めていけばいいだろう。

　その後、重じゆう篤とくな病人の家を数すう軒けんまわり、王都で覚えたばかりの回復魔法を使って治療を施ほどこした。その際、僕は思い切って巻物本体から魔法紙だけを剝はがしてみた。

　本来、魔法陣を保護する役割の巻物だが、僕の場合はどうせ燃やしてしまうし、念写の良いところは、そらで、しかも即そく座ざに描けることなので、魔法陣を設置する魔法紙のみで発動させてみたのだ。当然ながら煙けむりを上げて燃えたが、魔法は問題なく発動された。時間経過による劣れつ化か防止、移動や陳ちん列れつを想定した形状維い持じの役割は、僕には必要ない。もちろん巻物の役割はそれだけではないので改良は必要だろう。このことは、後に作製する新作巻物への第一歩になった。

　これ以降は、真水を飲んでいれば症しよう状じようも軽くなるだろうし、自然治癒に任せるのがいいだろう。オットーもしっかりしているし、よそ者がでしゃばることもないよね。

　でも、やっぱり学校へ行ってると違うなあ。確かにオットーは空回りだったけど、そのうち僕が思いついたことくらいは、やっただろうし……。

　僕は、前世の記き憶おく（プラス年の功）がある分、確かにちょっとだけ有利に立ち回れるけど、こちらのことはほとんど知らない。それこそ魔法や魔道具、こっちの特有の植物など、勉強すれば錬金だってもっと幅はばが広がると思った。

　ファビオ兄様も留学している国、ドリスタン。

　有名な学園都市がある国。我が国の友好国で、王太子エルマン様の母の故郷だ。

　どんなところだろうか？　むくむくと抑おさえきれない好こう奇き心しんが、際限なく膨ふくらんでいくのをどうにも止められなかった。








第三章　学校へいこう






　冬を迎むかえ、リュシアンは錬れん金きん術じゆつと魔法の練習を自己流で進めていった。

　図書館でたくさんの魔法陣じんを覚えたし、錬成陣もいろいろ詰つめ込んできた。すぐに役に立たなくても、いつか使うかもしれないからね。

　そして、この冬をかけて開発したのは、使い捨てのオリジナル巻物。

　どうしても焦こがしてしまうならいっそ燃やしてしまえ、がコンセプトである。

　魔法陣を定着させる魔法紙と、それをカバーする巻物。それらを苦心の末、なんとか使えるまでに完成させた。テーマは、安価で使いやすい！　である。

　なにしろ、僕は巻物なしでは魔法が使えない。本来、巻物はこんな風にじゃぶじゃぶ使うものではないのだ。周囲の環かん境きようやスキルの助けもあり、半分以上の工程を自分で作製していたとはいえ、こんなバブリーな使い方ではそのうち破産するだろう。

　まずは、素す早ばやく魔力が伝わり、跡あと形かたもなく燃もえ尽つきる魔法紙を作った。

　そして巻物の代用として、魔法紙に設置された魔法陣に連動して燃える、ただそれだけを付加した、最低限の厚みのある安価な厚紙を選んだ。そして極きわめ付きは、それを丸めて留めるために、輪ゴムを製作したのである。見た目、強度、伸しん縮しゆくなど、前世の物と変わらない。というか、似せて作った。あると便利だよね、輪ゴム。

　満を持して、魔法陣を念写して完成させた特製の巻物は、一見すると小学生が図画工作で書いた絵を丸めて輪ゴムで止めた物に酷こく似じしている。

　……うん、姿すがた形かたちにおいて、いろんなものが著いちじるしく暴落したね。

　それでも改良に限って言えば、ほぼ成功だ。

　難点としては、劣化に弱く長期の保存はできない、巻物そのものに強度がないため、人の手を介かいするような移動には向いていない、などだ。これは、あくまで僕専用の、使うときにサッと念写して発動、が前提の特とく殊しゆな巻物である。

　これで何がやりたいのかというと、エルフの生活魔法だ。

　図書館には、エルフの国の書しよ籍せきも山ほどあった。エルフは誰だれでも魔力があるので、生活魔法が充じゆう実じつしている。けれど、全属性を当たり前のように持っているエルフの考えた魔法は、その初歩であるはずの生活魔法がすでにとんでも魔法なのだ。

　そもそも貴族くらいしか魔力を持ってない人間にとって、生活魔法の需じゆ要よう自体あまりない。なにしろ使用人がいるのが当たり前の身分なのだ。普ふ通つう、貴族は自分で洗せん濯たくしないし、手間やその過程にこだわるのも身分の高い人間には多い。

　たとえば、水魔法と風魔法と火魔法の複合魔法、ウオッシャー。要は身体からだ全体の丸洗いで、服も体も一気に洗える上に、乾かん燥そうつき。すごく便利。

　おそらくこれも、貴族のほとんどはエレガントではない、とかいう理由で嫌きらいそうである。「そんなものよりお風ふ呂ろに入ればいいじゃない」と言ったとか言わないとか。

　それはともかく、この巻物のおかげで、もうちょっと魔法が使いやすくなるだろう。

　エルフといえば、ジーンにも会いに行った。

　ベヒーモスを見せたら、さすがに驚おどろいていた。エルフでもびっくりなんだね。

　あの時の出来事のことを、彼にいろいろ聞いてみた。声だけではあったが、なぜか懐なつかしい出会いがあったこと。そして、向こう側のこと……。

　僕には、予感があった。あの声の主が本当は誰であるか。もし本当にそうなら、なぜか懐かしく、そして離はなれがたく思ったのか、その理由の説明もつく。

　彼が言ったように、本当にいつか会える日がくるといいなと思った。




　　　　＊




　春になり、僕は九才になった。

　あの王都への旅の後、学園都市への留学を希望している旨むねを父に打ち明けた。

　もちろん反対されて、こうして屋や敷しきにくすぶっているわけだけど……。

　だけど簡単に諦あきらめる気は毛頭なかった。こうしていろいろ魔法や体術、錬金術に精を出しているのもそのためだ。

　学園都市の学校は、いわゆる学年という概がい念ねんがない。

　各教科ごとに、十段階の位があるのだ。たとえば、魔法科Ⅰクラスとか薬草学科Ⅲクラスとかいった具合だ。学科を何種類取るか、どの段階まで修しゆう了りようするか、全すべて自由だ。

　あえて区切りをつけるとすれば、どの学科でもⅥまで修了すれば一人前といえる。そしてⅩまで取れば、その道ではかなりの知識や修練を積んだことになる。

　大体は、何科目か複数取って、上に進むほど数を減らしていくというのが定石だ。実際Ⅵを超こえる頃ころになれば、二教科程度でもいっぱいいっぱいになってしまうのだ。

　またスキップもあるので、必ずしも順番に取っていくというものでもない。

　このように自由なスタイルの学園だが、ただ一つだけ、教養学科のⅥまでは必ひつ須す課程になっている。教養科は、一いつ般ぱん常識や礼れい儀ぎ作法、簡単な体術など様々だが、選せん択たくしている教科で重複している内容は免めん除じよできるらしい。

　学年がない代わりに、この教養科が一つの基準になっている。

　一般的に入学は十才からだが、僕の場合は、家庭教師にすでに入学は問題ないと言われた。入学に有利な従魔も持っているし、無属性による体術や魔力操作もそれなりにできる。巻物を使う魔法がどういう扱いになるかわからないが、おそらく最初の実力テストでは、いくつかⅡクラスがとれるだろうと太たい鼓こ判ばんを押してくれた。

　とはいえ、父の……そして、おそらく国王陛下の許可が出ないと無理だろう。

　学園への入学は夏が終わってすぐの初秋、問題の入学試験はこの夏である。なんとしてもそれまでに父を説得したいと思っていた。

　その頃、次兄のロドルクが王立学校の騎き士し科への進学を決めた。

　父としては教養科を経て騎士科へ行かせたかったようだが、そこは本人の強い要望が通った形になった。もとより礼儀作法などはロランによってみっちり鍛きたえられており、今いま更さら感があったということもある。ロラン、学校より厳しいしね。

　長兄ファビオもこの夏、留学先のドリスタンから帰ってきた。本当はもう少し勉強したかったようだが、後あと継つぎとしては早く領地に戻もどって学ぶこともあるだろう。この先は、ロランがファビオ兄様を教えるようだ。

　ファビオは完全に魔法使いタイプだが、精神を鍛えるという点でも、自衛の為ためにも、ロランに師事することは悪いことではないだろう。

　父は、いまだに僕の進学を認めてくれない。今はまだ家庭教師で十分だというのだ。別に家庭教師に不満があるわけではない。ロランも体術やナイフ術、魔力操作などを教えてくれる。でもやっぱり外へ出てみたい。

　先日帰ってきたファビオ兄様からいろいろな土産みやげ話を聞いて、ますます学園都市への留学の想おもいが強くなった。

　もしかしたら、王様の意向に従っているのだろうか？

　なにしろ王太子は未いまだ行ゆく方え不明なのだ。そして失しつ踪そうしたのが、他でもない学園都市である。国王にとってはまさに鬼き門もんといえた。ふたたび息子を留学させて、同じ轍てつを踏ふもうものなら禿はげちゃうかもしれない。

「リュシアン様は、そんなに留学なさりたいのですか？」

　ある日、ロランにナイフ術を教わっていると、ふいにそう尋たずねてきた。

　それはもう！　と勢い込んで返事をしたら少し困ったような顔をしたので、ロランに不満を持っているわけじゃないよ、と慌あわてて付け足した。それに対して、ロランは苦く笑しようして光栄です、と頭を下げた。

　あれ、違ちがうの？　じゃあなんだろう。

「エドガー殿でん下かの進学ですが、学園都市への留学が決まりました」

　へぇー、父の提言が通ったんだね。王様もなかなか肝きもが据すわってるじゃん。

「その代わりに、リュシアン様を王都へ寄よ越こせと、エヴァリスト様をつついているようでございます」

　据わってなかった。……なに言っちゃってんの？　君の意見を聞いたんだから、自分の意見も聞けって？　いやいや、そもそもエドガーのことを交こう換かん条件に持ってくるのがおかしいでしょ、こっちを巻き込まないでよ。

　どうやら王様は、僕を王都の学校へ行かせたいらしい。

　おそらくエドガーを外へ出して、首しゆ尾びよくイザベラを退けることに成功したら、満を持して僕を迎むかい入れようということなのかもしれない。

　これほどまでに拘こだわるとは計算外だった。いっそ王太子が無事なことを暴ばく露ろしたほうがいいだろうか？　いや、ジーンに話した時点で情報は漏もれていると考えたほうがいい。ジーンが漏らしたとかではなく、隠おん密みつがいるからね。絶対どこかで聞いてるはずだ。

　無事だとしても帰ってこれないなら意味がないってことかな……困ったね。

　それにロランだって情報通すぎるよね。絶対手先だよね。まあいろいろ助かってるし、王様の肩かたを持つってわけじゃないから、別にいいんだけど。

　どちらにしてもイザベラの件は急がない方がいいし、僕が外へ出てしまえばとりあえずは手が届かなくなるだろう。ドリスタンにまで、自由に使える手て駒ごまがあるとは思えないしね。それに何よりエドガーと一いつ緒しよにいる時に何か起きれば、彼だって巻き込まれる可能性がある。なるほど、エドガーと一緒にいるのは案外いい手かもしれない。

　人ひと質じちを取るようで申し訳ないけど、元はといえばエドガーの母がしでかす面めん倒どうごとなんだし、たまにはこっちから仕し掛かけてもいいと思うんだ。下手なことをすればエドガーがどうなっちゃうかわからないよ、って感じでね。

　──なんか僕の方が悪者みたいだけど。

「ところで、ファビオ兄様は今日どうしたの？」

　毎日指導を受けていたはずの兄が、いつまでもやってこないことに、今いま頃ごろになって気が付いた。ロランの本来の使命がなんなのかはともかく、今はファビオの師し匠しようなんだから僕が独り占じめするわけにはいかない。

　ロドルクの時も反復練習こそ一緒に稽けい古こしてはいたが、基本的には手が空いている時のみ指導をうけていたのだ。だって弟で子しにしてくれないからね。

「ファビオ様でしたら、今日は休ませることにしました」

　どうやらひどい筋肉痛と倦けん怠たい感でダウンしているらしい。本人は這はうようにして朝やって来たらしいんだけど、筋肉が傷ついてるときに無理に動くのは無意味だし、危険なので強制的に帰したらしいのだ。

　なるほど……ファビオ兄様には無属性がない。急な無理に身体がついてこなかったのだろう。こればかりは徐じよ々じよに慣れていくしかないよね、残念ながら。

　学園都市から帰って以来、割と張り切ってロランに教えを受けていたので、さぞかしガッカリしただろう。後でお見み舞まいに行こう、ついでに学校のことも聞きたいし。

　ファビオ兄様の真ま面じ目めさは折り紙付きだ。何でも頑がん張ばりすぎるきらいがあるので、無理をしないか周りの方が、気が気ではないほどだ。父が兄にロランを付けたのは、護身術程度の武術と、あとは運動不足解消くらいの軽い気持ちだったかもしれない。

　だが、本人はやるなら徹てつ底ていしてやらないと気が済まない。

　だけど当然、人には向き不向きがある。ロランの教えは、基本的にはスキルや無属性魔ま法ほうありきなので、普通の人間がついてこようとすれば身体を壊こわしかねないのだ。ロランはその辺を考えてメニューを考えてはいたのだが、僕も一緒にやっていたので、おそらくそれにつられてオーバーワークしてしまったのだろう。

「とはいえ、ファビオ様が求めるのであれば、特別メニューをこしらえることも吝やぶさかではありませんよ」

　きっと立派な騎士にしてみせましょう！　と、元祖真面目人間のロランは、異様な張り切りを見せている。いや、目指してないと思うよ、騎士。

　……兄様、ファイト。




　朝の稽古を済ませると、さっそく兄の部屋を訪おとずれた。

　寝ね込こんでいると思いきや、いつもと同じように机に向かってなにやら熱心に本を開いて読みふけっていた。

「勉強の邪じや魔ましちゃった？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。どうしたんだ？　珍めずらしいな、俺の部屋にくるなんて」

　お見舞いに来たつもりだったのだが、思ったより元気そうである。兄の問いかけに、ちょっと口ごもって曖あい昧まいに笑った。

「ああ、師匠に聞いたんだな。情けないよ、まさかあんなに体力ないとは思わなかった。無属性がないとはいえ、お前の足元にも及およばないんだからね」

　照れくさそうに頭を搔いたファビオは、もう少し頑張って体力つけるよと言った。

　うん、心配しなくてもロランがめちゃくちゃ張り切ってたよ、僕は気の毒そうに心の中で付け加えた。

「その代わり、兄様は二つも魔法属性を持ってるじゃないですか」

「属性で思い出した。聞いたぞ、リュシアン。魔法が使えるようになったんだって」

　痛む身体からだを引き上げるようにして立ち上がったファビオは、部屋の中央にあるテーブルへと、僕を促うながしてから自分も早々に腰こしかけた。平気そうな顔をしていたが、確かに筋肉痛はかなり酷ひどそうである。

　オービニュ家の跡あと取とりファビオは、武ぶ闘とう派はのロドルクと違い、どちらかというとガチの魔法使いで、インテリ派である。容姿も、精せい悍かんな顔つきの父親よりも、母親に似て柔にゆう和わな面おも持もちだった。当然ながら、血の繫つながりのある養母アナスタジアに似ている僕は、この兄ともよく似ている。

「お前に魔力がない、というのはおかしいと思ったんだ」

　その言葉に僕は、はっとした。

「兄様は……僕のこと、知ってるんでしたね」

　お茶のポットを取り上げた手を一いつ瞬しゆん止めた兄は、ほどなく隣となりの容器から茶葉を二匙さじすくうとポットへと落とした。そして、テーブルに用意された水の入った金属製のポットに指を当てると、短い呪じゆ文もんを唱える。

　驚おどろいたことに、間もなく注ぎ口からは白い湯気が立ち上った。

「え……？　あれ、それってまさか」

　間違いない、エルフの生活魔法だ。ファビオは、茶葉の入ったポットへ沸わかしたばかりのお湯をなみなみと注いだ。

「友人がエルフの生活魔法に興きよう味み津しん々しんでね。呪文の簡略化と、必要属性の軽減を研究していたんだ。俺もそれに巻き込まれてね」

　巻き込まれたと言いながらも、ファビオはどこか楽しそうに言った。

「もちろん、エルフが考えるような魔法だ。そう簡単なことではないし、実際に成功したのは、この瞬間湯ゆ沸わかしくらいなものだけどね」

　本来はお湯を出す魔法だったらしく、水と火、加えて光の属性が必要だったらしい。三属性だけでもとんでもないのに、光属性がある時点で、普ふ通つうの人間にとっては無理難題である。とはいえ、不完全とはいえ、これもエルフの生活魔法である。僕は、お茶の用意をする兄の手元をわくわくしながら見み詰つめていた。

　すると、ファビオは何かを思い出したように苦く笑しようした。まるで懐なつかしいものでも見るように、目を細めて僕を見つめていたのだ。お茶を注いだティーカップを差し出しながら、残念ながらと、なぜか僕を気き遣づかうようにファビオは声を落とした。

「他の研究を進めようという矢先、肝かん心じんの友人が行ゆく方え不明になってね」

「あ……そうか、その友人って」

　ファビオは視線を落として神しん妙みように頷うなずいた。

　魔法科Ⅹクラスを目指して勉強していた兄が、親の意向とはいえ、こうして実家に戻って来た要因の一つに、友人である王太子の失踪があった。研究のほとんどを王太子との共同で行っていたので、それらを途と中ちゆうで凍とう結けつするしかなかったのだ。

「リュシアン、お前にとっては不ふ愉ゆ快かいになる話かもしれないが」

　と苦笑しつつ前置きして、兄は当時のことを話してくれた。

　約八年前──。

　ファビオが王都の教養科への進学を控ひかえていたころ、オービニュ家に見知らぬ幼い子供がやって来た。ファビオ九才、ロドルク三才の時である。

　すでに分別もつくだろうと判断した父は、長男には真実を話すことにした。変に隠かくす方が、秘密が明るみにでるリスクがあると思ったからだろう。事の重大さを理解させたうえで、口外しないようにと厳しく約束させたのである。同時に、すでに決まっていた王都への進学を取りやめ、急きゆう遽きよドリスタンへの留学に変へん更こうするようにと命令した。父にしてみれば、爆ばく弾だんを懐ふところに入れるにあたって、大事な跡取りを安全な場所へと隠す意味合いもあったのだろう。

「もともと馴な染じみのあった王都の屋や敷しきから、王立学校へ通うはずだった俺は、もちろん反はん抗こうしたが、とにかく屋敷の中は突とつ然ぜん訪れた珍ちん客きやくにてんやわんやでね」

　件くだんの子供は、屋敷に着くなり泣き喚わめき、母はその子につきっきりになった。

　いやはや面めん目ぼくない、覚えてないけど……なんか申し訳ない。

　ファビオは、追い立てられるように屋敷から連れ出され、あれよあれよという間に国を出ることになった。説明は聞かされたが、正直なところ半分も意味がわからない。わかったのは、事が知れたら大事になるということと、その厄やつ介かい者ものの名前が、リュシアンだということだけだった。

　なんかあれだね、親しん戚せきのおばちゃんとかに小さい頃ころにこんな悪戯いたずらされて困ったとか、大人になってから指し摘てきされてる気分だ。まあ、深刻度は天と地ほどの差があるけど。

「俺も子供だったからね。その頃の態度を顧かえりみると恥はじ入るばかりだよ」

　何しろ不満だらけの留学だった。友好国とはいえ、知らない土地にいきなり放ほうり出され、不安もあったし、なんで俺がこんな目に？　と恨うらみ言ばかり言っていたらしい。

「だけど、留学先での数々の出来事は、そんな俺のくさくさした気持ちを、それこそ吹ふき飛ばすことの連続だった」

　一つは王太子との出会い。王都へは何度か行ったことがあるが、王族と会うのも話すのも初めてのことだ。王太子エルマンは、思った以上に気さくで、誰だれとでも対等な態度で付き合うことができる好感の持てる人物だった。

　同い年、同じ国の出身ということもあって、なんだかんだと一緒にいる機会も増えていき、気が付けば学園内でも一番親しい友人になっていた。また、先日やってきた義弟おとうとの本当の兄だということで興味もあった。

「エルマンの口からも、リュシアン……四番目の王子の話はよく聞いたよ」

　その頃、王太子の弟ミッシェル殿でん下かが亡なくなった。

　彼はとても可愛かわいがっていたらしく、ひどく嘆なげいて、幾いく度どとなくシャーロット妃きさきの療りよう養ようしている離り宮きゆうを訪ねては見舞っていたらしい。そしてほぼ同時に生まれた末弟は、まさにシャーロットと兄であるエルマンにとっては天使に映っただろう。それはもう愛らしかったと、まるで孫を喜ぶじいさんのように嬉うれしそうに話していたらしい。

　もしかしたら王太子は、可愛がっていた末弟が、本当はどこにいるのかわかっているのかもしれない。そう感じて、適当に距きよ離りを置こうとしても、気が付けば、あっけらかんと隣に座っているような人だった、とファビオ兄様は笑っていた。

　警けい戒かいしようにも、意味深なことを言ってこちらをつついては、次の瞬しゆん間かんには何もなかったかのように振ふる舞まう。摑つかみどころがないというのは、まさに彼の為ためにある言葉かもしれない。結局のところ、エルマン兄バカが末弟を溺でき愛あいする様を、耳タコになるほど聞かされたファビオは、自然にそれを自分と重ねるようになり、里帰りを重ねる度たびにだんだん義弟が可愛く思えてきたのも事実だ。

「実際、ころころしたチビ助が、無む邪じや気きに駆かけ寄ってくる姿は可愛かったしな……」

　ちょうど菓か子しを頰ほお張ばっていた僕は、兄が最後にぼそっと付け足した言葉に噴ふき出しそうになった。ころころって……。

「まあ、それさえもエルマンの仕し業わざのような気がしてくるから恐おそろしいけどね」

　そう言って、兄も紙に包まれた菓子を手に取った。

「ところで、これはお前が作ったのか？　ビスキュイ……にしては甘いな」

「クッキーだよ。兄様、甘いのダメだった？」

　この世界では、あまり甘いお菓子というものがない。

　塩気のあるビスケットやマフィンなどは見たことはあるけど、少なくともケーキみたいに完全に食事と切り離はなされた菓子類を見たことがない。もしかしたらこの国だけかもしれないけど、お茶にはやっぱりお菓子が欲ほしいからね。これも石せつ鹼けんなんかと同じで自分で楽しむ分には自由だし、最近レパートリーを増やしている。

「いや、なんか不思議な食感だが、美味おいしいよ」

　お前は本当に器用な奴やつだな、兄弟ってそういうのも似るのかな……そう呟つぶやいたファビオ兄様は、また少し懐かしそうに眼めを細めた。

「ヤツのことだ、ある日ひょっこり帰ってくる気がするよ」

　その言葉は、僕を気遣うようであり、また同時に自分を納なつ得とくさせるためのようでもあった。もしかすると苦手な武術に打ち込むのも、彼なりの願がん掛かけのようなものがあったりするのかもしれない。

　──僕も学校で、兄様のような友人を作ることができるだろうか。

　二人の兄の、深い友情をとてもうらやましく思い、学校に対する憧あこがれと期待が否いや応おうなく膨ふくらんでいくのを抑え切れなかった。

「僕ね、たぶん王太子殿下に会ったよ」

　しんみりとお茶を飲んでいたファビオは、何気なく呟いた僕の言葉に、面おも白しろいほどむせ返った。お茶を噴き出すことって本当にあるんだね、初めて見たよ。

「おまっゴホッ、何……言って、それ本、当に」

　気管に入ったのか、苦しそうに咳せき込こみながら、それでも慌あわてて立ち上がり、途と端たんにうっと呻うめいてうずくまった。筋肉痛なんだから急に動いたらダメだったら。

「落ち着いてよ、兄様。言い方が悪かったかな、会ったっていうか声を聴きいたんだ」

「同じことだろう？　それでいつ会ったんだ」

　やっとの思いで椅い子すに座りなおした兄に、僕は自分の頭の上を指さした。

「ん？　お前の従じゆう魔まがどうした」

　すでに従魔のことは、家族はもちろんこの家の者なら誰でも知っている。もっともこれがベヒーモスだということは誰も知らないのだが。

「これをくれたのが、たぶん王太子様だと思うんだよね」

　あの時の出来事を、一言一句もらさず包つつみ隠さず話した。僕が、向こう側と呼んでいる異界のことやチョビのこと。そして、例の声のこと。

　もともと別に隠していたわけではない。ただ客観的に信じられない出来事だと理解してるし、あとは単純に説明が面めん倒どうくさい。信じられないことを、納得させるのは思った以上に手間がかかるのだ。別にそこまでして……ということだった。

　ファビオに限っては、直感的にその手間がいらない気がしたのである。案の定、驚いてはいたが、拍ひよう子し抜ぬけするほどすんなり受け止め、どちらかというと呆あきれた顔で大きなため息をついた。

「あいつならあり得ると思えるから、本当に質たちが悪いな」

　そう言って、ひとまず無事な様子であることを安心したり、それでも異界に捕とらわれていることに違ちがいはないので心配したりと、なんとも忙いそがしそうだ。

　そのあとはチョビの話に移り、その日は夕方まで話し込んでしまった。

　僕が屋敷にやって来た時期と、ほぼ入れ違いで家を出てしまったファビオ兄様。

　兄弟の中ではもっとも関かかわりが浅く、会えるのは長い夏休みのほんの数週間だけだった。物心ついた時には、とても可愛がってくれた記き憶おくしかないけれど、今日、兄の本心を垣かい間ま見みるに至って、兄弟として本当の意味で距離が縮んだ気がした。




　　　　＊




「……え？　なんて」

「この秋、学園都市ドリスタンへの留学が決まった、と言ったのだ」

「……誰、の」

「お前に決まっているだろう」

　僕の口は開きっぱなしだった。

　それは、そろそろ夏も終わりかけた、ある夕暮れのことだった。すっかり今年の入学を諦あきらめていた僕に、父が突然そう宣言したのである。

　いや待って、だいたい試験受けてないんだけど？

「ああ、試験は免めん除じよだ。お前は推すい薦せん枠わくで入学が決まっていた」

　……ことになっている。こほん、と咳せき払ばらいして小さく付け加えた。小声で言っても聞こえましたよ、父様。

　ってことは、なんだろう？　なにか権力的な何かだろうか。もちろん学校へ行けるのはとても嬉うれしんだけど、ズルは良くないと思うよ。だいたい、なんで急にそんな話になったのか不思議だ。ついこの間まで、絶対に許さん！　とか、昭和の頑がん固こ親父おやじみたいになってた気がするんだけど。

「言っとくがズルじゃないぞ、推すい薦せんによる試験免除は慣例ではよくあることだ」

　実のところ、入学の決定自体は本当に夏の初めころには出てたらしい。

　ええ、なにそれ、聞いてない。

　何なにを隠そう、止めていたのは父だった。それをこうして話すに至ったのは、ひとえにファビオ兄様の説得があったからだ。

　何な故ぜ父が頑かたくなだったか、それは手配した人物が問題だった。もちろん王都にいる方の父親の仕し業わざである。本当に反りが合わないなこの二人。

　王都へ呼んでも、頑がんとして僕が動かないと見るや、裏でさっそく手を回したらしい。おそらくジーンとの会話を聞いていた隠おん密みつが、よけいな独り言までご丁てい寧ねいに報告したってとこかな。例の、エドガー人ひと質じち大作戦ね。

　それは冗じよう談だんだとしても、監かん視しが厳しくなったことでイザベラも身動きが取れないのも事実だ。現実問題として、エドガー切り札を手放すことを認めるほどには、自分の立場を理解しているのだろう。

　どうやら王様的には、僕とエドガーが親しくなるのは望むところのようだ。

　話をまとめると、王様のご威い光こうが光りまくったとはいえ、ちゃんと事前に入学の手続きは推薦で取っていたということである。それを父様が止めていたが、ファビオ兄様の説得でこうして話が通ったと、そういうことかな。

　ちゃんと家庭教師の学力調査書を提出しての合格だったらしく、別に不正というわけではないらしい。なんだかすっきりしないけど、僕はその話をあり難がたく受け取った。レールを敷しくのは大人たちだけど、どう進むかは自分次し第だいだと思ったからだ。

　急展開ではあるが、秋になったらいよいよ学園都市へ出発だ。




　この夏に長男が戻もどってきたとはいえ、二人の息子むすこを同時に屋や敷しきから出すことになって、両親は少し寂さみし気だった。なにより妹には、めちゃくちゃ泣かれた。僕の進学は、家族にとっては急に決まったことなので無理もないかもしれない。

　そうして夏の名残が残る暑さの中、僕はドリスタンへ、次兄ロドルクは王都へと、いささか慌ただしく旅立った。

　初めての国外への旅である。馬車と、途と中ちゆうで船を使っての幾いく日にちもかかる長旅だった。

　数日間の旅の果て、国境の町を越こえるとついにドリスタン王国へ到とう着ちやくした。学園都市と観光、あとは鉱石の採さい掘くつに、広大な農地による穀物栽さい培ばい、ドリスタン王国は、モンフォールよりはるかに豊かな国であった。

　我が国モンフォールは、どちらかというと王族や貴族が強大な魔力を持ち、国力を維い持じしているところがある。要するに戦争に勝って土地を広げてきた国なのだ。

　さすがに今は、農業や貿易などの産業も積極的に取り組んでいるが、やはり魔法大国としての方が、名は通っている。

　ウチって結構デンジャラスな国だったのね。よかった、平和な時代で。

　学園の生徒は、地元や下宿による通いの者や寮りように入る者など様々だ。送ってくれた家の者と別れると、僕はすぐに案内に従って学園の門をくぐった。荷物はすでに寮の方へ送られているが、学生はとりあえず入学オリエンテーションを受けることになる。

　ちょうど到着日を合わせたので、今日の午後から入学式である。

　オリエンテーションを終えて、事前に申しん請せいしてあった制服を受け取り、用意されていた控ひかえ室しつでさっそく袖そでを通した。制服着用は、教養科修しゆう了りようまでは義務である。

　用意されていた制服のタイが、何故かリボンだったのは、母の趣しゆ味みか、もしかしたら王座に鎮ちん座ざするあの人の差し金だろうか？　周りを見回すと、リボンだったりネクタイだったりと統一性がない。おそらく自由なのだろう。

　廊ろう下かに出ると、すでにクラス分けの紙が張り出されていた。

　教養科は、必ひつ須すのⅥまでは階級ごとに２～３クラスずつある。ちなみにⅦから先はないので、組み分けが存在するのは教養科Ⅵまでである。

　僕のクラスは、教養科Ⅱー１だ。

　張り紙の指示通りに、教室へと向かった。さすがに同い年くらいの子は、あまりいないようだ。本来の入学時期は十才からだし、その年から入る子はだいたいⅠクラスからのスタートになるのでそれも仕方がない。それに認めたくないけど、僕は九才にしてもかなり小さい方だし、なんか目立つよね。

　ドリスタンは王政なので身分制度はあるけれど、基本的に学園内では関係ない。学生は学生という身分だという考え方である。実際ここに来るまでに身分を問われたこともないし、差別をされている学生を見かけたりはしなかった。

　長年にわたって学園都市として発展してきただけのことはあり、こうして見る限り、きちんと機能しているように思えた。さすがは、名にし負う学園都市だ。感心感心。

　──と、思っていた時が僕にもありました。

　まあ、現実なんてものはそうそううまくいくはずない。

　まんまるな顔に、蝶ちようネクタイ、坂道の上に立たせたら勢いよく転がっていきそうな、ハンプティ・ダンプティのような男の子が、腰こしに手を当てて目の前に立ちふさがった。

　制服に蝶ネクタイって、なんか斬ざん新しんだね。

「お前、今なんて言った？　……ごめんね、だと？」

　もしかしてさっき謝ったこと怒おこられてんの？

　今時の子は、何に切れるかわかんないな。クラス分けで発表された教室へ行き、荷物を置いて入学式が行われる講堂へ行こうと扉とびらから出た瞬しゆん間かん、人とぶつかった。どちらかというと吹ふっ飛ばされたのはこっちで、それこそ危あやうく転びそうになったのだけど、まずは謝るという習性の民族だった名残で、ついごめんねと謝ってしまったのだ。

　そして、この騒さわぎである。

　そのまま立ち去ろうとした僕の前に、まず背の高い男の子が立ちふさがり、そのあとでのっしのっしという効果音で現れたのが彼だった。

「誰だれに向かってそんな舐なめた口を利きいてるんだ」

　そんなに反り返ったら後ろに倒たおれちゃうよ、と注意したくなるほど丸いお腹なかを突つき出したガキ大将の横で、腰ぎんちゃくが「そうだそうだ」と合いの手を入れている。

　なんか昔こういう漫まん画があったなあ、とちょっと懐なつかしく思って眺ながめていると、さらに調子に乗って来た玉子ぼうやは、フンッと鼻息を荒あらくした。

「僕は、マンマル王国の第二王子だぞ」

　えっ、そんな面白い名前の国あったっけ？　あぶなく噴ふき出すところだった。それにしてもおかしいな、大体の国は覚えたはずなんだけど。

「なにを新入生に絡からんでおるのだ、キアラン」

　凜りんとした涼すずやかな声が後方から聞こえてきたと思ったら、それまで偉えらそうにふんぞり返っていた少年が、まん丸の顔を一気に引きつらせて小さくなった。

「ひ、姫ひめ様さま？　あわわ、これは、それは……あの、新入生に指導していただけで」

「ふうん、指導か。おかしいな、学園内では身分は不問のはず。それを振ふりかざしていたように見えたのは、私の勘かん違ちがいだと？」

「い、いえ、あの……」

「だいたいマンマルは、国ではなく自治区ではないか。いい加減なことを吹ふい聴ちようするな」

　どうやら広大な敷しき地ちを誇ほこるドリスタンには、いくつかの自治区が存在する。それらがたまに領地の拡大や独立を求めて小こ競ぜり合いになったりもするらしい。国としては常に頭の痛い問題だったりするのだ。

　なんだかわけのわからないうちに巻き込まれて、なんだかわからないうちに解放された僕は、ただぼんやりとやり取りを見守るしかなかった。

　──あれ？　この子、どこかで。

　すらりと背の高い少女だった。マンマルの、なんだっけ……偽にせ王子は、僕と変わらないくらいの身長なので、完全に見下ろす格好だ。学校指定の制服姿のせいで、すぐには気が付かなかったが、あの旅の途中で出会った少女と似ている。

　そうこうしている間に、しどろもどろと言い訳がましいことを言いながら後あと退ずさりしていたハンプティ・ダンプティは、びっくりするくらいの身のこなしですたこらと姿を消した。ついでに取り巻きの子も……みんな逃にげ足早いね。

「君にはすまないことをした、新入生だろう？　どうかこの学校に失望しないでほしい、あんなことは……」

　振り向きざまにそう言いかけて、ん？　と改めて僕の顔を凝ぎよう視しした。

　それこそ身長差がかなりあるので、その少女は完全にしゃがんだ格好で、がっつりと覗のぞき込んでくる。

　そういえば、ハンプティ・ダンプティは姫様と言ってた。

　さっきの話の内容に当てはめると、たぶん学園都市の……ドリスタンの王女、といったところかな。サラサラの黒くろ髪かみが上から掛かかりそうなほど近づいて、やや目め尻じりの下がった大きな瞳ひとみがじっとこちらを見つめていた。

　……顔、近いね！　もうちょっと離はなれて。

「えっと……先日は、自己紹しよう介かいもせずに失礼しました。僕は……」

「あれ、リュシアンじゃないか！」

　改めてお辞じ儀ぎをして名乗ろうとしたとき、後ろから走って来た人物が、こちらに気が付いて声を掛けてきた。

「エ、エドガー王子？　うそ、一いつ緒しよのクラスなの？」

　それは去年、王宮で出会った第二王子であった。つまり、僕の兄だ。

　教室に入った時は気が付かなかったが、彼が出てきたのは、さっき僕が出てきたばかりの教室だった。気が付かなかったのも無理もない。

　だって、なんかめちゃくちゃ背が伸のびてる！　タケノコかっ！　僕なんか一セン……ごにょごにょ、いやっ、そんなことより。

　僕と同じで、入学時スキップでⅡ学年からなんだね。なんか初対面が、間の抜ぬけた出会いだったせいで頼たよりなげなイメージだったんだけど、ちょっと驚おどろきだ。

「王子はよせよ、ここでは身分は関係ないんだろ？　兄上がいつもそう言ってたし」

　呼び捨てでいいよ、友達になりたいからな。と笑ったエドガーに、ますます彼に対しての印象が、好意的なものになった。前にも感じたが、幸いなことに母イザベラの影えい響きようより、王太子の影響を多大に受けてるようだ。

「君が、エルマン王太子の弟でエドガーか。話は聞いているよ」

　話の途中で割り込んで来たエドガーに怒るでもなく、黒髪の少女は、にこやかに握あく手しゆを求めるように手を差し出した。それを快く受けて、エドガーは少女に向かい合う。

「エドガー・エヴルー・ド・モンフォールだ。よろしく、えっと……」

「失礼した、私はニーナ・リュド・ドリスタンだ。どうかニーナと」

「わかった、ニーナ。俺のことも、エドガーと呼んでくれ」

「エドガー、ところで彼とは親しそうだが、知り合いか？　実は以前、危あやうい所を助けられてな。その時からずっと、どこかで会ったことがあるような気がして……」

　てっきり先ほど僕を凝視していたのは、モンフォールの砂さ漠ばくで出会ったことを思い出してのことだと思っていたが、どうやら違ったようだ。

「ああ、無理もないさ、兄上とコイツ結構似てるからな。何しろ俺の弟……むぐっ！」

　ぎゃー、なに言ってんの!?　やめて！

　さらっと飛んでも発言をしようとした口を、目いっぱい腕うでを上げて両手で塞ふさいだ。くそう、背が高いなコンチクショウ！　つか、なんで知ってるのさ。

「もご……もごっ」

　父上に、と聞こえた……あの人は、本当に！　どうしてくれよう！

「ああ、やっぱりそうなのね。だって、シャーロット様にそっくりなんだもの」

　ん？　シャーロットって言った？

　それに話し方が、急に変わった。さっきまではどこか公的というか、すこし意識して他た人にん行ぎよう儀ぎな印象だった。こっちが彼女の本来の話し方のようだ。

　考えてみれば、彼女はエルマンとは従妹いとこ同士である。エドガーいわく、エルマンのことを兄のように慕したっており、モンフォールにも何度か来たとのことだ。当時、王宮にいたシャーロットとも会ったし、赤あかん坊ぼうだったミッシェルも知っているらしい。

　その後生まれた僕には会ったことはないが、なにしろシャーロットにそっくりらしいので、最初から見覚えがあっても無理はない。

　それに第四王子、リュシアン・マテュー・ド・モンフォールの名は、実のところ諸外国に隠かくされているわけではない。あくまで国内でのみオービニュ家三男を名乗っているに過ぎないのだ。なんと言っても敵は国内にいたわけだから。

　とはいえ、学園に入学するにあたってはオービニュ家の名で入学している。これだけは譲ゆずらなかったので、王様も諦あきらめたらしい。

　聞けば聞くほど優ゆう秀しゆうな王太子も、それにエドガーだって、これから次し第だいで十分王様を出来ると思う。本当に、忘れられた王子が今いま更さらしゃしゃり出る必要はないと思うんだ。

　初めて会った時は頼りないと思ったけど、エドガーは一年でびっくりするほど成長していた。おそらく母親から引き離されて、それこそ帝てい王おう学を、みっちり再教育されていたのだろう。行ゆく方え不明とはいえ王太子が生きていることがわかり、新たに第四王子という手札を手に入れたことで、今まで二の足を踏ふんでいたような、思い切ったカードがいろいろ切れるようになったのは確かだろう。あの王様、割と食えないよね。

　成長と言えば、エドガーにしろ、このお姫様にしろ、なんでこんなに育ってんの？　たしか、エドガーが十一でお姫様が十三くらいだっけ？　二人とも、軽く百五十センチはあるように見える。お姫様はともかく、エドガー育ちすぎじゃない？

　そして、僕の成長ホルモンどうなってんの？




　ニーナに案内されて、僕達は入学式の会場へやって来た。

　入学式といっても、来らい賓ひんの挨あい拶さつなどはほとんどなく、ただ学生証代わりのカードのようなものと、襟えり章しようを貰もらう儀ぎ式しきのようなものだった。

　このカードには、名前、年ねん齢れい、出身地、取っている科目と現在の段階位、単位、成績、あとは教養科のクラスなど、ありとあらゆる情報が記録されている。

　もちろん持ち主以外が開示する時は、本人の許可がいるし、勝手に見ようとしても見ることが出来ないようになっている。

　この身分証は、学生証に限らず一生に一枚きりのカードである。即すなわち、冒ぼう険けん者しやになるときに貰うカードも同じ物なのだ。学生証として貰った場合は、冒険者カードの機能を追加で加えることになる。商業ギルドもまた然しかり。また、どこにも所属してなくても、どこかの市民である限りは、成人になる際に一枚交付されるのだ。

　人のレベルは、神しん殿でんから賜たまわる見通しの水すい晶しようか、このカードでしかわからない。レベルはスキルを使っても、魔ま法ほうを使っても上がることはない。唯ゆい一いつ、モンスターを倒した時のみに上がるのだ。この辺の理は……まあ、その時が来たらでいいか。

　やがて入学式が終わり、先ほど発表されたクラス分け通りに、生徒がそれぞれの教室へと入っていった。僕は、さっそく一番前の席を陣じん取どった。

　別に張り切っているからというわけではなく、後ろの席だと、たぶん前が見えないからである。威い張ばることじゃないけどね。

　エドガーは当然のように隣となりに座った。

「ところでさ、それ」

「それ？」

　そして座るが早いか、詰つめ寄ってきた。

「それだよ、それ。頭に乗ってるやつ！　ずーっと気になってるんだよ」

　首をひねる僕に、エドガーはじれったそうに頭の上を指さした。ああ、そういえば最初に会った時に紹介しそびれてたね。こみあげてくる笑いを堪こらえるようにして、チョビを降ろそうとして──。

　僕は、この時完全に油断していた。

　一人で見知らぬ土地に来て、それなりに緊きん張ちようしていたところに、知った顔のニーナとの再会や肉親であるエドガーとの思わぬ邂かい逅こうは、思った以上に気を許す要因になっていたようだ。

「僕の従じゆう魔まで、……っ!?」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん、頭を横に振られたような衝しよう撃げきを受けて、うっと呻うめいて机につんのめる。同時に、ガガッ！　と硬かたいもの同士がぶつかり合うような音がした。

　音の方へと視線を向けると、そこには丸くなったチョビが床ゆかに転がっていた。

「……っ」

　一瞬にして頭に血が上ったが、すぐに深呼吸をしてゆっくりと立ち上がった。大だい丈じよう夫ぶ、チョビはあのくらいの衝撃はなんてことない。だけど、今のは？

　顔を上げると、おそらく手を上げただろう大おお柄がらな少年が、仁に王おう立だちになっていた。

　チョビの方を気にしていたのは、まさか無抵てい抗こうですっ飛んでいくとは思わなかったからだろう。僕が顔を上げたのに気が付くと、慌あわててこちらに視線を戻もどした。

　チョビに、むやみに動かないように言い含ふくめていたのが仇あだになった。今度からは攻こう撃げきされそうになったら、せめて避よけるように言っておこう。

　見たところ彼は、このクラスで最年長だろう。たぶんニーナよりも年上だ。もしかしたら教養科のⅡ学年を何年もやっている可能性もある。

　ここで、なんとなく事の成り行きを理解した。

　僕が何才に見えたかはともかく、おそらくこれはやっかみとか嫉しつ妬ととかそういう話だろう。まさか、こんな幼よう稚ちな手段に出るとはおもわなかったけれど。

　教養科は特とく殊しゆな学科だ。他の科は上がって行けるのに、教養科はまったく昇しよう級きゆうできないという者もいる。その特性から、一いつ般ぱん常識や礼れい儀ぎ作法、品性といった抽ちゆう象しよう的なものも多い。運悪く、教師との折り合いが悪いと、それだけでつまずくこともある学科である。

　王都の教養科でも聞いたことあるね、こういうの。

　とはいえ、この少年の場合は素行に問題あり、なのかもしれない。

「お前っ！　なんのつもりだ」

「待って、……いいよエドガー」

　思わず激げつ昂こうして立ち上がったエドガーを制して、仁王立ちになっている少年を避けるようにして、僕はチョビの元へと足を進めた。

　その態度が気に入らなかったのか、カッとなった少年は、再び僕の前に回り込んで押すように肩かたをどつき、よろけたところを引き上げるように襟えり首くびを摑つかんだ。それこそ体重の軽い子供の身体からだなど、振ふり回されてひょいっと持ち上げられてしまう。

　けれど、途と端たんに彼はギョッとしたように、あっけなく手を離した。

　理由はすぐにわかった。額の髪かみの境目から、生ぬるい感かん触しよくがつーっと伝ってくるのがわかったからだ。さすがに流血沙ざ汰たになどする気はなかった少年は、ビビッて後ずさっていったというわけである。でもね、これはたぶんチョビがとっさに爪つめで踏ん張ったせいなんだよね。ごく浅い傷でも、頭部は結構流血するから……。

「……どいて」

　さすがの僕もちょっと頭にきていたので、立ちふさがるやたらデカい図ずう体たいの少年を、ぞんざいに押しのけた。そんなに強く押したつもりはないが、彼はよろけるようにして、後ろの机にぶつかって転びそうになっている。

　床に転がったまま身を縮めているチョビを、僕はそっと抱だき上げた。

　ぎゅっと閉じていた黒目がパチッと開いて、チョビは竦すくめていた身体を伸のばして、さっそく腕を伝っていそいそと身体を登り始めた。そして肩かた口ぐちから髪の毛にぶら下がり、そのまま頭に登ろうとして、ピタッと足を止めた。

　たぶん流血に気が付いたのだろう。

　……あ、これ、マズイか？

　次の瞬間、教室全体の空気が急に重くなった。

　比ひ喩ゆではない、本当に空気の手のひらに強く押しつぶされているように、身体が床へと押し付けられているのだ。教室が一気にざわめき、女の子の小さな悲鳴が聞こえた。

「チョビッ！」

　咄とつ嗟さに叫さけぶように名を呼ぶと、噓うそのようにその現象は起こった時と同様、なんの前まえ触ぶれもなくふっと消えた。

「……大丈夫、ちょっと血が出ただけだよ。なんでもないから」

　優やさしく声を掛かけて、ざらざらの頭を優しく撫なでると、ギチギチギチと顎あごを鳴らしてごりごりごりと、いつにもまして激しく角を擦こすりつけてきた。相変わらず溢あふれんばかりの愛情が痛いよ、チョビ。
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　エドガーが慌てて駆かけ寄ってきて、白いハンカチを僕の額に押し当てた。さすがは王子様、やることがスマートだね。相手が女の子ならフラグが立っちゃうところだよ。

　まあ、実際のところ無属性の自動回復で、もう傷は治ってるんだよね。そもそもチョビの爪じゃなきゃ、怪け我がなんかしなかったと思うし。

　そんなことなど知らないエドガーは心配そうに医務室へ行こう、と促うながした。まあ教えるのは後でいいや、この場を収めるのにはちょうどいいかもしれない。

「……言っておくけど、今度、僕の家族に手を出したら許さないよ」

　すれ違ちがいざま、棒立ちの少年を見上げて静かに言った。

　それまで怒おこっていたエドガーが、思わず息を吞のんだほどだ。現に、喧けん嘩かを売った少年はその場で尻しりもちをついていた。

　いけない、いけない、ちょっとブラック出ちゃった。

　子供相手にすこし大人げなかったか。今日は初日だし、これ以上の面めん倒どう事はごめんだからね。チョビはあれくらいのことで傷一つ負わないけれど、それでも次はないよ。怪我をしたのが自分だけだったので、今回は目をつぶったのだ。

　──あーあ、なんか僕って悪目立ちしてるのかな。

　今現在、学園での最年少。そして従魔まで持っているとなれば、妬ねたみ嫉そねみもそれなりに受けるだろう。加えて、学園のお姫ひめ様さまであるニーナや大国の王族エドガーと親し気ともなれば、目立つなという方が無理である。

　できれば、ただ普ふ通つうに学園生活が送りたいだけなんだけどね。




　医務室に着くと、そこには白衣を着た年若い青年が座っていた。

「どうかしましたか？」

　振り向いたその姿に、僕は不覚にもびっくりしてハンカチを落としてしまった。

　ひらりと床に落ちたそれに血が付着していることに気が付いたのか、青年はすぐに立ち上がって近づいてきた。

「怪我、どこですか？　見せてください」

　気を取られているうちに彼の手が近づいてきたが、視線はどうしてもその背後に注目してしまう。薄うすい色合いの金きん髪ぱつに鮮せん血けつは目立つのか、すぐに「触さわりますよ」と断って、頭髪をかき分けるようににして傷口を探した。

　近づいたことによって、彼の背中でうごめくソレが間近に迫せまった。

「あ、いえ……あの」

「額の近く……ほら、髪の生え際ぎわあたりだよ。あ、こら！　チョビ、お前いつの間に。怪我してるからダメだろ」

　僕が戸と惑まどいながら言いよどんでいると、エドガーが指を差して補足した。また肩に乗っていたチョビが、もぞもぞと頭に登ろうとしているのにも気が付いて、わしっと摑みあげて止める。背中を摑まれて、チョビは短い手足をバタバタ動かして抵抗している。

　ちなみにチョビのことは、さっきここに来るまでに簡単に説明した。ベヒーモスだって教えたら「……ふーん」て普通に頷うなずいた。

　たぶん知らないのかな。まあ、いいけど。

「大丈夫だよ、エドガー。えと、先生？　も、ごめん。実はもう治ってるんだ」

「……え？」

　エドガーも、傷を見ようとしていた医務室の先生も、きょとんとなって僕を見た。そしてエドガーは、その時初めて青年のソレに気が付いたのだ。

　彼の背中には、天使のような白い羽があった。二人にまじまじと見られて青年は恐きよう縮しゆくしたように笑った。

「……言っておくけど、私は鳥の獣じゆう人じんだよ」

　確かに、よく見ると頭も髪ではなく羽で覆おおわれている。

　頭髪のように流れがあるので髪の毛にも見えるが、一見して耳がなく、羽に完全に隠かくれてぺったりと肩まで流れている。本当のところ、耳はあるけれど人間と違って耳たぶがないので外見からは見えないのだ。

　知識ではいろいろ知っているのだが、鳥の獣人などひどく珍めずらしい。もっとも獣人がたくさんいた頃ころにも、鳥の獣人は希少種だったらしい。その昔、天使のような容姿とその神秘的な姿に魅みせられた人々によって、観賞用や奴ど隷れいとして乱らん獲かくされて著いちじるしく数を減らしたというのだ。

　僕はというと、髪についた血を綺き麗れいにふき取ってもらってから、傷があったところを念入りに確かく認にんしてもらった。大丈夫だというのに、エドガーがうるさいからだ。

　僕はこの時まで、無属性によるパッシブ能力は無属性持ちが全員同じように持っていると信じて疑わなかった。もちろん厳密には、同じ能力を有している訳だが、同じ効果を発揮しているわけではなかったのだ。

　そもそもが、そんな万ばん能のうっぽい能力でもないらしい。

　僕の回復があまりに早いので、鳥の獣人の先生、名をユアンというのだけど、彼がちょっとだけ説明してくれた。

　常時発動パツシブ仕様の魔法は、魔力量の大きさがそのまま能力の差となる。最大魔力の何割かが、強制的に常時発動パツシブ魔法の為ために削けずられ続けるという法則だ。要するに、自力の魔力量が多ければ効果は大きいが、少なければそれなりの効果になってしまうというわけである。

　意識的に魔力を使う身体強化や自己治ち癒ゆの数々は、スキルなどと同様、発動するというワンクッションが必要だ。だから無属性持ちだからといって普通に怪我もするし、油断して攻撃を受ければ、やはり致ち死しの傷を負ったりするのだ。

　僕の場合、無属性の先生が、そもそもロランというバケモノじみた人物だったので、それが普通と思ってしまっていた。……教えといてよね。

「怪我の方は、大だい丈じよう夫ぶそうですね。それにしても、その少年のことはこちらからもⅡー１の担当教師に伝えておきましょう。いきなり手を上げるなど言語道断です」

　そこまでしなくても、と止めようとしたが、少しだけ考えてやめた。

　それは却かえって彼の為にならないかもしれないと思ったからだ。気に入らないからといって、あんな風に短たん絡らく的に暴力に訴うつたえるなどあってはならないことだ。

　おそらく考えるに、彼はあそこまでの騒さわぎにするつもりはなかったのだと思う。チョビは避けるだろうと思っていただろうし、その爪のせいで流血沙汰になるとは夢にも思わなかっただろう。もっとも、あの少年が普通に殴なぐりかかって来ていたら、逆に傷一つつかなかったかもしれないが。

　通常モードのパッシブ防ぼう御ぎよでは、ベヒーモスの爪は防げなかったというわけだ。意識して防御すれば、わからないけどね。

　処置が終わると、そわそわしていたチョビがさっそく頭の上に登ってきた。もぞもぞ居い心ごこ地ちのいい場所を探して、しゃがみこむと丸くなって定位置に落ち着いた。

　──あんまり爪つめを立てないでね、チョビ。




　準備期間が終わるといよいよ授業が始まる。

　教養科以外の学科は、特別な試験を受けている者以外は仮登録での授業になる。まずは希望する科へ行って、そこで約一週間の試験期間を過ごすことになるのだ。場合によっては昇しよう級きゆうすることもあるし、適切な科を進められることがある。同じ科の中にも、いくつか細分化しているものがあるのだ。

　例えば魔法科は攻こう撃げき魔ま、回復魔、召しよう喚かん魔などだ。もちろんすべて使える者もいれば、召喚魔などは召喚した魔物でなくても従魔を持っていればその括くくりに入る。そして授業は合同で行われたり、別々での授業もあったりと、これも科によって異なる。

　僕は、希望学科を記入する用紙を前に唸うなっていた。

　本音を言えば全部やりたい。だが、現実では時間が足りない。最悪、適当なところまで昇級したら、また別の学科を始める、というふうに進めるのもありだが、やはり最初は順当に伸ばしたいものから始めるのが良いだろう。

　とりあえず魔法科攻撃魔、回復魔と、あと薬草学科、武術科の短たん剣けんと体術くらいかな。錬れん金きん術じゆつも興味あるなあ……。

　ん？　この魔法研究科って、魔法科とは違うのかな？

「おっ、リュシアン、俺の選せん択たくと似てるな。見学、一いつ緒しよにいこうぜ」

　上から覗のぞき込んできたエドガーが嬉き々きとして言った。

　そういえばエドガーって魔法の属性なんだろう？　首を伸ばしてエドガーの用紙を見ると、確かに違うのは武術科の剣術くらいだった。あとは、あれ？　魔法科の回復魔がないね、回復が不得手な属性なのかな。

「エドガー、属性って何持ってるの？」

「ん？　ああ……風と水、光だ」

　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらったように間があいたが、しぶしぶと言った感じでそう答えた。

　ふーん、と受け流しそうになって、えっ!?　と思わず声がひっくり返った。

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせている王子様はめちゃめちゃ不本意そうだが、光魔法がある時点でかなり特異である。確かにうちの国の王族ならそのくらいは当たり前と取られるかもしれないが、学校内では特別視されるレベルだろう。

　というか、ガッツリ回復職の属性だね。気に入らないのはそっちかな。

　なにしろ、選んでいるのが魔法科攻撃魔のみだ。風水光とも、強力な攻撃魔法はもちろん存在する。けれど、他の属性にはない回復系呪じゆ文もんを使うことができる特とく殊しゆな属性でもあるのだ。そのすべてを持っているのに、あえて回復系教科を外している。

　なんだろう、あれかな？　普通に強い槍やりが持ちたかっただけなのに、豪ごう華かな盾たてを渡わたされちゃった感じなのかな。

　とはいえここは学校なんだし、いろんなことに挑ちよう戦せんすることは悪いことではないだろう。向き不向きだけで、希望の教科をやってはいけないという道理はないのだ。僕だって、魔法属性なしの体質で、ちゃっかり魔法使いを目指してるしね。

「じゃあ、今日は取りあえず一いつ緒しよの科を回ろうか。あとは違う科をそれぞれ回ればいいかな。剣術はやらないけど、錬金は迷ってるから一緒に行こう」

「お……、おう」

　ホームルームが終わると、そういってエドガーを見学に誘さそった。すると、ちょっとだけ驚おどろいたような顔をして、明らかにほっとしたように笑った。

「ん？　どうかしたの」

「……いや、お前は言わないんだな、と思って」

「なにを？」

「せっかく授さずかった才能があるのに、なんでそれを極きわめないんだって」

　確かに彼の属性なら、かなり上位の複合属性の回復魔法が使えるようになるだろう。国としても、王子という立場としても、人が出来ないことが出来るというのは価値のあることなのかもしれない。

　けれど、必ずしもそれが彼自身にとって価値があることとは限らないのだ。

　大方、エドガーを焚たきつけていた人物は想像がつく。彼の評価を平へい凡ぼん以上にしたいであろう母親と、国の為にその能力を使いたい父親だ。

「何が伸のびるかなんて、やってみなきゃわかんないしね」

　ただ僕は、あとで回復魔を見学に行くから興味があれば一緒に行こう、とだけ軽く誘っておいた。回復に関かかわる全すべて……薬草学などを含ふくめ、根こそぎ弾はじいているのは、どこか意固地になっているところもあるのかもしれない。余計なお世話かとも思ったが、やりたくなったときの逃にげ場を作っておこうとの老ろう婆ば心しんである。

　やりなさい、としつこく言われると、本当は興味があっても「絶対やらない」とか言っちゃうものである。授かった能力は伸ばしても損はないと思うが、今はまだ、やりたいと思ったことを好きなだけ伸ばすことも無む駄だではないと思うのだ。

「さあ、とりあえずは魔法科に行ってみよう！」




「はあっ？　てめぇは、何しに来たんだよ」

　見学に行った魔法科で、僕が無属性だと申告した直後のことである。

　件くだんの暴力少年が、さっそく突つっかかってきた。あとで担任に聞いたが、名前はダリルというらしい。よく会うなあ……。

　さすがに流血沙ざ汰たを起こしたということで、一日の謹きん慎しんと、大量の反省文を書かされたらしいが、たいして反省していないようだ。

　僕の顔を見ると絡からまずにはいられないらしい。

　魔法科は、今日からしばらく新入生も交えてⅠ～Ⅲまでの合同授業だ。ちなみにここは魔法科、攻撃魔のクラスである。

　合同だからダリルもいるのか。彼は、攻撃魔Ⅲだという話だ。

　僕の無属性発言には、ダリルほどはっきりと拒きよ絶ぜつはしないものの、全員が「え、それってどうするの？」的な顔はしていた。

　Ⅰクラスを受け持つ教師も少し戸惑ったように、先せん輩ぱい教師の意見を仰あおいでいる。

　え、なんかショック……そんな邪じや険けんにしないでよ。属性なくても、魔法は使えるんだからいいと思うんだけどな。

「大丈夫です！　これを使いますから」

　僕は、決定打のつもりで特製の巻物を見せたが、これまたみんなは微び妙みような顔になってしまった。

「残念ながら魔法陣じんを使っての魔法は、ここでの授業ではやりません。もし魔法陣の勉強をしたいなら、魔法研究科魔法陣への移動を推すい奨しようしますよ」

　魔法科攻撃魔Ⅲの担当教師は、どう答えたらいいか戸と惑まどう後輩教師に代わって、そう答えた。続けて魔法研究科の魔法陣について説明を始めた。

　へえー、魔法研究ってそういう……、って！　だから。

「別に魔法陣の研究がしたいんじゃありません。あ、いや、それはそれでしたいけど……そうじゃなくて！　僕は、魔法を使いたいんです！」

　実じつ践せん魔法をもっと使わないと、いつまでたっても魔法陣に流す魔力量の調整がうまく出来ないし、いざモンスターと対たい峙じしたときにもパニックしちゃうでしょう。そういう意味で選んだのに、困ったなあ。

「はっ、要するに属性のねぇカスは、こんなところに来る資格はないってこった。しっぽ巻いて失うせな」

　相変わらずダリルは、ごちゃごちゃとうるさい。さっきから、何か言うたびにいちいち憎にくまれ口を挟はさんでくる。なんていうか、マメだよね。

　そんなことより、問題はこっちだ。仮入科もできないの？　まいったな。

「お前……ダリル、いい加減にしろよ。これ以上、俺のおとう……うぐっ？」

　そこで挑ちよう発はつに乗らなくていいから！　そして余計なことは言わないで。

　ダリルの売り言葉を、ちゃっかり買いそうになっているエドガーの脇わき腹ばらに、つつく程度のつもりで肘ひじ鉄てつをめり込ませた。けれど、いいところに入ったらしく、ちょっと涙なみだ目めで恨うらめしそうにこっちを見ている。

　ごめん、ちょい強かったか。でも弟はやめて。お兄ちゃんっ子の彼としては、もしかしたら僕にも自分を兄だと認めてもらいたいのかもしれないが、取りあえず面めん倒どう臭くさいことになるから、今はやめようね。

　それにしても魔法研究科か……確かにそっちにも興味あるけど、まずは魔法を使う練習をしたい。魔力を流す量とか感覚で覚えたいし、使って覚える方が早いしね。

「先生、コレを僕が作ったものだと言っても、魔法科は不適合だと思いますか？」

　そう、おそらく魔法陣での魔法が認められないのは、基本的にそれが自分の力ではないからだ。言ってみれば、カンニングしてテストを受けるようなものだ。学校なのだから、自分の力を伸ばす場所でなければならない。

「魔法は使えます。手段が違ちがうだけなんです」

　例の魔法科Ⅲの女教師は、少し思案気な顔をして僕を見た。

　本当のところは今までも属性が無く、巻物を自作できる生徒はいたらしい。

　ただ、どうしても選ぶ、開く、発動する、と魔法を放つまでのアクションが多い分、呪じゆ文もん魔法との差がつく。しかも事前に巻物を作っておかなくてはならないというハンデもある。つまりは授業についていけなくなるのだ。

　抜ぬき打ちで魔法の課題を出されれば、その場でアウト。模も擬ぎ戦ともなれば、まともに勝負にならない。そういう意味で、魔法科攻撃魔の授業には向いてないというのだ。

　黙だまり込んでしまった先輩教師の横で、新入生担当の教師は、僕に諦あきらめさせようとそんな話をした。確かに彼の言うこともわかる、でも。

「確かにやりたいと情熱をもってきた生徒に、門もん前ぜん払ばらいは違うのかもしれない」

　僕が口を開こうとすると、先ほどまで黙っていた教師が、そう切り出した。

「そういえば、無属性だと言っていたわね」

　彼女はただ一つ、それだけ聞いてきた。

　僕が、無言で頷うなずくと「魔力量は問題なさそうね」と、独り言のように呟つぶやいて、ようやく微笑ほほえんだ。

「わかりました、認めましょう」

「い、いいんですか？」

「いいのよ、無属性があるのならレジストや防ぼう御ぎよも出来るし、少しのハンデは努力次し第だいで切り抜けるでしょう。それに、巻物を自分で作っているならズルではないしね」

　今まで巻物使用の前例がなかったのは、ついていけなくなるとわかっていて授業を受けさせるのは気の毒だという配はい慮りよがあったというのも事実だ。その辺を、それとなく説明した彼女は、最後に僕に釘くぎを刺さすことを忘れなかった。

「わかっていると思うけれど、どんな課題を出されても、魔法陣だから出来ない、という甘えは許しませんよ」

　現実的には出来ないことはあるかもしれない。でも、僕はもちろん元気よく「はい」とだけ答えたのである。

　今日のところは、これからの予定などの説明のみで授業は終わった。

　その間、ずっとざわざわと噂うわさをされている気配がした。

　なんだか、すっかり落ちこぼれのレッテル貼られたようだ。まあね、確かに魔法属性がある相手にはかなわないのかもしれない。でもいいじゃないか、うまく出来ないからやるんだよ。少しでも差を埋うめられればいいじゃないか。

　ということで、今日はもう一つ、とりあえずエドガーが行かない回復魔は飛ばして、さっきも勧すすめられた魔法研究科に行くことにした。おそらく座学になりそうなのでエドガーは少し渋しぶったが、それでも今日は一いつ緒しよに回るつもりだったのか、結局ついてきた。

　そこでもさらに問題が起こった。魔法研究科には、魔法陣と呪文の二科目があり、もちろん僕は魔法陣に赴おもむいたわけだが……。

「え？　写生のスキルないの？」

　そう、またしても怪け訝げんな顔をされたのである。

　なんかもう、出来ないことが多すぎだね。でも、魔法使いに向いてないのなんて、はじめからわかって目指してるんだから落らく胆たんしても仕方がない。

　……せめて留年だけはしないようにがんばろう。

　志望動機を、魔法陣の簡略化の研究、複合や多連魔法陣の考察をしたいと言ったらようやく納なつ得とくしてくれた。ところで念写の件は、言ったほうがいいのかな？

　ユニークスキルっぽいのでわざわざ明かす必要もないけれど、僕としてはなにがなんでも隠かくすつもりはない。

　学校内でも、特定の個人スキルや、ユニークスキル、血族魔法などは、開示の義務はない。ただ、明かしても不利にならないスキルなどの持ち主は、却かえって強みにすることもあるので、全員が秘ひ匿とくしているわけでもないらしい。

「ところでリュシアン、召しよう喚かん魔まは取らないのか？」

　次の日、それぞれ違う学科を見学にいく際に、エドガーがチョビを指差しながら不思議そうに聞いてきた。

「召喚魔ね、確かに興味はあるけど」

　別にチョビは戦力に数えてないし……でも、確かに魔物に対する知識だとか、そういうのはあってもいいかも。ただ、他にもやりたい事がありすぎるからね。

　とりあえず、今日のところは武術科だ。

　エドガーと別れて、僕は一人で屋外の運動場に向かった。短たん剣けんと体術の二つ、どうせ隣となり合わせでやっているし適当に見てみよう。魔法科関係は、なんかちょっとトラウマになりそうだったけど、無属性ならちゃんとあるしナイフ術も、体術も少しは習ってる。今日こそは、ごく普ふ通つうに悪目立ちしないようにしよう。

「あ、いたいた！　リュシアン」

　そう思っていたのに、いきなり目立つ人が向こうからやって来た。

「やっぱりね、短剣は取ると思ったのよ！　私、今まで取ってなかったから一緒に見学しましょうね」

　ニーナである。そういえば、まえに彼女と会った時、腰こしベルトに短剣を二つぶら下げているのを、しっかりと見られていた。

　彼女は言わずと知れた、この国のお姫ひめ様さまである。今年十三才になったらしい。

　見かけは日本人形のように淑しとやかな印象だが、その性格はさばさばしていて、非常に活発である。魔法属性は、火の一つ。無属性はないが、身体強化と神速のスキルを持っている。案外、武道派の能力だね。

　ちなみにニーナは教養科がⅣで、武術科体術Ⅳ、魔法科攻こう撃げき魔Ⅲ、魔法研究科呪じゆ文もんⅣ、薬草学科Ⅲなど、他にも二つ三つ取っているらしい。

　すごいね、かなり上の方だし。だから一緒に授業を受けることはないな、と思っていたのに先ほどの台詞せりふである。今学期から新しくナイフと魔法陣を取ったらしい。

　どう見ても狙ねらっているとしか思えない。なんなの、なんでこんな絡んで来るの？

　思いつくのは王太子様のことくらいだけど……もしかして僕が、何か知ってると思われてる？　大したこと知らないんだけどな、本当に。

　武術科の初日、魔法科のように話をしておしまいかと思いきや、ろくな説明もなく、さっそく実力テストみたいなものをするという流れになった。

　さすが脳筋の科だ、やることが体育会系である。

「おっと、君は見学かな？　テストは受けないよね」

　──え？　なんで。受けるよ、普通に。

　きょとんとする僕に、筋肉ムキムキの教師が、テストの組み合わせのくじを持って、こちらに差し出すのを躊躇ためらっている。いやいや待ってよ、受けるってば！

「僕は無属性を持ってますし、武術指導も受けてました！」

　確かにね、周りの人達に比べれば貧ひん弱じやく極きわまりないけど、でも無属性で補えば、そこそこ行けると思うんだ。なにしろ無属性の特性や有用性は、パッシブによる身体強化なんだから……鬼おにに金棒とまで行かなくても、武術に有利な属性でしょ。

　とはいえ、保健医のユアンにも聞いたように、スキルによる各種強化には到とう底てい敵かなわないことが多いのも事実で、上限魔力量が少なければ、一いつ般ぱん的にはせいぜいが補助的能力の扱あつかいである。よって無属性だから無敵、とはならないのである。

　身体からだの小さな僕を見て、武術向きじゃないと思われても無理はないし、加えてリーチの短さ、身体の軽さなどのデメリットは、無属性の助けがあっても補うのは難しいと判断されてしまったのだろう。

　ここへ来て、ちょっと不安がよぎった。

　ナイフ術や体術は、確かにロランに教えてもらっていたけど、ほとんど魔力操作と簡単な型くらいしか習っていない。言い訳じゃないけど、手取り足取り、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えを受けたわけではないのだ。兄の反復練習を一緒にやったり、ちょっとコツを教えてもらったりとつまみ食いのようなものだった。

　もしかしたらこんな中ちゆう途と半場な僕より、みんなはもっとスゴイのかもしれない。

　にょきにょきと立ち並ぶ、軒のき並なみ大きな体たい軀くを持つ生徒たちに囲まれて、僕はちょっと途と方ほうに暮れていた。それでも、くじ箱には勢いよく手を突つっ込んだ。

　やらないなんて選せん択たく肢しはない！　せっかく学校に来たんだもの。ダメならダメで、それを知るのも大切だよね。当たって砕くだけろだ。

　武術科には、大きく分けて自らの身体を使う体術と、ナイフなどの小型の武器を使う短剣術（投とう擲てきや暗器、ブーメランなどもここに入る）、両手で扱う大剣や片手に盾たてをもつ長剣などの剣術、槍やりや棍などの槍そう術じゆつがある。

　このように武術科といっても多た岐きにわたるのだが、実際模擬戦となれば、どのスタイルの相手と当たっても文句は言えない。便べん宜ぎ上じよう、それぞれ分けてはいるが基き礎そ練習などは合同ですることが多いし、相手がどんな武器を持っていても戦えなければ実戦では役に立たないのだ。

　ニーナは体術がⅣではあるが、ナイフに関しては初心者なのでⅠクラスの組み合わせに入っている。もちろんナイフを使うことが前提だ。ちなみに彼女の本来の武器は、素す早ばやさと長いリーチを誇ほこる巧たくみな足あし技わざである。

「お？　なんだ、結局一緒になるのか」

　組み合わせ発表で張り出された結果を二人で見ていると、横からエドガーが話しかけてきた。確かに驚おどろいた、ナイフと槍なんて組み合わせもある。リーチ差が半はん端ぱないよ。

「模擬戦はⅠ・Ⅱ合同で、武器は全部ひっくるめてやるみたいだ」

「そうね、私も初めはびっくりしたわ。何しろ、こっちは素手なのに、相手は長物持ってたりするんですもの」

　当時を思い出すように、ニーナが苦く笑しようしている。

「武器の刃はは潰つぶしてあるけど、この武術科恒こう例れいの模擬戦は、怪け我が人にん必至の荒あらっぽい新人歓かん迎げい行事として有名なのよ」

　本当に脳筋だな、武術科！　しかも、怪我人出しちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？　そんなの問題にならないのかな。

「ほら見て、あそこ」

　ニーナは、教師陣じんが集まる場所の一角を見るように促うながした。そこには年長の学生らしき集団と、その横に例の獣じゆう人じんの保健医の青年がいた。

　なるほど、あそこは救護施し設せつで、回復魔法が使える人達が常じよう駐ちゆうしてるってことね。

「怪我のサポートはばっちりってことだな」

　エドガーが拳こぶしを手のひらに当てて、ますますやる気を出している。

　そうよ、と頷うなずいたニーナもまた、私も以前お世話になったわ、と肩かたを竦すくめていた。ある意味すごいね、お姫様でも容よう赦しやなしなんだ。

　フィールドに出れば、否いや応おうなくモンスターが襲おそい掛かかってくる世界なのだ。学校の授業で危険なことをしていいのか、などと甘いことは言ってはいられないのかもしれない。

　組み合わせは、それぞれ知らない相手のようだ。これってまさか勝ち抜ぬけ？　あくまで実力テストのようなものだから、適当なところで終わるんだろうけど。

「チョビって、人込み苦手なのか？　すごい丸まってないか」

「うん、あまり得意じゃないみたい。まだ子供だしね」

「チョビって可愛かわいいわよね」

　僕の髪かみの毛にうずくまるようにして身を隠しているチョビを、エドガーが人差し指で撫なでていると、ニーナが次は私とばかりに、うずうずして待っていた。

　僕とエドガーは、同時にえ？　という顔でニーナを振ふり返った。

「なによ？」

　もちろん僕はチョビを可愛がっているし、今となってはちょっと怖こわい見た目さえも愛らしく思う。でも客観的に見て可愛いと感じるかどうかは別だと思っていた。だって、結構コワイよ、顔。

　女の子受けする要素は何一つないように思えたのだが、ニーナに聞くところによると女子の間でチョビは噂うわさになっているらしい。

　そ、そうなの？　改めてチョビを下ろして、その厳いかつい顔を見る。

　つぶらな黒い瞳ひとみが、なあに？　と言わんばかりに瞬まばたきしている。

「……！」

　やばいっ、危あやうく頰ほおずりするところだった。ほんとにやったら顔が擦すり傷きずだらけになっちゃうからやらないけど、指で顎あごの横あたりを撫でてやると、気持ち良さそうに目をつぶって角を擦こすりつけてくる。嬉うれしそうに振っているギザギザのしっぽが、これがまたとげとげのムチのようで指に絡からみつくと洒落しやれにならないくらい痛い。

　いや……もうね、全部ひっくるめて可愛いと思ってるわけだけど。

「あっ、そこのキミ！　従魔は置いてきてね」

　模も擬ぎ戦せん会場へと移動しようと三人で歩いていると、手伝いをしている武術科の上級生らしき人物が、そう言って僕たちを引き留めた。

「え、僕？」

　今回は、あくまで武術科の模擬戦なので、魔法を使ったり、従魔の魔法やスキルを使うのを禁じている。もちろんチョビを戦わせる気などないのだが、一いつ緒しよに連れて行ってはいけないと言われてしまったのだ。

　チョビとは魔力リンクで繫つながっており、物理的に離はなれて大丈夫かどうかわからない。前に置いていこうとしたら、激しく抵てい抗こうされたとかいつまんで説明すると、一人の教師が食いついてきた。

「もしかしてその従魔は、幻げん獣じゆうなの？」

　そう聞かれても、僕にはよくわからなかった。身を乗り出してきたのは、魔法科召喚魔の教師でクロエ・ル・ブランという銀ぎん髪ぱつの美女だった。瞳は、ブルー。一いつ瞬しゆん、緑だったら話に聞く祖母と同じだと思ったけど、違ちがったね。けれど、彼女は間ま違ちがいなくエルフの血脈だろう。

「あら、貴方あなた……」

　相手も同じことを考えたのだろう、僕の瞳を食い入るように見つめた。けれど、そのことには特に言げん及きゆうせず、すぐにチョビに視線を移す。興味深そうに、上から、横からと覗のぞき込んで、そっと触ふれようとしてはチョビに威い嚇かくされていた。

　あ……チョビ、少し気が立ってる。周りがこれだけザワザワしてちゃね。

「武術科の先生には、私から話しておくわ。幻獣だとしたら、貴方が魔力を供給しているのよね。幻獣なんて、私でさえ何十年も見てないわよ、どこで従魔にしたのかしら」

　幻獣を養えるなんてすごいわ、さすがはモンフォール出身の貴族ね。とかなんとかブツブツ言いながら、何やらメモを書いている。

　ところで……え？　何十年って言いました？　先生、幾いくつ……いや、たぶん聞かぬが華はなだろう。当然、お口にチャックだ。

　渡わたされたメモには、先生のサインと、チョビについての注意事じ項こうが書かれている。やはりあまり離れるのはよくないらしい。チョビや僕にとってというより、周りが迷めい惑わくするというのだ。魔力供給が切れた状態が続いた幻獣は、この世界のあらゆるところから無意識に魔力を強ごう奪だつして大変なことになるという。

　確かにそれは迷惑極まりない。──気を付けよう。

「わかっているとは思うけど、その子を使ってスキルや魔法を発動しちゃだめよ」

「はい、わかってます」

　そんなわけで、チョビを連れたまま模擬戦が行われる会場へと進んだ。

　ニーナはチョビが幻獣だと知って、ひどく興奮している。

　幻獣は、古代竜りゆうと同様、異界に住まうとされる伝説級の魔ま獣じゆうである。ちなみに小型の竜種ならその辺の山に普ふ通つうにいるらしい。まじか、是ぜ非ひ見てみたい。

　模擬戦はすでに始まっていて、三つあるリングでそれぞれ戦っていた。白い枠わくが引いてあり、そこから出てはいけないというルールらしい。

　なんというか、試合はおもむろに始まるんだね。

　アナウンスとかで中ちゆう継けいとかもしないし、どちらかと言えばお祭りというよりは、本当に試験会場のようだ。終わった順に、次々と始まっては決着がついて終わり、というふうに淡たん々たんと繰くり返されている。

　審しん判ぱんらしき上級生や、教師が周りにいて、リング脇わきには何人かのボードを持った教師がいた。どうやら勝ち負けというより、魔力操作や身体の使い方などを審しん査さしている感じである。

「あ、私だ。行ってくるわね」

　やがてニーナが呼ばれて、小走りで走っていった。さすがはお姫ひめ様さまだ、一瞬にして周りがざわっと動いた。それぞれ自分のことでいっぱいっぱいだった生徒たちが、一いつ斉せいにそちらに視線を集中させる。

　相手は、新入生のようでニーナより少し年下の女の子。細い長槍を持っている。

　体術のⅣクラス在ざい籍せきの、実質上級生のニーナと当たったのは少しかわいそうだけど、こればかりは運だからね。でもニーナはナイフを使っての攻こう撃げきだ、槍のリーチの長さを生かせれば、少しは勝負になるのかな？

「始め！」

　掛け声とともに、相手の女の子がニーナに向かっていった。

　あえて避よけずにナイフでいなすと、ニーナはすっと音もたてずに懐ふところに飛び込んだ。そこで武器を使えば勝負は決まったが、そのまま横に移動して槍を躱かわすような動きを取った。

　これで決着しては、相手の少女の能力はほとんどわからず仕じ舞まいになってしまう。さすがは上級生、この試合の意図をよく知っているようだ。

　少女が何度か攻撃してきたのを、受けたり、避けたりした後、最後は小さなナイフで槍を弾はじき飛ばした。その衝しよう撃げきで後ろへ転んだところで、ニーナは滑すべるような足さばきで詰つめ寄り、一瞬でその首にナイフを軽く当てた。

「……ま、参りました」

　少女は、目を伏ふせて頭を下げた。

　はっきり言って、この女の子は弱い方ではないと思う。それなりに強い子だ。それでもニーナは軽くあしらっていた様子だった。

　ニーナって強いんだね。

　そしてエドガーはというと、神速のスキルを持った体術Ⅱの先せん輩ぱいと当たってしまったらしく、ぜんぜん長ちよう剣けんの良さを生かせず、振り回されて場外にされてしまったようだ。

　本人は認めたくないみたいだけど、無属性もないし身体強化のスキルもない。向き不向きでいったら、気の毒だけど剣を持って戦うのは向いてない。あえてゲームに喩たとえると、すこし体力のある白魔法使いっていうステータスなんだよね。

　めちゃくちゃ悔くやしそうだったけど、とりあえず二人とも怪我しなくてよかったよ。

　さてっと、次は僕の番だね。

　立ち上がって相手を確かく認にんすると、大剣使いの先輩……の、女の子だった。

　ちょっと……や、やりにくい。

　背の小さな女の子だったが、彼女は剣術Ⅱのトップらしい。

　アーモンド形の大きな瞳はきりっと凜り々りしく、ぷっくりとした赤い唇くちびるはまだ幼さを残しつつも、挑ちよう戦せん的に笑えみを浮うかべている。栗くり色いろのゆるく巻いた髪は、高い位置で一つに結ゆい上げられている。いわゆるポニーテールというやつだ。

　アリス・エキューデ、十二才になったばかりの小こ柄がらな少女である。巻き毛を結い上げた髪が、ふわふわと揺ゆらめくさまは子供らしくとても可愛かわいらしい。

　華きや奢しやな女の子には珍めずらしく、彼女は大剣使いだった。自分の身長とそう変わらない武器だが、彼女の強みは筋力強化のスキルと、巧たくみな体重移動による大剣さばきだ。

　それに引き換かえ、小柄な彼女より、さらに輪をかけて小さな僕は、手に収まるナイフ一つという頼たよりなさだった。

　なんかもう見た目で負けてる。

　だけど、先ほどからみんなの試合を見ていると、新入生だからなのか、ほとんどが初心者の動きだった。僕だってキャリアにしたら大したことないし、ロランにほんのちょっと基き礎そを習っただけだったが、こうしてみるとオービニュ家の武術指導の師が、どれだけ異常だったのかというのがよくわかる。

　一つだけ確かなのは、ロランを基準に考えちゃダメだってことだ。

「始め！」

　審判役の学生の声が響ひびく中、僕はどう動いたものかと悩なやんだ。

　気が付くと、宙に半円を描いた巨きよ大だいな大剣が、こちらを押しつぶす勢いで頭上から降ってきた。迷った挙句、避けもせず真正面からナイフで受け止めた。

　ざわっ、と周囲が驚おどろきの声を上げた。

　小さなナイフに受け止められ、ビクとも動かない大剣を握にぎりしめたアリスが、驚いたように慌あわてて後ろへ飛び退すさった。

　なるほど、確かに力は強いし、動きも早いね。でも一撃の隙すきが大きすぎて、おそらく避けるなり、いなすなりしていたら、その場で勝負がついちゃいそうだ。

　今まで、まともな対戦は兄のロドルクとしかしたことはなかった。あとは、ロランに軽く型を教えてもらう際に、ちょっと組手をしたくらいだった。だから知らなかった、こんな風に軽く相手をあしらっていることが、他人にどう映るかなんて……。

　それどころか吞のん気きに、ロドルク兄様って意外と強かったんだ、などと的外れな感心をしていたくらいだ。

　まともに受けたのは最初の一撃だけで、あとはひたすらナイフと革製の籠こ手てを使って大剣を軽く撫なでるようにいなしていった。

　とんでもない重量のある巨大な大剣が、まるで彼女の身体からだの一部のように自由自在に宙を舞まっているさまはまるで舞まいのようで美しくさえある。僕も、つい楽しくなってきて、組手が続くように受けたり、反撃したりと変化をつけて相手の技わざを引き出そうと動いた。

「なによ、これ……くっ！」

　この試験に関係なく、彼女はこの秋、剣術Ⅳへのスキップが決まっていたようだ。それだけにこの結果は許せなかったのだろう。新入生で、しかも自分より小さな子供に、こんな風にいいようにされるなどあっていいはずがない、と。

　僕も、その辺の事情を知っていたらうまく躱していたが、この時は、むろん知らなかったので、彼女の神経を殊こと更さらに逆さか撫なでしてしまったらしい。

　次の痛つう烈れつな一撃も、僕はなんなくナイフで弾き、アリスは反動で大剣ごと身体を浮かせた。その瞬しゆん間かん、彼女は空中で身を捩ひねりながら遠心力を使って、刃は先さきを横にして横一文字に振ふりぬいてきた。

　受けるにしてもいなすにしても、小型の武器では防ぎにくい攻撃だ。けれど同時に、アリスの顔には「しまった」という表情が浮かんだ。有効なカウンター技だが、今まであえて使わなかったのは、まともに決まれば相手に大おお怪け我がをさせてしまうと危き惧ぐしたからだろう。けれど、大剣は何の抵抗もなく真横に空を切った。

　遅おくれてふわりと砂さ塵じんが舞まい上がる中、アリスは不思議そうに顔を上げた。剣を持つ腕うでに違い和わ感があったのか、両手で握っている剣けん柄つかを見て、次に刀身に視線を移す。

「……な？　なんで」

　アリスが言葉を失って、目を白黒させている。その時、僕は横になった刃先にちょこんとしゃがみこんで乗っていたのだ。

「はあっ？　ちょっ、どこに乗ってんのよ！」

　彼女が刃先を下げる前に、ととんっと振しん動どうもなく手元の柄まで移動して、あっという間に喉のど元もとにナイフを突つき付けた。その間、わずか数秒──おそらく重さを感じる暇ひまもなかっただろう。

　しぃん、と辺りに沈ちん黙もくが降りた。

「勝負あり、だよね」

　そう言いつつ、僕はぴょんと剣から降りた。アリスは凍こおり付いたように大剣を持ったまま固まっている。

「あっ、……そ、そこまで！」

　すっかり見入ってしまっていた審判が、かなり遅れて試合終しゆう了りようを告げた。

　少女の剣がゆっくり降ろされたので、僕は相手の少女に小さくお辞じ儀ぎをした。そのまま踵きびすを返し、審判にも会え釈しやくをした。

　そこまで来てちょっとだけ失敗したな、と僕は反省した。それほど無茶をしたつもりはなかったが、周りのざわめきようにやり過ぎたのかも知れない、とようやく気が付いたのだ。話しかけられないよう、極力小さくなりながら舞ぶ台たいを降りる。

「待ちなさいよ！」

　振り向くと、先ほどの少女が仁王立ちになっていた。

「アリスよ！　私はアリス・エキューデ」

　いきなり呼び止められてちょっとドキッとしたが、相手が名乗ったからには無む碍げにするわけにもいかず、引き返して少女の前に立った。

「僕は、リュシアン・オービニュです」

　にっこりと笑って手を差し出す。ここはやはり、試合後の握あく手しゆだろう。だがアリスはすぐにはそれに答えず、なぜかじっと穴が開くほどその手に注目した。

　そして、いきなり両手でガシッと摑つかんだ。

「ちょっ、え？　あ、あの」

　ええええええっ、握手じゃないの？

　どういうわけか、彼女は僕の手を摑みあげてムニムニ触さわって、ひっくり返してはプニプニ感を確認するようにつついてみたり、腕から肘ひじのほうまで揉もむように念入りに筋肉の有う無むを確かめたりし始めたのだ。

「な、なに？　どうしたの、ちょっとやめて……」

　やだ、なにしてるの？　この子。

　周りの目もなんだか痛いし、恥はずかしいから、お願い放して。

　困り果ててはいたものの、女の子の手を乱暴に振り払はらうのは躊躇ためらわれて、しどろもどろになりながら、僕は無意識に後ずさっていった。

「嫌いやがってるじゃないの、放しなさい」

　いつの間にそこにいたのか、いきなり現れたニーナが彼女の手を取り、僕から引きはがした。すかさず間に割り込んで彼女と向かいあう格好になる。

「ニーナ……と、エドガー？」

　どうやら二人は僕の試合を近くで見ていたらしい。エドガーは、なんとなく不ふ穏おんな空気を纏まとう女子二人に関かかわりたくないのか、避けるようにしてこちらに顔を向けた。

「すごいな、お前！　思ったより武ぶ闘とう派はだったんだな」

　いやいや、何言ってんの。ほとんど逃にげてただけだし、だいたい僕は……。

　エドガーに答えようとして、けれどそれは叶かなわなかった。

「……どいてちょうだい。そこの貴方あなた！　リュシアン、だったわね」

「ちょ、ちょっと？」

　ニーナの壁かべもなんのその、アリスは自分より背の高い彼女を押しのけるようにして、再びリュシアンの前に立った。押しのけられたニーナが、ちょっと呆あきれたようにため息をついている。
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「待ってなさい、武術大会では必ず貴方を叩たたきのめすわ！　覚かく悟ごしておくことね」

「……え？　武術大会って、あの春にあるお祭りのこと？」

　いわゆる学園祭のような体育祭のような、そんな感じのお祭り行事が確かにある。聞くところによると一いつ般ぱん市民も巻き込んでの、結構大きな祭典らしい。でもあれって……。

「そうよ、首を洗って……」

「僕たぶん、出ないよ」

「そう、出ない……えっ!?」

「だって、僕は魔ま法ほう科か、魔法研究科の方の催もよおしに出るから」

　学園全体の催しなので魔法科でも対たい抗こう試合はあるし、魔法研究科の方にも、研究発表のようなものがあるのだ。だって、僕はあくまで魔法使いを目指してるのだ。武術は、魔法使いの弱点を補う意味合いで、自衛の為ためにちょこっと嗜たしなんでるに過ぎない。

「な、な……なんですって、どうして」

「どうしてって、僕は武術には向いてないので、魔法使いに……」

「ふっ、ふざけないでよ、私に勝っておいて向いてないですって？」

　小声でブツブツ言いながら、ぎりっとハンカチでも嚙かみしめそうな顔で睨にらみつけてくる彼女に、僕の台詞せりふもついつい尻しりつぼみになってしまう。……なんか怖こわい。

「もういいでしょ、ほら、リュシアンと私はもう一回、模も擬ぎ戦があるわ。貴女あなたの気持ちもわからないでもないけど、今日のところは引いて頂ちよう戴だい」

　キリがないと思ったのか、ニーナは有無を言わさず僕の手を引き、アリスの前から引き離した。まだ何か言いた気だったけれど、アリスは何も言わなかった。

　残されたアリスの葛かつ藤とうは如い何かばかりか、それは本人にしかわからないが、ふと振り返って彼女を見ると、小さな唇くちびるが確かに何かを呟つぶやいた。

　それは僕の名前のようでもあり、何かの決意の吐と露ろのようでもあった。




　武術科の短たん剣けん術じゆつは、Ⅲクラスからのスタートになった。ニーナは、Ⅱからである。

　ちなみに体術はⅢ、薬草学科は基礎知識と、調合技能を加味されてⅣからだ。こればかりは、先生だった母に感謝である。

　結果としては一番習いたかった魔法科はⅠクラスから、そして魔法研究科も、知識は認められたが写生スキルがないせいでⅠクラス……って、魔法関係は全ぜん滅めつに近い。おまけにいちいちダリルは絡からんで来るしで、魔法科ではいいとこなしだった。

　どう考えても屈くつ強きような戦士にはなれそうもないと、豊富な魔力を有効活用して魔法使いになろうとしたのに、何な故ぜか武術科、薬草学科がスキップスタートで、魔法関連が軒のき並なみ落ちこぼれって、なんかひどいな。

　とりあえずクラスも決まって、各科ともようやく通常の授業へと移行されていった。今日は、魔法研究科の授業があるため、エドガーと別れて教室を出た。

　彼は結局、魔法研究科は取らなかった。なにしろ授業は座学の連続である。つくづく能力は魔法使い寄りなのに、性格はがっつり体育会系なのだ。

　今日もさっそく剣術の授業があるらしく張り切っていた。まあ、気持ちはわかるよ。向いてなくても諦あきらめきれないってあるからね。

　魔法研究科の魔法陣じん、本日は初めの授業ということで上級生の授業の見学と、これから自分が取り組みたい課題のアンケートをとるらしい。それによってグループを組んだり、上級生の補助（兼けん、教えを請こう）に付いたりすることになる。

「ったくよう、魔法陣も書けねぇヤツがこんなところに来てんじゃねぇよ、カスが」

　いたいた、ダリル。

　やっぱりこの科にもいたね。見かけによらず、本当に魔法使いなんだなあ。

　人並み外れた体力に、恵めぐまれた体たい軀く。身長なんか、たぶん百七十はあるよね。でもきっと能力が、魔法使い向きなのだろう。

　何が不満なのか、とにかく僕を見れば、いつでもどこでも問答無用で絡んで来る。

「おはよう、ダリル」

　憎にくまれ口をあっさりスルーして、僕はにっこり笑った。この手のイヤミを躱かわすくらい、お茶の子さいさいだ。伊達だてに二十ウン年もの間、サラリーマンやってないよ。

　ともあれ、ダリルの横暴ぶりはここでも有名なのだろう。絡まれた新入生を、教室の生徒たちは心配そうに、遠巻きで見ていた。

　まあね、僕は大だい丈じよう夫ぶなんだけど……チョビ、痛いから、やめて。

　頭上のチョビが、さっきからギリギリと頭を締しめ付け始めている。ダリルの気配がしたり、どこかで声がすると、すぐにこれだ。落ち着かせるように、チョビのざりざりの顎あごをさすり、角の辺りを人差し指で宥なだめるように撫なでる。

　これをやると、チョビはすぐにご機き嫌げんになって……。

「おい！　てめぇ、なんで召しよう喚かん魔こないんだ？」

　いつの間にか後方から頭の上を覗のぞき込んだダリルに、ジャキーンッ！　と、チョビが臨戦態勢に入った。アイタタタッ！　頭っ、爪つめがっ！

「ち、ちょっと、待って！　チョビが驚おどろいちゃうから、いきなり来ないで」

　思わず飛びのいた僕に、ダリルは舌打ちして「なんでぃ」と、酷ひどく不満そうに口をとがらせ、悪態をついている。

「えと、ごめん。召喚魔だっけ……そういえば、昨日は、新入生で従魔を持っている生徒が、優先的にクラス分けされる日だったかな」

「別にっ、気になってるとかじゃないぞ！　てめぇみたいに……その、弱っちいのはなあ、ほらっ、あれだ！　目め障ざわりだからだなあ」

　チョビと戯たわむれている様子をどこか羨うらやましそうに見ていたダリルは、僕と目が合うと、それを悟さとられまいとして、斜しやに構えるように顎を上げて余よ所そを見た。

　なんかどっかで聞いたようなフレーズだね。なに、ツンデレなの？

　いやいや、べつにデレてはいないか……それにしても、変な絡み方をしてくると思ったら、そうかチョビが気になってたのか。

「ああ、僕が忘れてるんじゃないかと心配してくれたんだね」

　この様子だと、ダリルは召喚魔も取っているのだろう。そして、いまだに従魔を持ってない。確か召喚魔の昇しよう級きゆうは、従魔を持つことも条件にあった。

　昇級前の授業では、学園が管理して召喚の儀ぎ式しきも行われるという。初めから持っていない生徒は、その召喚に失敗すると、次回にチャレンジするために留年するか、いっそ諦めて他の科に移動するしかないらしい。

「ありがとう、でも今のところは召喚魔に行くつもりはないんだ」

「な、な……なんだと？」

　そんなに驚かれても困るけど、彼にとっては、従魔を持っているというファクターを無む駄だにする感覚がわからないのだろう。

「リュシアン、おはよう」

　授業が始まる直前、ニーナが教室に入ってきた。慌あわてて来たのか、少し息を切らしながら教室を見み渡わたして、僕を見つけると駆かけ寄って来た。

　今日は魔法研究科、呪じゆ文もんと魔法陣とも合同授業の為、教室は講演などを聞くための大きな部屋を使っている。すり鉢ばち状の階段に机がずらっと並び、椅い子すは横に長くどこでも座れるようになっている。

　ニーナは、僕の隣となりに座る生徒に断りを入れて、わざわざギュウギュウの座席に、無理矢理入り込んだ。せ、狭せまい、なんか近いし。

「そんなに慌ててどうしたの？　なにかあった」

　もちろん紳しん士しな僕は、密着した身体からだがのしかかってきて、ちょっと重いかも、などとは口が裂さけても言わない。

「あ、違ちがうのよ。今日は、呪文の方の昇級試験があってね。そっちと掛かけ持ちだから」

　学園のお姫ひめ様さまときたら、とんでもないことをサラッと言った。

「ええっ？　そっち優先しなよ、こっちはⅠクラスだし、今日なんてたぶん説明くらいだよ、きっと」

「あら、だめよ。リュシアンが何を選せん択たくするか気になるんですもの。それにいいの、呪文の方の昇級は、もう確実だからね」

　アンケートの結果次し第だいでは、これから一年間のグループ分けが決まってしまうかもしれない。そのことの方が、今は重要だというのだ。

　魔法研究科の授業は、他とは違う。同じ学科、同じランクでも、テーマによっては全然授業内容が異なる。先せん輩ぱいの補助に付こうものなら、授業を受ける教室さえ変わってしまうのだ。ニーナは、リュシアンのアンケート用紙を覗き込んだ。

「エルフの……生活魔法？」

　読み上げたニーナの声は、どこか気の抜ぬけた様子だった。

　魔法研究科の魔法陣において花形と言えば、高度な魔法陣作製に尽つきる。前にも語ったように、魔法は呪文の方が断然手軽で手間もない。属性を授さずからなければ、基本的に使うのを諦めるのが普ふ通つうだ。そのため魔法陣は、研究のための研究という風潮がある。

　魔法陣化されていない魔法を探し出し、過去の魔法陣から法則を読み起こし、新たな魔法陣をそれらしく構築するという研究は、上位クラスの研究になる。

　もっとも初級クラスは、今まであった高等魔法陣の写生練習や、発動実験などを行ったり、上級生の研究を手伝ったりすることの方が多い。あとは魔法陣を収める巻物の基き礎そ知識や、作製方法、取り扱あつかいの注意など、そのあたりの普通の授業もあるようだ。

　僕の場合、写生の反復練習など意味がないし、多数が所属するチームに入って特異な能力が大勢に知れるのも面めん倒どうくさい。ということで、あまり人が食いつかなさそうなものをあえて選んだのである。ニーナがガッカリしたのも仕方がない、でもね。

「知ってる？　兄様たちもエルフの生活魔法を研究してたんだって」

「えっ、そうなの？」

　それまで話半分になっていたニーナが、がぜん興味を惹ひかれて身を乗り出した。

「う、うん……近いよ、ニーナ」

　肩かたがくっつくほど密着してるんだから、急に振ふり向いたら危ないってば。

　むやみに目立つと、ろくでもないことになるんだから、あんまり周りをざわつかせないで下さい、お姫様。

「クズのくせに、女といちゃついてる暇ひまはあるのかよ、さすがはお貴族様だぜ」

　ほら見なさい、さっそくダリルが絡んできた。今か今かとツッコミどころを探してるんだからね、彼は。

「あら、誰だれかと思ったら、貴方あなたまだⅠクラスでウロウロしてたの？」

　どうやらニーナも彼のことは知っているらしい。ダリル、有名人だね……よくない方へだろうけれど。

「ちげぇよっ！　俺は、上級生としてここにいるんだ！　クズと一いつ緒しよにすんな」

「へぇ、あなた今日、呪文の昇級授業へは行かなくていいの？」

　どうやら彼は呪文の方も取っているようだ。魔ま法ほう関係、総なめなんだね。

「そ、それは……いやっ、てめぇだってここにいるんなら同じだろうが！」

「あら、私はもう昇級が決まっているのよ。こちらがアンケート提出日だから、先生方に事情を説明してこっちにいるだけ。出席だけは取って来たわ」

　Ⅰクラスは新入生が多いため、初めの授業は上級生との合同が多い。よって在学生がⅠクラスから新たに始めると、授業がバッティングすることが稀まれにある。そのため場合によっては掛け持ちの許可がでるのだ。

　ダリルが一いつ瞬しゆん言葉に詰つまると、ニーナはとどめを刺さしに行った。

「ああ、そうそう。今日は、昇級が決まった人のみの授業だったわね」

「くそっ、てめぇ……っ」

　ダリルってお姫様にもこの口調なの？　いやもう、身分がどうこういうレベルの問題じゃないよね。誰に対してもとりあえず悪態つくって感じなのかな。

　例のごとく、ダリルは瞬間的に腕うでを振り上げていた。

　周りの生徒達に緊きん張ちようが走ったが、それはニーナに振るわれることはなく、いささか引っ込みがつかなくなった拳こぶしが、机に叩たたきつけられた。さすがに頭に血が上っても、とっさに女子に手を上げることはないらしい。相手が相手ということもあるし、どうやらただの馬ば鹿かというわけでもなさそうだ。

　他の学生は思わず立ち上がったり、息を吞のんで小さな悲鳴を上げたりしたが、僕とニーナはダリルの様子を冷静に分ぶん析せきしていた。仮にここで手を上げたとしても、おそらく彼女には掠かすりもしないことがわかっていたからである。

　ちっ、と舌打ちしてダリルは踵きびすを返した。

　つかず離はなれずの位置はキープしたまま、その辺の椅子へドカッと乱暴に座った。

「ちょっと言い過ぎちゃったかな、ごめんね騒さわぎ起こして」

「いいよ、僕も人のこと言えないし」

　ダリルとはなにかと衝しよう突とつ……いや、一方的に絡からまれて？　いる僕としては、もう今いま更さらなので気にもしていない。

「だって、お兄様のこと話してるのに、邪じや魔ましてくるんだもの」

　やっぱりそれか。彼女の言うお兄様は、もちろん従妹いとこのエルマン殿でん下かのことだ。

「で……リュシアンは、お兄様たちの研究を引き継つぐの？」

「ううん、そうじゃないよ」

　ファビオ兄様も、王太子殿下も、自分たちの研究は自分たちでしたいだろう。

「僕は、魔法陣じんでしか魔法を使えないでしょ。だから、エルフの生活魔法を使おうとすると二枚も三枚も巻物が必要なんだ。属性ごとに魔法陣が必要だからね。その枚数を減らせないかなっていう研究」

　複数の属性を使う場合、魔法陣として重複する呪文が必ずあるはずである。もともと生活魔法は、必要な属性が多いというだけで、魔力も、術式も少なく済む初級魔法なのだ。呪文を一つ一つ繙ひもといていく作業もそれほど困難ではないだろう。

「それなら私も協力できるかも……」

　思いついたようにニーナが顔を輝かがやかせた。

「実はね、昇級した呪文クラスの方でやってたテーマ、詠えい唱しようの効率化なの」

　例えば、前に砂さ漠ばくで三連の魔法陣を使ったことがあるけれど、あそこまでの大規模魔法になると、さすがに唱える呪文も膨ぼう大だいになる。それで呪文詠唱の時間ロスを少しでも軽減しようという研究らしい。確かにそれは魔法陣にも役立つかも。

「ねえ、共同研究で提出しない？」

　嬉き々きとして提案してくるニーナに、もちろん否いなはない。

　ニーナの専門は武術だが、どうやら魔法に関しても興味があるらしい。属性も一つしかなく、魔力も平均値らしいけれど、魔法に対する造ぞう詣けいはかなりのものだった。得意分野ではないはずなのに、何に対しても勉強家である。

　今年度の方針が決まった。おおむね僕の題材が通った形になり、指導上級生として呪文Ⅳクラスのニーナが付くという形になった。部門の違う上級生ではあるが、研究の趣しゆ旨しが同じということで認められた。もちろんニーナは、魔法陣Ⅰクラスとしても活動する。

　最終的には、強ごう引いんに入り込んできたダリルを加えて三人で組むことになった。彼は魔法陣Ⅲなので、一応は指導上級生の扱いだ。魔法陣の授業はこの三人で活動し、呪文クラスに出向するときはニーナのグループに入ることになる。これはニーナのグループ研究に参加、というよりはお手伝い兼けん、見学といった感じだ。

　入学からひと月がたち、どの科もだんだん通常授業へと移行していった。秋も深まるころには、僕たちを含ふくめ、ようやく新入生たちもこの学園の一員になったのである。
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　本格的な冬が訪おとずれる前に、武術科新入生行事として屋外での合同演習がある。

　サバイバル満まん載さいの、デンジャラス林間学校という感じだろうか？　およそ三泊ぱく四日のキャンプである。およそってところがなんか怖こわいけど、ともかく武術科Ⅲまでは強制参加らしい。もちろん、Ⅳクラス以上が参加する厳しい真冬の屋外訓練もあるという。この辺りは、かなり雪も深いと聞くけど大だい丈じよう夫ぶなのかな。

　今日は朝から、その林間学校のオリエンテーションがある。参加する生徒は、もれなく講堂に集まっていた。僕もエドガーやニーナと共に会場へと向かっていた。

「ニーナは、体術の方で参加してるよね？」

「ええ、Ⅲまでは強制ですもの。一回でも出席すればあとは任意になるのよ」

　エドガーは、パンフレットを落ち着きなく開いたり閉じたりしながら、ニーナの話を緊張した面おも持もちで聞いていた。

「……なあ、モンスターと戦ったりするのか？」

　ちょっとだけ口ごもってから、エドガーが口を開く。

「そうね、初級のキャンプではモンスターとは出会わなかったわ。ほら、その辺はまだ結界の中だしね」

　新入生を対象とした初級キャンプの趣旨は、野宿の際のキャンプ体験や、グループ活動におけるチームワークの向上などが目的だ。確かに日中に、行事として模も擬ぎ戦せん闘とうや訓練などもあるけれど、屋外だということを除けば学校でやるものと変わりない。

「そうそう、去年初めて参加した真冬のキャンプは、結界外だったから二回ほどモンスターと遭そう遇ぐうしたわ。キャンプ地にモンスターが入り込んできてびっくりしたわよ」

　エドガーがほっと息をついたところで、思い出したようにニーナがあっけらかんと付け足した。もちろん、エドガーには笑いごとではなかったらしく、息を吞のんで黙だまり込んでしまった。なんだか顔色も悪いね。

　相変わらず、見かけを裏切るニーナの豪ごう胆たんさには舌を巻く。だいたい、びっくりってレベルじゃないし、大丈夫なの？　そのキャンプ。

　巨きよ大だいな学校の両りよう脇わきには広大な森が広がっており、ある程度の距きよ離りを過ぎると学園が張った結界から出てしまう。もちろんそこは危険ではあるけれど、冒ぼう険けん者しやたちが狩かり場ばにしている豊かな森なのだ。薬草も、素材も、動物も、そしてモンスターも、なんでも豊富に揃そろう猟りよう場ばといえる。

　今回のキャンプの場所は、学園からほんの少し外へと移動しただけの、森の入り口あたりなので、ぎりぎり結界の範はん囲い内である。ただ、凶きよう暴ぼうな動物とかは結界に関係なく入ってくるらしく、油断はできないとのことだった。こっちにもイノシシや、オオカミのような普ふ通つうの動物もいるらしい。

「リュシアン、見つけたわよっ！」

　オリエンテーションの始まりを告げるアナウンスと同時に、バーンと扉とびらを開いて、誰かが講堂へ入って来た。

　びっくりして振り向くと、そこには逆光を背に、腰こしに手を当て、仁に王おう立だちになった少女のシルエットがあった。なんなの、何が来ちゃったの？

　背の小さな……それでも僕よりは大きいケド、小こ柄がらな少女だった。何とも大だい胆たんな遅ち刻こくである。案の定、教師がすっ飛んでって彼女はお説教を食らっている。

　ふわふわの栗くり毛げのポニーテール、どこかで見たね。

　オリエンテーションは、そんな騒ぎにお構いなく粛しゆく々しゆくと進行した。僕たちも、舞ぶ台たい上の教きよう壇だんで説明を始めた教師の話に耳を傾かたむける。堅かた苦くるしい話は最初の数分だけで、あとは詳しよう細さいの書かれた冊子が配られた。しばらくすると自由行動になりグループ分けをして、各自リーダーを決める段になった。先ほどの少女はというと、さすがに教師が話している間は大人しくしていたが、ちゃっかり僕のすぐ横に居座っていた。

「見つけたわよ、リュシアン」

「……さっきも聞いたよ。何か用があるの？」

　見つけたも何も、武ぶ闘とう科の新入生なんだから、ここに居るのは当然だと思うけど。この子は確か、新入生歓かん迎げいの模も擬ぎ戦で対戦した子だよね。アリス、だったかな。

　どうやら教室から運動場と回って、ずっとすれ違ちがいでここまで追いかけてきたらしい。そんな駆かけずり回らなくても、ここに来れば会えるのに……。

「用ですって？　もちろんあるわよ！」

　すでにグループ分けの、成績上位者の取り合いが始まり、辺りはそれこそ戦場のような喧けん騒そうになっている。そんな中、アリスはビシッと僕を指差した。

「借りは返さなきゃね！」

　ん？　なにを貸したって？　きょとんとした僕に、彼女は不敵に笑った。

「勝負よ、リュシアン！」

　勝ち逃にげなんて許さないわよ、と「ここであったが百年目」とでも言いたげに息巻いている。どうやらアリスはここ数日の間、何度も僕を訪ねて、教室やら、寮りようの共同スペース、食堂などなど、手当たり次し第だいに探して回っていたというのだ。それで会えなかったって逆にすごいな。なんだろう、ちょっとチョビと同じ匂においがするね。

　でも、ちょっと待って。そもそも、なんでこの子と勝負する感じになってるの？　当然そんな約束をした覚えはない。

「だって、公式の場で勝負出来ないなら、直接申し込むしかないじゃないの」

　いや、話がかみ合ってないし……どうしよう、思った以上に脳筋らしい。

「貴女あなた、アリスだったわね」

　どう返すべきか悩なやんでいると、それまで黙って様子を見ていたニーナが、腕組みをした格好で口を挟はさんで来た。

「ここは合同合宿のオリエンテーションの場よ。私たちは、これから班を決めたり、リーダーを決めたり、やらなくてはならないことがあるの。参加する気がないなら、ここから出ていきなさい」

　アリスは去年この合宿には参加していて、今年の参加は強制ではないらしく、ニーナはそれならここに居る資格はないと言っているのだ。

「わ、私も参加するためよ」

　咄とつ嗟さに答えたアリスは、はっとなって「そうか、その手があった」と口の中で呟つぶやいた。いや、聞こえてるからね。本人は小さな声のつもりだったようだけど、多分ニーナも気が付いたのか、小さくため息をついている。そういえば行程表に、二日目から合同の模擬戦というか、対戦があった気がする。なんか面めん倒どうなことになっちゃったなあ。

[image: ]

　アリスとニーナの会話が始まると、それまで傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたエドガーが、こっそりと僕に近寄ってきた。「お前も大変だな」となぜか肩かたを叩たたかれ、苦く笑しようされた。

「それじゃ、俺は剣けん術じゆつの方へ顔をだしてくるから、またあとでな」

　大変だと思うなら助けてくれたらいいのに。そう思ったが、呼び止める間もなく、面倒ごとはごめんだとばかりに、エドガーはそそくさとその場を立ち去っていった。

「あらアリス、確かⅣクラスに昇しよう格かくしたはずでしょう」

「姫ひめ様さまだって、Ⅳですよね？　どうしてここに？」

　まだまだ話は続きそうである。

「私は、短剣術Ⅱクラスで参加するのよ」

　早くグループを決めないと、みんな終わっちゃうよ。周りは、次々にグループが決まっていき、ボードを持った教師に申しん請せいを始めている。

　まあ、たぶんグループのメンバーは決まってるも同然だろう。

　そしてオリエンテーションとグループ分けが終わり、やがて講堂からぞろぞろと学生たちが出てきた。僕も、エドガーと共に廊ろう下かへと進む。

「なんだよ、ニーナたちは放ほうっておいていいのか？」

「エドガーだって、さっさと行っちゃったくせに。置いてかないでよ」

　この合宿におけるグループは、その趣旨から武器別ではなく新入生か否いなかという組み合わせになる。僕とエドガーは新入生枠わく、あとは二人か三人のⅡ～Ⅲクラスの合宿経験者の上級生がつく。基本的に十人ほどのグループで、期間中は常に一いつ緒しよに行動することになるのだ。僕たちの場合は、上級生は当然ニーナとアリスが付き、あの時、最後まであぶれていた数人が追加でくっついたという、とてもいい加減な組み合わせになった。

　グループの男女の割合は自由だが、テントが二つしか使えないため、現実的には半々というパターンが多い。うまい具合に、追加で加入した男子生徒に上級生が一人いたので、男女のテントともに、少なくとも一人は経験者を確保できた。

　僕達の班は、ほぼ初対面同士ということで、まだ名前もわからないという不安なスタートだったが、ともかくちゃんと規定の人数が集まってよかった。初めての課外授業、なんだか変なことにもなったが、おおむね楽しみではあった。




　学園都市という名は伊達だてではなく、この街はすべて学園で回っているといっても過言ではない。寄宿舎を兼かねた宿屋は、学生の親や、学園都市を下見や見学に来た人達の宿泊施し設せつとしても大繁はん盛じようである。飲食店、雑貨屋、武器屋、防具屋などなど、それこそ学生ご用達の通りストリートがあるくらいだ。もちろん冒険者ギルドと商業ギルドもある。

　実のところ、在学中に冒険者ギルドに加入することは珍めずらしいことではない。基き礎そとなる教養科をⅥまで修しゆう了りようすると、一日中授業が入るわけでもなく、学園行事も圧あつ倒とう的に少なくなるし、自由参加が認められるようになるのだ。

　どの科もⅥクラス以降になると、授業というよりはグループによる研究、武術関係なら騎き士しや護衛剣士などの従者として、または騎士候補として現場での訓練を行ったりするようになる。そのまま研究所などの施設に入所して、残りの単位をそこで働きながら取る学生もいるくらいだ。

　薬草学にしても、実際の依い頼らいを受けながら腕うでを磨みがいたほうが効率のよいこともあり、採集専門の冒険者として活動しながら勉強を続けている学生もいた。またそういう学生の護衛としての仕事があるため、冒険者が学園都市に拠きよ点てんを置くことさえあるのだ。

　学園都市には、ありとあらゆる最新ものが揃っているし、フレッシュで優ゆう秀しゆうな人材を確保できる場所として、ここに研究所を置く機関なども少なくない。まさに学園都市が、あらゆる分野の最さい先せん端たんをゆく所以ゆえんかもしれない。

　そんな訳で、僕達は授業が終わってから揃って街に出てきた。もちろん、今週末からのキャンプの準備のためであった。

　この世界での通貨は、主要都市やほとんどの国においてほぼ共通である。

　なぜなら、その通貨の材質そのままが、ほぼ同じ価値だからだ。信用手形のようなものはあるが、あくまでそれはその国、領地などの限られた場所でしか使えない。

　そして僕は、生まれて初めて「お金」を手にした。

　今までは、領地で使える手形でしか買い物をしたことがないし、一人で行動することがほとんどなかったのでお金を使う機会がなかったのだ。ちなみに学園内の購こう買ばいや飲食店は、学生証代わりのカードで支し払はらいをする形である。

「リュシアン、あまり見えるところに出すものじゃないわよ」

　小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを広げてお金を眺ながめていると、そう言ってニーナが注意した。

　この辺は、それほど治安が悪いわけではないが、それでもスラム街のようなものは存在し、たびたびスリなどの騒さわぎを起こすらしい。

「あ、ごめん」

「なによ、そんなにお金が珍しいの？」

　慌あわてて腰ベルトのカバンに巾着袋をしまうと、ニーナはちょっと噴ふき出しつつ、小さく笑った。その横でこっそりお金を眺めていたエドガーも、素知らぬ風を装よそおってポケットにねじ込んでいる。

「でもニーナだって、そうなんじゃないの？」

「あら、私が親元を離はなれて何年ここにいると思ってるの？　こうして街に降りて買い物をすることなんて、何度もあるのよ」

　人のことは言えないんじゃないかと指し摘てきをすると、ニーナは胸を反らすようにして、すこしお姉さんぶった口調で答えた。

　その会話を呆あきれたような顔で聞いていたのはアリスである。

　彼女はもちろん、ニーナやエドガーが王族であることも、僕が貴族出身であることも知っている。そして大たい抵ていの貴族なんてものは、自分で買い物などしないのも承知の上だろう。わかっていても、実際こうして目まの当たりにすると、なんだか開いた口がふさがらないという気分だったのかもしれない。

　アリスはドリスタンの城下町で、そこそこ繁盛している商会の娘むすめだった。爵しやく位いこそないが、それこそ下位の名ばかりの貴族に比べたらよっぽど裕ゆう福ふくかもしれない。

　たぶんアリスは、エドガーとニーナに付けられた何人もの護衛にも気が付いている様子だった。もっとも僕に付いている隠おん密みつには気が付いてないみたいだけど、これはおそらくスキルで隠かくれているので、無理はない。

　ニーナ達の護衛は、防犯の意味合いもあって隠れてはおらず、つかず離れずついてきているので、ちょっと勘かんが良ければすぐに気が付く。

　アリスは、居い心ごこ地ちが悪そうに時々後ろを振ふり返っていた。

　護衛や付き人の存在に、普ふ段だんから慣れている僕たちは気にしなかったが、どうにも誰だれかにつけられているようで落ち着かないのかもしれない。なんかごめんね。

　ちなみに、学園内では護衛は表立ってはつかないのが慣例である。

　そこは学園の各種防犯システムを信しん頼らいしてのことだ。さすがに学園内でもトラブルが皆かい無むとは言えないが、それが学生間で起こったものなら個々の責任となる旨むね、あらかじめ入学時に了りよう承しよう済みというわけだ。

「リュシアンたちは、ちゃんとした防具もってる？」

　いろいろな商店が建ち並ぶ通りに出ると、ニーナは新入生である僕とエドガーに確かく認にんした。僕達は、顔を見合わせて首をかしげる。

「学校で一応、一ひと揃そろえしたけど？」

「ああ、訓練用のではなくて、個人の防具や武器よ。持参したものとかある？」

　僕は了解して、腰こしベルトに挿ささっている例の短剣を差し出した。ちなみに柄つかの紋もん章しようは、今は見えないようになっている。

　刀身から柄まで一つながりの特とく殊しゆ金属で出来た流線形が美しいナイフだが、そのグリップ部分に火蜥蜴とかげの革を巻いて加工してもらったのだ。使い勝手がいいように滑すべり止めの意味と、余計な騒ぎを起こさないための処置と、一石二鳥の仕様である。仮にも父親に貰もらった物だし、この短剣が秀しゆう逸いつであるのは間ま違ちがいないので常に身に付けている。

「あと、この籠こ手て。わりと気に入ってるんだ」

　続けて、僕が得意げに籠手を見せるのに頷うなずきながら、ニーナは、受け取ったナイフを興味深そうに観察した。

「……すごく、いいナイフね。というかこの素材……」

「うん、ミスリルだと思うよ」

　錬れん金きん術じゆつの鉱石、金属なども齧かじっている僕は、もちろん知っていた。

　ニーナは手になじむそれを念入りに眺めて、ふと腰ベルトに残る、もう一本のそれにも目を付けて、こちらを見た。

「これは対ついの武器なの？」

「そうだね、二本で貰った。家では二刀流の型を教えてくれた人がいたんだけど、学校ではほとんど使わないんだよね」

　だから二刀流の指導は、ロランからしか受けてない。だけど、普ふ通つうのナイフ術もそれはそれで面おも白しろいので、今はそちらを主で覚えつつ、ロランから教わった型も、暇ひまを見つけて自主練習をしていた。実家でも、ほぼ自主練だったしね。

　ニーナはナイフを返しつつ、いささか呆れたようにため息をついた。

「それを渡わたした人って……ううん、そうね、わかったわ。じゃあ、次はエドガーね」

　オリハルコンほど伝説級ではないにしろ、ミスリルはそう簡単に手に入れることのできない希少金属だ。それをまだ子供にポンと二本も与あたえる人物と言えば、おのずと想像がついたのだろう。実際くれたのはロランだったけど、まあ……たぶんそうだろう。

「俺？　いや、俺は……」

「リュシアンが貰って、貴方あなたが貰ってないなんてことないでしょう、ほら早く」

　ニーナは僕たちが兄弟だと知っているので、当然エドガーもなにか受け取っていると考えたのだ。矛ほこ先さきを向けられて、エドガーはなぜか急に不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　えっ、まさか貰ってないとかじゃないよね？　そんな面倒くさい感じの事態は勘かん弁べんしてほしい、とちょっと逃にげ腰ごしになった時、エドガーは肩にぶら下げていたフリーバッグに手を突つっ込んだ。

　すっと引くと、その手には白銀の輝かがやきを放つ長物が現れた。材質は同じミスリル、そしてかなり長い……。

　おお、まさかの長ちよう剣けんなの？　エドガーは剣士希望だもんね。中々粋いきな……ん？

　けれど、最後まで引き抜ぬかれたその先せん端たんには、赤い石がついていた。

「…………」

「……………………」

　全員が、静まり返った。

「………い、いいスタッフね、いいえワンドかしら」

　ニーナが取り繕つくろうように言った。

　様式により呼び方は様々だが、つまるところ魔法使いが使う杖つえ状の武器である。

　ホント陛下の押しつけがましい愛って、くそ重いね……願望丸見えだし。

「どっちでもいいよ、使う気ないし……俺は今日、剣を買いに来たんだ」

　武器屋や魔法道具屋に見せたら卒そつ倒とうしそうな品ではあるが、エドガーはとにかく気に入らないらしい。あれだね、少し反はん抗こう期も来てるよね。

　父親の斜ななめ上の愛はあっけなくカバンの中に押し込まれ、息子むすこは新たに手に入るであろう武器に思いを馳はせて胸を躍おどらせているようだった。

「エドガーには向いてないと思うけど」

　ズバッと！　遠えん慮りよなくズバッといったね、アリス。

　流石さすがの僕も、即そく座ざにフォローに入れなかった。

　思わず口をパクパクさせるエドガーに、一いつ斉せいに注目を浴びたアリスは、己おのれの大剣をおもむろにフリーバッグから引き抜いた。

「別に意地悪で言ってるんじゃないわよ、ほらコレ持って」

　掲かかげた大剣をくるくるっと片手で振り回し、ひょいっとエドガーに手て渡わたした。

「えっ？　わっ！　な、んとおーっ……ぐぇ！」

　両手で受け取ったエドガーが、あっという間にバランスを崩くずして倒たおれそうになったところを、僕は咄とつ嗟さに支えようとしたが、覆おおいかぶさられたせいで視界を塞ふさがれ、もんどりうって二人して地面につっぷした。

「お、重……いっ、どいてよエドガー」

　一番下になってしまい、大剣とエドガーに押しつぶされて、僕はひたすらジタバタするしかない。怪け我がはしなくても、苦しいことは苦しい。

「スキルも無属性もない人は、よっぽど身体からだを鍛きたえないと剣士になんてなれないわ。護身や嗜たしなみで覚えるのはかまわないけれど、エドガーが言ってるのはそういうことじゃないでしょう？」

　もしそれでも本気でやるというのなら、身体づくりから入らないとダメだと、アリスはアドバイスした。

「そ、そうね。なにを目指すのも自由だけど、まずは出来ることからやらないとね。エドガーは、どんな剣を望んでいるの？」

　拗すねたように少女たちの話を聞いていたエドガーは、ぷいっとそっぽを向いた。

　……そっか、たぶん大剣が使いたかったんだね。

　でもそれは今、ものの見事に無理って言われたも同然だ。実際は魔法を主に、投とう擲てき可能な小型の武器か、間合いが取れる長めのメイスとかお薦すすめだと思うけど、もちろん嫌いやなんだろうな。

　なんとか折せつ衷ちゆう案はないものかと、僕は頭を悩なやませた。

　軽くて間合いが取れる武器と、足りない防ぼう御ぎよ力を補えるもの……。

「エストックとバックラーなんか、いいんじゃないかしら」

　思案気な表情で、すぐに代行案を出したのはニーナだ。

　とっさに僕も「なるほど」と、同調するように手を叩たたいた。

「騎き士しっぽいよ！　恰かつ好こ良よいかも」

「……やだよ、あんな細い剣。叩き切れないじゃないか」

　ちょっとだけ揺ゆれながらも、エドガーは不服そうに首を振った。

「あら、あれは切るんじゃないわ、突く剣よ。鎧よろい通しとも言って、力がなくても鎧の隙すき間まから急所をつける、結構エグイ剣よ」

　ニーナは、ニヤリと笑った。怖こわいから……ひとまず、学生相手に急所を突くアドバイスはやめようね。だいたい、お姫ひめ様さまの笑い方じゃないし。

　とはいえ、現実的には魔物や遠えん距きよ離りへの敵には魔法攻こう撃げきで対処して、接近されたらバックラーでかわしつつ間合いを取って突きで応戦というのは悪くない。

　でもスゴイ微び妙みような顔してるね、エドガー。

「もし本当に大剣を使いたいのなら、十分に身体を鍛えてからでも遅おそくはないわ。それまでは、姫様の案が正しいと思うわよ」

　ニーナに続いて、アリスにも勧められてエドガーは黙だまり込んだ。

　授さずかりものとはいえ、納なつ得とくがいかない属性への反抗と、剣に対する盲もう目もく的な憧あこがれ、加えて拗こじらせた反抗期も加わって、大剣使い一本と決めつけていたのだろう。

　エドガーの素質は、魔法に関しては飛びぬけているといっても過言ではない。僕でさえ、その才能は惜おしいと思うほどだ。体力はそこそこあるので、平へい凡ぼんな大剣使いになら頑がん張ばればなれるだろう。けれど、稀け有うなその才能を伸のばすことに努めたのなら、他に類のない回復魔法を扱あつかう魔法使いに成長することは間違いない。けれど、それはやはり本人の意志次し第だいということなのだ。

　武ぶ闘とう派はの少女二人に諭さとされて、エドガーはしぶしぶ折衷案を吞のむことにしたらしい。実際に剣けん術じゆつの授業を受けてみて、認めなくはないが自分に向いてないと骨身に沁しみていたのだろう。でも、剣は諦あきらめきれない。それなら、今まで通りに体力づくりは続けて、自分にあう剣術を身に付けるのも悪くないと思ったのかもしれない。

　アリスが目的の看板を見つけ、学生ご用達の防具を扱う店に入った。学生たちの口コミは馬ば鹿かにできない。下手な噂うわさがたてば、あっという間に閑かん古こ鳥どりが鳴いてしまう。そんなわけで、この辺のお店はそこそこ信用ができるのだ。

　ここでは、先ほど話していたエドガーのバックラーを見み繕つくろった。バックラーは盾たてだが重装備な鎧騎士が持つような大きなものではない。ある意味、僕が愛用している籠手に性能が近い。軽くて小さな金属製で、手に持つタイプと腕うでに装着するタイプがある。防御というより、いなすための防具である。なかなか恰好良い。

　そして僕は、マント型の羽織るローブを買った。

「言っておくけどこの季節、森で夜を明かすのは容易じゃないわ。リュシアンが夜よ露つゆで濡ぬれたら大変だもの、これくらいのマントは必要よ」

　ニーナはすっかりお姉さんモードである。買い物に来てからというもの、どうにもニーナとアリスに主導権を握にぎられっぱなしである。どこの世界でも女性とショッピングに来るとこうなってしまうのだろうか。なんかあれだ、デパートなんかでエスカレーター脇わきの椅い子すで頰ほお杖づえついて手て持もち無ぶ沙さ汰たにしていた世のお父さんたちを思い出すな。

　バサバサしてマントはあまり好みではなかったが、ここは逆らうべきではないのだろう。

　その後、ニーナは金属で補強された革製のグリーブを入念に選び……なんか痛そうなブーツだね。アリスは革製の胸当てと、こちらは普通のブーツを買っていた。

　武器の店にも寄って、エドガーの剣と、僕の投擲用のナイフ数本、あとはニーナの短剣を買いそろえ、とりあえずキャンプにおけるあらかたの装備の準備は整った。




　迎むかえた武術科合同の訓練合宿、当日。その日は朝から小こ雨さめが降っていた。

　こんな天候にもかかわらず、一行は普通に学校を出発した。僕は買ったばかりのローブに身を包み、フードを深くかぶって前をきっちりと閉じた格好だ。いきなりローブが役に立ったね、さすがニーナ。

　ひとつ難をいえば、てるてる坊ぼう主ずのようでちょっと恥はずかしい。

　歩きにくい雨の中、他の学生たちと黙もく々もくと目的地へと足を進めた。荷物は基本的に自分の物は自分で持つ、そして大きな荷物や重い物はフリーバッグを所有している生徒に預けることになる。例えば支給されたテントとか、薪まきとか、飲み水のタンクなどだ。

　もちろんフリーバッグは誰だれでも持てるというものではない。おそらく半数以上の学生は持っていないだろう。なぜわかるかというと、班によっては全員が大きな荷物を抱かかえているからだ。よって、フリーバッグを持っている仲間が一人でも確保できれば、スタート時点からかなり有利になる。

　不公平のようだが、世間に出れば理り不ふ尽じん、不公平の連続だ。

　フリーバッグを持てない者がいるから、公平を期すため全員持ってはいけない、とはならないのだ。たとえそれが親であっても、また友人の力であっても、己の持ち得た絆きずなや、培つちかった絆、それ自体が才能だという考え方だ。

　自分が持てないなら、持てる者を味方につける。また持っている者は、いかにしてそれを利用し、より自らの力になる人材なり、繫つながりなりを確保できるか、すべてが駆かけ引きなのだ。

　学校から約一時間、やがて僕達は広くひらけたところに出た。

　先頭をいく教師たちが立ち止まったところをみると、どうやらここが目的地らしい。

　空はあいにくの曇くもりだが、朝から降っていた雨は上がったようだ。

　うちのグループのリーダーは、ニーナである。

　彼女とアリスはさすがに二回目だけあって、すぐにキャンプに最適な位置を場所取りして目印の杭くいを打った。そして全員を集めるとそれぞれ指示を出していった。

　学校を出るときに紹しよう介かいを受けた、もう一人の男子上級生で名をマシューと言ったが、彼と僕は、石を積んで竈かまどを作り始めた。ちなみに彼は体術Ⅱクラスの拳けん士しであり、短剣術Ⅲの暗器使いである。見かけによらず物ぶつ騒そうな感じだ。

　まさか将来の夢は、アサシンとかじゃないよね？　今度こっそり聞いてみよう。

　エドガーと他の新入生たちは、数人掛がかりで協力してテントを立てていた。

　それにしても、教師からはなんの指示も説明もないんだね。

　普ふ通つうは目的地に着いたら、注意事じ項こうなど長いお話とかが入るものだが、さっと生徒たちを見回って点呼だけしたら、すぐに自分たちもテントの準備を始めていた。

　どうやら食事の準備も、寝ね床どこの準備も、手取り足取り教えてもらえるわけではなく、ましてや号令で一斉にやるのでもないらしい。各自の判断で、手順良くこなさなくてはならないというわけだ。

「ところで、これは何に使うんだい？」

　脇に置かれたそれが気になって仕方がなかったのか、マシューがそんなことを聞いてきた。実は、この竈作りにしても通常の作り方とはぜんぜん違ちがい、不思議に思っていたようである。キャンプなどで使う竈は、本来なら簡単なスープを温めたり、飲み物を作ったりする程度の小さなものだ。けれど僕は、わざわざフリーバッグにレンガ状に加工した石をいくつか持ってきてまで、かなり頑がん丈じように作ったのである。

　もう一つ用意したのは、そら豆のような特とく殊しゆな形をした、アレだ。

　そう、飯はん盒ごう。なんとか思い出しつつ作りました、だってキャンプだもの。やっぱやらなきゃだめだよね、飯盒炊すい爨さんでごはん！

　この世界で再会した米は、残念ながら干からびた状態だった。

　携けい帯たい食しよくというか、保存食扱いで倉庫などに保管されていたのだ。もちろんご飯を食べる地域はあるらしいけれど、この付近では米食は一いつ般ぱん的ではないらしい。

　それでも干からびた米、いわゆる干ほし飯いいがあるということは、生米もあるはず。当たり前だけど、あれは炊たいた米を干したものだからね。

　実は、探したら学校にありました。こういうキャンプや訓練実習などで外へ出るときの非常食を作るために、生米も保管されていたのだ。

　頼たのみ込んで作っているところを見せてもらったけど、炊くというより茹ゆでる感じだった。茹で上がりを、ざばーっとザルにあけた時は仰ぎよう天てんしてしまった。

　茹でごはん……なんとなく意味不明のショックを受けた出来事だった。

　というわけで僕は、米を研とぎに川までやって来た。

　さすがにキャンプ地に選ぶだけあって近きん隣りんにはちゃんと水場があった。この辺の奥地には雪が多く、標高の高い山もあるので川や湧わき水は、とても冷たく研ぎ澄すまされたように清せい涼りようである。先ほどまで降っていた霧きり雨さめのせいで、あたりはぼんやりと霞かすみがかかり、どこか神秘的な様相だった。

　不意になんだかおかしくなった。こんな神秘的なところで、米とぎ……。

「いやいや、米は正義！　霞を食べては生きていけないもんね」

　幻げん想そう的な風景に吞のまれたのか、ふいに世界に一人取り残されたような不ふ安あんに駆られ、埒らちもない独り言を言ったりした。さっきまでは、すぐ近くのキャンプ場から生徒たちのさんざめく声が聞こえていたはずなのに、いつの間にかあたりは静まり返っていた。

　──なんだろう？

　急に落ち着かない気分になる。

　てるてる坊主みたいな恰かつ好こうで、一人ぼっちで飯盒を持って立ちすくむ姿は、キャンプ場で迷子になった子供のようで滑こつ稽けいだったに違いない。でも、僕にしたらそれは笑いごとではなかった。それくらい訳のわからない胸むな騒さわぎがした。

　早く用事を済ませて帰ろう……。

　なんとも飽あくなきごはんへの執しゆう念ねんか、それとも思考が空回りしていたのか、僕はなんの疑問もなく米だけは洗う気でいた。

　水辺へとしゃがみこみ、飯盒の蓋ふたを開けて川の水で米を研ぎ始めた。じゃかじゃかと米をとぐ音と、川の流れの音だけが辺りに響ひびき渡わたる。

　ぽちゃん……。

　どこかで水音がした。

　明らかに川の音でもなく、米を研ぐ音でもなく、静かに凪ないだ水面みなもに水すい滴てきが落ちたときのような、そんな虚こ空くうに響く音。

　僕は、手を止めて立ち上がった。見み渡わたす限り、そんな水音がしそうな場所はない。ジャリっと無意識に河原の小石を踏ふんで後ずさった。その瞬しゆん間かん、いきなりチョビがギュッと頭を締しめ付ける。

「痛ッ？　いたたっ、なにチョビどうしたの、痛いよ」

　思わず立ち止まり、腕を上げて頭上のチョビを見ようと顔を上げた。

　……え。

　そのまま力なく、腕をゆっくりと降ろした。

「な、なに？　……なにこれ」

　上を見上げたまま、思わず呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　そこには先ほどまでのどんより曇った空はなく、雲一つない晴はれ渡った青い空が広がっていた。そして視線を落とすと、先ほどまで川が流れていた場所に、紺こん碧ぺきの美しい水を湛たたえた湖が横たわっていたのだ。

　恐おそろしいほど静まり返った鏡のような水面に、ふいに波は紋もんが広がった。

　一つの水紋が次々と重なり、まるでそこを誰かがつま先立ちで歩いているような、そんなかすかで軽かろやかな水面の揺ゆれ。

　明るい日差しを受けて波紋は金銀に輝かがやいて、あまりの眩まぶしさに目を眇すがめた。

『静かなる水辺に、むやみに近寄ってはいけない』

　どこからともなく言葉が聞こえた。僕は慌あわててあたりを見回した。だが、そこには相変わらず突つき抜ぬけるような青い空と、美しい湖だけがあった。

　声はスピーカーを通したような、どこか違うところから聞こえる感覚だった。そして不思議なことに、僕には何語かわからなかったのだ。今使っている言語でも、魔ま法ほう言語でもなく、ましてや日本語でもない。なぜか意味は頭でわかるけれど、音として聞こえてくる言葉はちんぷんかんぷんだった。

「……誰、なの？　それにここは」

『清らかなる流れもならぬ。岩いわ陰かげ、水みず陰かげ、人々の思考が行き交かう雑ざつ踏とうにも気をつけよ。今は、まだ時ではない……疾とく去ね、至要たる童わらわよ』

　声は質問に答える様子はなく、淡たん々たんとして続けた。

　重ねて口を開こうとしたが、突とつ如じよとして突とつ風ぷうに押し戻もどされた。直後、とんでもないめまいが頭を振ふり回し、平へい衡こう感かん覚かくを失ってその場にうずくまった。

　揺れる頭を抱えつつなんとか顔を上げると、広大な湖の中央、その水面に凜りんと佇たたずむ、たてがみをなびかせた獣けものの姿があった。

　その身は光に反射して色いろ鮮あざやかに輝いていた。




　はっとして飛び起きると、とんでもない頭痛が襲おそった。

「いッ？　つぅ、痛ァ……」

「馬ば鹿か、まだ寝ねてろ！　おまえ川辺で倒たおれたんだぞ、一体何があったんだ」

　思わず前のめりに蹲うずくまった身体からだを、エドガーが力ずくで引き上げて、ちょっと乱暴に寝しん台だいへと戻した。なんかちょっと怒おこってる？

　一体何がって……こっちが聞きたいよ。仰あお向むけに横になった状態のまま、あたりをぐるりと見回した。どうやらここは、救護室のようだ。今回のキャンプに同行してきた保健医のテントらしい。

「……川辺？　あっ！」

「なんだよ、大きな声をだして」

　再び起き上がろうとする僕の頭を、エドガーが片手でガシッと摑つかんで、ぞんざいに枕まくらへ沈しずめた。ちなみにチョビは、そんな扱あつかいをされても頭の上にしがみついている。

「米っ！　米は？」

　初めに聞くのがそれなのかよ、とエドガーは呆あきれたようにため息をつく。

「お前が持ってた変な鍋なべなら、ちゃんと持ってきたぞ。それよりちょっと待ってな、先生呼んでくるから」

　エドガーが呼びに行ったのは、例の獣人の保健医ユアンであった。慌てふためいて入って来て、何もないところで躓つまずいたりしていた。そんなに急がなくても……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　少し、問もん診しんしますね」

　エドガーやニーナ、アリスたちは、とりあえず外へ追い出されてしまったようだ。彼らは意識が戻るまでの間、交替で僕を診みていたらしい。意識が戻ったと聞いて、ニーナたちも駆けつけたのだが、とりあえずはユアンの問診が先だということだろう。

　正直なところ、語れることは少なかった。あまり覚えてないのだ。米を洗いに行ってたことは、はっきり覚えている。そのあとの記き憶おくがなぜかひどく曖あい昧まいな感じなのだ。

「じゃあ、いなくなっていた時のことを覚えていないんですね？」

「……はい」

　なんとなく、夢？　をみていたような気はするんだけど。

　ついぼんやりしてしまったのを、ユアンは心配そうに見つめて、気分はどうだとか、痛いところはないかと事細やかに聞いてきた。慌てて大丈夫と背筋を伸のばして元気アピールをしたが、なんだか物もの凄すごく緑色をした飲み物を出してきた。個性的な匂においがするそれを何とか飲み干すと、やっと納なつ得とくしたのか、ほどなく解放されたのである。

　事の発ほつ端たんは、僕が行ゆく方え不明になったことだった。

　おまけにそれを知らせに来たのが、正体不明の青年だったことから一時は騒そう動どうになったらしい。彼は王様がつけてくれた例の隠おん密みつである。モンフォール国王、直じき筆ひつの割わり符ふを持っていたことと、偶ぐう然ぜんエドガーが彼を見知っていたので身分は証明された。

　青年は目を離はなしてないと証言したが、それでも川に落ちた可能性もあり、ニーナをはじめ、班の生徒たちが下流にも降りたいと進言して大おお騒さわぎになった。

　もちろん教師陣じんは反対した。なぜなら、ここを離れればモンスターも出現する危険地帯が広がる大森林だ。すぐに学校へ連れん絡らくをいれて、きちんとした捜そう索さく隊を出すからと、暴走気味の生徒たちを宥なだめるのに必死だったらしい。

　ところが、学生と教師が押し問答になり始めた頃ころ、驚おどろくべきことが起こった。

　何かの偶然が重なって、全員の目が河原から離れたその一瞬、何事もなかったかのように僕がぼんやり立っていたというのだ。

　ほとんど覚えていないのが申し訳ない。

　僕は救護テントから出ると、皆みなに迷めい惑わくをかけたお詫わびをして、捜索に奔ほん走そうしてくれた同じグループの仲間には、重ねてお礼を言った。

　うやむやになった昼食の代わりに、この後の夕食は僕が作ると申し出た。

　キャンプと言えばカレーだけど、この世界にはカレーと呼べるものはなかった。ひょっとしたらあるのかもしれないが、身近には存在しなかった。唯ゆい一いつ、似たものと言えばハッシュドビーフっぽいものだった。なので、それをアレンジして、ハヤシライスもどきを作ろうというのである。

　実は、途と中ちゆうまで作った鍋を、そのままフリーバッグに入れてきた。魔法のカバンは、時間がほとんど経過しないので出した鍋はまだ温かい。飯盒がぶら下げてある竈の横に、足の長い五徳のようなものを置いて、さっそく鍋を据すえた。

「ねえ、リュシアン大丈夫なの？　さっきまで寝込んでたのに」

「ん？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、もうなんともないよ」

　あの騒さわぎからまだ半日、ハヤシライスはもともとお昼に披ひ露ろうするはずだったランチの食材だった。せっかく用意したお米と飯はん盒ごう、無む駄だにするなどとんでもない。心配そうなニーナの問いかけにも、どこかそっけない返答になってしまう。

　ニーナは、エドガーと僕を含ふくめた居残り組である。

　アリスを始め、他のメンバーは付近の森に小枝を取りに行っている。薪まきは支給されているものの、十分でない上に、燃やし始めは小枝があった方が燃えやすい。まだキャンプは始まったばかり、なんでも出来るときにやっておくに限るのだ。

　初日は、これからのキャンプの準備を整えることが最重要事じ項こうだ。

　そのため今日の食事は、持参のものを食べてよいことになっている。明日からはいわゆる自給自足、肉を食べたい者は獣を捕とらえて捌さばき、それが出来ない者は森で食べ物を探すことになる。唯一許されるのは、主食系の携けい帯たい食しよく、乾かんパンモドキに、干し飯などだ。なにも獲え物ものを得られない場合、残りの二日間それだけで過ごさないとならないのだ。

　寝込んでいる場合ではない、今日を逃のがせばハヤシライスは食べられない。

　なんとしてもホカホカご飯を食べるのだ。

　もとより炊すい飯はん器よりもおいしく炊たけると噂うわさの飯盒、ずっと前から試ためしてみたかったんだよね……ちなみにずっと前っていうのは、もちろん前世も含めてだ。

　しがない居候いそうろうの身分では、参加に金銭の絡からむキャンプになど行ったことがなかった。そして、社会に出た後はそんな暇ひまがなかったのだ。

　自じ慢まんではないが、この飯盒炊爨の手順は書物による知識のみだ。こうして暗唱できるほどに、飯盒やキャンプの知識が詰つめ込まれているのに、実行したことがない。自分のことながら、なんとも憐れん憫びんの涙なみだが滲にじむね。

　飯盒からは、やがて懐なつかしくもいい匂いが漂ただよってきた。

　かくして振る舞まわれたハヤシライスは、班のみんなに大好評だった。

　たっぷり作ったので、男子などはおかわりを何度もしていた。またなかにはご飯を食べる地方の生徒もいて、涙を流さんばかりに喜んでいた。

　うんうん、気持ちはわかるよ。

「ご飯って、美味おいしいのね」

　ホカホカご飯に舌した鼓つづみを打ちつつ、ニーナは上品にハヤシライスを食べていた。なんというか食べ方で育ちがわかるっていうけど、あれって本当だね。

「……私、食べたことあるんだけど、こんなじゃなかったわ」

　アリスは驚きを隠かくせないらしい。ぱくぱくと美味しそうに匙さじを口に運んでいる。

　それ、たぶん茹ゆでたご飯だったんだよ。

　一番最後まで食べるのを躊躇ためらっていたエドガーは、いつの間にかおかわりを皿にはみ出すくらいに山盛りにしていた。食べ方で育ちが……わからないね。

　ともかくハヤシライスは大好評で、僕も大満足だった。

　やっぱり自分が美味しいと思ってるものを、みんなが喜んで食べてくれるのは嬉うれしいよね。久々のお米のご飯は、凄すごく美味しくて楽しかった。

　夕食が終わると、明日の準備をして休むことになる。

　明日からは本格的な実習だ。ある意味とてつもなく自由だけど、何から何まで自分たちだけでやらなくてはならないサバイバルだ。

　お昼に少しだけ武術科の演習が組み込まれてはいるけど、班を二つに分けて順番に出席する形だ。なにしろ食料や燃料を調達したり、食事を作ったりと他にもやることはたくさんある。あ、そういえば。アリスに変に絡まれないように、うまく班分けしてもらえるようにニーナに頼たのんでおこう。

「さてと、後片付けはこんなものかな」

　全員で分担して洗い物を済ませ、僕も自分で持ってきた食器や鍋類などをフリーバッグにしまった。そして再び、カバンに手を突つっ込み取り出したのは自家製の石せつ鹼けん。それも固形ではない、サラサラの粉状のものだ。

「これ、早く試してみたかったんだ。やっとその機会がきたよ」

　そして巻物を三つ。水、火、風のそれぞれの魔ま法ほう陣じん。

　エルフの生活魔法の一つ、ウオッシャー。それにプラス、特製の粉末石鹼。自家製の石鹼をさらに加工して粉状にした物である。

　石鹼はあくまでもオプションだ。魔法だけでも十分に綺き麗れいになるのは実証済みだった。そこに石鹼を加えることで、どうなるかという実験である。別段いつでもできたが、どうせなら必要な時にやろうと準備してきたのだ。

　誰だれもいないテントの中に入り、さっそく巻物を展開させる。

　これはもう知っていたが、単体属性の複数魔法陣は縦に並ぶが、複数属性の魔法陣は平面に連結して並ぶのだ。三つの場合は三角形に展開する。エルフの生活魔法の特とく徴ちようは、一つの魔法陣が小さいことだ。もともと簡単な術式で成り立っているらしく、記述される呪じゆ文もんも少なく済むらしい。

　相変わらず光はまばゆいが、巻物は熱を発する間もなく綺麗に燃え尽つきるし、魔法陣もテントからはみ出ることもなく、問題なく魔法を発動できた。手のひらにのせた石鹼を巻き込みながら身体全体を一瞬だけ水流が走り、すぐさまシュッ！　と空気が抜ぬけるような音がして洗せん浄じようが終わった。

「うわあ、めちゃ気持ちいい！」

　見たところ石鹼の残りカスもないし、べたつきもない。これで長旅での最大（？）の難関、お風ふ呂ろ問題も解決である。身体を清潔に保つことは、なにも身だしなみを整えるだけが目的ではない。感染症しように、各地の風土病、他にもあらゆる雑ざつ菌きんなどから身を守ることにもなるのである。

　ついでなのでもう一つ、エルフの魔法で試したいものがある。カバンから、新たに二つの巻物を取り出した。

　それは、水を出すだけの魔法だ。

　案外これは画期的というか、すごい魔法である。なにしろ飲み水を出せるのだ。いつでもどこでも、魔力さえあれば。これがどれほどすごいことかわかるだろうか？

　なのに、一いつ般ぱん的でない理由はただ一つ。

　必要属性が、水と光だからだ。飲み水を使わないウオッシャ─は、光属性を使わないけれど、どうやら飲むための水には必ひつ須すらしい。

　人にとって光魔法は稀け有うな魔法なうえに、いわゆる五大魔法と、光、闇やみ魔法は、通常は同時に持つことがない。

　エドガーは、水も光も扱あつかえるのでこの魔法は簡単に使えるんだけどね。

「うわぁ、なにこれ」

　その水は、驚くほど美味しかった。

　例えば、ここの川の水はもちろん美味しいけれど、それとは違ちがう美味しさなのだ。おそらく、これは魔水の一種なのだろう。一般に出回っている魔水は錬れん金きん術じゆつで作るのだが、これは純じゆん粋すいに魔力だけで作る。もしかしたら錬金術に使われる魔水も、もともとエルフが作った魔水に近づけるために開発されたのかもしれない。

　病やみ上がりの僕は免めん除じよされたが、程ほどなく夜の見張りを決める夕礼に行っていたみんながテントに帰って来た。僕は、持参してきたお菓か子しを大きな木製の皿へと盛って、簡易テーブルへと運んだ。

「お帰り、ごくろうさま」

「ただいま、ちゃんと大人しくしてた？　……あら、これなに？」

　先ほどの魔水で淹いれたハーブティーを、人数分用意したカップに注いで行った。

「クッキーだよ、作って持ってきたんだ」

「く？　なんだって？　……あぃてっ！」

　エドガーが、ついでのようにつまみ食いしようとしたので、その手をピシャッと叩たたき落として「ちゃんと手を洗ってね」と注意した。

　まったくもう、エドガーはほんと学園生活に染まってるよね。今では、そこら辺のガキンチョと変わりゃしない。

　他の面々は、ニーナに倣ならって汲くみ水で順に手を洗って席についた。

「お菓子はもともと出すつもりだったんだけど、今日はみんなにも迷惑かけちゃったし、特別な水で淹れたお茶を追加したんだ」

　期待通り、特別製のお茶とお菓子は、皆の心を鷲わし摑づかみのようだった。

　ニーナなどはどこで買ったんだ、このお茶のブランドはどこだと迫せまった。襟えり首くびを手た繰ぐり寄せ、危あやうく顔がくっつきそうになる距きよ離りで詰め寄ってくる。

　えええっ？　上品な姫ひめ様さまどこいったの！

　茶葉は普ふ通つうのだし、クッキーは手作りだって言ったよね……く、苦しい。

「白状しなさい……あら？　なんだかリュシアン、いい匂においがするわね」

　ニーナは、僕の服や髪かみに鼻を近づけた。考えてみたら、まだ魔法陣で魔法を使うところを、彼女たちに見せたことはなかった。ニーナは、例のワーム襲しゆう来らいの際に人づてには聞いたとは思うけれど。もちろん彼女たちに隠すつもりはなかったが、ちょっと話すのを躊躇する気持ちはある。

　だって、ほら中二っぽいし……。

「ずるいわ、自分だけさっぱりするなんて」

　結局は白状させられたが、なにしろ巻物ありきの魔法だ。班の全員に、というには無理がある。なにぶん効率の悪いエルフ魔法なのだ。どうしても試したいというニーナに根負けした僕は「あとで一人で来て」と、仕方がなくこっそりと耳打ちした。

「……え？　あ、うん、わかったわ」

　なんとか納得した様子にホッとして、僕はお茶のおかわりの為ために、水の入ったポットを再び火にかけた。

「その水は、リュシアンが出したのよね？」

　お茶を飲みながらクッキーを頰ほお張ばっていたアリスが、やがて僕の手元を見ながら不思議そうに首を傾かしげた。どうやら、この便利な魔法がなぜ脚きやつ光こうを浴びないのか、不思議で仕方がないらしい。

「まず呪じゆ文もん魔法としては、使える人が極きよく端たんに少ないってことだね」

　人間にとって魔法とは剣けんや槍やりと同じで攻こう撃げき手段でしかなく、希少属性をもつ人物に、わざわざ水を作らせている余よ裕ゆうなどなかったのだ。

　それなら巻物はどうだろう。あれは、どんな属性でも使えるアイテムだ。

　しかし、前にも言ったが巻物はなかなかに高価なもので使い捨てである。しかも、その都度、二本ずつ必要で、当然だが魔力を持った魔法使いも必須である。学園では魔力持ちが普通なので忘れがちだが、現実には半数もいないのだ。これらすべての条件を揃そろえるよりも、水みず樽だる一つ持って行った方がやはり効率がいいのである。

「水と光じゃあねえ……現実的には、無理か」

　お茶のおかわりを待ちきれなくなったのか、アリスは自分でポットを取りにいって茶葉の入ったポットへと熱湯を注いだ。

「リュシアンも座ったら？　飲むでしょ」

　そういえば、ずっとホストとして無意識につっ立っていた。

　アリスの気き遣づかいに頷うなずいて、追加のクッキーの袋ふくろをフリーバッグから取り出すと、エドガーやニーナがいるあたりの隙すき間まに、簡易の椅い子すを割り込ませて座った。

「ありがとう、アリス、貰もらうよ」

　受け取った熱いお茶を、ふうふうと息を吹ふきかけて一口飲むと、ほっと息をついた。美味しい……自分が作った水ながら、本当に美味しいね。

　ここで一つ、ふと疑問が浮うかんだ。

　──誰が作っても、同じ味なんだろうか？

「ねえ、エドガーも水出してみてよ」

「……は？　なんで俺が」

　突とつ然ぜん思いついたようにねだられて、エドガーは戸と惑まどった。そう、エドガーなら巻物などなくても簡単にこの魔法が使えるのだ。

「出来ると便利だよ、ほらほら」

　いやだ、と相変わらず攻撃魔法以外に偏へん見けんを持つエドガーは、そっぽを向いてそっけない態度をとった。無む理り強じいする訳にもいかず、ちょっとしょんぼりとお茶をすすっていると、やがて大きなため息が聞こえてきた。やってくれるらしい。

　必要な呪文と術式を僕が教えると、たどたどしくもエドガーが呪文を唱えた。みるみるうちに澄すんだ魔水が木の器うつわを満たしてゆく。周りで見学していたギャラリーが「おお」と歓かん声せいを上げた。斯かくして、エドガーが作った水はさっそくみんなに振ふる舞まわれた。

「……うーん？　なんだろう雑味がある感じ」

「リュシアンのと比べると、ちょっと大味ね」

　男子たちは特に何も言わなかったが、ニーナを始め、女子たちはきゃっきゃとテイスティングをして、好き勝手に批評を始めてしまった。エドガーは、なんだかプルプル震ふるえている。ご、ごめんね、エドガー。なんか余計なことしちゃった。

「……うん、美味しい」

　なんだか素そ朴ぼくな感じがエドガーっぽくて、僕は好きだけどね。




　やがて夜も更ふけ、見張り以外の生徒はそろそろ就しゆう寝しんという時間になった。

　そんな時、エドガーとマシュー、そして僕たちがいるテントへと、ニーナがこっそりとやって来た。エドガーとマシューは驚おどろいた顔をして、ニーナの方は、他に人がいたことに微び妙みような顔をしている。

「えと……姫様、なにか？」

　マシューの問いかけに、ニーナはリュシアンの顔をみて「ちょっと、ね」と言葉を濁にごした。外で火の番をしていた男子二人もこちらを気にしているようだ。

　そういえばウオッシャーの約束してたね。あちゃー、夜はまずかったか……。

　慌あわててみんなに事情を説明すると、マシューなどは明らかにホッと息をついて、ニーナを招き入れ、気を利きかせたのかテントを出て行った。どのみち見回りの順番だから、と言ってそのまま行ってしまった。火の番の男子二人も、ちょっと気にしつつも、火元へ戻もどっていく。

　エドガーと僕、ニーナの三人になると、巻いてない状態の紙を三枚取り出した。普通の巻物のように装そう飾しよくはなく、芯しんもない。そしてそれは、まっさらの白紙であった。

「変わった巻物ね？　……あら、今から写生するの？」

「あ、写生は出来ないよ。スキルないからね」

　ニーナはびっくりしたように、何度も目を瞬またたかせた。

「ああ、そういや前に魔ま法ほう研究科の見学に行ったときに、スキルないからって門もん前ぜん払ばらいを食らいそうになってたっけ」

　そして、エドガーは余計なことを言った。軽くトラウマなんだからやめてよ。

「え、え？　じゃあどうやって」

「似たようなスキルを持ってるんだ、待っててね」

　真っ白な魔法紙を三枚並べて、魔法陣じんを頭に思い浮かべながら紙面を見つめた。やがてするするっと透とう明めいな筆で書かれたように、ほぼ一いつ瞬しゆんで魔法陣が現れた。「ええっ！　うそ」とニーナの驚く声がして、エドガーも思わず息を吞のむ中、僕はあっという間に三枚の魔法陣を書き終えた。

「な、なによ、コレ。聞いたことないわよ、こんなの」

　その魔法陣は、水魔法は水色、火魔法は赤色、風魔法は緑色で描えがかれていた。そのことに言げん及きゆうされて、初めて僕は普通に流通している巻物はすべて墨すみの色だったな、と吞のん気きに思い出していた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、普通に使えるから」

　そういう問題じゃなくて……とニーナは、呆あきれたようにため息をつく。

「ともかく、このエルフ魔法なんだけどね、さっきの香かおりの正体は、実はこの魔法のせいじゃないんだよ」

「え、そうなの？」

　いろいろ聞かれる前に、僕は話を強ごう引いんに戻した。はっきり言って、このスキルについては、聞かれたって今はろくに説明できないのだ。

　目もく論ろ見み通り食いついてきたニーナに、カバンから取り出した固形の石せつ鹼けんを手て渡わたした。これが自作であること、そしてこれを加工して使ったことを解説した。するとオリジナル石鹼に並々ならぬ興味を持ったニーナに、検分の為にと献けん上じようさせられた。

　……まあいいか、使うのは粉の方だし。

「服は脱ぬがなくていいの？」

「脱いじゃダメだよ！　ってか、やめてね、ほんと」

　びっくりした、ニーナってほんと僕のこと子供扱いだよね。

　エドガーはと言うと、今のやり取りでまずいと思ったのか、さっさとテントから出て行ってしまった。それもそうか、よく考えたらこれって女の子のシャワーを手伝うようなものではないだろうか。

「うーん、これってニーナに発動してもらった方がいいのかな？」

「別にいいけど、どうして？」

　粉末石鹼をニーナの手のひらにのせて、僕は手に持っていた巻物を床ゆかに並べた。意識してしまうと、なんだか急に落ち着かない気分になってきた。

「どうしてって、そりゃあ……」

　さっき出て行ったエドガーのことを思い出したのか、ニーナは僕が言いたいことがわかって、笑いを堪こらえるような顔をした。

「こうして服を着たままでしょうに……でも、そうね。ちょっと発動してみたいかも。貸してみて？」

「じゃあ、僕は外に出てるから」

　発動しやすいように三枚並べて手渡し、僕がテントを出ようとすると「あら？」と、すぐさまニーナの不思議そうな声が聞こえてきた。

「なに、どうしたの？」

　気を遣って振り向かずに答えると、ニーナは不満そうに訴うつたえた。

「発動しないわよ。これ」

「えっ、そんなこと」

　思わず振り向いた僕は、ニーナが間ま違ちがいなく並べられた魔法陣に触ふれているのを確かく認にんした。それなのに、彼女の言うようにうんともすんとも反応してない。

　……なんで？

　さっと見み渡わたしたが欠損してる様子はないし、へんなシワやヨレがあるわけではない。なぜ、発動しなかったのだろう？　ニーナが手をどけると、僕はすぐに詳くわしく確認しようと魔法陣に触れた。

「え、……きゃっ？」

「わっ……！」

　次の瞬間、いつものように巻物は眩まばゆく輝かがやき燃え尽つきると、瞬く間に魔法陣が平面に展開した。不発だと信じていた僕はもちろん、ニーナは突然現れた魔法陣に驚いて押し出されるように後ずさった。

　そして発動した魔法によって、ターゲットのニーナの身体からだには、余すところなく泡あわ々あわの水流が走った。着ていた服はもちろん、その中にまで入り込んで肌はだの隅すみ々ずみ、指の先までピカピカに洗い上げた。

「あっ、……やっ！　ちょ……く、すぐったいっ！」

　へ、変な声出すのやめてください！　ニーナさん。

　水流が皮ひ膚ふを撫なでる感かん触しよくがよほどくすぐったかったのか、ニーナは半ば笑いながら身体を捩よじっていた。僕はというと、もう突つっ立っているしか能がない。

「……あー、びっくりした」

　洗せん浄じようが終わると、ニーナは思わず座り込んだ状態で、艶つややかな黒くろ髪かみも、まるでお化けのようにざんばら頭状態だった。すぐに気が付いて慌てて手て櫛ぐしで整えると、流石さすがのキューティクルのおかげか、すぐにいつものお姫ひめ様さまヘアーに戻っていた。

「ごめんねニーナ、なんだか驚かせちゃって。本当に何だったんだろう？」

　尻しりもちをついているニーナに手を貸して立たせると、僕は今の失敗？　を謝りつつ、不思議そうに首をかしげた。

「リュシアン、今まで不発だったことってあるの？」

「ううん、思ったのと違うことはあっても、不発だったことはないよ」

　ニーナは人差し指を顎あごに当てて、うーんと考えてパッと顔を上げた。

「リュシアンじゃ……なかったから？」

「……え？」

「たぶん、私だったから不発だったのよ」

　そもそも巻物の便利なところは、属性が無くても、そして誰であっても発動ができることである。それが、僕にしか発動できないってこと？

　そういえば今まで他人に発動させたことがなかった、かも。

「そ、そうなのかな？」

「さっき見てたけど、リュシアンの魔法陣は、完全に自分の魔力のみで描かれているし、一いつ般ぱん的な魔水と墨で書かれている物とは別物なのかもしれないわね」

　ちょっと待って、これって魔法陣のテストとかで不合格になったりしないかな。とりあえず現実的な心配が頭をよぎった。いやホント、これ重要だから！

「それにしても、エルフの生活魔法って本当に便利ね。あんな無茶な属性仕様じゃなければ、すごく役に立ちそうなのに」

　ニーナは、自分からほんのり香る石鹼のいい匂においにニコニコである。

「……あ、でもこの石鹼はリュシアン作なのよね？　これもすごいわね、普ふ通つうの石鹼と全然違うわ。香りもだけど、肌がつっぱったりしないのね」

「リラックス効果のある花や、保ほ湿しつ効果のある薬草がブレンドしてあるんだ」

　この世界にも石鹼はあるけれど、お風ふ呂ろ文化はそれほど発達しておらず、少なくとも一般市民は毎日お風呂にはいることはない。そもそも石鹼などは、洗えればそれでいいという感じだ。驚いたことに、同じ石鹼を洗せん濯たくなどにも使っているという。ごく稀まれに貴族用に香りをつけた石鹼はあるが、その泡あわ立だちや保湿効果などに腐ふ心しんしているものはない。
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「だからこんなにすべすべ、しっとりするのね」

　ともあれ、ニーナには満足してもらえたようでよかった。

　明日からはいよいよ本格的な合宿が始まる。午後に行われる武術科の訓練以外は、すべて学生たちの自主的な狩かりと、あらゆる採集などの実習である。

　大変そうだけど、もちろん楽しみでもあった。食料確保のための題材は、まるでクエストのようで、ちょっとだけプチ冒ぼう険けん者しやの気分だった。




　キャンプ実習の朝は早い。

　生徒たちは、身だしなみの為ために川辺に集まっている。あんな冷たい水で顔を洗うなんて勇気あるよね。僕達の班は、昨日の夜に水を汲くんでおいたので、それなりにぬるまった水で全員顔を洗っていた。

「今日、訓練あるのはエドガーとマシュー……っと、うわ男子偏かたよったわね。午後からは女子ばっかりになっちゃうんだ」

　これで狩りはきついわね、とアリス。

「なんで？　僕も、今日は狩り班だよ」

　女子ばっかりとは心外な、とここはしっかりアピールした。

「リュシアンは、山菜狩がりの方に参加したほうがいいんじゃない？」

　長い黒髪を梳とかしながら、ニーナは張り切る僕に水を差す。

「なんで！」

「だって、昨日倒たおれたばっかりじゃないの」

「そうそう、だいたい午前中は俺たちだって狩りに参加するし、出番ないって」

　そんなのとっくに大丈夫だよ！　と反論する僕に、エドガー達男子組がさらに煽あおるように付け足した。まあ、心配してくれてるんだろうけど……いやいや、エドガーのは完全に揶や揄ゆだね。もともと病弱だったせいもあり、僕もつい過か剰じよう反応してしまう。

「ところでお前、さっきから何やってんだよ？」

　朝からお湯を沸わかしてごそごそやっている僕が気になったのか、手て拭ぬぐいを首にかけたエドガーが覗のぞき込んできた。

「ちょっ、エドガー！　しずくが落ちてるって、ちゃんと拭ふいてよ」

　手元を見ようとして顔を近づけたエドガーの額を、手の平でピシャッと叩たたくと「いてぇ…」と不満そうな声を上げた。最近、リュシアンって俺に遠えん慮りよないよなー、とかブツブツ言っているが、出会ってこのかた遠慮などしたことはない。語ご尾びに、ぼそっと俺の方が兄なのに、とか呟つぶやいたのも聞こえた。

「もう少し待ってて、すぐ出来るから」

　朝食の為に干ほし飯いいを、ちょっとでも食べやすくしようと調理しているのだ。昨日、川辺に行く途と中ちゆうで、少しだけ薬草を採集していたことを思い出して、即そく席せきのお粥かゆを作ろうと思いたったのである。ヨモギによく似た姿すがた形かたちで、効能もそっくりなそれを茹ゆでこぼして細かく刻み、お湯で戻もどした干し飯の鍋なべに入れる。この薬草は、実家の薬草園にもあったのですぐにわかった。薬草学、大事。

　なにしろ今日からは、自力で採集した物か、干し飯、乾かんパンしか食べられない。

　多くの生徒は、朝食は乾かんパンと水といったメニューだ。でも、朝はやっぱり温かいものが食べたいよね。

「リュシアンって、料理も上手よね」

「ホント、お嫁よめに欲ほしいわ」

　温かい薬やく膳ぜん粥がゆをテーブルで囲んでみんなで食べていると、ニーナとアリスはこぞって褒ほめちぎった。何言ってんだか、こんなの料理じゃないし。というか、これくらいで感心しているようでは、獲え物ものを取って来ても碌ろくな料理もできないんじゃ……と不安になる。

　でも考えてみたら、貴族の子息の多い学園の生徒の自じ炊すい力など、はっきり言って当てにするだけ無む駄だだよね。なんの頓とん着ちやくもなくサクサク獲物を捌さばいていたニールの、なんと頼たのもしかったことか。

　食事の後片付けが終わると、さっそく森へと出発した。

　午後から訓練のある男子チームと、武術科上位のニーナとアリス、それに僕が、森に入っての狩り組。あとは新入生を含ふくめ、薬草学を取っている生徒を含むキャンプ地付近の山菜狩りである。

　学園が張った結界の境界線はすこし曖あい昧まいではあるけれど、一時間以上歩かないと越こえることはないらしいのでおそらく大だい丈じよう夫ぶだろう。

「獣けもの道みちがあるわね。ほらここ見て、牙きばで削けずった跡あとがあるわ」

　さっそくアリスが、獲物の痕こん跡せきを見つける。確かに木の幹に数ケ所削れた跡がある。僕たちは獲物を探すため、出来るだけ静かに、風下になるように歩いて行った。

　すると、ちょっと遠くから人が騒さわいでいるのが聞こえてきた。

　どこかの班が獲物でも見つけたかな？　エドガーなどはそれに感化されて、ますます張り切ってガサガサと茂しげみに突とつ進しんしていった。

　こらこら、いきなり隊列をはなれるな、まったく仕方のないお兄ちゃんだ。

「ちょっと、エドガー。危ないわよ、いきなり突っ込まないでよ」

「イノシシと間違えられても知らないわよ」

　ニーナが上級生らしく無む謀ぼうな新入生を𠮟しかり、それにアリスが茶々を入れた、その時。

「逃にげろっ！　モンスターだ！」

　前方のエドガーを押しのけて、一人の生徒が血相を変えて叫さけびながら、転がるように茂みから飛び出してきた。

　モンスター？

　えっ、モンスターって言った!?　先ほどの生徒は、すでに逃げ去ってこの場にはいない。僕たちは、お互たがいの顔を見合わせて事の真しん偽ぎを図はかった。

　最初は悪戯いたずらかとも思ったが、すぐにその考えは打ち消された。その後、数人が飛び出してきて、そのうちの一人は軽傷ながら怪け我がを負っており、こちらに気が付くと、気が抜ぬけたように座り込んでしまったのである。

「モンスターが出たって本当なの？」

　未いまだ半信半疑のニーナだが、それも無理はない。なぜならここは、まだ結界内のはずなのだ。ぐったりと座り込む生徒に、僕はカバンから巻物を取り出して、すぐに魔ま法ほう陣じんを展開させた。軽傷の時に使う、初級回復魔法ヒール。傷薬でもよかったが、そっちは誰でも使えるので、いざというときの為に取っておいた。

　突とつ如じよ現れた魔法陣に、皆みなが驚おどろいて注目したが、その少年がぽつぽつと状じよう況きようを語りだしたので、すぐに意識はそちらに戻った。

「ほ、本当だ。かなりの大型で……見たこともない、奴やつだった」

　治ち療りようはしたものの、少年はまだぐったりしている。おそらく精神的なショックによるものだろう。彼により、与あたえられた情報は、モンスターが出現したのがここからそう遠くない川辺の近くということだった。彼らは、二班合同で川伝いに、上流を目指して歩いていたらしい。魚を獲とるつもりだったのだろう。

　まだ数人が逃げ遅おくれていること、現場でも怪我人が出ていたこと、散り散りに逃げたので皆の安否がわからないこと、などなど最悪な状況がわかってきた。

　先ほど飛び出してきたのはせいぜい十人、まるまる一班くらい逃げ遅れている計算になる。いや、散り散りにと言ってたから、ちゃんと全員逃げられた可能性もあるが。

　僕は少し考えて、辺りをゆっくり見み渡わたした。

「……隠おん密みつの人、いるよね？　出てきて」

　はっとなってニーナ達が、僕の顔を窺うかがっている。

　少しの間があって、小さく木の葉を揺ゆらし、一人の青年が目の前に現れた。

　今いま更さらだけど、本当に忍にん者じやみたいな人だ。薄うす茶ちやの短い髪かみの、つむじがすぐ下にあった。彼は片かた膝ひざを立て、顔を俯うつむけたまま黙だまっている。

「応おう援えんを呼んできて」

　端たん的てきに用件だけを述べた僕に、とっさに顔を上げ、開きかけた口をすぐに結んで「発言の許可を……」とだけ言った。いささか小さな声だったため、聞き返そうとすると、エドガーが「許す」って言えばいいんだよ、と促うながした。

　はい？　えっ、何それ、偉えらそう……つか、なんか恥はずかしい。でも、言わなきゃ収まらない感じだ。もう、とにかく時間がないって時に。

「……ゆ、許す」

　なんの羞しゆう恥ちプレイなの、これ。

　なんとか小声で呟くと、改めてゆっくりと顔を上げた青年が、今度は、はっきりと目を合わせてきた。瞳ひとみも薄うすい茶色だ。茶色系ではあるけれど、ここまで色素が薄いとなると、彼には魔力があるのかもしれない。

「私は、リュシアン様をお守りする為にここにいるのです。この場を離はなれるわけにはまいりません」

　まあ、想像はついた。とはいえ、この場でおそらく一番の適任は彼しかいない。

「貴方あなたの名前は？」

　意表をつかれたように、青年は思わず口をつぐんだ。

　すると、エドガーが肘ひじでつついてきた。

「名前は隠密の任務に就ついた時に捨てるんだよ、言わないとおもうぜ」

　コードネームのようなもので呼び合うらしい。もう、面めん倒どうくさいな。なんなの？　あの王様！　なんかの映画の見過ぎじゃないの……映画、ないけども。

「……僕たちは、これからキャンプ地へと引き返します」

　こちらのやりとりを見ていた先さき程ほどの少年は、咄とつ嗟さにハッとなって顔を上げた。開きかけた口を、けれど思い直して嚙かみしめるように閉じる。それは仕方がない判断だった。逃げてきた彼が、逃げ遅れた生徒たちを助けてくれなどと言えるはずはなかった。そんな彼の苦く悩のうを感じながらも、今ここにいる全員の安全を守るために目の前の隠密を見み据すえた。

「貴方にとって、これが命令違い反はんになるのはわかってる。でも、これだけの人数で引き返すとなるとどうしても遅れるし、なにより子供の足だ。助けを呼びに行ってくれれば、僕も含めて、全員の生存率が上がるんだ」

　膝ひざをついた隠密は、僕の言葉に少し考えて顔を上げた。

「……私のことは、ゾラとお呼びください」

　それに頷うなずくと、ゾラは消えるようにその場から立ち去った。

　はやっ！　本物の忍者だよ。ほとんど木の葉も揺らさずに、あっと言う間に木々の間に姿を消していた。

　ゾラっていうのは、たぶんコードネームなんだろうけどね……。

　何にしても助かった。まだまだ怪我人が飛び込んで来ないとも限らないこの状態で、このあと確実に助けが望めるという状況は心強い。

　さて、ニーナにアリス。呆ほうけてる場合じゃないよ、これから逃げないとね。




「みんな、荷物は最低限に。フリーバッグを持ってる人は、貴重品を預かってあげて」

　ニーナは武術科の上位成績者を前後に配置して、まだ戦せん闘とう訓練をしていない新入生を真ん中に守るような形で、出来る限り速足で前進させた。あれからさらに三人が加わって大人数になったグループは、迫せまりくる恐きよう怖ふと不安に隊列を乱しがちになる。

　加わった三人のうち、二人は先に逃げていった生徒だ。どうやら途中で恐怖のあまり動けなくなってしまったらしい。この調子では、また道中で何人かは拾いそうだ。

　何班かに分かれることも考えたが、その作業でさえ、今は時間ロスになる。大人数で動きづらくなりながらも、ニーナやアリスは隊列を乱しがちになる生徒たちを𠮟しつ咤たし、なんとか進んでいく。

　現場から逃げ出してきた少年少女は、時折後ろを気にするように振ふり返っていた。置いてきた友人たちを気き遣づかっているのか、はたまた追ってくるだろう魔物をおそれているのか。

「待って、リュシアン！」

　先頭を歩いていた僕は、後方のアリスの声に振りむいた。知らない間に、列がかなり伸のびていたようだ。かなり後ろの方で、彼女が大声で叫んでいる。

　どうしたのか聞くと、どうやら女の子が倒たおれたらしい。

　先頭をニーナに任せて、先に行くように促した。列を分断することは危険も伴ともなうが、少なくとも団子になってこんなところで立ち往生するのはもっとマズイ。

　ちょうどいいので、ニーナには少し身軽になってもらって新入生たちを連れて先行してもらうことにした。

「回復魔法をお願いしたいの。エドガーでは要領悪くて」

　あ、そういえばエドガーって回復魔法使えるんだったね。慌あわてて駆かけつけると、エドガーが幾いく分ぶん焦あせったような、拗すねたような顔をして少女を診みていた。

「何度ヒールかけても治らないんだ」

　ヒールは初級魔法だが、それでも少しは回復するはず。毒でも受けたのか？

「キュアは？」

「使えない」

「ん？　……え、使えないの？」

「……」

　うそでしょ、あれだけの属性と魔力があってなんで使えないのさ。いや、好き嫌きらいの問題じゃなくてね……仕方ないなあ、もう。

　僕はエドガーを押しのけて、少女の様子を確かく認にんした。座り込むように蹲うずくまった彼女は、異様に早い呼吸をしている。手足が震ふるえ、冷ひや汗あせがひどい。

「これは……、過呼吸かな」

　落ち着かせるように背中をさすりながら、驚かせないように優やさしく声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、息を吸い過ぎないでね。そう、落ち着いて」

　少女は、ようやく目を開けて僕を見た。おそらくアリスより年下くらいか、もしかしたら新入生かもしれない。

「深呼吸しちゃだめだよ……浅く吐はいて、少しだけ吸って。慌てなくていいよ」

　彼女は、先ほど逃げてきた生徒の一人で、おそらく魔物も目もく撃げきしている。話でしか知らない僕達の班とは違ちがって恐怖も段だん違ちがいの上、こうしていつ襲おそわれるかわからない状況で逃げ続けるストレスで発作を起こしてしまったのだろう。

「……もう、大丈夫？」

「は、はい……」

　彼女の呼吸が落ち着いたころ、カバンから青い液体の入った瓶びんを一つ手て渡わたした。

「歩ける？　……これを飲んでね、少しは元気がでるから」

　例の僕のオリジナル、特製ちょっとずつ回復薬だ。これは傷薬ではなく、体力回復の薬である。過呼吸のせいで気力が著いちじるしく落ちている彼女を歩かせるのは忍しのびなかったが、今は非常時なのだ。前を行くニーナのグループにも、あまり遅れをとりたくない。

「なんなんだ、魔法も使わずに治したのかよ？」

　薬を飲んだ少女が立ち上がるのに手を貸していると、様子を見ていたエドガーが不思議そうに聞いてきた。

「うん、過か換かん気き症しよう候こう群ぐんは魔法では治らないからね、たぶん」

「か、かん？　……なんだって」

　インターネットで情報が氾はん濫らんしていた前世と違って、ここでは調べたり習ったりしない限り知識は容易に手に入らない。グループに一人くらいは、医い療りように特化した者を入れた方がいいのではないだろうか？

　考えてみたら、回復魔クラスを取っている生徒は、あまり武術科にはいない。無属性を持っている人に魔法属性が無いってことが最大の原因だろうけどね。

「とにかく、ちょっとパニックを起こしただけだよ。もう大丈夫だから」

「なんにしてもすごいわね、リュシアン」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをして列に戻もどる少女を見送って、アリスは改めて感心したように僕の方を振り返った。

「別にすごくないよ。それより、急ごう。アリスは先頭をよろしくね、今度は僕が後ろから見てるよ」

　動き出した列の先頭をアリス、真ん中あたりにエドガー、そして後ろに僕で固めて、ようやく乱れた隊列を整えて出発した。十分ほど何事もなく黙もく々もくと列は進んでいったが、間もなく頭の上のチョビに変化があった。

　ギチギチギチ……。

　普ふ段だんは、重みも感かん触しよくも皆かい無むなチョビ。

　それが警けい戒かいするように、強きよう靭じんな顎あごを擦こすり合わせる例の音が響ひびいてきた。甘える声でもなく、構ってコールでもなく、ただそれは鳴り続けた。

　どうしたの？　と声をかけると、ぎゅーうぅっ！　と頭にしがみ付いてきた。

　あいたたたたたっ！　締しめ付ける痛みにたまらず、チョビの身体からだを下ろそうとした、その時だった。それは、すぐ頭上に現れた──。

　風を孕はらんだ重い羽音と共に、夜のような大きな影かげが、すくみ上った生徒たちに落ちかかってきたのだ。僕でさえ、ひととき呆ぼう然ぜんと凝ぎよう視ししてしまった。

　あれは、一体なんだ!?

　全身が羽う毛もうで覆おおわれた鳥のようなモンスター。

　木々を揺らす、巨きよ大だいな翼つばさの羽ばたき。

　そして、鋭するどいかぎ爪づめを持つ足には、何かがぶら下がっていた。

「あ、あれって……」

　悲鳴のような声を上げたのは、逃にげてきた合流組。

　あの足に捕とらわれていたのは、どうやら逃げ遅おくれた生徒のようである。

　人ひと質じち？　いや……、僕にはなぜかストンと納なつ得とくがいった。おそらくあれは魔力供給のための生いけ贄にえだ。そう、あの魔物はチョビと同じ幻げん獣じゆう。

　幻獣はこことは違う世界の住人だ。こちらの世界に来ると、魔力を持つモノから、のべつ幕なし魔ま力りよくを吸収するバケモノと化してしまう。今は、あの捕つかまえている生徒から魔力を奪うばっているのだ。魔力枯こ渇かつは、限度が過ぎれば時に死にも至る恐おそろしい状態である。

　早く助けないと……！

　投とう擲てき用ナイフの入った小型ケースを、ホルダーの付いたベルトへセットして、さらに巻物を取り出した。こんなことなら、中級くらいの魔法を仕込んどくんだった。

「リュシアン、どうする気なの！」

　混乱する生徒たちは、我先にと魔物を背に逃げ出したので、アリスたちも止めることが出来なかった。幸いモンスターが追いすがることはなかったが、一部の生徒たちは腰こしを抜ぬかして座り込んでいる。

　アリスやエドガーは、逃げ出した生徒たちには構わず、戦闘準備に入った僕のもとへと駆けつけた。

「あの子、意識がない。魔力を奪われて動けないんだ。助けなきゃ……」

「そりゃ、助けたいけどよ。こんな相手にどうやって」

　本当は逃げたほうがいいのかもしれない。でも、おそらく逃げても追いつかれて、あっという間に半数はやられるだろう。

　少なくとも座り込んでいる生徒は確実に餌え食じきだ。無む慈じ悲ひなことをいえば、その間に残りは逃げることができるかもしれないけれど……。

　考えても、最悪のシナリオしか思い浮うかばない。唯ゆい一いつの望みと言えば、だいぶ前に放ったゾラが、応おう援えんを連れて戻ってくることだが、どう考えてもまだまだ後のことだ。

　──どうする？　どうしたらいい。

　それまで品定めをするように、上空から見下ろしていた魔物が、ゆっくりと降下してきた。どうやら獲え物ものは決まったということだろう。

　迷わずまっすぐ、僕の元へと降りてきた。

　あ、だよね……もちろん、そうなるか。

　膨ぼう大だいな魔力量を持つ人間が、幻獣にとってどう映るのかは想像に難かたくない。とんでもないご馳ち走そうが、小さくて弱そうな器うつわに盛られているようなものだろう。それはもう、まっしぐらである。

「アリス、エドガー！　すぐに離はなれて。狙ねらいは僕だ」

「何言って……っ！」

「リュシアンは私が守っ……、わっ？」

　ごねるのも承知の上！　僕は、咄とつ嗟さに風魔法を使って、鳥の魔物もろとも彼らをその風で吹ふき飛ばした。もちろん攻こう撃げきしたのは鳥単体、エドガー達は余波で後ろへ弾はじかれただけである。

「固まってたら動きにくい。僕なら平気、周りから援えん護ごして」

　思わぬ反撃を受けて魔物は上空へと戻った。足に捕らえられている生徒は、その動きに振り回されているが、意識が戻る様子はない。

　おそらく、三人でこの魔物を倒すのは難しいだろう。本当なら時間稼かせぎが正解なんだろうけど、たぶんあの生徒はそれまでもたない……。

　魔物がまたすぐに舞まい降りてきて、今度はいきなり大きな嘴くちばしを開けた。

　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい金切り声が空気を引き裂さくように響き渡わたった。たまらず手に持っていた巻物を手放し、必死に耳を塞ふさぐ。霞かすむ目の端はしには、よろけて大たい剣けんを地面に落とすアリスと、ひざを折って蹲るエドガーが見えた。

　まるで脳みそを直接殴なぐられたような衝しよう撃げきに、危あやうく意識が飛びそうになった。それでもなんとか顔を上げたが、そこにはすでに大画面で鳥のアップが迫せまっていた。

　どんっ！　と、身体に衝撃が走る。

　大きな嘴で、押し上げるように上空に突つき上げられたのだ。

　小さく軽い身体は、踏ふん張ることすら出来ず、木の葉のように吹っ飛んだ。叩たたきつけられた大木は、メキリッと音を立てひび割れる。あまりの衝撃に息が止まったが、そのまま小枝を薙なぎ払はらい、ずり落ちながらもなんとか地面に足をついた。

　……いっ、痛ったぁ！

　嘴がみぞおちに入ったし、ぶつけた頭がグラグラする。無属性の防ぼう御ぎよがなかったら、ひびが入ったのは間違いなく背骨だっただろう。大木の中央部に亀き裂れつが入って、ボコッとへこんでいる様に、僕は思わずゾッとした。

　弾はずみで転げ落ちたチョビを拾い上げようとして「うっ？」と呻うめく。この感じは、肋ろつ骨こつがいってるかも……さすがに、無傷とはいかなかったようだ。

　魔物は更さらなる追い打ちをかけようと、再び上空から滑かつ空くうしてきた。

　うわっ、やば……！

　とっさにチョビを手に抱かかえ、身を丸めて意識を集中させる。

　無属性魔法を発動して身体能力を意識的に急きゆう上じよう昇しようさせた。たとえ弾かれても、これだけ防御力を高めれば大おお怪け我がはしないだろう。

　僕は、来るだろう衝撃に身を硬かたくしたが、衝撃は来なかった。

　その代わり、ズシャッ！　と何か重量のあるものが落ちた轟ごう音おんが響き、地面が大きく揺ゆれたのだ。びっくりして顔を上げた僕の目の前には、巨大な鳥のバケモノが重力に押しつぶされたように大地に張り付いていた。

　チョビの仕し業わざだと気が付いて、はっと我に返ったように鳥の周囲を確かく認にんする。

「チョビッ、やめて！　ダメだ」

　𠮟しつ責せきするような大声に、びくっと身体を揺らしたチョビは、すぐに能力を収め、戸と惑まどったように僕を見上げた。

「ごめん、怒おこっているわけじゃないよ……でも」

　押しつぶされた魔物の足には、いまだ生徒が捕らわれている。気を失いながらも、身を捩ねじって苦しそうに呻き声を上げていたのだ。

　チョビの魔法は、どうやら個別魔法ではなく、ターゲット付近全体にかかる範はん囲い魔法のようだ。あのまま魔物を潰つぶしていたら、生徒もぺちゃんこだっただろう。

　火か炎えん放射……もダメだ、生徒も真っ黒コゲだ。絶対零れい度ども同じ、全員カッチンコッチン間違いなし。全部が全体魔法か範囲魔法のうえ、おそらくチョビの魔法はコントロールさえ難しいだろう。その場にあるものを「すべて薙ぎ払え！」状態である。もちろん威い力りよくもとんでもないときている。

　……つ、使えないよ怖こわくて。

　チョビの攻撃によって地面に足をついたモンスターは、すでに魔力を絞しぼり尽つくした生徒を手放し、気を失っているアリスとエドガーの方へと移動した。とにかく魔力を吸収したい魔物は、すでに手あたり次し第だい状態だ。

　痛む胸を押さえつつ立ち上がって、急いで投擲用のナイフを抜いた。無属性の力を乗せて、連続で数本を魔物に投げつける。投擲用のナイフはそれほど上等の物ではないが、無属性を乗せたそれは普ふ通つうなら堅かたい木ですら深く突き刺ささるほどの威力だ。

　けれど、そのナイフは刺さるどころか分厚い羽に防がれ、ぽとりと地面に落ちたのである。

「なにそれっ！　つか、硬い！　いや、柔やわらかいの？」

　バウンドして落ちた感じだったので、直接攻撃は効きにくいのかもしれない。

「アリス！　エドガー！　起きてっ」

　その声に反応してアリスが目を覚まし、咄嗟に大剣を取った。エドガーも意識を取り戻し、頭を振ふっている。どうやら持っていたエストックは、どさくさで見失ったらしく、カバンから例のミスリル製のロッドを取り出した。

　よし、とりあえずは無む抵てい抗こうでやられることはないな。

　僕もすぐに態勢を立て直し、チョビを頭に戻した。まずは人命救助だ。急いで、ぐったりと横たわる生徒のもとへと駆かけ寄った。

　遠目でわからなかったが、どうやら女の子である。狩かり班ではなかったのか、戦せん闘とう用装備ではなくジャージ姿だった。所々が破れて、あちこち擦さつ過か傷しようだらけである。

　素す早ばやく脈を診みると少し弱いが、ちゃんと生きていた。傷に触さわらないように彼女を抱だき上げると、近くの大木の根元へ座らせるように寄りかからせる。

　かわいそうだけど、治ち療りようは後回しだ。とにかくこの場を何とかしないとね。

　案の定、アリスたちは逃げるので必死である。

　ただ一つの救いは、鳥の魔物だけあっていささか地上は苦手なのか、ドタドタと重い足音を立てながら不格好な動きになっていることだ。

　なんとか攻撃を避さけつつ、アリスたちは反撃を試みている。

　先ほども思ったとおり、やはり武器攻撃はほとんど効かないらしい。大剣の重い攻撃も軒のき並なみはじき返されているようだった。まともな手ごたえが感じられず、アリスはイライラしてる様子である。

　剣が無いエドガーは、それでも得意である光攻撃魔法を放っていたが、驚おどろいたことにその魔物の属性も光らしく、これまた思ったほどの効果を上げていなかった。

　チョビの攻撃が効果的だったのは、おそらく闇やみ属性だったからだろう。だが、こんな狭せまいところでチョビの魔法は、味方を巻き込むリスクがあるため使えない。巻物も手放してしまったため、とりあえずナイフを引き抜き、どう対処するべきか考えていた。

　闇属性の攻撃魔法を覚えていればよかったが、王都にも、残念ながら闇と光の攻撃魔法の魔法陣はなかった。

　魔物は、ままならない地上の戦闘を嫌きらい、アリスたちを羽ばたきで少し怯ひるませたあと、嘴くちばしを大きく開けた。

　また金切り声だ！　あれを食らったらしばらく動けなくなる。

　捨て身覚かく悟ごで体当たりでもしようかと身構えたとき、アリスも同じことを考えたのだろう。大剣を前に構え、身体強化を乗せて魔物の喉のど元もとに飛び込んだ。

「……えっ？　きゃっ」

　奇き声せい攻撃は不発に終わったが、その直後、アリスの身体からだは鉤かぎ爪づめを持つ足によって捕とらわれ、地面に縫ぬい付けられてしまった。

「ア、アリス！　……うわっ」

　とっさに助けようとしたエドガーも、邪じや魔まだとばかりに羽で押し出されて、地面に転がされた。しまった、アリスはほとんど魔力を持っていない。魔力を奪えないと知れば、魔物のとる行動は……！

　危き惧ぐは現実のものとなり、魔物はただ反撃してくるだけの厄やつ介かいな獲物にとどめを刺すべく、嘴を開けた。今度は金切り声ではなく、そこには光の粒りゆう子しが収縮していった。

　まさか、魔法!?

　手には小さなナイフ一つ、でも投とう擲てきは効かない、巻物もない。

　判断もへったくれもない。僕は脊せき髄ずい反射のごとく飛び出していた。素す早ばやくアリスを庇かばうように身を滑すべり込ませ、無属性の魔法レジストを最大に上げた。

　直後、魔物から光のリングのようなものが飛び出し、交差した腕うでとナイフで咄嗟に防ぐと、バッと光を弾かせてリングは軌き道どうを変えた。そのまま斜ななめに地面をえぐり、水平に滑りつつ数本の大木を薙ぎ払ってようやく消えた。

「……っ、アン！　リュシアンッ！」

　一瞬、意識を失っていたのか、アリスの叫さけぶような呼び声で目が覚めた。

　気が付くと、魔物は二発目を放つべく嘴に光を集めている。目の端に、起き上がったエドガーが杖つえを構えるのが見えたが、先ほどの様子を見るに、魔法の発動を止めるほどの攻撃は期待できない。くらくらと霞かすみがかかる茫ぼう洋ようとした意識の中、ゆっくりと光が収束する様を見み据すえていた。ダメだ、何とかしないと……。

　喉……、大きく開いた嘴の奥。

　いまだ朦もう朧ろうとした頭に、唐とう突とつにそれは鈍にぶく閃ひらめいた。

　何な故ぜかその時、僕は自分の行動をどこか別の場所で見ている気分だった。

　急速に魔力が高まるのがわかった。額の辺りに、魔力が集中してゆく。

　やがて視界には、赤い光で描えがかれた円陣が、静かにひとつ、またひとつと映りこんでいった。そこにはいつの間にか灼しやく熱ねつ色の魔法陣が五つ並んでいたのだ。

「──フレアショットッ！」

　無意識のまま、そう叫んでいた。術者の息い吹ぶきと共に魔力が魔法陣を貫かん通つうして、魔法が発動する。本来は全体魔法のフレアを、収縮、塊かたまりにしたことで、単体魔法としても群を抜ぬく破は壊かい力を備えた強力な魔法である。

　それと同時に、魔物の光のリングも発動された。

　至近距きよ離りで大きな力が交こう錯さくし、それらは激しく摩ま擦さつしながらすれ違ちがった。

　炎ほのおの弾だん丸がんは、間違いなく魔物の喉を貫通してその脳天を吹き飛ばし──そして、光のリングは、防御したナイフによって辛かろうじて軌道を逸そらし、その脇わきを掠かすめるようにして大地に突き刺さって光の粒子になって消えた。

　数秒の空白の後、魔物はゆっくりと後方へ倒たおれていった。

「な、なんだったんだ、今の？　巻物なしで魔法陣出てなかったか？」

　魔物を倒した魔法に、エドガーが興奮したように駆け寄ってきた。ようやく解放されたアリスも、頭を押さえながら起き上がった。

「……リュシアン？」

　──痛みはなかった。ただ、起き上がることが出来なかった。いまだ意識はぼんやりしていて、状じよう況きようがよくわからない。アリスが身じろぎすると、僕の頭も動いた。

　どうやら彼女の膝ひざの上に乗りあげているらしい。

　なんだろう、身体の下に温かい何かが伝って、気持ちが悪い……。

　直後、エドガーが何かを叫び、アリスの短い悲鳴が聞こえてきた。その時にはもう瞼まぶたが落ちて、声を出すことが叶かなわなかった。




　　　　＊




　アリスは、信じられない思いでそれを見ていた。

「ちょっと、やだ……うそでしょう？　目をあけてよリュシアン！」

「……くそっ、無茶しやがって」

　アリスの膝に、頭を半分預けた格好で意識を失っている少年の下には、大きな血だまりが出来ていた。少しだけ仰あお向むけにすると、出血の場所が分かった。ナイフを身体の前に構えていたので直ちよく撃げきは避けられたものの、どうやら脇わき腹ばらを掠っていたようだ。

　気を失っているのは、脳のう震しん盪とうと失血のためだろう。いつもは頭の上に陣じん取どっている従魔も、今はご主人様の横で右往左往している。

　そして他の居残り組のメンバーたちも、ようやくパニックから醒さめたのか、騒さわぎの中心に集まってきた。

「どうして、……どうしてこんな酷ひどい怪け我がを？　だって、さっきはあの攻こう撃げきの直撃を受けたって平気だったのよ」

　最初にアリスを庇った時のことである。

　魔法レジスト、無属性の防ぼう御ぎよである。確かにパッシブよりは威力を上げているようだったが、普ふ段だんだってかなりの抵抗力は発揮するはずである。それが、ほぼ無抵抗で受けたかのような深手を負ったのだ。

「そんなことより、治療。回復魔法、それか傷薬を！」

　次々に生徒たちが差し出したのは、下級傷薬ばかりだった。おそらく上級以上の薬を持っているとしたら怪我をした本人だけだろう。ただ、フリーバッグは盗とう難なん防止のため、普段は契けい約やく者しやしか取り出せないよう仕し掛かけがしてある。

「ああん、もうっ！　肝かん心じんな時にリュシアンったら」

　それでも、下級傷薬を目いっぱいに振りかけた。この程度では、おそらく一割も回復してないだろう。アリスは滲にじむ涙なみだを振り払はらいながら、イライラと意識のない怪我人に八つ当たりをした。

「魔法っ！　それで回復魔法は？　誰だれか使えないの？」

　全員が、一いつ斉せいに意識のない少年を指さす。

「ああーっ！　そうよ、そうだった！　もう、やだっ！　リュシアン」

　アリスはもう半泣きである。

　それでも、その手は傷口を手て拭ぬぐいで強く押さえ、なんとか意識を取り戻もどそうとピシャピシャと頰ほおを叩たたいていた。なにしろ致ち命めい傷しように近い傷をうけ、おそらく無属性の自動回復も追いつかないほど出血も多く、このままではショック症しよう状じようを起こしかねない状況だ。

「俺が、やってみる……」

　真っ青を通り越こして、顔面蒼そう白はくのエドガーが、自信なげに名乗りを挙げた。

「エドガー？　でも……」

「やらないよりはマシだろ、試ためしてみる」

　アリスの近くにしゃがみこみ、エドガーは慣れない様子で呪じゆ文もんを唱え始めた。

「癒いやしの風よ、女め神がみの息吹……、ヒール」

　初級風魔法のヒール。

　回復系魔法使いが圧あつ倒とう的に少ない理由は、熟練度を上げにくいことにある。実際に治療しないと、経験値を積んだことにならないからだ。戦争でも起きない限り、回復魔法の使い手は医い療りよう関係者くらいにしかなれないが、その地位は薬やく剤ざい師しに押され気味である。もちろん回復魔法が薬に劣おとっているわけではなく、現実的に難しいというだけだ。

　実際、過去に生み出された回復魔法の数々は、時として神の領域を冒おかし、生の理ことわりさえも歪ゆがめてしまいかねない代しろ物ものもあったという。

　モンフォール国王をはじめ、エドガーの母親が、何としても息子むすこに回復魔法のエキスパートになってほしかった理由もそこである。エドガーが覚えられるであろう治ち癒ゆ魔法をもってすれば、確かに戦争には役に立つだろう。でも、だからこそエドガーは覚えたくなかったし、大人の思い通りの道具にされるのもごめんだった。

　──だけど。

「ヒールッ！　……女神の息吹、ヒールッ！　癒やしの……っ、くそっ！」

　熟練度が上がれば、無む詠えい唱しようだって可能な初級魔法。それをエドガーは、いちいち詠唱しないといけない上に、発動される魔法も下級傷薬と大差ない。いくら重ね掛がけしても、たかだか知れているのだ。

「くそっ……、クソは俺だ！　くそったれ、なんでもっと回復魔法を勉強してなかったんだよっ」

　傷口を押さえる手拭いはすでに重く濡ぬれ、端はしからポタポタと血が滴したたっていた。

　アリスを手伝い、チョビもまた健けな気げに傷口を覆おおう手拭いを押さえ、後ろ足で踏ふん張っているが、まだ血が止まらない。

　とにかく、早く傷口を塞ふさがないと。エドガーは、気ばかり焦あせって、先ほどから簡単な詠唱さえ嚙かむ始末だ。魔法に加え、アリスは口からも薬を何とかして流し込んだ。意識のない相手には難なん儀ぎだが、飲む方がいくらか効果は高いからだ。

　そして、どのくらい奮ふん闘とうしていただろうか、少年の瞼がかすかに震ふるえた。

「あっ！　リ、リュシアンっ？　リュシアン！」

　碧みどり色の瞳ひとみが、ゆっくりと瞬またたいた。まだ意識ははっきりしないのだろう、その視線はどこにも焦しよう点てんを結ばず、ぼんやりと揺ゆらいでいた。

「リュシアン、だめよ！　寝ねないで、こっちを向いて」

　必死の問いかけに、ようやく微かすかに意識が浮ふ上じようしたのか、その双そう眸ぼうには、泣きべそをかくアリスが映し出されたのである。




　　　　＊




　……あれぇ、なんで膝ひざ枕まくら？　これってどんな状況なの？

　なんだったっけ？　なにが……あったっけ。てか、なんでエドガーもアリスも泣いてるんだよ。
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　それにしても、ああ……とにかく眠ねむい。

　寒い……。

　ほとんど無意識に身体からだを起こそうとして、声にならない悲鳴を上げた。

　しかも、一ミリも動けてない。

　──痛っ、くぅ……そか、な、るほど。ちょっと思い出した。

　なんとか、首だけ動かして怪我の度合いを確かく認にんし、努めて冷静に状況を判断した。取りあえず分かったことは、血が流れ過ぎてるってことだ。

　ヤバイ、失血のせいで寒いし、眠い……ホント眠い。

「ぼ……僕、のカバン取って」

　頷うなずいたアリスだったが、エドガーが「俺が……」と言って立ち上がった。

　カバンを探すようにきょろきょろするエドガーより早く、チョビがその場から飛ぶように走っていくと、草むらに飛び込んだ。

　すると目にもとまらぬ速さで、すたたたたっ！　とカバンの肩かた掛かけベルトを銜くわえて引き摺ずってきた。近くにいた他の生徒が手伝おうとしたが、がちんっと嚙みつくように威い嚇かくされて、結局そのカバンは地面を散々引き摺られて、僕の手元へと運ばれた。

「あり、がと……チョビ」

　アリスに身体を起こしてもらい、僕はカバンごとチョビを膝に置いた。チョビは、すぐにいそいそと腕うでから肩かたへ、そして頭の定位置へとおさまり、それでも心配そうに首を伸のばして上から覗のぞき込んでいた。

　座る姿勢を取るのも一苦労で、一息ついた途と端たん、眠ねむ気けと寒気が襲おそってきた。

　ああ……、眠い。

　油断すると……ダメだ。目が、くっついちゃ……う。

「リュシアンッ！」

　あっ……、はい。寝てマセン。

　睡すい魔まに負けそうになると、途端にアリスの悲鳴のような𠮟しつ責せきが飛ぶ。

　慌あわてて、カバンを探さぐった。血に濡れた手を突つっ込むのは憚はばかられたが、この際そんなことは言ってられない。すぐに自作の傷薬と回復薬、それと回復魔法を念写した巻物を取り出した。万一の為ために用意してきたものだ。まさか自分が使うとは思わなかったけどね。

　苦く笑しようしつつも上級傷薬をまず手に取り、力の入らない手で蓋ふたを四苦八苦して開けようとしていると、エドガーがひったくるようにして取り上げた。

「……貸せ。どっちだ？」

「まず傷薬、赤いやつ。そのあと、回復薬青いやつで……」

　いずれも上級判定のものだ。ケチらずに特級持ってくりゃよかったよ。

　エドガーは乱暴な手つきで瓶びんの蓋を引っこ抜ぬくと、その辺にポイっと捨てた。

　こらっ、その薬くすり瓶びんは使いまわすんだから、蓋捨てんな！　しかし、今は残念ながら怒おこる元気がない。

　無理矢理に口に突っ込んでくる薬を、僕は何とか苦労して飲み込んだ。

　マ、マズイよう……ただでさえ飲み込むの辛つらいのに、エドガーはお構いなしに続けて回復薬の瓶も口に突っ込んで来た。

　できればアリスにやってほしかったよ、エドガー乱暴なんだもん。

「これ、エドガーに発動してもらう？」

　巻物を手て渡わたしながら、アリスは気がかりそうに声をかけた。できたら誰かにやってもらいたいけれど、自作の巻物が自分にしか発動できないことは、昨日わかったばかりの事実である。そういや知ってるのはニーナだけだったね。

　首を振ふって、僕は巻物を受け取った。

　とりあえず、薬のおかげで大分楽になった。身体が回復してきたことで、徐じよ々じよに無属性のパッシブも活性化してきたようだ。

　僕には、今回の事態の理由がなんとなくわかっていた。

　念写のスキルを使っているとき、きっと他の魔法やスキルは一いつ切さい使えないという縛しばりがあるのだ。一時的にすべての能力が、スキル発動に切り替かわるのだろう。

　巻物への念写という、基本的に安全な場所でのスキル発動だったため、いままで気が付かなかった。ところが今回に限ってどうした訳か、以前いくら挑ちよう戦せんしても不可能だった宙に描えがいた魔法陣じんによる発動がうまくいき、それがかえって危険を招く結果になってしまったのである。

　よくよく考えてみれば、呪文の難点である熟練度や属性を度外視した魔法陣の、その良いとこのみを取って、リスクだけをことごとく無視したような念写である。

　毎回できるわけではないが、今回のように巻物不要ともなれば、発動のスピードさえ呪じゆ文もん魔法を上回ることになる。

　──それなりの難点でもないと噓うそだよね。




　武術科恒こう例れい、新年度合同キャンプ実習は中止となった。

　あの後、ゾラにより学園にもたらされた情報で、急きゆう遽きよ、救護班と討とう伐ばつ隊が組まれ現地に送られた。結果的には目的の魔物は倒たおされた後だったが、諸もろ々もろの後始末には大いに役立った。なにしろ生徒たちはバラバラに逃にげていたので迷子が続出し、しかも結界外まで飛び出した生徒もいたらしく、魔物討とう伐ばつもあったらしい。

　これは後で聞かされた話だが、キャンプ地でも騒そう動どうが起こっていた。

　僕達が遭そう遇ぐうした魔物ほどではなかったが、見たことがない魔物が数すう匹ひき現れ暴れていたという。武術科の教師陣が総出で、しかも一部の討伐隊も協力して、なんとかそれを撃げき退たいするに至ったという。小型で強さもそれほどではなかったが、魔力を吸収する魔物だったというから、それなりに苦戦したらしい。

　そして僕は、自ら巻物を使った中級回復魔法により傷はほとんど癒いえたが、そのあとの記き憶おくはぷっつりと途と絶だえていた。どうやらそのまま眠ってしまったらしく、気が付いた時にはすでに学校に戻っていたのである。目が覚めると、そこは見慣れた寮りようの部屋ではなく、前にも来たことがある医務室のベッドだった。

　寝起きはとにかく最悪だった。身体は重いし、あちこち痛いし。

　……この感じ、嬉うれしくはないが懐なつかしい。

　三日位徹てつ夜やして、ちょっとだけ仮か眠みんを取った時に似ている。全然疲つかれが取れない上に、寝る前より余計に辛い、みたいな感じ。

　なんかもう……結論から言うと、あれだ。酷ひどい目にあった。

　キャンプなんて碌ろくなことないね、楽しみにしたのにひどいよ。

　初めてのキャンプは、こんな感じで散々な結果になった。なかなか起き上がる気になれず、白い天てん井じようをぼーっと見つめていると、いきなりチョビが頭から移動してきて、ズカズカと顔の上を歩いてきた。

　視界がチョビ一いつ杯ぱいになって、びっくりして飛び起きる。

「わっ？　こ、こら……どこ歩いて、チョビ」

　軋きしむ身体を起こすと、チョビが顔からコロッと落ちたので、慌てて掬すくうように広げた両手でキャッチした。上から見下ろす僕を、チョビの丸い瞳がじっと見上げて、やがて手のひらに自じ慢まんの角をごりごりごりごりと擦なすり付けた。心配したんだからね！　とでも言っているようである。

「いたたっ、ごめんね……チョビも不安だったよね」

　黒くつぶらな瞳が気のせいかうるっとして、すぐにプルプルっと首を振ると、小さな黒い羽を広げて飛んだ。チョコンと肩に乗ると、嬉しそうにゾリゾリと頰ほおずりをする。

「あ、ちょっと待っ、それ痛いから」

　ほっぺは痛いからやめて、とチョビを摑つかもうとしたが、すぐに頭によじ登って、今度は髪かみをもみくちゃにし始めた。そうかと思うと、また手のひらに戻もどってきて……と、捕つかまえる隙すきも無いほど忙いそがしく往復して、目いっぱい甘えモードだ。

「あははっ、痛いよチョビ」

　じゃれついてくるチョビに、少しだけ元気を貰もらったような気がした。

　下手を打って怪け我がをして、楽しみだった行事にケチがついて、ちょっとだけネガティブな気持ちに傾かたむいていた思考が、ようやく浮上してきた。まあ、今回はスキルの欠点がわかっただけ、収しゆう穫かくだったと思おう。

　そして、ふと視界の端はじっこに何かが映った気がして、目線をベッドの脇わき……、その下に向けた。

「──ファッ？」

　思わずチョビを放ほうり投げそうになった。

　そこには、顔を俯うつむけたまま静かにひざまずく隠おん密みつゾラの姿があったからだ。無言のままピクリとも動かず、まるで置物のようにその場に控ひかえていた。

「び、びっくりした。今日は姿を消してないんだね」

　いつもは表に姿を現さない隠密。しかも、ここは学校内だ。通常なら護衛も外れているはずである。こんなに堂々と出てきていいのかな？

「……」

「ゾラ……？」

　名前を呼ぶと、ぴくっとようやく反応した。

　あ、もしかして……。

「こっちに来て、事情を話して」

　すると、すくっと立ち上がってベッドの間近に進み、その場で顔を伏ふせて小さく会え釈しやくした。よく見ると、ゾラの瞳ひとみはいわゆるオッドアイだった。屋外の陽ひの下では薄うす茶ちやの瞳に見えたが、片方は金色でもう片方は明るい茶色、なんだか猫ねこみたいだ。そして馬ば鹿かみたいに背が高い。いや、これは自分が子供だからそう感じるだけかもしれない。なにしろチビだからね……自分で言ってへこむけど。

「リュシアン様、お加減はいかがですか？」

「平気、すっかり元気だよ。どのくらい寝ねてたのかな」

　強がりも半分ではあったが、僕はあえて吞のん気きに答えた。瞬しゆん間かん、ゾラの眉まゆがピクリと跳はね上がったのがわかる。いつもの無表情のままなのに、なんとなく怒ってるっぽいのが伝わってきた。え、なにか癪しやくに障さわった？

「……五日にございます」

「へぇ……え！　い、五日っ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

　僕のあまりの驚おどろきように多少は溜りゆう飲いんが下がったのか、ゾラの眉まゆ尻じりは通常に戻った。

　思わずあたふたしてベッドから降りようとしたところを、当然ながら即そく座ざにホールドされて、ベットに押し返された。

「落ち着いてください、そんな恰かつ好こうでおいでになるつもりですか？」

　ため息交じりにそう忠告して、ゾラはサイドテーブルに用意されていたポットから冷たい水を注ぐと、コップを手渡してきた。

「あ、いや……うん、ありがと」

　水を受け取りながら、改めて自分の恰好を顧かえりみると夜着のままだった。寝起きで喉のども渇かわいていたので、僕は素す直なおにその水を飲んだ。

　……あ、これエドガーの水だ。

　きっと、何度もお見み舞まいに来てくれたのだろう。みんなにも心配かけちゃっただろうし、後でちゃんと謝らないと……。

　おとなしく水を飲んでいると、ゾラは先ほど蹴け散ちらした掛かけ布ぶ団とんを丁てい寧ねいに整え、ベッドに座る僕の膝ひざへかけなおしてくれた。お母さんみたいだね……言わないけど。

「……ところで、どうして表に出てるの？」

　先ほどの質問を繰くり返す。

「嫌いやがらせでございます、リュシアン様」

　思わずゴホッと水をこぼしそうになりながら「はっ？」と聞き返した。

「私に命令違い反はんをさせた上に、無断でお怪我までなさいました。これからは、ぴったりとお傍そばについて、片時も離はなれぬ所存にございます」

「え、いや……そ、それは、ちょっと困る、かな」

　確かに迷めい惑わくをかけちゃった自覚はあるけど、あれは仕方がなかったというか……。

「冗じよう談だんです」

「は？　え……なに」

　ええっ！　じょ、冗談とかいうの？

　呆ぼう然ぜんと固まった僕から、空になったコップを受け取ると、ゾラは別に用意してあったテーブルの桶おけから手て拭ぬぐいを掬い上げ、硬かたく絞しぼって手渡してきた。その表情は相変わらず無表情なまま、ピクリとも動いていない。手て際ぎわが良すぎて、逆にコワい。

「実は陛下より、リュ……いえ、殿でん下かの隠密を外されることとなりましたので、ご挨あい拶さつに参りました」

　呆ほうけたまま受け取った手拭いで顔と手を拭ぬぐいつつ、ゾラの話を聞いていた僕は、またしても驚いて、ポトッと手拭いを落っことしてしまった。

「落ちました、殿下」

　膝に落ちた手拭いを素早く拾い上げ、ゾラは流れるような動作で、すぐに桶の水で洗って再び差し出してきた。ホント気が利きくね、って……そうじゃなくて！

「な、なに？　どういうこと、なんで」

「先日のことは、私から報告させていただきました」

　当然、例の合宿での一連の事件のことだろう。恐おそらくは、その前日に起こった数時間の失しつ踪そうも含ふくめ、諸もろ々もろ全すべてのことだろう。

　この世界の手紙や荷物は、郵便のような業種をになう商会によって運ばれたり、冒ぼう険けん者しやを雇やとって運うん搬ぱんさせたりすることが一いつ般ぱん的だが、王おう侯こう貴族など一部の例外として、高価な魔石を使う方法もある。

　文字のみの通信になるが、ほぼ一瞬で相手に届けることができるのだ。

「持ち場をはなれ、殿下にお怪我を負わせたことを、大変ご立腹され……」

「なにそれっ！　いや、あれは僕が……だって」

　ゾラの言葉を打ち消すように口を挟はさんで、すぐに首を振ふって言葉を切る。ここで誰だれが悪いかを争っても仕方がないのだ。そして、改めて口を開く。

「確かに、命令違反がいいとはいわないよ。規律があるのもわかる。でも臨機応変が出来ないのはもっと悪いよ。それならロボットでも傍に置いとけばいい」

　もちろん考え方はそれぞれだし、組織のありようもそれぞれだろう。下は考える必要がないと、人格を無視した命令がまかりとおることもあるし、それが正しいとされることもある。僕も自分の考えを曲げるつもりはないが、人によって正しいことが一つではないのも事実なのだ。

「ろぼっと？　は、わかりかねますが……陛下は、私の進退のことは、全て殿下にお任せになると仰おおせでした」

　ん？　あぁ……なんだそういうことか。力が入っていた肩かたを、すとんと落とした。

　──要は、試ためされているのは僕、と。

　なるほどそうなるわけか。……ムカつく、あのちょい悪オヤジ、ムカつく。

　そうだよね、本当にやめさせる気なら、わざわざ挨拶なんてさせないで、勝手に替かえれば済むだけの話だ。それをチクチクと負い目を感じさせることで、これを期に隠密をこちらが望んで認める感じに仕向けたというところか。

　今回のことで、ゾラは王を介かいした隠密ではなく、直属になるという形らしい。基本的には何も変わらないけれど、これからは「護衛なんて必要ないよ」と軽々しく言えなくなったことは確かだ。そうなったら、ゾラは即座に首切りだからだ。

　またしてもあの王様にしてやられたようだ。とはいえ今回は心配かけたみたいだし、大人しく茶番に付き合うしかないだろう。

　けど、腹立つね。エドガーじゃないけど、反はん抗こう期になりそう……。

　ちなみに、あの日の魔ま物ものたちの死し骸がいは、学園内にある研究機関に運び込まれ解かい剖ぼう調査されているらしい。想像していたように、幻げん獣じゆうであるのは間ま違ちがいないとのことだ。ごく稀まれに召しよう喚かんされて幻獣が現れることはあるが、その場合は召喚した者が養うことになるので、あのように暴れることはあまり例がない。

　理由はわからないが、恐らくあの光の鳥がこちらに迷い込んで来た際に、他の幻獣たちも引きずられてこちらになだれ込んで来たのかもしれない。

　この時は気が付かなかったが、そもそも光の鳥さえも、何かに引き込まれたのだとしたら、あの時、一番最初にあちらに踏ふみ込んだのは誰であったのか、当然そのことを考えるべきでもあったのだろう。




　起き上がれるようになると、すぐにエドガー達が面会に来てくれた。

　当然というか、その後が大変だった。結果的に先行させてしまったニーナに、現場に居合わせられなかった恨うらみ言をくどくどと聞かされ、アリスやエドガーは再会するやいなや、泣いているんだか怒おこっているんだか競きそい合うように文句を言われた。

「リュシアンの能力のこと、もっとちゃんと聞かせて貰うわよ」

　ニーナにそう釘くぎを刺さされ、エドガーもアリスもぶんぶん頭を縦に振っている。

　確かに、今回のことでわかったこともあるし、この三人とはこれから一いつ緒しよに行動することも多いだろうから、知っていて貰った方がいいのかもしれない。

　そして数日後、ようやく保健医の許しも出て、登校が許された。

「もう出てきて平気なの？　昨日まで、医務室にいたでしょう」

　席に着いた途と端たん、ニーナがさっそく駆かけ寄って来た。ここへ来るまでに、すでにエドガーやアリスを含め、幾いく人にんかの友人たちによってさんざん同じ質問をされていたので、流石さすがに辟へき易えきとしてため息をついた。

「昨日の夜には寮りように戻ったよ。もうぜんぜん平気だしね。というか、僕はこんなに休むつもりなかったんだよ」

　お見舞いに来たニーナ達を部屋に返した後、すぐにでも寮に戻ろうとしたら、保健医のユアンに目くじらを立てて𠮟しかられた。傷はもともと治っていたし、こうして意識も戻もどったのだから構わないのではないかと思ったのだが、曲りなりにも専門家の言うことだから従うしかなかったのである。

　寝すぎて却かえって調子悪い。身体からだが固まって、痛いし……。

　それに久々に教室に来てみると、にわかに騒ざわめいて周りの視線が集中した。今も、めちゃめちゃ見られてるが、今回に限ってはニーナのせいではない。

　理由はわかっている。キャンプでの戦せん闘とうや治ち療りようの際に、幾いく度どか披ひ露ろうした魔法陣じんを派手に展開しての魔法が噂うわさになっているのだ。例のお見舞いの際に、事前に聞いて知ってはいたが、思った以上に興きよう味み津しん々しんのようだ。とにかく目立ってる。

　もっとも見ていた人数は少ないので、いろいろ尾おひれのついた憶おく測そくや、デマじゃないかと信じていない者など、興味のありようはそれぞれだ。

「はっ、ちょっと目立っただけで時の人かよ。いいご身分だな、おい、魔法陣も書けないゴミのくせに」

　そしてお馴な染じみ、いつもの挨拶をしながらのダリルくん登場である。この憎にくまれ口もちょっと久々だね。

　そっか、あの時は武術科の合宿だったからいなかったのか。

　それにしても魔法陣を一瞬で書いちゃったから騒さわがれてるのに、噂の内容は知らないのかな？　あ、教えてくれる友達いないんだね……。

　うんうんと、どこか優やさしい目をしてダリルを見た。

「……てめぇ、なにかわいそうなものでも見るような目してやがんだ」

　無む駄だに察しの良いダリルが、例のごとく摑つかみかかろうと身を乗り出したが、ニーナが止めるまでもなく、教師が教室に入って来た。

　魔法陣クラスの授業はまだ始まったばかりで、提出したテーマでの研究などはもう少し先になる。まずは新入生の実力テストともいえる魔法陣の書き方や、発動という基き礎そ力の測定があり、課題研究とは別に写生の熟練度上げなどの、普ふ通つうの魔法陣に関する授業が行われるのだ。

　どうやら休んでいた数日の間に、新入生の能力値の確かく認にん、順位付けなどのテストはあらかた終わっていたようで、僕はそのテストを遅おくればせながら受けることになっている。実はダリルはこのために同席しているのだ。ニーナもそうだが、同じ課題をこなす班員、指導上級生という位置づけだからだ……名目上は。

「てめぇがグズのせいで俺の手間が増えるじゃねーか、ったく」

　ブツブツ文句を言いながらも、ダリルはいつものように不ふ貞て腐くされたような顔で近くに陣取っている。

　気に入らないなら、そもそも同じ班にならなければいいと思うんだけど……。

　合同研究は昇しよう級きゆうに有利だというし、理由はそんなところだろう。

　というわけで、授業の前に少し時間を取ってテストを行うこととなった。本当のところ、噂の真しん偽ぎを確認するという意味合いもあったのだろう。授業の前に、ニーナ、ダリルと共に、教室の隣となりにある準備室に呼ばれた。

　固有スキルの可能性も考こう慮りよされ、別室でのテストとなった。僕の場合、知られたからといって不利になるタイプのスキルでもないけれど、いわゆる一般的な配はい慮りよなのだろう。

　もちろんスキル発動時の無属性解除の件は、ニーナやエドガー、アリスにしか話してないし、公おおやけにするつもりはない。

　もっとも巻物を使う限り、あまりこの点も心配はないのだけれど。

　斯かくして念写については、確かに道具もいらず一瞬で描えがかれた魔法陣に、教師は大いに驚おどろいたが、本人にしか発動できないとわかると途端に微び妙みような顔になった。

　……そうなるよね。

　そして発動。今回は室内だったので、例のエルフの生活魔法の一つ、水を出す魔法を披露した。巻物が一瞬で燃え尽つき、そこから魔法陣が展開される派手な演出に、教師はもちろん、初見ではないニーナさえも度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「相変わらず、ど派手な演出よね。どうやって燃やしてるの？」

　あ……うん、別に燃やしてるのはわざとじゃないんだけどね。もちろん、コレは綺き麗れいに燃え尽きるように加工をしてあるけど。

「うわ、すげぇ、なんだこれ！」

　ダリルは一転して、スゲーの連発。どこかのいじめっ子のように、お前の物は俺の物とばかりに巻物をあっと言う間に取り上げた。

　資料として置いてあった上級攻こう撃げき魔法の巻物だったのだが、嬉き々きとして魔法陣に触ふれてどやぁと期待を込めて空中を見上げるダリルを、その場にいた全員がやれやれという顔でため息をついた。

「なんだこれ、発動しないじゃねーか！」

　いや、だからそう説明したよね？　本当に人の話聞いてないね、君。








エピローグ






　合宿での騒そう動どうの後、エドガーは新たに魔法科回復魔を取った。

　まさに生きるか死ぬかという修しゆ羅ら場ばを経て、心境の変化でもあったのだろう。中ちゆう途とからということと、呪じゆ文もんをほとんど知らないこともあって、素質はともかくⅠクラスからのスタートのようだ。僕も同じクラスなので、仲良く基礎から勉強することになった。

　確かに魔法陣さえあれば、どんな魔法でも使えるが、それでも学ぶことには新たな発見がいくつもある。見たことがない初級の魔法や、珍めずらしい光魔法の回復呪文の魔法陣などを教えてもらったりと、割と充じゆう実じつした授業だった。

　やがて季節が廻めぐり、ぼちぼち各科では進級試験や研究発表などが行われる時期に差し掛かかっていった。

　僕達も魔法研究科での成果を発表した。

　直列に並ぶ単一属性の複数魔法陣は無理だったが、並列に展開される多属性の魔法陣を何とか一枚に写せないかとあれこれ試行錯さく誤ごして、一つの結果をだした。

　もともと魔力を力として出力する、その部分の呪文式が重複しているのはわかっていたのだ。それなら魔法陣を横につなげることの可能な、並列魔法陣なら重ねてもいいのではないかと考えたのだ。

　念写での魔法陣のみだが、可能だということがわかった。

　属性が二つ、比ひ較かく的てき単純な生活魔法でのみの成功だった。重複した呪文の部分が重なった、なんというか瓢ひよう簞たんのような形の魔法陣だった。

　しかし通常の写生は不可能だったことと、エルフの生活魔法自体がマイナーなこともあり、それらは評価に値あたいしないという判断が下された。一応それぞれ一段階の昇級は確定したので、少なくとも落第点ではなかったということで僕は満足だった。

　あまりにもイレギュラーが多すぎて、誰だれ一人気が付かなかったのだが、これは実際には物もの凄すごい改革の第一歩であった。ともあれ、この世界的大発見は、こうして思いっきりスルーされてしまったのである。

　そして、夏へと移行していくこの時期に学園を挙げての発表会がある。

　武術科、魔法科の技術を競きそう対戦型の大会に、座学系学科の研究発表など、体育大会と文化祭を合わせたような、実に一週間をかけてのお祭りである。

　そんな準備をする頃ころ、僕は十才になった。

　背も伸のび……てはいないが、ともかくこの春のイベントが終わり、残りの単位を取るための授業を消化すれば、学園生活一年目が終わる。ほぼ全教科ひとつずつ昇級が決まっており、まずまず順調だったと言える。

　何より嬉うれしかったのが、教養科がステップでⅣクラスに上がることだ。

　これがいずれⅥクラスになれば、学園での自由度がかなり上がり、行動範はん囲いも広がってくる。そう、年ねん齢れい制限の壁かべこそあるが、一応冒ぼう険けん者しやにだってなれるのだ。

　将来、自由に生きるために必要なステータス。

　冒険者になって手に職をつけていずれ独り立ちする！　もちろんそれは変わらぬ目標ではあるが、その過程に過ぎない学園生活が、今は楽しくて仕方がない。

「あっ！　見つけた。リュシアン武ぶ闘とう会、参加してよ」

　魔法陣クラスの発表会の準備をしていると、アリスがいきなり教室に乱入してきた。キャンプの時も、あの騒動のせいで勝負が出来なかったので、武闘会に参加しろとせっついてきているのだ。いや、そもそも勝負するって言った覚えないからね。

　僕の隣では、いつものようにニーナがため息を吐つき、行ぎよう儀ぎ悪く机に座っているエドガーは歯を見せて笑っていた。そんな、いつもの風景の昼下がり。

　学園都市を挙げての学園祭が、間もなく始まる。
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　今年の夏は、危険な暑さと言われるほどに酷こく暑しよでしたが、皆様は大だい丈じよう夫ぶでしたでしょうか？

　就しゆう寝しん中はエアコンをつけない派の私も、流石さすがに今年はクーラーのありがたみを痛感することになりました。




　初めまして！　るうと申します。

　今年の春、第３回カクヨムＷＥＢ小説コンテストにて特別賞を頂いて、書しよ籍せき化の流れとなり早、半年です。なんだかあっという間のようであり、すごく長い道のりだったかのようでもあり、ただ一つはっきりしたことは、本って作るの大変なんだなあ……と、今まで何気なく読んできた本をしみじみ読み返したりしていました。

　今からちょうど２年ほど前、とあるアニメ化した原作小説を読んでみたいと検けん索さくした際、そこで初めてＷＥＢ小説なる作品の数々に出会いました。何といっても無料で読めて、しかも素す晴ばらしい大作もたくさんあり、にわかに感動したものでした。半年ほど読んでみて、ふと自分も書いてみたいと思い立ち、何気なく書き始めましたが４話ほど書いて、すぐに筆が動かなくなりました。「ああ、そうか。これは自分が好きじゃないと続かない」と思いなおし、思いっきり趣しゆ味みに走った話を書いたのが、何を隠かくそう今作です。




　主人公は、リュシアンという少年で、伯はく爵しやく家の三男です。前世でブラック企き業ぎようでこき使われて過労死した挙あげ句く、転生したのちもなんだか一ひと筋すじ縄なわではいかない人生を送っております。境きよう遇ぐうこそ特とく殊しゆですが、いたって普ふ通つうの子供です。少なくとも、本人はそう思っているようです（笑）。そして、意地でものんびりと異世界人生を楽しむつもりでおります。元々の性格もありますが、前世の年ねん齢れいが加わる分、子供の姿とは裏腹に妙みように達観しており、トラブルが多い学園生活ではありますが割と飄ひよう々ひようと凌しのいでいきます。このリュシアン、なまじ何でも出来てしまうせいで、余計なトラブルも自ら背負い込んでしまう感があり、おそらく前世からの苦労性をそのまま引き継ついでいるのでしょう。

　今回は、学園への入学から、武道科恒こう例れいの合宿編までのお話です。当然、この合宿も平へい穏おん無事に終わるはずもなく、騒そう動どうの連続です。この後の展開は、リュシアンやエドガーにとっては試練の帰郷編を経て、次年度の新学期のお話になります。冒ぼう険けんといえば、やはり採集やダンジョン！　学園の授業の一いつ環かんで、彼らは初めてのダンジョンに挑ちよう戦せんすることになり、その準備に奔走します。新しい従魔や仲間も加入して、ますます賑やかになっていきますよ。

　こちらは「カクヨム」で連れん載さいしている作品ですが、ＷＥＢ版と書籍版では設定や内容が異なる部分がそこここにあります。いくつかエピソードを削けずったりもしましたが、書籍版の方はいろいろと補足して書かれているところも多いので、わかりにくかった設定などが改良されていると思います。

　これから先、ダンジョンへ、異界へとリュシアンを取り巻く環かん境きようは目まぐるしく変わっていきます。それでもきっと、彼はマイペースにその時を楽しんじゃうんだろうなと思います。

　これからも主人公と共に、のんびり楽しむ異世界旅行をご一いつ緒しよ頂けると嬉うれしいです。




　素す敵てきなイラストや挿さし絵えを描かいてくださったオウカさん、お忙いそがしいところ快くお引き受け頂きありがとうございます。自分の作ったキャラクターがイラストになるなんて、それだけで夢のようです。それぞれのキャラクターが、文字通り肉付けされ、等身大で動いているのを想像することができて感激しきりです。

　そして、担当さんを始め、この本の刊行に携たずさわってくださった全すべての皆様に、心からの感謝を捧ささげます。




　最後に、この本を手に取ってくださった皆みな様さまにも心からの感謝を！　もっと楽しんでもらえるよう、これからも頑がん張ばります！

　それでは、次回またお会いできることを祈いのって──。





二〇一八年　　少し涼すずしくなってきた雨の昼下がり　九月吉きち日じつ
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ご落らく胤いん王おう子じは異い世せ界かいを楽たのしむと決きめた！
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